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59．


ジルは、王都周りの大抵の迷宮を踏破している。


馬車が行き来する範囲は勿論。途中下車して歩いて一日程度ならば平然と向かうし、平気で迷宮内で夜を明かして数日で踏破する事も珍しくはない。普通の冒険者ならば一日かけて次の魔法陣まで行ければ充分なのだから、彼のリゼルと出会う前の攻略ペースは凄まじかった。


リゼルと出会って落ち着いた、というよりは攻略し尽くした。そんな彼にも、王都近辺で訪れた事のない迷宮が一つだけある。


「なんだか懐かしいですね」


「来た事ねぇだろ」


「それはそうなんですけど」


それは二人が行動を共にし始めてから発見された迷宮。アイン達が見事初踏破を成し遂げ、〝知恵の塔〟と名付けられた迷宮だ。


先日、スタッドの護衛から帰って土産を渡した際の事だった。飲めないものの話し相手として晩酌に付き合ったリゼルが、ジルもまだ未攻略だと知って今日は此処ここを訪れた。


「何だか空すいてますね」


草木の茂る石扉に触れながら、リゼルは不思議そうに誰も居ない背後を振り返る。


「前に、新しい迷宮は混むって聞いたんですけど」


「攻略されたらこんなもんッスよ」


それにしても人気ひとけがないのは、この迷宮の特徴故か。


アイン達が大苦戦していた、謎を解かねば進めないという面倒な仕組み。彼らに限らず、冒険者には贔屓ひいき目に見ても頭脳労働に向いているとは言えない者が多い。


他にも迷宮はあるのだから、よほど割の良い依頼がなければわざわざ訪れはしないだろう。


「ニィサン何でまだ攻略してねぇの？」


「面倒くせぇだろ。コイツがいなきゃ来ねぇよ」


「頑張ります」


ジルとて頭が回らない訳ではない。しかし戦闘以外で足止めされるのを好まなかった。


一つ二つ程度なら罠でも暗号でも解いて進むが、それが迷宮全体ともなると手間で仕方がないらしい。更にこの迷宮には手強い魔物がいないとの噂があり、彼にとっては意地でも潜りたい迷宮ではなかった。


「それでも、ボスとは一度くらい戦いたいでしょう？」


「まぁな」


「丁度良く依頼もあったし、迷宮内で一泊もしたいので此処にしてみました」


「しても一泊ってとこがリーダーッスよね」


「え？」


リゼルは今まで、迷宮の一階から最深層までを一通り攻略した事がない。それを一日二日で出来るとあっさり予想してしまうのは、完全にジルの影響を受けている所為だろう。


まぁ出来なくはない、とイレヴンは笑いながら何でもないと首を振った。


「つかリーダーさぁ」


「どうしました？」


そんな彼が、ちょいっと指先でリゼルを呼び寄せる。そのままリゼルの腕を掴んで数歩その場を離れ、怪訝そうなジルの視線を尻目に顔を近付けた。


「まだニィサンの機嫌とってんの？」


内緒話のように潜められた声量は、流石のジルでも聞こえない。


「いえ、そうじゃなくても此処には来ましたけど」


「けど？」


「確かに、否定は出来ないです」


そう苦笑するリゼルに、イレヴンは意外そうに片眉を上げた。


ジルの機嫌を損ねた事はリゼルにとって、それ程に予想外だったのだ。基本的に、リゼルの対人関係での失敗は滅多にない。しかも自分から仕掛けておいて、など有り得ないと言っても良い。


「機嫌とるくらいなら何で仕掛けたんスか」


そんなリゼルが、イレヴンにすら容易に想定出来た結末を何故見誤ったのか。


「いえ、まさか不満を持たれるとは思ってなかったんです」


リゼルは不思議そうに口を開いた。


「むしろ、ちょっと喜んで貰えるんじゃないかと」


「はァ？」


あまりに想定外の返答に、イレヴンは思わず素っ頓狂な声を上げた。有り得ない、と内心で衝撃を受ける。リゼルと離れる事を何故喜ぶのか。


確かに普段から二日三日顔を合わせない事くらいは普通にあるだろう。だが今回は、なんと善意を以もって置いて行ったという。


「（こりゃニィサン気に入らねぇわ）」


心底同情する、という視線に気付いたのだろう。リゼルが言葉を続ける。


「ジルって俺と会うまでは一人だったでしょう。十年以上も、好んで」


「ああ、パーティーで聞いた話じゃそんなもんッスね……」


「なら息抜きに、一人の時間も欲しいだろうなと」


思ってしまったのかと、イレヴンは口元を引き攣つらせた。正論だ。間違いなく正論だ。心底そう思う。だが何故そうなる、と項垂れながら上目でリゼルを見る。


貴族であったリゼルに、一人の時間など滅多になかっただろう。だから余計に、その時間の大切さを知っているのかもしれない。誰かが付き従うのが当たり前の立場でありながら、その誰かを気遣える辺りがらしい。ジルは従っている訳ではないが。






「そりゃアンタじゃなきゃさァ」


「イレヴン？」


イレヴンはちらりとジルを見た。剣の柄をいじりながら暇を潰している。


「あー……リーダーさ、あのヘーカとずっと一緒にいてストレスあんスか」


「まさか」


当然のように否定したリゼルが、ふいに気付いた様に口元に手を当てる。しばらく考え、そして何かの結論に達したのか苦笑を零こぼす姿に、イレヴンは仕方なさそうに肩を竦すくめてみせた。


「……対等って難しいです」


リゼルは自身に従う相手と、自身が従う相手への気遣いならば手慣れている。だが初めて出来た、一切身分を挟まない対等な相手に対しては随分ずいぶんと手探りだった。


勿論ジルが自身と共にいる事を負担になど思っていない事も理解しているし、不満を抱いていない事も知っている。その上で気遣ったつもりが大失敗だ。ジル自身、まさか己が不満を抱くとは予想していなかった事も要因の一つではあるのだろうが。


「当然のように傍にいて貰うのは従わせてるみたいで、たまにはと思ったんですけど」


「好きでやってんだから良いんスよ。リーダーが従わせたいとか思ってねぇのは知ってっし」


じゃなきゃ一緒にいない、とイレヴンはきゅうと瞳孔どうこうを絞りながら笑う。大人びたその笑みに、リゼルも目元を緩めて微笑んだ。


「有難うございます」


「どーも。俺にもいつか仕掛けてくれる？」


「ん、じゃあ頑張ってみます。積極的に泣かせる方向で何か考えておきますね」


「は？　ちょ、待……」


自分の身に何が起こるのか、と騒ぐイレヴンを横目にリゼルはジルを向いた。一体何なんだと言いたげな視線とかち合うが、構わずじっと見る。


もはやジルの態度は平素のもので、不満そうな様子はとっくにない。元々、いつまでも引き摺ずるような性格はしていないのだ。さり気なく行ってきたご機嫌取りも、気付いては面白そうにしていたが、それでもやり過ぎると嫌がられる。


「許してくれます？」


微笑みながら告げた言葉に、リゼル達が何の話をしていたのか察したのだろう。ジルは呆れたように溜息を吐き、特別な事など何もないというように口を開いた。


「いつだって許してんじゃねぇか」


好きなようにすれば良いと、その言葉に嘘はないのだからと。


ジルとて、リゼルが本当に面白がって置いて行った訳ではない事ぐらい知っている。それでも気に入らなかったのだから仕方ない。


「そろそろ入るぞ」


「はい」


嬉しそうに微笑むリゼルに、慣れない気遣いをするからだとジルも唇の端を吊り上げる。その横ではイレヴンが、余計な事を言ってしまったと頭を抱えてしゃがみ込んでいた。






迷宮の扉を潜り抜ける際の、一瞬の闇は既に慣れたもの。直ぐに目にしたのは石造りの小部屋だった。


三人とも揃ったのを確認し、リゼルはぐるりと周囲を見渡す。出口は入って来たものとは別に一つ。足元には光も灯らず、見逃してしまいそうな程に薄っすらとした魔法陣が一つ。使用出来ない魔法陣というのはこういうものなのだろう。初めて見た。


「全員が初見の迷宮って初めてですよね」


楽しそうなリゼルに、感想が何かおかしいと思いつつイレヴンも頷うなずく。


「ニィサンが初見っつうのがレアなんスよね」


「てめぇも潜ってんだろうが」


「俺はそこまでじゃねぇし」


イレヴンも以前はギルドから何か言われない程度に依頼を受け、その都度迷宮には潜っていた。


だが楽しめそうな階まで潜るのが面倒で、それほど多くの迷宮を訪れている訳ではない。


「今回は踏破を目標に頑張りましょう。自然と依頼も達成出来ますし」


ああ、とジルとイレヴンは頷いた。そしてリゼルが選んだ奇妙としか言いようがない依頼を思い出す。






【〝知恵の塔〟にて謎をゲットせよ】


ランク：Ｄ～


依頼人：謎愛好家


報酬：10～20階層の謎→銅貨50枚、20～30階層の謎→銀貨１枚（１問につき）


依頼：〝知恵の塔〟の10階層から30階層の謎を知りたい。尚、正答とセットで一つとする。


一問につき規定の用紙一枚を使用し、正答を別紙に書いて見えないようセットにして欲しい。






「世の中には色々な人がいますね」


「……選ぶお前も大概だけどな」


完全に理解が出来ないものを見るような視線を向けられ、リゼルは「失礼な」と返しながら唯一の扉の前に進む。いつぞや話に聞いた、一度開けたら開きっぱなしの扉だろう。


分厚い両開き扉に、それぞれ嵌はめこまれた石板。そこには見覚えのある暗号が描かれていた。


「これが全員に共通する最初の暗号、ですね」


「へー、暗号？」


イレヴンも並んで石板を覗き込む。この迷宮において初歩の初歩である暗号を、彼が解けないという事はないのだろうが。


「うっわ、面倒臭そ」


それだけ零して興味を失う姿は、最初から解く気がないのだろう。同じくジルも、石板に視線すら向けないのだから随分と分かりやすい。


「さっさと進みてぇし、今日はリーダーに丸投げで良いッスか」


「魔物は気にしなくて良い」


「はい、分かりました」


平均的なＣランクであるアイン達が攻略出来たのだから、深層だろうが魔物の強さはお察しだ。リゼルが棒立ちしていようとジル達ならば何とでもなる。


本来ならば暗号に頭を悩ませ、右往左往し、その都度魔物に対処しては戦力に問題がなかろうと疲弊ひへいするのだろうが。アイン達は早々にリゼルという頭を手に入れ、全力を魔物に当てる事が出来てさぞ攻略が順調だった事だろう。


「何だか、いつになくリーダーらしい事を出来てる気がします」


左の扉を三回ノックし、右の扉のドアノブを引く。鍵がかかっていたはずの扉が容易に開き、三人はリゼルを先頭に歩き出した。


「こういう時は何て言うんですっけ……〝俺についてこい〟？」


「止めろ」


「止めて」


即座に却下され、リゼルは違ったかなと首を傾げながら真っ直ぐに伸びた通路を進んで行った。






「いやー、楽ッスね。すっげぇ楽」


「止まんねぇからな」


この迷宮は全三十階層からなる。その三分の二、ちょうど二十階に到達したリゼル達は良い時間だからと、ゆったり昼食をとっていた。


見つけた段差にクッションを敷いて、女将に持たされた弁当を広げる。女将お手製のそれはスープまでついて、まるで普通の食事のようだった。今日は朝も早かったので遠慮したのだが、問答無用で持たされた。有難い事だ。


「もうちょっと謎の難易度が高くても良いんですけど」


「リーダー悩まねぇしね。むしろ考えもしねぇし」


「深層はそうなんじゃねぇの」


謎は暗号ばかりではない。何かしらのギミックであったり、魔物が絡んでいたりもする。


しかしリゼルは普通に進む。歩いて、新しい謎が出て来て、その度に解いて、進む。簡単そうに見えるが、イレヴンには正答を見てもよく分からないものもあったし、そもそもリゼルが余りにも自然に突破する為に二人が気付かなかった謎も存在しただろう。


順調すぎるほど順調。ジル達にとってはまるで散歩しているかのようだ。


「このまま行けば泊まり込みは無くなりそうです」


「その方が良いだろ」


「そッスよー。つか昨日の夜そこらへんブラついてたら、どっからか現れたジャッジが俺の鞄に野宿セット詰めてったんスけど。あれ何」


地べたに座って弁当を口に詰め込んでいるイレブンは真顔だ。


呆れたようなジルとは別に、心当たりのあったリゼルはそういえばと記憶を辿る。普通の雑談の中でちらりと出ただけの話題で、ジャッジも「楽しんできて下さいね」と笑っていたが。


「一昨日会った時、泊まるかもって話した気がします」


「超ダッシュで来てめっちゃ押し込んで超ダッシュで帰ってった。アイツ俺のこと怖ぇの？　いっそ逆に怖くねぇの？」


離れた場所から姿を見せた魔物を、隣に浮かせていた魔銃で撃ち抜きながらリゼルは温かいスープを飲む。夜に出歩くなど危ないだろうに。いや、危険人物の筆頭であるイレヴンと一緒ならばむしろ安全なのだろうか。


だが一応、今度さり気なく伝えておこうかと、温かなスープが喉のどを通る感覚にハフリと息を吐きながら頷いた。


「そういや依頼は良いのか」


黙々と手を動かしていたジルが、ふと思い出したかのように尋ねる。


「帰ってから纏まとめて書こうと思ってます。ボスまで行く予定ですって言ったら、スタッド君も指定の用紙をたくさんくれましたし」


「だろうな」


軽い踏破宣言を、しかしリゼル達に限りスタッドは疑わない。


リゼルも貰える報酬は貰う主義なので、出会った謎の全てを提出するだろう。それを見越しての大量の用紙だ。


「氷人間と言えば」


イレヴンが唐揚げに手を伸ばすのを見て、たくさん入っているし良いかとリゼルも差し出した。一口で平らげる姿は満足げだ。


「変わんねぇッスね、前と」


「変わってますよ」


何処がとつまらなさそうなイレヴンに、可笑しそうに笑う。


「スタッド君、余裕が出て来ました。前は少し必死でしたし良い傾向です」


「あの能面野郎が？」


その微かな感情を読み取れる、あるいはそれらを引き上げる事が出来るリゼルにとっては、スタッドはそれ程無感情ではない。だが傍から見れば一切表情の浮かばない淡々とした男である事は変わらず、色々とシュールな光景になっている。


そんなスタッドの関心を初めて引いたのがリゼルだ。何かを求める事を覚えさせた、と言っても良い。求められるままに与えて来た。手放しがたいと切望を生むまでに。


スタッドが本当に欲しいものが何かなど、それは彼にしか分からない。だが先日、ようやく彼は掴み取った。リゼルも与える事が出来た。彼に生まれた余裕は、追い求めたものを手中に収めたが故なのだろう。


「優秀な年下の成長を見るのは楽しいですね」


「頭に身内の、がつくだろうが」


その言葉に微笑みだけを返すリゼルを、こういう奴だとジルは納得してみせる。


国の成長を願うべき宰相も、今は一人の冒険者。相変わらず休暇を楽しみ、以前は出来なかった事に挑戦しているようで何よりだ。


「リーダー、氷人間が何に必死だったって？」


「内緒です」


いかにもからかってやろうと言いたげな声をあっさり躱かわし、リゼルは未だ残る弁当を見下ろした。食べられなくはないが、これ以上食べると歩き続けた時に腹痛に襲われそうだ。


そんな事を考えていると、横からジルが手を伸ばして来た。遠慮なく渡す。


「そういえば、折角練習したのに罠が無いですね」


「間違った道に進めばあるんじゃねぇの」


「成程」


ジルはわざと間違えるんじゃないかと若干思ったが、そうなろうが別に問題はないかと追及せずに終わる。そして彼が最後の一口を食べ終えたのを機に、三人は空の弁当を片付け立ち上がった。






それは最深層の一歩手前、二十九階層へと到着した時だ。


現れた三つの扉と一枚の看板。珍しく足を止めたまま動き出そうとしないリゼルに、どうしたのかとジル達が視線を寄越す。


「ここから先は三人別々みたいです」


「あ？」


「マジ？」


うーん、と考えながら寄越された言葉に、ジル達は嫌そうに顔を顰しかめた。


「一つの扉につき一人、一度出てから入り直すのも不可、制限時間は一時間」


「っつうのが書いてあんスか」


「あります」


見覚えのない文字の綴つづられた看板を眺め、へぇ、とイレヴンが頷く。空気を読むことに定評がある迷宮だ。もしリゼル達が五人パーティだったら、これが五つの扉になるのだろう。


「どれ選んでも一緒？」


「それは書いてなくて……ただ、一人でも時間内に突破できなければ全員ここに戻ってくるらしいので、最悪閉じ込められる事だけは無いと思います」


「じゃあどの扉か悩むだけ無駄ッスね。あ、一応リーダーは真ん中行って」


「それが妥当だな」


あっさりと左端の扉へ向かったイレヴンと、右端の扉へ向かうジル。


二人が真ん中を残したのは、手助けが可能であればその恩恵が最大に受けられるからに他ならない。仮にも迷宮の深層だ。ソロを強要しておいて手強い魔物をけしかけるような仕掛けがあるとは考え辛く、むしろ謎のオンパレードならリゼルが最も有利であるのだが。


「少しドキドキしますね。一人で迷宮って初めてです」


「うっわ、それ聞くと一気に心配なんスけど。つか暗号とか出たら俺が詰む」


リゼルはその意図を汲み、納得しながら真ん中の扉の前に立った。謎においては自分が両者をカバー出来る、最善の位置だろう。


「あー、カンペ欲しー」


「自力で何とかしろ」


「中が繋がってると良いですね」


そして三人は扉に手をかけ、足を踏み入れた。






目にしたのは、三者全く同じ光景だった。


塔の内部に相応しい、円形で広い吹き抜けの空間。壁に沿う様に緩やかな登りを描く螺旋らせん階段は、空間の広さに比例して一周かなりの距離がある。見上げれば、それが幾重にも円を描いて上へ上へと続いていた。果たして、何処まで続いているのか。


「これリーダーやべぇんじゃねぇの」


「体力ついてきたっつってたが……ギリギリだな」


「〝知恵の塔〟の癖に、どうしてこういう事するんでしょう」


顔を合わせていないにも拘かかわらず、リゼル達が漏らした感想は似たようなものだった。


リゼルは取り敢あえず螺旋階段を登り始めた。登りながら手摺りの外側に手を伸ばせば、透明な壁に阻まれる。落ちる心配はなさそうだが、同時に素直に階段を上るしかない事も分かった。


「（ここまで来て、謎が全く無いって事は無い筈）」


そんな事を考えながら半周ほど歩いた時だ。ふと手摺りとは反対の壁に、見慣れた石板が嵌めこまれているのを見つける。


「パズル……？」


並べられている正方形の板をスライドさせ、バラバラになった絵を完成させるというもの。成程、時間を使わせたいのだろうと、リゼルは迷わず板をスライドさせた。最短手順で完成させれば、最後の板をスライドさせると同時に石板が光る。


パリンッとガラスの割れる音が響いた。振り返れば吹き抜けを横断するように階段が伸びて行き、数段上の螺旋階段へと繋がる。


「成程、俺はこっちの方が良さそうです」


階段は急だが、かなりのショートカットとなるだろう。恐らく上がりきった先に、新しい謎が待っている筈だ。それを解けば再び階段が現れる。


長距離をぐるぐる回るよりは余程マシだと思いつつ、リゼルは落ちないだろうかと階段の手摺りを掴んで確認し、そして上って行った。






リゼルと時を同じくして、ジル達も取り敢えず一問目だしとパズルに挑戦していた。


最短で終えたリゼルから少し時間を空けて、ジルも無事に解き終える。限界まで眉を寄せてパズルへと向かう姿は凶悪と言っても過言ではなかった。真正面から見れば子供どころか大人も泣く。


そしてガラスが割れる音と共に振り返ったジルが、現れた階段を躊躇ためらわず登りながらまだ見えぬ天井を見上げた。


「これのが楽か」


そう言いながらも謎を解くより螺旋階段を進む方が早いかと考えているのだから、それは自分に対する言葉ではなかったのだろう。彼は黙々と足を動かしながら、しかし急だなと内心で呟いた。






それからもう少し、ひたすらカチャカチャカチャとパズルを動かして何とか一つ目を解き明かしたイレヴンが、現れた階段を上った先に現れた二つ目の謎に顔を顰めていた。


「遊びっぽいヤツなら出来るけど、マジで知恵試されんのとかホント無理」


恐らく暗号なのだろう。その下にあるのは数字の刻まれたボタン。流石は深層というべきか、全く分からない暗号を諦めてボタンを適当に押してみる。直後、聞き覚えのあるガラスの割れる音と共に、手摺りの外側から蝙蝠こうもりに似た魔物が複数飛び込んで来た。


けたたましい羽音を煩わしいと思う間もなく斬り捨て、イレヴンはピッと剣についた血を払う。床に落ちた死骸しがいを一瞥いちべつし、そして歩き出した。


「間違えたらこうなんのね。まぁリーダーなら間違えねぇし」


この程度なら何とかなるだろう。そう頷き、イレヴンは面倒臭い面倒臭いとブツブツ言いながら軽い足取りで螺旋階段を上って行った。






「あ、ドア見っけ。ってことはゴール……」


賑やかに一番端の扉が開き、近くの階段に座っていたジルは喧やかましいとばかりに眉を寄せた。赤髪を揺らして現れたイレヴンがそんなジルを見つけ、悔しそうに眉を寄せる。


「うっわニィサンに先越された」


「関係ねぇだろ」


「そうだけどさァ……どんくらいかかった？」


「四十分弱。分かりそうなヤツは解いて来た」


「あ、やっぱ中は一緒か」


両者共に一切ペースを落とす事なく上りきったのだが、やはり幾つかショートカットを利用したジルに軍配が上がったようだ。イレヴンはジルのおよそ十分遅れ。延々と階段を上って来た割に一切息切れがない二人は、流石としか言いようがない。


「その階段、次の？」


「じゃねぇの」


この階は、今の仕掛けで全てなのだろう。イレヴンはジルが座っている最深層への階段を一瞥し、そして直ぐに未だ開かない扉へと視線を向ける。


「やっぱ階段きついっぽい？」


「急だしな」


ジルとイレヴンに、リゼルが謎を解けないという発想はない。苦戦するとも思っていない。ならば問題は階段だが、ショートカットを使い続けていれば既に到着していてもおかしくはない筈だ。


「正解連発してりゃ、魔物出ねぇ筈だけど」


「ミスったのかよ」


「わーざーと。迎えに行けねぇかなァ」


イレヴンが三つ並んだ扉の内の一つ、真ん中に手をかけた。押せども引けども微動だにせず、蹴りつけようが斬りつけようが傷一つ付かない。破壊不可能、そして一つの扉に一人だけという迷宮ルールが遺憾いかんなく発揮されている。


イレヴンは最後に思い切り靴底を叩きつけ、小さく舌打ちを零した。


「ニィサンがやっても無理？」


「無理だな」


「（あ、もう試してる）」


なら待つしかないかと、イレヴンがジルと同じ結論に達した時だ。すぐ後ろで、ガチャリと扉が開く音がした。


「あ、良かっ」


「はっ……」


「……おお、リーダーが今まで見た事ないくらい余裕ねぇ」


振り返れば、息も絶え絶えなリゼルがいた。


「は、間に合わないかと、思いました」


肩で息をし、イレヴンの肩に手を置いて息を整える姿は余程急いで来たのだろう。頬に張り付く髪を耳にかければ、覗いた首筋を一筋汗が流れた。


「体力、ついたと思ってたんですけど」


「お疲れー」


目にかかる前髪を除けてくれるイレヴンに礼を告げ、リゼルは息を吐いて背筋を伸ばす。ジルに階段を指さされ、助かるとばかりに其処そこへ腰掛けた。ゆっくり休めという二人の言葉に甘え、肩の力を抜く。


「全問正解すりゃ、休憩入れても余裕で間に合うだろ」


「その休憩で、一番下からやり直しになったんです。それがなければ──二十分くらいかな」


流石に急な階段を上り続けるのは辛く、リゼルがその中腹でのんびり腰掛けていた時だ。


およそ五分ほど休んだ頃。唐突に螺旋階段の一番下まで戻された。リゼルはその優れた頭で瞬時にそれを理解したものの、あまりにも受け入れ難い現実に一瞬きょとんとした。


そして休まず三十分。普通の人間ならば体力が尽きるのも当然だ。


「はぁ、やっぱりもう少し体力はいりますね」


「別に無ねぇ訳じゃねぇんだしさァ。冒険者の中じゃ低い方かもだけど」


「やっぱりですか？」


「迷宮歩き回ってりゃその内つくだろ」


「魔法使いじゃそんなもんッスよ」


最も身近な冒険者二人が色々と最上級なので、魔法使いと言われてもリゼルにはいまいち想像が出来ない。彼の中では冒険者ならば魔法使いでも階段千段を悠々上れるイメージだ。


「でも他の魔法使いの方って、結構体格が良いですよね」


「周りが鍛きたえてりゃ気になんじゃねぇの」


「ヒョロいって言われんのヤなんじゃねッスか」


「成程」


リゼルも男だ。気持ちは分かる。


リゼル自身は今まで気にした事がなかったが、体力勝負、力勝負が基本の冒険者だ。たとえ時間内に螺旋階段を突破できずともジル達は〝やっぱりか〟で終わるだろうし、不得手を補い合うのがパーティなのだが、果たして今の体力で胸を張って冒険者を名乗れるだろうか。


真剣にそんな事を考える姿を、またアホなこと考えてるんだろうなとジルが眺める中、リゼルが決意したように顔を上げた。


「走り込みとかどうでしょう」


「止めろ」


「止めて」


却下された。


ちなみにリゼルより体力がない冒険者も当然存在する。考え過ぎだった。


「それよかホラ、次ボスっすよ」


ジル達は一体自分にどんなイメージを持っているのかと思いつつ、二人が嫌がるのなら止めておこうかとリゼルは素直に納得して、イレヴンの指さす方角を振り返る。今座っているこの階段を上れば最深層だ。どうやら今日も、迷宮での泊まり込みは出来そうにない。


「そういえば、ボスの説明をしてませんでしたね」


「何で知ってんだよ」


「アイン君が教えてくれました」


先日、顔を合わせた際にこの迷宮に潜る事を伝えたら、喜々として教えてくれた。


どちらかと言えば事前情報を知らない方が楽しめるジルやイレヴンだが、今回ばかりは知っておいた方が良いだろう。きっと、その方が彼らは楽しめる。


「最初に一つ、謎かけを挑んでくるそうです。答えるまでの制限時間は多分三十秒。正解すれば強さが一ランク下がり、間違えれば上がって、基本はＢランク」


魔物の強さにも目安としてランクが付けられている。Ｂだと、Ｂランクのパーティが五分で勝負出来るだろう強さだ。とはいえ、パーティごとの相性もあるのであくまで目安でしかない。


「あいつらＣだろ」


投げ出していた足を引き寄せ、立ち上がりながらジルが訝いぶかしげに言う。何せ、柔らかい言い方をするならば〝元気が取り得〟なアイン達。そんな彼らが正解を出したなどと微塵も考えていないジルを、リゼルは可笑しそうに笑いながら見上げた。


「答えなければＢのまま、らしいですよ」


「にしてもあいつらじゃ厳しいだろ」


「アイン君曰く、〝最初になんかゴチャゴチャ言ってて動かないから猛ラッシュして足二本潰した〟そうで」


言い回しはそれらしくなっているのだろうが、ボス自ら謎かけの説明をしてくれるという。その間、そして制限時間中も攻撃して来ないのならば、確かにアイン達でも条件を五分に持っていけるだけの攻撃は重ねられるだろう。


「それ知らなかったんじゃねぇの」


「何せ初踏破ですからね」


「反撃されてたらソッコー全滅だよなァ」


そもそも、この迷宮で最深層まで来られる者達ならば、まず間違いなく謎解きに挑戦する。正解出来ればボスが弱体化する、分からなくとも黙っていれば損はない。


しかし、アイン達は即考えることを放棄した。リゼルという頭を頼ったお陰で早々に謎解きと縁の切れた彼らは、「煩うるせぇ知るか」と問答無用で襲い掛かったのだ。たとえＢ相当の魔物でも、足を潰されれば必死のＣに負けてもおかしくはない。ボス可哀想。


結果、時間まで反撃に動き出さないボスのお陰で勝利を掴み取ったのだが。


「若さですね」


「馬鹿なんだろ」


「雑魚ざこなのに運は良いんスね」


アインもまさか酷評を受けているとは思うまい。


「じゃあ俺らは間違えりゃ楽しくなんだ？」


「行けるか」


「はい」


十分に休んだリゼルも立ち上がり、三人は先程に比べればずっと短い階段を上る。


意気揚々とボスへと繋がる扉を開けるイレヴンと、剣を抜いたジルの背中を見ながら、楽しそうで何よりだと微笑んだ。






迷宮から帰ったリゼルは、そのままギルドの机で解き明かした謎の数々を綴っていた。


しかし、ふと見知った顔が机の前を通り過ぎようとしたのを見つける。手を止め、呼び止めた。


「アイン君」


「あ、リゼルさん。お疲れッス！」


「先日は迷宮の情報、有難うございました」


イレヴンは腹が減ったと先に帰った為、ジルと二人。そんなリゼル達に、アインは対二人にしか発揮されない、なけなしの礼儀を以って頭を下げた。


そんな彼の口元が一瞬引き攣ったのは、ジルの存在ゆえか。何度かやり取りを重ねる上で噂に聞くほど危険な人物ではないと知ったは良いものの、微妙な畏怖いふは残るのだろう。


「役に立ったなら良かったッス」


「今日、行ってみたんですよ。ボスの謎に間違えたら二足歩行になって、襲い掛かってきたのには驚きました」


「あの獅子ししっぽいやつが立つんスか。へぇー……、……」


アインは感心したように零し、そして固まった。


「今日、ボス──間違えたとか、ぜってぇわざと……いや何で??」


呟いた彼の言葉は、幸いリゼル達には届かない。


確かに今はもう、帰って来た冒険者達のピークも過ぎている。外もすっかりと暗い。しかし、まさかそんな馬鹿なと愕然がくぜんとするものの、彼は信じざるを得ないのだ。


「（一日で攻略しやがった……!!）」


リゼル達ならばそれが出来ると、アインは知っている。


ショックなような、いっそ周囲に自慢して回りたいような。そんな複雑な思いに駆られている姿に、言わない方が良かっただろうかと苦笑を零してリゼルはポーチを漁った。


貴重で面白い情報を貰ったのだから、貰いっぱなしという訳にはいかない。


「何かお礼をと思ったんですけど、アイン君が気に入りそうなものが……」


「は、や、良いッスよ！　大したこと話してねぇし……！」


「駄目でしょう？　〝成果に相応しい報酬〟は渡さなきゃ」


いつかと同じ台詞に、アインがグッと口を噤つぐむ。


その様子に微笑み、さて何を渡そうかとリゼルは考えた。ボスの強さが謎解きに左右される件はギルドで調べれば分かるが、動かない間は反撃が来ないというのは相当貴重な情報だ。


何せ、ギルドにも提供されていない。アイン達が実力じゃないと思われるのを嫌がった為だ。それなのにリゼルにはあっさりと、余りにも当然のように教えてくれた。


「じゃあ、アイン君にはこれをあげます」


なら多少は色を付けた方が良いだろうとリゼルはとある迷宮品を取り出し、目を輝かせたアインの手にそっと置いた。


「……」


「鑑定して貰ったら銀貨五十枚にはなるそうです。良いものですよ」


あのリゼルから、という意味で相当の期待と緊張をして待ち構えていたアインは、掌に乗せられた〝知恵の塔〟ボスのミニチュア人形をじっと見下していた。


魔物フィギュアは時折宝箱から出るが、ボスともなると希少価値は高い。加え、銀貨五十枚相当の迷宮品ともなれば深層からしか出ない貴重品だ。普段アイン達が活動する階層で出る迷宮品に比べれば、格段に良いものだろう。値段的に。


「あ、りがとうございます……」


辛うじて礼を口にして去って行くアインの背中は哀愁あいしゅう漂っていた。「もっとこう、こう……」と、大変なもどかしさを抱く彼の心中を表しているかのようだ。






「年下からかうの好きだよな、お前」


「やだな、ジャッジ君にもお墨すみ付きを貰った貴重品ですよ」


微笑ましそうにその背を見送ったリゼルに、ふとジルは呆れたように溜息をつく。


「売れば良いお金になります」


「売れりゃあな」


恩のあるリゼル手ずから渡された品を、軽い気持ちでひょいひょいと売れるだろうか。畏おそれ多くて出来はしまい。今頃は、ギルドの外で「どうしろと……」と呟いている事だろう。


ジルは退屈そうに頬杖をつき、再び動き始めたリゼルの手元を眺める。確かに人目のある場で、見るからに上級の迷宮品を安易に渡す訳にはいかないのだろうが。


「もう少しマトモなもんあるだろ」


「俺に限っては無いんです」


少し拗すねたような声色に、そういえばそうかと頷く彼の口元は微かな笑みを浮かべていた。
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某日の朝、宿のリゼルの部屋にて。


「これ、うちのリーダーから〝無事冒険者を辞められそうだ〟って。世話になったし直接礼をしたかったけど、君がそれを望まないからって僕が来たよ。それにしても君達の情報って少な過ぎない？　お礼したくて好きなもの探ってても酒だの肉だの基本的に食べ物の好みしか出て来なかったんだけど。まぁ、君に限っては本もあったけどね。どれも贈るには弱いし、でも君達に金銭的な価値って意味が無さそうだから、最上級の白銀牛の肉とロマネのワインと王都屈指の超有名店のスイーツ詰め合わせを持って来たよ」


「有難うございます」


翡翠ひすい色の髪に窓から差し込む光を反射させ、ヒスイは常の不貞腐ふてくされたような顔を忘れたかのように満足気な笑みを浮かべ、怒涛どとうの勢いで言葉を羅列られつする。敬愛するパーティリーダーが無事に家庭を築けるのが余程嬉しいのか、なかなかにテンションが上がっているのだろう。


そんな彼と向かい合って座るリゼルは可笑しそうに礼を告げ、机の上に並べられた品の数々を見下ろした。しかし、ジルはどうあがいても生肉を貰う運命だったようだと密かに思う。


「もう辞めたって噂は聞かないですけど」


Ｓランクが冒険者を引退すれば、噂にならない筈がない。不思議そうなリゼルに、ヒスイは機嫌が良さそうなままに肩を竦めた。


「まだ辞めてはないよ、ギルドが渋らなくなっただけ。辞めるって言ってもギルドカード返すぐらいだし、辞める前にやっておくこと全部やっておくんじゃない？」


「冒険者として最後に、っていう事ですか？」


「そう。ギルドに渋られてる内にそういう事すると変な文句付けられかねないし」


「冒険者ギルドって意外と色々あるんですね。これだけ大きい組織になると仕方無いんでしょうけど」


かと言って、リゼルが具体的に何かを配慮しようという気もないのだが。勿論、ギルドの恩恵を受けている身でわざわざ迷惑をかける気など全くないのだが、変な遠慮をする気もない。


リゼル達にはそれが似合うとヒスイも頷き、そして改めて頭を下げた。


「今回は協力してもらって助かったよ。本当に有難う」


「頭を上げて下さい。俺達も襲われた所を助けて貰えましたし、お相子あいこですよ」


申し訳なさそうに眉を下げ、リゼルは苦笑する。


「以前も伝えましたが……実際俺がしたのは、襲撃者を押し付けたってだけなので」


「だって、それは」


「それを許して頂けるんだから、お相子です」


「……君がそう言うならそうするけど」


折れないリゼルにヒスイが折れた。渋々と顔を上げる姿はまだ何か言いたそうだったが、彼は素直に口を閉じる。貸し借りなし、それが最善の落とし所だと悟ったからだ。


「でも、押し付けられたっていうのは本当に違う」


ヒスイは気付いている。今回の一連の流れも、リゼルにとっては大した事でもないのだろう。襲われた時に偶然ヒスイを見つけたから、折角だしと声をかけた。


そもそも、ヒスイが動かずとも何とでもなった。普通に襲撃犯を殲滅せんめつし、普通に王都に戻り、矢を射なかったヒスイとも穏やかに言葉を交わすのだろう。恨みも引っ掛かりもなく、これまでと一切変わる事なく。


つまり、その程度の些細なトラブル。だからこそヒスイはあの時に矢を射たのだ。


「こっちを全力で頼ろうなんて人間に手は貸さないよ。知り合いってだけでもね。何かあるって分かってて手を貸したのは僕なんだし、押し付けられた訳じゃない」


「その何かが悪意だとは思わなかったんですか？」


「人に不利益をバラ撒くような頭の悪い真似を君がする？　そっちのが悪い冗談」


ヒスイは不敵に笑った。彼には自身のパーティがＳランクだという自負がある。確かにリゼル達パーティ、というかジルと純粋な実力を比べようなどとは思わないが、仮にも冒険者達が目指すべき頂点に立っているのだ。


敵対すればどうなるか。必要がなければ、その不利益をリゼルが選び取る筈がない。


「ねぇ、素直に感謝してる。だから、礼の言葉ぐらいは受け取ってくれると嬉しいんだけど？」


「じゃあ、有難く」


微笑むリゼルに、ヒスイは微かに眉間の皺しわを取り戻しながら満足げに頷いた。


「それにしても、好きなものってわざわざ調べたんですか？」


リゼルは机の上の品々を興味深そうに眺めながら問いかける。品自体は元の世界にも存在していた物ばかりだが、各々名称が違ったり、そして何故か同じだったりするのが面白い。


「調べたって言っても、大した事はしてないよ。君達って、基本的に色んな所で話題にあがってるんだよね。そこらの屋台とか井戸端会議中のお母さん達とか、それこそ冒険者たちの噂だったり」


「好物が？」


「そう。〝コレをよく食べてる〟ってくらいだけど」


むしろ本格的に調べた方が出てこない、と彼は言う。


「ああ、でもリゼル君はちょっと少なかったかな」


「俺は好き嫌いないので」


「ふぅん、偉いね。ていうか一刀いっとうと獣人が分かりやす過ぎる食べ方してる？」


「そうかもしれません」


ジルはいつ見ても肉を食べている。甘いものは一切受け付けない。


イレヴンはとにかく好き嫌いが激しい。好きなものばかりひたすら食べる。ひたすら甘いものを食べ続ける姿は壮観で、卵料理があれば一番に食べる。両者とも大変分かりやすい。


かくいうリゼルは何でも食べるが、イレヴンに付き合って甘いものを食べているイメージが強いのだろう。冒険者の定番から外れたスイーツがあるのはその為か。


「美味しく頂きますね。肉は今日にでも女将さんに料理して貰います」


「今更だけど、金貨一包みの方が良かったら言って貰えれば用意するけど？」


「いえ、こっちのが嬉しいです」


だろうね、と嬉しそうなリゼルを見てヒスイは頷いた。それで良いのかと思いはするものの、リゼル達三人が金に困っているようには全く見えない。伝手つてがなければ手に入りにくい品々を選んだ甲斐があったものだ。


「朝から長居するのも悪いし、そろそろ行くよ」


そしてヒスイは見送ろうとするリゼルを手で制しながら立ち上がる。


「リゼル君の方は今日の依頼無し？」


「いえ、午後からです」


「そう」


依頼内容を詳しく聞くような真似を冒険者はしない。ヒスイも何となく気になったものの問いかける事はしなかったが、しかしその情報はリゼル自らの口から与えられた。


「騎士学校の冒険者講習なんですけど、何かアドバイスとか頂けますか？」


「……それ、ギルドからの指名依頼？」


「あ、やっぱり知ってますか？　一度見てみたかったので受けてみました」


「物好き。僕には〝止めた方が良い〟以外のアドバイスなんて出来ないよ」


その言葉に可笑しそうに笑ったリゼルは、全て知った上で依頼を受けたのだろう。年に一度、ギルドが選んだ冒険者に話が持ち込まれるその依頼は、多額の報酬が提示されるにも拘わらず受ける冒険者が少ない。ギルドが自腹で報酬を増額する程、究極の地雷依頼だ。


「一刀から聞いてる？」


「はい、色々と」


「なら良いや。頑張ってね」


ここ数年、王都で活動を続けるジルがそれを知らない筈がない。その上で選んだのならば上手くやるかと、ヒスイは納得しながら去って行った。






王都の騎士学校と言えば、周辺国家にもその名を轟とどろかせる名門校だ。


所属しているのは貴族の子息（極僅かだが子女）ばかり。家柄を重視されている事に間違いはないが、それ以上に実力が重視されているからこその現状だった。


爵位を継げない次男三男の子息達にとって、国の剣であり盾である誇り高い騎士となる事が最高の名誉。それが家名を上げる事にも繋がるのだから、生家も全力を挙げてそれらをサポートする。幼い頃から剣術、作法、知識を叩き込まれ、入学時には既に基礎的な能力を身に付けている者達ばかりだ。


それを考えれば、平民の入学を拒否していないにも拘わらず、貴族以外で入学試験を突破できる者が滅多にいないのも納得だろう。極稀に例外として、子に恵まれない貴族が騎士を輩出はいしゅつする為に、有志の子供に後見人として教育を施す事はある。


それ程に、騎士というのは国の光であるべき存在だった。それを目指す子供らが所属する騎士学校は、まさしく人材の宝庫。十歳から十六歳の子息達がしのぎを削り、己を磨く場。


「とはいえ、やっぱり全員が良い子なんて事はないのかな」


そんな騎士学校でも、寧ろ騎士学校だからこそ出来ない事の為に、今リゼル達は馬車に揺られていた。


「調子こいたガキ共の鼻っ柱ブチ折りゃ良いんスよね？」


「名目としては〝将来有事に協力関係を築くだろう冒険者と交流を図り、広い視野を得るための教育〟です」


「回りくどー」


迎えに寄越された馬車に乗り、三人は貴族学校へと向かっていた。


今回の依頼はスタッドによって寄越されたものだ。勿論遂行する能力があるという前提の元、リゼルが好きそうだからと持ち込まれた。当然拒否も出来たが、興味深そうにあっさりと引き受けたリゼルに、毎年毎年適任者さがしに奔放しているギルドは大喜びだった。


「すごく報酬が良いのに誰も引き受けたがらないって言ってましたね」


「割に合わねぇからな」


「ギルド員全員にガッツポーズかまされたッスね」


ギルドでの狂喜乱舞っぷりを見るに、例年の事ながら余程苦労しているのだろう。


だが、納得も出来た。依頼内容を思えば、確かに地雷と呼ばれるに相応しい依頼なのだ。


「貴族のガキに恨まれたんじゃ、ハズレくじ所じゃねぇからな」


ある意味、先ほどのイレヴンの言葉は正しい。今回の目的は騎士学校を生き抜いた完成間近の生徒達、そんな彼らの矜持を実力でへし折りに行くのだ。


任務に忠実にと施される教育は、彼らを一辺倒に育て上げてしまう。一流の教育と本人らの血の滲むような努力、それによって作り上げられた彼らは誇り高く、同時に矜持きょうじも高い。


「そのまま放っときゃ立派な騎士サマになんじゃねぇの？」


「変な矜持は視野を狭くするんでしょう。ただ、それを誇るべき騎士自身が否定する訳にもいきません」


「あー、だから俺ら使うってコト」


「結構な力業だよな」


「意外と柔軟な発想です」


何のしがらみも無い冒険者に折られるからこそ、最も効果的なのだろう。対お偉方講習を受けていないリゼル達でも良いのは、要は実力さえあれば良いからだ。不遜ふそんな態度はむしろ効果が増すからと歓迎される。


「とはいえ、話を通されるのはＡとかＳが多いみたいです」


「負けちゃ話にならねぇからな」


「騎士一歩手前の子達ですし、実力は確かなんでしょうね」


「まぁ、だから嫌がる奴多いんだけど」


冒険者も上位になれば、貴族に伝手のある者もいる。変に反感を買って高額依頼を持ち込む金蔓かねづるを手放したい者はおらず、だからこそ余計に引き受けたがらないのだろう。


「リーダー、そんな依頼受けんだもんなァ」


「だって騎士学校とか普通は入れませんよ？　折角の機会ですし」


好奇心だけで受けたがる辺りリゼルらしいかと、ジルが窓枠に肘を乗せながら溜息をつく。むしろ、元の世界では敵を作らないよう立ち回っていたリゼルにとっては、恨まれるのも含めて楽しみなのかもしれない。他にも目的はあるのだろうが、変な楽しみ方だ。


「君たちは大丈夫でしょうけど、俺が勝てるかですね」


「実戦ならお前のが数こなしてんだろ」


「実戦で、ってそんなに影響しますか？」


「手合わせしか知らねぇ奴に負ける気はしねぇな」


ジルが言ってもあまり説得力がない。きっと彼は手合わせしか知らなかった頃から、そこらの冒険者を圧倒出来ただろう。


「つか戦い方をベンキョーするっつうのが良く分かんねぇ感覚なんスよね」


「てめぇはな」


相手の攻撃をあざ笑うように紙一重でかわし、薄い刃で相手の急所を掻き斬るイレヴンの動き。そんな戦い方を、誰が教えられるというのか。


命をかけた殺し合いの中で研ぎ澄まされた剣技は、彼本来の性質が強く出ている。身を守る事を後に回し、とにかく相手の息の根を止める事に特化しているというのがジルの談。リゼルはそういうのは分からない。


「そういやニィサンは学校行ってねぇの？」


「ああ」


「まぁ行ってたらビックリだけど」


ならば何故聞く、というジルの視線をイレヴンは堂々と流した。


「充分な教育を受けていたなら、通わずとも騎士にはなれるんでしょうね」


「コネっつうこと？」


「いえ……必要なものを身に付けていれば、だと思いますけど」


勿論それらを身に付ける為の最も近い道は騎士学校であり、他の騎士候補生たちと交流を図れないのは痛手でしかない。敢えてそちらを選ぶ者はまず居まい。


とはいえ騎士の本元である侯爵家。ジルへと行われた教育や訓練が高水準のものだろう事は間違いないだろうが。


「君のお兄さんは騎士学校に通ってたんですか？」


「知らねぇ」


この元兄弟は交流がなさ過ぎるあまり、仲が悪いのとも違うんだよなとリゼルは最近思っている。


「ニィサンは一人で机に向かってオベンキョーした訳だ？」


「好きではなかったな。文句言われねぇ程度に流した」


「変な所で要領良いよなァ」


そして、この辺りもオルドルは気に入らなかったのかもしれない。あまり要領の良くなさそうな血縁上のジルの兄を思い出しながら、リゼルは馬車の窓から外を眺めた。


馬車は中心街に入り、更に奥へと進んでいる。向かう先は中心街北区、リゼル達が普段活動している王都南側からは少々遠い。


「いきなり邪険にされたらどうしましょう」


「究極の地雷だし有り得んじゃねぇの」


「俺的にはこう、いかにもクソ真面目に迎えられた方が居心地悪ィッスね」


和気藹々わきあいあいと話す三人は、この馬車が騎士学校の物だという事を一切気にしていない。当然、会話は御者にも筒抜けであった。


毎年この依頼へと駆り出された冒険者達は、皆一様に諦め半分やけくそ半分な空気を巻き散らかしながら道中を過ごす。御者としても〝遊び半分で来るな〟と言いたい所だが、ギルドに異を唱えるには一刀のネームバリューが大き過ぎた。


国の未来を担う騎士候補生、彼らに一刀を経験させる事が出来るのは運が良いのだから。


「で、半殺しぐらいにはして良いんスか」


「向こうについてから説明があるでしょうけど……回復薬も揃ってるし、それで治る範囲なら良いんじゃないでしょうか」


回復薬も上級になれば完全に折れた骨もくっ付くし、少しぐらい内臓が覗く切り口だろうと綺麗に治る。ほのほのしながら容赦ようしゃなくハードルを上げた発言に、果たして今年は無事に済むのだろうかと戦々恐々とするしかない御者だった。






騎士学校の最高学年はおよそ二十名。


六年間、血の滲むような努力を重ねた己に自信を持たない者はいない。そんな彼らの関心は、本日午後より行われる冒険者との演習に強く向けられていた。年に一度、最高学年だけが参加の資格を持つそれを、騎士側の勝利で終わった事が一度もないと知らない者はいない。


しかし、それでも例年に違わず彼らは信じていた。自分達ならば勝利を収められると。先達の油断が招いた敗北の仇かたきを討てると強く決意を固めている。


彼らは今回の演習の真の意味を知らない。口で説明して理解出来るなら、冒険者など使わないだろう。過去にその洗礼を受けた者は、全てを正しく理解して整然と口を噤む。もしくは屈辱に身を焦こがしながらも、やはり叩き折られた矜持を吹聴出来る筈もないと黙するのみ。


「今回来るのはＢランクの冒険者らしい」


とある騎士候補生が言った。


Ｓ、Ａという上位ランクではない事に、まさかと不快感を示す者は多い。実力を見誤られたものだと誰もが心中穏やかではいられない。声を荒げはしないものの、立ち込める空気は徐々に不穏の色を増す。


「僕らを過小評価している訳ではない。むしろ、その逆だと思う」


それを察し、先程発言をした候補生は否定するように首を振った。


「どういう意味？」


「来るのは冒険者最強の噂がある〝一刀〟だ」


知っている者と知らない者は、恐らく半々だっただろう。冒険者の中では一度も名前を聞かない者など滅多にいない一刀も、それ以外の場所では知名度が下がる。


それでも、貴族としては有力な実力者を把握しておきたいのが事実。半数知っていただけでも多い方だ。


「例年の雪辱せつじょくを晴らすチャンスだ」


彼らは互いに頷き合う。共に六年間を過ごした信頼感がそこにはあった。


「それに、今年は此方にも彼がいる」


部屋の中の視線全てが、とある一人の男子候補生へと集まった。彼はそれらを一切気にすることなく机に向かい、手にしたトランプで見事な建造物を作り上げている。


騎士学園史上、最も優れていると噂される剣の使い手。協調性がない故に性格に難はあるものの、剣技に関しては本物の騎士を負かす程の腕前。常に眠そうな顔はあまり感情的な様子を見せずにぼんやりとしているが、ひとたび戦闘ともなれば酷く苛烈な空気を纏う。


「最強と呼ばれる一刀だろうと、所詮は冒険者の中での話だ。いずれ国を背負う僕達が負けて良い筈が無い」


「真の力は忠誠の元にある事を証明しよう！」


そして揃って同意の声を上げ、彼らは冒険者の到着を待った。






馬車から降りたリゼル達を出迎えたのは、教員だろう壮年の男だった。


「良くお越し下さいました。本日は宜しくお願いします」


「こちらこそ宜しくお願いします」


騎士学校に常駐する教員は、何らかの理由で騎士を引退した者達だという。訓練などで現役の騎士が訪れる事も頻繁にあるとはいえ、目の前の片目に傷を負った男も例に違わず元騎士なのだろう。


現役を退いているとはいえ線の細い印象に、魔法特化の騎士だったのだろうかとリゼルは微笑んで挨拶あいさつを返す。教員は一瞬瞳に疑問を浮かべたが、言及する事なく言葉を続けた。


「此処から校舎までは少々歩きます。道すがら、今日の段取りを説明致しましょう」


リゼル達は歩き出した教員に続いた。


厳粛げんしゅくなイメージを持つ門を潜り、遠くに校舎の見える庭へ。見回しても生徒の姿は全く見えない。これが常なのか、冒険者の訪問故の規制なのかは分からなかった。


「概要はギルドの方から聞いているとは思いますが」


「ガキ共のプライドへし折れっつうの？」


「イレヴン」


まるでギルドがそう説明したかのようだ。変な溝が出来たらいけないとリゼルが咎とがめるように名前を呼べば、合ってるじゃんとイレヴンが唇を尖らせる。すぐにジルに引っ叩かれて黙ったが。


「構いませんよ、その通りです」


しかし意外にも、先を歩く教員は苦笑交じりに同意を示した。


彼も騎士となる為に同じような経験をしたのだろう。懐かしむような眼差しには、それを仕掛ける側の少しばかりの遊び心すら浮かんでいた。


「学校側から貴方達へ願うのは、候補生達に騎士となる事を妨げるような怪我を負わせないこと。勿論、回復薬の使用を想定した上で」


「それだけを守り、容赦はするなと？」


「ええ、お好きなように叩きのめしてやって下さい」


「言動もあまり綺麗な二人ではないんですが」


「むしろ、完全に格下扱いして頂いて結構です。その方が効くでしょう」


効くどころか、立ち直れない傷を負わせる事に楽しみを見出す人間が一人いる。リゼルがちらりとイレヴンを見れば、わざとらしい程に愛想よくにっこりと笑われた。


だが、学校側が良いというのなら良いのだろう。やりすぎないように一応見ておくけどと頷くリゼルを尻目に、ジルは機嫌の良さそうなイレヴンを胡散臭そうに見ていた。


そしてリゼル達は騎士学校についてのアレコレを話しながら、ついに校舎の中へと足を踏み入れる。


「美しい校舎ですね」


「そう思って頂けたなら幸いです」


流石は貴族の子息子女が集まる学校だろう。騎士の学び舎故に煌きらびやかな豪華さはないが、美しく整っている。


「依頼終了後、許可を頂けるなら校内を見て回りたいんですが」


原則、関係者以外は決して出入り出来ない騎士学校だ。駄目元でお伺いを立ててみたリゼルに、意外にも教員は考えるように顎あごに手を添えた。


「冒険者の方が見て楽しいものなど無いかと思いますが……」


「ただの好奇心です。普段見られない場所ですし、記念に」


「記念」


騎士達では決して思いつかない冒険者らしい理由に、教員は思わずといった体で笑う。何か探りたい事でもあるのかと少々浮かんだ警戒を吹き飛ばすような返答が、まさか一切冒険者らしくないリゼルから出るとは予想しなかったからだ。


だが、確かに平民らには憧れを持たれる騎士学校だ。単純に見てみたいと思う人間は多いだろう事を思えば、特に違和感のある理由ではない。


「私では許可が出せません。校長に伺ってみましょう」


「有難うございます」


純粋に楽しみだというように礼を告げるリゼルに、許可が出れば良いのだがと教員も思いながら歩を進める。


「依頼の説明に戻りますが、最初の三十分は教室での質疑応答です。候補生達から、冒険者達への質問ですね。その後、演習場での実戦となります」


「その質疑応答っていうのは、此方から質問しても良いんですか？」


「え？　そうですね……今までの冒険者達は、むしろこちらを苦手に感じる方が多かったので、こちらが質問を用意していたのですが」


それもそうだろう、とジルとイレヴンは内心呟いた。


基本的に礼儀作法とは縁のない冒険者達が、ピシリと席についた騎士候補生達に真面目に質問をされるだけの空間を得意にしている訳がない。向けられる質問に無難な返答をするだけの、大層居心地の悪い空間だっただろう。


「ですが〝交流〟という名目上、相互理解に努めるのが理想的ですし問題は無いかと」


「有難うございます」


そして一行は、辿り着いた教室の前で足を止めた。


「あーあ、実戦だけで良いのに」


「貴重な機会ですよ、楽しみましょう」


「お前は楽しいだろうな」


緊張感のないリゼル達に、流石に実力者は腹が据わっているなと頷いて教員が扉を開ける。部屋の中には、この学校における最高学年全員が揃っていた。


広い部屋だ。教壇から扇形おうぎがたに広がる席は、後ろに行く程に階段状に高くなっている。それにより、候補生全員の顔がよく見えた。


教員に続いて教室へと足を踏み入れたリゼル達に、その視線が集まる。


「本日の冒険者講習を担当して頂く冒険者達だ。パーティランクはＢ、事前の説明通り質疑応答から入る」


生徒達には敬語じゃないのかと、のんびり眺めるリゼル達の前で教員は簡単に紹介を終えた。そして早々に退室の為に扉へ向かう。その際、「見学の件についてはまた後ほど」と付け加えてくれたので、確認に行ってくれるのだろう。


リゼルはそれに礼を返し、扉が閉まる音を聞きながらグルリと部屋を見回した。刺すような視線の数々に、気圧される事なく一つ頷く。


「先生が同席ってなると流石に緊張しますし、良かったです」


「ガキっつっても十六ッスよ。んーな過保護じゃねぇっしょ」


「これ俺らの椅子か」


悠々と話しながら、教壇の前に三つ並ぶ椅子へとリゼル達は腰掛けた。そんな三人に、候補生達の間で一瞬戸惑いの空気が流れる。


幾ら自由が売りの冒険者でも、貴族が相手ならば萎縮してもおかしくはない。それにも拘らず自然すぎる姿は、身近には上官のような教師や礼儀正しい後輩しか存在しない候補生を戸惑わせるに十分だった。


「では、始めましょうか。宜しくお願いします」


三つ並んだ椅子の真ん中に腰掛けたリゼルが、目元を緩めながら開始を告げる。


「自己紹介は先程、教員の方からして頂いたので省きますね。付け加えるなら、俺がリーダーです」


最も強者には、むしろ冒険者にも見えない人物がリーダーという情報は、候補生らを大いに混乱させただろう。それを表に出さないのが流石は貴族、しかしまだまだ甘いけど、なんて考えながらリゼルは生徒たちの顔を見比べた。


「何人かパーティーで見た顔がありますね」


ふと気付いたかのように、一人の候補生と視線を合わせた。


「お久しぶりです。そう、君」


「は……」


「パーティーに出たのは、この講習の対策もあったりするんですか？」


平然と問い掛けられ、指名された候補生は息を呑んだ。まさか、全く話した覚えも視線を交わした覚えもない存在が、自らを覚えているとは思わなかったのだろう。


しかし直ぐにハッと気を取り直し、はっきりと返答を口にしてみせた。


「いえ、父の付き添いです。ただ、参加パーティの何方かが講習を担当する可能性が高いとは思っておりました」


爵位を継がぬ騎士候補生が付き添いとは、荒事に備えてという事なのだろう。別に冒険者だからって暴れないのに、とリゼルは可笑しそうに笑いながら問いかける。


「まさか俺達が来るとは思わなかったでしょう？」


「いえ、決してそんな」


「正直にどうぞ。大丈夫、何も気にしません」


「……意外、ではありましたが」


言い辛そうに肯定する相手に素直な子だと頷き、さてと微妙な空気を醸かもし出す候補生達を眺める。ピンと張りつめた緊張感は取り払われ、しかし和やかという訳ではない。ただ、多少は話しやすい空気になっただろう。


「この中で代表の子は誰ですか？」


「はい」


「じゃあ、君に」


手を上げた相手に視線だけで応えるリゼルに、候補生達はまるで教師、あるいは敬意を払うべき貴族を相手にしているかのような錯覚に一瞬陥る。一瞬で済んだのはリゼルの両隣が原因だろう。噂以上にガラが悪い一刀と、癖のある笑みを浮かべる獣人はなかなかにインパクトがあった。


「これからの質疑応答、一問一答の形をとりましょう」


「あなた側と我々側で交互に一問ずつ、という事で良いでしょうか」


「そう。君達も質問を用意してくれたと思うけど、俺も君達の話が聞きたいので」


教員の許可はとっていると告げれば、代表の候補生は疑問を抱く事なく頷いた。彼らにとって、教員とは上官でもある。そんな存在が許可した事に異論は持ち得ないのだろう。


何が聞きたいのかと訝し気な視線は感じるが。リゼルは髪を耳にかけ、微笑みかけた。


「お互い有意義な時間を過ごしましょう。調べれば分かる程度の質問は無しで」


「そうなると、貴方方個人を対象とした質問が増えるかと思いますが」


「はい、遠慮なくどうぞ」


あっさりと肯定したリゼルは、ふと揶揄からかうように付け加える。


「なんだったら女性遍歴とかを聞いても構いませんよ」


「お前それ言わねぇじゃねぇか」


「は、リーダーとニィサンの間でそんな話題出んの⁉」


呆れたようなジルの声と共に、イレヴンが激しく食いついた。聞きたい聞きたいと訴える彼に、リゼルはやはり黙秘した。


「言いたくない事は内緒だったりしますけど、大抵の事は答えてあげられると思います。君達も俺達からの質問について、嫌なら答えなくて構いません」


ふてくされたイレヴンの、肘掛けに頬杖をつくように寄せられた髪を梳すいてやりながらリゼルは候補生達をゆっくりと見回した。反論のある者はいなさそうだ。


「じゃあ、質問はそちら側から……あ、最初は言い出しにくいかな。なら代表の子、何かありますか？」


促すように首を傾けられ、代表の候補生は予想外の展開続きに乱れた心を落ち着かせながら思案する。当然、事前に質問は用意されていた。だが、どれもこれもリゼルの言う〝調べれば分かる無難な質問〟が大半だ。質疑応答を苦手とする冒険者には有難い事に、毎年の質問は定番なものばかりだった。ギルドの仕組み、依頼を受ける時の心構えなど。


そもそも冒険者に馴染みの薄い候補生にとって、調べれば分かる範囲というのがイメージし辛い。だが彼らも好奇心旺盛な年頃。何も弁わきまえなくて良いのなら、気になる事はぽつりぽつりと浮かぶもので。


「では、皆さんが冒険者になった理由をお願いします」


「無難ですね」


「無難だな」


「面白味ねぇなァ」


代表を名乗る候補生は少し落ち込んだ。


それを気にする事なく、じゃあ自分からとリゼルが口を開く。


「興味と、あと身分証が目当てでした」


「金稼ぎ」


「趣味と実益を兼ねてー」


「……ありがとうございました」


もう少し冒険者の模範解答のような〝自由な気風に惹かれて〟だとか、〝未知の迷宮に魅力を感じ〟だとかの真面目な返答があると思っていた候補生達は、あまりにも身も蓋もない言い方に脱力を禁じ得なかった。


果たして、冒険者というのはこんなものなのだろうか。それとも彼らが特殊なのだろうか。貴族階級も度々利用する冒険者達が全員こうなら、何となく複雑な思いを抱かずにはいられなかった。


「じゃあ次は俺達が質問を。あ、ジルとイレヴンはどうですか？」


「ねぇ」


「あ、はいはい。俺聞きたい」


ひらりと手を上げたイレヴンを意外そうに見て、リゼルがどうぞと促す。ジルは既に悪い予感しかないと言わんばかりに顔を顰めていた。


「センセイの中に〝こいつマジうっぜぇ〟みたいな奴がいるガキはハイ挙手ー」


「イレヴン」


「だァって、自分で選んだヒト以外に偉そうにされるとか殺したくなんじゃん？　だから」


ゴッ、という鈍い音と共に、両手で頭を押さえたイレヴンが撃沈した。ジルの長い腕がリゼルの後ろを通り、鞘ごと大剣を振り下ろしたのだ。


何故さっそく最も答えにくい部類の質問を投げかけるのか。イレヴンにとっては〝この中で〟と言わないだけ十分譲歩したのかもしれないが、全く以って譲歩の意味がない。全力で引いた空気が溢れる室内で、リゼルはひらひらと手を振ってみせた。


「大丈夫、冒険者は怖くないですよ。こんなに捻くれた子は滅多にいません。誤解しないで下さいね」


「リーダーひっで……」


「改めて俺から質問しますね。そこの黒髪の子」


呻うめくイレヴンをさらりと流す。今のは自業自得だ。


「休日も有るんですよね。何をして過ごすんですか？」


「休日は月に一度、一日だけです。訓練をして過ごす者もいますが、不足品の買い出しなどで外へ出る事もあります」


「有難うございます」


口にはしないが、その時ついでに息抜きをという事だろう。こういう所で上手く肩の力を抜けなければ、緊張続きの日々など過ごせる筈がない。


「じゃあ次から、質問のある子は手を挙げて下さい。……あ、意外と多いですね」


室内のそこかしこで手が挙がる。リゼルの何てことない問いかけに、質問のハードルが下がったのだろう。興味を持って貰えたようで何よりと頷いて、瞳に好奇心を浮かべる一人の青年を見やった。


「はい、其処の隅の子」


「質問です。迷宮品の中には、一見して意味の分からない物があると聞いた事があります。そういった物を手に入れた事はありますか？」


ジルとイレヴンがさり気なく顔を逸らす。明らかに笑いを耐えていた。


そんな二人の間で、リゼルは微笑みを崩す事なくポーチから一つの迷宮品を取り出した。見た目は鉢植え、花弁の大きな一輪の花が真っ直ぐに植えられている。鉢も土も花も、よく見ると本物ではなく造り物だと分かった。


「こういうのです」


「……置物でしょうか」


「手を叩くと動きます」


リゼルは真後ろにある教卓の上にそれを置き、パンッと手を叩いてみせる。花は茎をしならせ何回かウネウネと動き、そして唐突に止まった。教室内に微妙な空気が残される。


「質問の記念にあげますね。ここに置いておくので後でどうぞ」


「……はい」


凄くいらない。しかし輝かんばかりの微笑みを湛たたえたリゼルに、候補生はその言葉を無理矢理飲み込んだ。値も付かず、まさに何の役にも立たない迷宮品という模範解答を、質問者である彼が拒否出来る筈もない。


「今度は此方の質問ですね」


こうして質疑応答は、例年と比べれば和気藹々、と言えるかは分からないが順調に進んだ。


リゼルからの質問も、騎士の根幹に関わるような重大なものは一切ない。裏事情のようなものばかりだ。彼にとっては調べても把握出来ない希少な情報であるのだが、釣られるように生徒らの質問の方向性もプライベートなものが混ざり始める。






「冒険者は一つの拠点に何年か滞在するようですが、何故家を借りず宿を使うのですか？」


「ジル、お願いします」


「どうせ寝に帰るだけなんだから立派なモンはいらねぇだろ。いつ死ぬかも分かんねぇのに数年先見越してどうすんだよ」


「つうか冒険者に家貸すヤツがいねぇし」






「今までで一番苦戦した魔物を知りたいのですが」


「苦戦、ですか？」


「……」


「ガキの頃のはカウントすんの？」


「……失礼しました。今までで一番印象に残っている魔物を教えてください」


「俺は見てただけですけど、地底竜です」


「何処ぞのＳランク」


「ニィサン」


「二人とも。魔物ですよ、魔物」






「先に、不躾ぶしつけな質問へのお詫びを。上位の冒険者の資金は、下手な貴族を超えるという噂ですが」


「良い質問だと思いますよ、皆気になる事でしょうし。そうですね……確かにＳランクの報酬は金貨が何十何百と提示されますし、その過程で手に入れる迷宮品や魔物素材を売れば報酬以上の稼ぎも出ると思います」


「つっても稼いだ傍から使うしな」


「貯めるって発想がねぇよなァ」


「貴方方の場合は」


「俺達はＢなので、それ程でもないです」


「リーダーの装備、上から下まで揃えると金貨百枚かるく飛んでく」


「……有難うございました」






「不快でしたら申し訳御座いません。初めて人を手にかけたのは？」


「直接なら十八、間接なら十二ぐらいだったと思います」


「十四か五」


「十二ー、リーダーのその間接的って何なの。命令したっつうこと？」


「秘密です」






その他、色々な質問が飛び交った。時折リゼルがとんでもない質問を投げかけ、生徒たちを存分に振り回してはいたが、大いに有意義な時間となっただろう。それは教員が部屋に入ってくるまで止まず、意外そうに彼が終了を告げなければまだまだ続いていたかもしれない。


しかし、和やかな空気も此処までだ。


「予定通り演習へと移る。全員演習場へと移動せよ」


直後、空気が張り詰めるように引き締まった。候補生達からリゼル達へと向けられる視線は、隠し切れない好奇心から闘争心へと変わる。敵意まではいかないものの、明らかに倒すべき相手だと定められた眼差し。


「貴方方も此方へ。ご案内します」


つい直前まで言葉を交わしていた相手への意識を容易に切り替えてみせるのは、良い教育がされている証拠だろう。リゼルは感心しながら先導する教員の後ろを歩く。


リゼル達にとっても、むしろ此処からが本番だ。情が湧いて手を抜かれては依頼達成の仕様がない。鍛えがいのある子達なのだろう。


「ああも露骨に殺気立つんじゃまだまだだろ」


「気合十分、そういう事なんでしょう。じゃないと困ります」


リゼルは先を進む生徒たちの背中を眺め、可笑しそうに笑う。


「憧れだけの忠誠に浸る子供は、何とも可愛らしい」


それはまるで、猫が威嚇いかくしているのを微笑ましいというように。ジルとイレヴンはそんなリゼルが一体何を見せてくれるのかと片や呆れ、片や期待しながら演習場へと歩みを進めた。
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学校の敷地内にも拘らず、演習場は広かった。周囲は観客席のように椅子に囲まれ、屋根のないコロシアムのような造りをしている。使用用途を思えば、椅子は訓練としての観戦用か。


当然、今はリゼル達以外に誰もいない。いざという時の監視すらいないのは不思議だが、案内を担当している教員一人で十分なのだろう。冒険者ギルドが冒険者の勝手な暴走を許すような人選をする訳がなく、生徒も教員に従うので何かあっても直ぐに事態は収束する。


「流石、騎士学校の生徒ですね。軽く打ち合ってるだけなのに凄い迫力です」


席にまで届く剣戟けんげきの音。リゼル達の眺める先では、候補生達がそこかしこで剣を合わせていた。


「実戦なのに準備運動するっつうのがさァー」


「言い訳残さねぇようにやらせてんだろ」


前の席の背もたれに足をかけ、つまらなさそうに眺めるイレヴンに、同じく腕を組んで見学しているジルが告げる。言ってしまえば心を折るのが今回の目的だ、十分に体が動かなかったからだなどと、心の拠り所を一つでも残す訳にはいかない。


余裕を崩さぬ三人に、候補生達の熱気はどんどんと高まっている。


「うーん、俺だけだと厳しそうです」


「囲まれりゃな」


「リーダーかァ……負けるとは思わねぇけど」


イレヴンが両手を頭の後ろで組み、ケラケラと笑う。しかしリゼルは気にする事なく、むしろ意外と高評価を貰えたなと目を瞬かせた。


候補生達の実力は打ち合いからも伺える。確実を期するのならば、依頼の対象が上位の冒険者に限定されるのも納得だった。リゼルも魔法使い相手なら別だが、剣の使い手数名に囲まれると自信はない。魔銃で不意打てば行けるだろうが。


「ジルとイレヴンはどうですか？」


「誰にモノ言ってやがる」


「返り討ちッスよ。ラクショー」


「それは心強い」


だろうな、と微笑んでリゼルは考える。


二人と戦わせるだけで、生徒らの自信は砕けるだろう。だがあまり圧倒的すぎても、逆に〝相手が悪すぎた〟と敗北を正当化する理由を与える事になる。折角のギルドからの指名依頼だ、十全にこなしたい。


一番確実で簡単なのは、恐らくジルを出さずにイレヴン一人に相手をさせる事だ。いや、少々悪質か。心を折り過ぎて再起不能にする訳にはいかない。


「あまり良さそうな子もいないし」


「何が」


「いえ、何でも」


訝しげな瞳に首を振り、直ぐに再び候補生達を見下ろした。


余分な自己を捨てさせ、国に尽くす心だけを残してまっさらに。加減が難しいなと、演習場の各地に散らばる魔法特化だろう者達を流し見る。随分と、今日に備えて来たのだろう。


「取り敢えず、期待に応えて普通に戦いましょうか」


うん、と一つ頷いたリゼルをジル達が見る。


「魔法特化の子は俺が担当するので、他を二人にお願いします」


「銃使わねぇんだろ、捌さばけんのか」


「魔法しか来ないなら大丈夫ですよ」


「そんなら俺ら対全員のが全然安心なんスけど」


「大丈夫ですってば」


世界の差異が小さすぎて忘れがちだが、戦闘関連の魔法はリゼルの世界の方が発展しているのだ。しかしリゼルが魔銃に頼りっきりで最低限しか魔法を使わない為、ジル達にはそれが有効かの判断が付かない。魔力も特別膨大という訳でもない、とリゼル本人もよく言っている。


「まぁ、こいつがいけるっつうならいけんだろうが」


「つってもさァ」


ジル達は、保身第一のリゼルが大丈夫だと言うのなら大丈夫なのだろうと知っている。ならば良いと頷くジルとは違い、知ってはいるものの心配は心配だと不貞腐れるイレヴンに苦笑しながら、リゼルはさてと立ち上がった。


目下では生徒達が教員の号令で整列している。ウォーミングアップ終了のようだ。


「行きましょうか」


「ああ」


「うぃッス」






数多の射抜くような視線を受けながら、リゼル達は演習場へと降り立った。


教員が入れ替わる様に観客席へと歩く。その際、「くれぐれも」と念を押されたのは、騎士学校に到着した時に告げられた条件の事だろう。騎士生命を断つような怪我はさせるなと、それ以外は自由にやってくれと。


リゼルは微笑んで肯定を示し、そして候補生らの前へと立った。ゆるり、と首を傾けてみせる。


「今から敵になる相手を前に武器に手もかけないなんて、随分と行儀が良い子達ですね。正々堂々を謳うたうには、君達ではちょっと実力が足りないと思いますけど」


空気が張り詰める。


子供相手に珍しく煽っているようだとジルは訝し気に眉を寄せ、イレヴンは面白そうに唇を吊り上げた。とはいえ全力を出して貰わねば意味がないのだから、挑発するのも納得できる。


候補生達の瞳に微かな憤りが滲む。しかしジルを目の前にして萎縮しないのは流石だと、リゼルは内心で感心しながらピッと指を三本立てた。


「何でも有りにすると可哀想なので、ルールを設けましょう。君達には、俺達の誰と戦うかを選んで貰います」


立てた指を一本折る。


「俺は、魔法特化の子だけを相手にします。他の二人を選ばない魔法特化の子はどうぞ、一番勝機があると思うのでオススメです」


勧めてどうする、とジルが溜息をついた。気にせずリゼルは二本目の指を折る。


「今まで経験した事が無いくらい貶められたい子は、此方のイレヴンを選んで下さい。ちょっと所じゃなく精神が鍛えられますし……完全に折られなければ。ジルより難易度は下がります」


余裕をかまして気取った相手を這い蹲つくばらせる事を、積極的に楽しめるイレヴン。この矜持の高い候補生達相手に、ただ剣で打ちのめすだけで済む筈がない。それを察しているからこその、リゼルの説明だ。


そうしろと言っているというより、好きにしろと許可を与える言葉。証拠にイレヴンの瞳が酷く愉快げに弧を描く。


「最後ですが」


リゼルは残り一本の指を折り、そして静かに腕を下ろした。


「どれ程に努力しようと越えられない壁が有ると思い知りたい子は、ジルがお勧めです。大丈夫、彼は木刀しか使いませんし、手加減も得意なので良い思い出になりますよ」


ピリピリと空気が震える。その言葉は候補生達にとって愚弄に他ならなかった。


勝てる筈がないという前提、奮闘さえ許されない徹底的な敗北という決めつけ。更に真剣に対して木刀という、あまりにも見下された評価に誰もが表情を厳しくする。


「ニィサンの木刀って何、迷宮品？」


「そこらへんの木刀。すっげぇ軽いし本気で振ると折れる」


「あー」


そんな候補生らの事など気にもせず、雑談を挟む二人にリゼルは苦笑した。


木刀を渡した時に微妙な顔をしていたジルだが、当然のように気に入らないのだろう。ハンデを与える事に対してではなく、剣に特に強い関心を持つ彼の拘こだわり的にだ。


ちなみにジルが今握っているのは三本目。一本目は振ろうとした瞬間に柄が砕け、二本目は振り切った途端に根元から折れた。騎士学校のものなので弁償済み。


「何人同時にかかってきても構いませんし、どんな手を使おうと不平は言いません。何度挑もうと君達の自由です」


悠々と話しているジル達を尻目に、リゼルはテキパキと必要な説明を終えた。


髪を耳にかけながら何か伝え忘れた事がないかと考え、もしあればその都度言えば良いかと頷く。集中するように此方を見続ける魔法特化の子らに微笑みかけ、スッと両手を持ち上げた。


「はい、スタート」


パンッと手を叩く音と共に、戦いの火蓋は切られた。






手を叩くと同時、襲い来る業火にリゼルは目を瞬かせた。


ジルとイレヴンが左右に散る。そちらから瞬時に響き始めた剣戟の音を、周囲を炎に囲まれたリゼルは耳を澄ませて聞いていた。轟音ごうおんを立てて燃え盛る炎は、結晶を組み合わせたような透き通った円蓋の外に。


流石に竜のブレスは防げないが、この程度ならば造作もない。炎というのは存外美しいものだと思いながら、とんっと結晶の一つを指先で弾く。途端、火の粉を散らしながら炎が霧散した。同時に雪のように舞い散る光の結晶の真ん中で、ふわりと髪を揺らしたリゼルがその煌きを目で追う。


「かなりの劣化版ですけど、それなりでしょうか」


とある森に住む美しい人を思い出しての呟きは、候補生達には届かない。見覚えのない魔法、神秘的な光景に彼らは警戒しながらも確かに魅入っていた。


「（全員来たかな）」


リゼルは自らを囲む五人の候補生を見た。数少ない魔法特化の候補生、その全てがリゼルを選んだのだろう。勝率ありと見たのか、それとも。


「スタートの時点で詠唱が済んでるなんて、抜け目の無い子がいますね」


「貴方もでしょう」


「冒険者ですから。合図を貰わないと動けない子達にしては意外だなって思っただけです」


直後、真後ろから襲い来る炎の矢を風で掻き消しながら、リゼルは成程と頷いた。絶え間ない攻撃ではあるものの、一斉攻撃はない。それは戦略的なものではなく、此方に悟られぬよう秘密裏に何かの準備を進めているからだろう。


リゼルからの積極的な攻撃がない事を逆手に取った、素晴らしい作戦だ。思考の隙すら与えない絶え間ない連携も、並行して他の魔法を構築できる手腕も素晴らしい。


「（気付いちゃったけど）」


だが、相手が悪かった。魔力を探らずとも他者の感情の機微で意図を悟り、魔法使いの最高峰と称される魔物使いテイマーの魔法ですら解析出来るリゼルがそれに気付かぬ筈がない。とはいえ、どうやら大規模魔法だと予想が出来るだけで詳細は分からないが。


「（一瞬見えた魔法陣は範囲指定……いや、対象指定？　上手く隠すなぁ）」


リゼルの足元、地面から伸びた土くれの腕が足を掴む。直後、掴まれた筈の彼の姿が掻き消え、その腕を貫くように水の槍が降り注いだ。数歩離れた場所で、まるで光を捻じ曲げたかのようにゆらりとリゼルの姿が浮かぶ。


「……冒険者はオリジナルの魔法を使う事が多いと聞くが」


「その範疇はんちゅうじゃないぞ」


候補生達が眉を寄せながら小声を交わす。今までは、確かにたかが冒険者だと見下していた部分があった事を彼らは認めざるを得なかった。まさか、これ程までに高度な魔法を作り出しているとはと。


「何故、そちらから攻撃しないのですか」


そんな彼らが、どういうつもりだとばかりに声を上げる。魔力の構築を邪魔されないのは好都合だが、侮られるのを良しと思える筈もない。


「待ってるんですよ」


「何を……？」


「ずっと、何かを企んでいるでしょう？　どうせなら君達の全力を見てみたいと思って、待ってるんです」


今も尚、準備の進められている魔法についてリゼルは詳しく言及しなかった。変につついて中止されてはつまらない。リゼルに気付かれて消されては堪らないと、彼らにはそう思って貰わなければならなかった。


「（そう、急いでくれないと）」


きっと、この規模の魔法ともなると候補生全員が共謀者だ。人数が削られると発動出来ないのでは困る。牽制する様に放たれる魔法を防ぎながら、リゼルは離れた場所で戦っているジル達を窺うかがった。


「全滅させないようにって言い忘れちゃいましたし」


やり過ぎていないと良いけどと苦笑し、候補生らと向き合った。






愉悦と侮蔑を隠さぬ瞳で、イレヴンは笑う。


「こんだけ負けりゃあ、世界の中心が自分ってガキ共でもイイ加減思い知ったァ？」


背後から振り下ろされる剣を振り向く事なく防ぎ、そのまま剣の柄を背後の候補生への腹へとブチ込んだ。呼吸さえ許さぬ衝撃に一瞬動きを止めた相手を、鮮やかな赤を揺らしながらようやく振り返る。惰性で向けられた剣を鬱陶うっとうし気に手の甲で除け、痛みを堪えるように押さえている腕ごと腹に靴底を叩きつけた。


詰まる呼吸を取り戻し、咳き込みながら地面へ叩きつけられた姿を一瞥する事なく、間を置かず突き立てられる剣をかわして相手の胸倉を掴み上げる。


「テメェらの価値なんざテメェら以外にはゴミだろ雑ざァ魚こ」


「な……ッ」


イレヴンは別方向から振り抜かれようとする剣の前に、掴んだ体を引き摺り出す。目の前に突如現れた同輩に目を見開き、剣を止めた候補生に声を上げて笑った。そして掴んでいた候補生が咄嗟に足を踏ん張り、斬りかかろうとするのを投げ捨てるように阻止する。


「何か言いたい事でもあるワケ」


倒れ込み、見上げるように向けられる憎悪の視線に、手遊びのように剣を回して飄々ひょうひょうと問いかける。


「ッ、そのような卑劣な真似をするのが冒険者か！」


「それ、テメェらが弱ぇ事に関係あんの？　別に良いけど。〝負けちゃいましたァ、相手がヒレツな所為でーす〟ってホラァ。あそこに居るセンセイに言い付けて来いよ」


周囲を囲む五人の候補生達へ、煽るようにイレヴンは頤おとがいを上げた。


「オラ行って来いっつってんの。そういうこと言ってんだろ？　なァって聞いてんだろうが答えろよ」


嗜虐しぎゃく的な、キュウと縦に絞られた瞳孔が這うように彼らをなぞる。全身を撫で上げる悪寒に襲われながら、侮辱に対する憤りに候補生らは歯を食いしばった。外道な行いを前に正義感を抱くべき彼らは、それらを凌駕する程の忌避感に思わず目を逸らしそうになる。


目の前にいる獣人が、自分達が目指す場所とは真反対にいるような存在だと。誰もがそう感じながら、後ずさろうとする足を堪えて強く剣を握る。


「私達は、確かにお前より弱い……だがそれが、お前の卑劣を許す理由にはならない！」


「さっすが貴族サマ。そうやって自分を正当化すんのは上手いんだし、使えねぇ剣なんざ捨てて口だけで生きてけばァ？」


剣を持ったまま、パチパチと器用に拍手してみせるイレヴンに、候補生達が吼ほえる。


「ッ正当化じゃない、正義を貫く事こそ我らの誇りだ！」


そして彼らは、演習である事を忘れたかのように斬りかかった。冒険者最強の異名を持つ一刀ではない、ただのＢランクに負ける筈がないと言わんばかりに。


気迫の籠こもった声と襲い来る攻撃を、イレヴンは剣も使わず避ける。多人数で斬りかかりながら互いの邪魔をしない連携、相当練習を積んだのだろう。並みの冒険者ならば、もはや数回斬られていてもおかしくはない。


ただ、イレヴンは並みの冒険者ではない。それは不思議な程に、見ている者に容易な行為だと錯覚させてしまうだろう程に。あっさりと隙間をすり抜けたイレヴンが、攻撃対象を見失って一瞬動揺を見せた候補生の一人へと剣を走らせた。


「あ、やりすぎ禁止だっけ？　リーダーに怒られる」


「ッ……」


ピタリと目前で止められた剣に、候補生は動きを止めた。もはや刃が肌に触れているのではという近さが一挙一動を許さない。


イレヴンがチラリとリゼルを窺う。此方を見ていない事を確認し、セーフと笑いながら、固まっている候補生の足を払った。見た目の細さに反してその蹴りは強く、相手は耐える事も出来ずに崩れ落ちる。


「雑魚が何言おうと滑稽こっけいなだけだよなァ。ハイハイドーモっつうの？」


笑みの浮かぶ唇に二又の舌を這わせ、イレヴンは倒れた生徒の肩を踏みつけて地面へ縫ぬい止める。人質のようなものだ、周囲の候補生達は手を出せない。


将来の騎士を踏み付けにするという暴挙。屈辱に身を震わせる周囲と同じく、踏み付けられ苦痛に顔を歪める候補生も、自らを見下ろす相手を厳しく睨み付けていた。


鮮やかな赤が揺れる。ヒュン、と音を立てて手の中で回される双剣の片割れは、全く光を反射せず闇を具現化したようだった。


「おら、言ってみろよ」


蠱惑こわく的な色を孕はらみ、絡み取るような声でイレヴンが告げる。


「卑劣な俺に手も足も出ないで、踏みつけられて見下されながら言え。正当化じゃなくって、何？」


「誇……ッ」


「セーギを貫いた結果、こんな無様な姿晒してますってさァ。本気で言うワケ？　平気で言えんだ？　守るべき国民ってヤツの前で、胸張って宣言して、セーギの価値殺して」


覗き込むように身を屈め、横たわる候補生へと唇が深く弧を描く。


「そんで、幻滅されんだ？」


ケラケラと、笑いながら告げられた言葉に候補生達は愕然と言葉を失った。


そんな筈はない、と直ぐに否定したい。騎士を目指す自らの誇りと正義は、どんな状況だろうが変わらず胸にある。それこそが騎士として正しいと、そう信じて来た。学んできた。


その結果、幻滅されるというのか。失望されるというのか。正しい筈だ。だが果たして、冒険者に踏みつけにされながら語られる正義に民の心を打てるのか。憧れる者が居るのか。誇りを、自ら汚す行為ではないのか。


「あーあ」


ぽつり、とつまらなさそうに零されたイレヴンの声は、信じていたものが崩壊しつつある候補生達に届かない。もはや剣を向ける事さえ忘れて立ち尽くす彼らに、さて追い打ちでもかけてやろうかと顔を上げた時だった。


「げ」


リゼルと目が合う。イレヴンは取り繕うように、踏みつけていた足を退かした。


「やり過ぎっつっても全然これからじゃん。リーダー甘いからなァ」


興が削がれたかのように、視線の先で動いた唇が示したものを反芻はんすうする。


魔法を危なげなく捌く姿に感心しながら、ひらりと手を上げて謝罪を示した。そしてようやく逸らされた視線に、全く子供に甘いのだからと唇を尖らせる。そして突然の変化に唖然と此方を窺う候補生らから完全に興味を失い、イレヴンはくるりと一度だけ手の中で剣を回した。


「簡単に揺らぐようなモンに入れ込んでんじゃねぇよ、雑ァ魚」






剣同士の戦いでありながら、それを打ち合わせる音は一切聞こえない。当然だった。攻撃を受ける側が持っているのは木刀で、普通ならば剣を交わした瞬間に断ち切られて然るべきものなのだから。


だが、まるで奇跡のように有利なのは圧倒的に木刀側。確かに剣を受けているにも拘らず、木刀は断ち切られる事なく攻撃を逸らす。そして次の瞬間には、真剣を持つ相手へと叩き込まれている。


その場からほとんど動く事なく、淡々と。向かい来る候補生を捌く姿には余裕しか存在しない。


「……これが一刀か」


普段は力押しのイメージが強いジルだが、持つ技術は高い。それがまざまざと分かる光景だった。主力にはなり得ないものの十分な威力を持つ魔法すら掻き消し、その木刀に傷の一つも付けていないのがその証拠だろう。


時折、木刀を使うのが面倒になるのか候補生を掴んでは放り投げてはいるが。その飛距離に誰もが慄わななく。


「ッそうだ、アイツはどうした！」


既にジルから一撃を貰い、痺れた腕を押さえながらとある候補生が声を張り上げれば、同じく脇腹を押さえて無言で悶絶している候補生がスッと一方向を指さした。


「もしや、また何処かで呆ぼうっと」


騎士学園史上、最も優れていると噂される剣の使い手。現役の騎士さえ負かす絶技を持った、とある一人の候補生。


「グスッ……もういえかえる……」


が、ジルの足元で倒れ込みながらマジ泣きしていた。


眠そうな表情を変えることなく、感情など荒げる事のない筈だった彼は何処にも居ない。アイツ泣けたのか。いっそ安心した。等々、何とも言えない視線が集まっている。


「（邪魔くせぇな……）」


ジルは足元で力尽きている彼を見下ろしながら、振り下ろされる剣を払った。そのまま相手の肩へと木刀を叩き込めば、剣を取り落とした相手が急いで下がる。


ジルにとっては今の候補生も、泣いてグズッている候補生も変わらない。どちらも変わらず若い割には頑張っている、程度だ。負け知らずの天才剣士が一撃で沈められた事に多大なるショックを受けている事など知る由もない。


「（思ったよか余裕そうだな）」


ジルは動かす手を止めず、横目でリゼルを眺めた。


向けられる魔法を悠々と潰している姿に、まぁそうだろうなと内心頷く。相手の攻撃の先読みを可能にする思考力、無詠唱で絶えず魔力を構築し続けられる集中力、それらの魔法を使用時までストックしておくという魔力展開の荒技。それらを実戦に特化して使用できるリゼルが、習った魔法しか知らない相手に苦戦する事はないだろう。


「（自分から攻撃しねぇなら時間稼ぎ。俺らに何も言わねぇなら待ってんのは向こうの奴ら。何かの魔法でも用意させてんのか）」


ならば、早々に決着を付けない方が良いのだろう。どちらにせよ、ジルからは痛みが引けば再び剣を振るえる程度の攻撃しか行っていない。


「（興味あるからって食らいに行くんじゃねぇよ）」


大侵攻の時に似たような事をして、本を取り上げられたのをリゼルが忘れる筈もない。


ならば、今回は発動しても問題ない。あるいは発動させた方が都合が良い。はたまた危険があろうとジル達ならば斬り捨てられると、そういう事なのだろう。


ならば最初から知らせておけと、そう思わないでもないが。


「せいぜいアイツが満足するようなモン用意してみせろ」


薄っすらと唇に笑みを描き、ジルは四方から同時に襲い来る剣を叩き落した。






「ほとんど体格は変わらないとはいえ、子供相手にやりすぎです」


リゼルは手を挙げたイレヴンに此方もひらりと手を振り返し、そしてふと攻撃の手を止めた候補生達を見た。どうやら準備が済んだらしいと、自らを囲う魔力の壁を散らす。


一人の候補生が空へ向かって魔力を打ち上げた。演習場全体にパァンッと破裂音が響き、演習場に立つ候補生全てが手を止めて距離をとる。


「お待たせして申し訳御座いません」


「構いませんよ」


一人、歩み出た候補生にリゼルは柔らかく微笑んだ。


凪ないだように静まり返る演習場。リゼルが相手取っていた候補生の足元に光が灯る。魔法陣の白い光が彼らを照らし、それは演習場に立つ候補生全員の元へと現れた。


「正面から受けて頂けること、感謝致します」


ブワリ、とリゼル達三人の足元にもその魔法陣は現れた。生徒達を照らす潔白とは真逆の、何物にも染まらぬ漆黒。その光の残滓ざんしがふわりと舞い上がり、リゼルの頬を撫でた。


「俺達と君達を分けての対象指定。君達も指定する必要があるなら、ただの攻撃魔法じゃないのかな」


打ち破るかと視線を寄こすジル達を、軽く手を上げる事で止める。


その時、ふとイレヴンがジルを顎で示してみせた。どうしたのかとそちらを見れば、成程。魔力の流れに裾を揺らめかせる漆黒が、同色の魔法陣と合わさり何とも言えず。


「（うーん、似合う）」


降臨してはいけない何かが降臨してしまった感。頬を膨らませて噴き出すのを耐えるイレヴンと、感心したように頷くリゼルに察したのだろう。ジルが呆れたように視線を流したのが見えた。


「僕達は今日、確実な勝利を求めて此処にいます。その為の魔法です」


そんなリゼル達の戯たわむれなど知る由もなく、候補生が告げる。


「ただ強力なだけの攻撃魔法では確実ではなかった。そして今日、貴方達と相対する事で、その予想は間違っていなかったと確信しました」


「光栄です」


にこりと笑ってみせながら、リゼルは視線だけで教員を伺った。怪訝な顔をしながらも見守る姿勢を崩さない彼には、魔法の影響が及んでいないようだった。


候補生達の独断による、数人がかりの複雑な魔法。候補生全員分という膨大な魔力の消費が必要な、実用性皆無の魔法だ。宣言通り、ただ今日この瞬間の為だけに準備されたのだろう。


「本来ならば正面から打ち倒したかった。だが、悔しながら敵わないと認めざるを得ません」


「この魔法なら、それを覆せると？」


「ええ、必ず」


彼は力強く頷いた。


物心ついた時から目指し続けたもの。騎士を目指す誰もが、他者には負けないと自負するもの。そして、騎士として命よりも重く尊いものこそが根拠だった。


「この魔法は〝忠誠〟の真偽を見抜き、真を抱く者に勝利をもたらす」


凛として告げられたそれに、リゼルは何も言わず目元を緩めた。


騎士を形作る原点、冒険者では持ちえないもの。いっそ卑怯ともいえるような手段を良く考え付いたものだ。とはいえ、そう罵られる事も彼らは覚悟しているのだろうが。


しかし、忠誠という抽象的な定義を魔法に使うとは。リゼルも思わず感心してしまう。真の忠誠を持つ騎士しか扱えぬ魔法というのが有るらしい、という曖昧な情報だけは本で知っていたが、それの応用だろうか。非常に興味深い。


視界の端で、教員が微かに顔を顰めている。冒険者側の敗北は学校が望むものではないと、この展開に焦あせりを感じているのかもしれない。


「質問です。忠誠というのは、あの美しい城におわす国王への忠誠ですか？」


「……いいえ、ただ己の中に抱く忠誠です。勿論、僕達は王へ誓っていますが」


候補生達にとっては不可解な質問だっただろう。しかし、ジルとイレヴンだけはその質問の意図を理解した。


「俺達は三人だけですが」


「人数での有利は有りません。真偽を正しく区別し、偽に寄った勢力は身動きを封じられます」


「そして袋叩きにしようと？」


「まさか、その時点で決着としましょう」


彼らは魔法の発動と同時に自身らの勝利が確定すると信じて疑わない。そうかもしれないなと、リゼルは笑みを零した。焦りなどなく、穏やかなまま。


「貴方達にとっては理不尽な魔法でしょうが、受けて頂きます」


「そうですね……」


魔法陣の上で悠々と、抜身の剣をそのままに立つジルとイレヴンが口を挟む事はない。好きにしろと、そういう事なのだろう。


「（でも）」


他人の量る忠誠の真偽などに興味はない。たとえ間違っていると言われようとリゼルの抱く忠誠は揺らがず、その在り方をただ一人の主が望んでいる事も深く理解している。


「試してみましょうか」


だが、それではつまらない。予想だにしないリゼルの返答に、告げられた候補生が片眉を上げる。


「冒険者がこの場だけで誓った忠誠と、君達が信じている憧れだけの忠誠。どちらが正しいと判断されるか、試してみましょう」


「結果の見えている勝負に挑むと？」


「さぁ、どうなるか分かりませんよ」


彼らにとっては酷い侮辱だろう。リゼルの目の前で歯を食いしばった候補生が、バッと片手を挙げながら後退した。直後、魔法陣が光を強くする。


視界の中で舞う黒の光を眺め、それを指先で遊びながらリゼルは考える。恐らく、自身だけが自らの王に忠誠を誓っていても駄目だ。全員を対象とした意味がない。


「ジル、イレヴン」


ならばと、離れた場所に立つ二人を見る。囁ささやくような声は確かに届いたのだろう。忠誠とか訳分からんと言いたげなイレヴンと、お綺麗な忠誠になど縁がないとばかりに顔を顰めたジルが此方を見た。


別に、賭けに負けて攻撃を受けようとそれはそれ。この候補生達が、とある大侵攻の元凶であった魔法使いより強力な魔法を発動出来るとは思えない。ならばジル達が打ち砕ける。


賭けなど成立しようがなく戯れに終わるのならば、試してみるのも一興だ。


「出来るだけ、分かりやすく」


リゼルは静かに腕を広げた。望むもの全てを手に入れようとする欲深き聖者のように、清廉で静粛な微笑みを以って二人を見据える。アメジストの瞳が高貴な色を深め、硬質に。黒い光の粒子を映しながら、白い光の粒子を沈めながら、誰もがその瞳に映る事を望んでしまう程の印象を宿して。







    
  
  




魔法陣が強く発光する。直前、その声は静寂の中に落ちた水滴のように凛と透き通って響いた。


「　誓って　」


それは反射に近かった。その声が届くより早く、速く、ジルとイレヴンはその片膝を突いた。手にした剣はそのままに、それぞれが自らの抱くものを示すに相応しい姿勢で。


一瞬大きく風が舞い上がり、そして黒の魔法陣は光を散らすように消えて行く。一人両足を地に付けたまま、乱れた髪を耳にかけてリゼルは伏せていた顔を上げた。


視界を埋めるのは、白い光に刺し貫かれた候補生達。その端でジルとイレヴン、そして驚愕を隠そうともせず教員が立ち上がったのが見えた。


「何故……ッ」


教員の唇から漏れた驚愕は、教え子の敗北の為では決してないのだろう。忠誠のあり方の如何でもない。彼の視線は、リゼルに縫い止められている。


「身動きを封じるって、こういう意味なんですね」


リゼルは足元の魔法陣が完全に消えたのを確認し、足を踏み出した。一番近く、魔法を先導しただろう候補生の前に立つ。


足元の魔法陣から十字架のように伸びた光は、はっきりと彼の胸を貫いていた。倒れ込む事を許されず膝をついている彼の顔に苦痛はない。


「これ、大丈夫なんですか？」


見下ろしながら問いかければ、震える唇が薄っすらと開いた。


「何、が」


「ああ、本当に動けなくなるだけなんですね」


両手を持ち上げようとしたのだろう。しかし腕は微かに揺れただけで、ガクリと脱力したように動かない。見開かれた彼の瞳は、リゼルを映さずただ空へと向けられていた。


「何で……僕達の忠誠は、王へ……」


信じていたもの全てに裏切られたかのように、候補生の瞳に薄っすらと涙が溜まっていく。


リゼルは変わらぬ穏やかさを以って、ゆるりと首を傾けてみせた。空を仰ぐ頬を包み込むように両手を差し伸べ、しかし触れはしない。覗き込めば、自失した瞳が微かに焦点を取り戻して此方を見た。


「忠誠の在り方は人それぞれですけど、一つだけ」


慈愛すら覚える甘い瞳が、救いを与える事などないのだろう。候補生はぼんやりとして上手く動かない思考で、それだけを確かに悟った。


「自らの為に甘え縋すがるような忠誠なら、捨ててしまいなさい」


それはただ一人、己の主の為のものである筈だ。


候補生の誰もが、ずっとそれを知っていた。しかし、全く理解出来ていなかったのだと思い知った。それを今、この瞬間に叩きつけられてようやく彼らは理解した。


屈辱も、憤怒ふんぬも、悲哀すらも浮かばない心のまま、候補生は限界まで瞳を満たした涙が頬を伝うのを感じる。何故なのかは、彼らの誰も分からなかった。






教員により解放され、どうにか動けるようになった候補生達が演習場を去って行く。


皆一様に沈んだ表情はしているものの、負の感情は見当たらない。むしろ何処か呆けるような空気を纏って去って行く姿は、何かをずっと考えているようだった。


「やー、姿勢だけで何とかなるもんスね」


「ああいう、定義が曖昧な魔法って難しいですよね」


隣に並ぶジル達に、リゼルは眉を落として苦笑する。


「流石に、ちょっと照れました」


「慣れてんだろうが」


「君達はそういうのじゃないじゃないですか」


平然と会話する三人へ、候補生を見送った教員は戸惑いながら歩み寄った。


依頼は大成功と言える。叩き折るだけならまだしも、正しい方向まで示してみせたのだから。そんな先程までは荘厳さすら感じさせた三人は、今やリゼルの言葉通り〝そういうのじゃない〟ものに戻ってしまっている。


そのギャップに追いつけない。魔法特化の教員としては、魔法に打ち勝てた理由も気になる。しかし彼は何とかそれを思考の隅に追いやり、そしてリゼルの前で立ち止まった。


「お疲れ様でした。約束の報酬はギルドに預けてありますので、そちらでお受け取り下さい」


「有難うございます」


教員の瞳には、先程のリゼルの姿が焼き付いている。思わず敬服を示しそうになり、いけないと姿勢を正した。全てを見通すような紫の瞳は直視しづらく、さり気なく視線を演習場へと逃がす。


「おっしゃっていた校内見学の件ですが、学校長から許可が下りました」


「ご迷惑ではなかったですか？」


「いえ、全く無い事でもありませんので。ただ、案内役が一人付くのはご了承ください」


「勿論です。有難うございます」


要は、監視という事だ。流石に冒険者が好き勝手動き回れる場所ではない。


リゼルにしてみれば駄目元の申し出であったし、見学出来るだけで十分満足だった。むしろ監視だろうが何だろうが、広い校舎をうろつくのに案内が付くのは素直に有難い。


良かった良かったと嬉しそうなリゼルに、それならばと頷いて教員は演習場の扉を向いた。


「入れ」


「はい！」


入って来たのは一人の男子候補生だった。


最高学年ではないだろうに、発育の良い体と溌剌はつらつとした表情。黒い髪から覗く金の瞳は、その表情によく似合って輝いている。その輝きと顔立ちに見覚えがあり、リゼルはふと思い出した。


この学校に通っていると世間話のついでに聞いた事がある。黒髪は母親から継いだのだろうが、それ以外は確かに彼の面影を強く残していた。候補生は毅然とリゼル達の前へと歩み寄り、そして両手を後ろに回してピシリと直立する。


「本日、案内役を務めさせて頂くライナであります。宜しくお願い致します！」


何処か期待を込めたような眼差しがよく似ていると、リゼルは微笑んだ。


「レイ子爵の御子息ですね。お会い出来るとは思っていませんでした」


げっとイレヴンが口元を引き攣らせる。相変わらず引きが強いとジルが溜息をつく。そして目の前に立ったライナは、輝かんばかりの笑みを浮かべて大きく頷き肯定してみせた。
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「下級生ゆえに実戦講習を見る事は叶いませんでしたが、最上級生相手に勝利を収められたとは。流石は父上が絶賛する冒険者でありますね！」


一途に向けられる、隠しもしない尊敬と好奇。それらを存分に孕む輝いた金の瞳。


初対面であるはずのライナが、何故それ程にリゼル達を持ち上げるのか。恐らく、彼の言葉通り父親であるレイ子爵の影響なのだろう。


「お父様を尊敬してらっしゃるんですね」


「勿論ですとも！」


微笑むリゼルに、彼は顔を輝かせる。話に聞いているというのなら、敬愛する父が冒険者を対等以上に扱っている事を知らない筈がない。それに対して反感を持たない辺り従順な性質なのか、それとも父親に似て大して身分で括らない大らかな性根を持っているのか。


思考を放棄して父の言う事を全て真に受ける愚者には見えず、その瞳はしっかりと知性を持って真っ直ぐにリゼルを見つめている。成程、確かに子爵の実子なのだろうとリゼルは頷いた。


「分かっているな、客人をしっかりと案内して差し上げろ」


「はい！」


満面の笑みで了承を示したライナを確認し、教員はリゼル達へと向き直った。そして形式的な挨拶を幾つか交わし、改めて依頼終了の礼を告げて去って行く。


ライナ一人で問題ないと判断されたという事だ。騎士と反発する事が多い憲兵、その後継ぎであるライナ。しかし学校は分け隔てなく接しているのだろう。重要なのは、優秀かそうでないかのみ。


意外と割り切った考え方をしているなと感心しながら教員を見送るリゼルに、ふいにライナがパッと振り向いた。


「では早速向かいましょう。リゼル殿は何処を見たいとお考えでしょう！」


「あれ、名前教えましたっけ」


「いえ、父から……ッ」


言いかけ、彼は口を噤む。


「身の程を弁えない、出過ぎた真似でありました。申し訳御座いません！」


「まさか、貴族様相手にそんな事は思いませんよ。ちょっと不思議だっただけです」


そんな筈はないだろうと、誰もが思った。ライナがリゼルの名を知る機会など幾らでもある。


レイから教えられる事もあるだろう。ましてや、今回の依頼に必要な情報はギルドから騎士学校に渡されている。ならば知っていたとして何も不思議ではないし、リゼル達は知らないが訪れた冒険者の名を聞いたからこそライナは案内役に立候補したのだ。


「どうぞ、お好きに呼んで下さい」


ただレイの息子だからという前提で何かを許す気はないという、遠回しの前置き。ライナが勘違いしているとは思っていないが、〝言うだけ言っておくよ〟というだけのこと。


それに今は、名乗らずとも名の広まっている貴族ではないのだ。折角だからと、そういう気持ちもある。


「……では、改めましてリゼル殿」


「はい」


「本日は宜しくお願い致します！」


「こちらこそ、宜しくお願いします」


下げていた頭を上げ、姿勢を正したライナがパッと笑みを浮かべた。


「それでは見学へと参りましょう！」


意気揚々と歩きだすライナに、三人は続いて歩き出す。


しかし冒険者が貴族に向けるには無作法な会話だった筈だが、彼が気にする様子は全くない。酷くポジティブと言えば良いか、この騎士学校では異端な存在でありながら上手くやっている父親譲りの要領の良さ故か。


いっそ輝く瞳には〝流石です！〟と言わんばかりの尊敬が含まれるのだから、何故そこまでと思わずにはいられない。


「子爵は俺達のこと、何て話してるんでしょうね」


「声が溌剌すぎて煩うるせぇ」


「父親よか楽そう」


思い思いの感想を小声で交わす三人へ、ライナが足を止めずに振り返る。


「ひとまず近い校舎へと向かう予定ですが、他に希望は御座いますか？」


「そうですね、是非書庫を」


「最後にしとけ。動かなくなるだろ」


言い切る前に遮られ、リゼルはやや不服そうにジルを見た。しかし、何か文句があるかと視線で返され諦める。否定出来ない。


流石に書庫見学だけで終えてしまうのは惜しいし、とリゼルは少し考えて口を開く。


「君のオススメの場所を。あとは、騎士学校ならではの施設が魅力的です」


「承知致しました！」


なにせ騎士学校内部の詳細が公開された事はなく、まずどんな施設があるのかも分からない。結果的に丸投げしたリゼルに、書庫は良いのだろうかとリゼルとジルを見比べていたライナは力強く頷いた。


ちなみに、探ろうと思えば簡単だというのはイレヴンの談。警備の厳重な騎士学校相手に、そう言い切れるのが流石だ。


「子息さんが案内役についたのは、もしかして希望してくれたからですか？」


「御彗眼ごすいがん感服致します！　本来ならば士官候補生たちの役割だったのですが、何とも勿体無い事に不本意と隠さぬ態度を取っていたので私が立候補致しました」


「士官候補生って何？　そのまんま将来のお偉いさんで良いの？」


「はい、その通りです。当校で特に優秀な候補生から五名が選出されております！」


ライナの説明曰く、最上級生を除いた全候補生から選出されるという。


任命されて得るものは名誉のみ。実習の際には指揮をとる立場が割り振られ、同時に数多の責任を負う。正騎士の訓練への特別参加などの権利を持つが、その中には自身が楽をする為の権利など一つもない。だが、誰もが選ばれる事を目指す。


「君は違うんですか？」


「そう疑問に思って頂き光栄であります」


案内役を許可されたなら彼もまた優秀なのだろう。問いかければ、ライナはくすぐったそうに破顔した。


「私は将来騎士にはなりませんので。私よりそれらを必要とする友の為にも辞退致しました！」


比べようのない事ではあるが、憲兵の本元である家を継ぐより、騎士として大成する方が栄誉であると考える者も少なくないだろう。このまま騎士になろうとも誰も責めない。


だがライナの家を継ぐ意志は揺るがず、本人がそれを心から望んでいる。子爵も良い跡継ぎを持ったものだと頷いて、リゼルはふとイレヴンを窺った。


「変な事、考えちゃ駄目ですよ」


囁くように告げれば、嗜虐性のチラついた瞳が笑みを浮かべて此方を見る。


「プライド高いガキ見るとへし折りたくなんスよね」


「さっき好き放題したじゃないですか」


「まさか。全ッ然消化フリョー」


士官候補生達がリゼル達の案内を渋ったのは、つまり何故冒険者にそんな事をという事なのだろう。貴族出身者が集まる中、更にその代表に選ばれた者達ともなれば当然の事だとリゼルとジルは流せるが。


「イレヴン」


「はぁい」


いかにも遊び足りなさそうなイレヴンだが、呼びかければあっさりと頷いた。然して未練を感じていなさそうな辺り、大して遊び相手として魅力のある相手ではなかったのだろうと分かる。


不思議そうに振り返るライナに何でもないと首を振り、リゼルは案内されるままに校舎へと続く回廊へ足を踏み入れた。


「立候補というと、子爵から？」


ふとリゼルが問いかける。


「いいえ、私の心からの希望です！」


美しく整えられた庭木を眺めながらの問いかけに、ライナは力強く否定を返した。


「ただ、父上はいつも言っておりました。もし会う機会があれば、逃さず会っておくべき方々だと！」


「随分と過大評価されていますね」


「そんな事はありませんとも！」


可笑しそうに笑い、並ぶジル達と言葉を交わしているリゼルの姿を見てライナが思い出すのは父の言葉。酷く楽しそうに〝顔を合わせなければ理解できないだろう〟と称していた。そして、もし会う事があればと付け加えられた時の、真摯な瞳を彼は今でもはっきりと覚えている。


『己の立場を忘れず、その上で何より彼を優先し、不快な思いをさせないよう努めなさい』


『敵に回すことは以ての外だが、味方であろうと厚かましい真似はしないように』


ライナは、父に〝そうしろ〟と言われたからリゼル達に敬意を払っている訳ではない。父から聞いたリゼル達の人となりに、敬意を払うべきだと自ら思ったからこそ実行しているに過ぎない。


だがその言葉があるからこそ、自らの判断で案内役へと立候補したのは事実。ライナは共に学ぶ友を誇っている。過ごす学び舎に敬意も払っている。だからこそリゼル達の不興を買わないように、それこそが学校にとって最良だろうと確信を持って。


「（やり遂げてみせます、父上！）」


そして心の中で気合を入れ直すライナを、三人が後ろから〝分かりやすいなぁ〟と眺めている事を彼は知らない。


「貴族があんな分かりやすくて良いんスかね」


「下心の無い意図した好意って珍しいですね」


「あそこまで行くといっそ本心だろ」


呆れたようなジル達とは違い、微笑ましそうにそれを眺めていたリゼルは、ふと気になっていた事を聞いてみようかと思い立つ。快活な印象だが、貴族らしく本心を平然と隠すに長けたレイが果たして自身らをどう評価しているのか。


好意的には思ってくれているのだろう。だが、評価となるとまた違う。問い掛けたところで真意など隠されてしまうのだろうが、少しでも本音が知れれば上々だ。


「子息さんは子爵から、俺達の事をどう聞いてますか？」


「どう、ですか？」


「子爵は人当たりが良い方ですし、知らない内に御迷惑をかけていないかと」


「ああ、成程！」


左右を庭園に囲まれた回廊を進みながら、ライナは父親の事を語るのが楽しいとばかりに笑う。


「父上は、貴方方に関しては肝心な所で『秘密だ』と笑って口を閉ざしてしまいます。ですが、貴方に関しては〝清廉な空気を纏い、穏やかで何処までも高貴。下に侍りたいと願ってしまうような方〟と言っておりました！」


この国の王に仕える貴族の言葉ではない、とリゼルは思わず苦笑する。以前から戯れのようにそういった事を口にしていたが、そう簡単に公言して良い内容ではないだろうに。


此方を巻き込むようなミスをするような人物ではないし、気にする事でもないのだが。〝想像通りの方です！〟とばかりに瞳を輝かせるライナに礼と共に微笑みを返す。


「一刀殿に関しては、〝戦う所は見た事が無いが正しく最強。リゼル殿を守るのに、戦力的にも別の部分でもこれ以上の人選は無い〟と！」


自分にも来るとは思っていなかったのだろう。ジルが嫌そうに眉を寄せるのをリゼルと共にニヤニヤと眺めていたイレヴンが、なれば次は自分だろうと楽しみに先を促す。


「おー、ベタ褒め。俺は？」


「〝リゼル殿がいない場所で会わないように〟と！」


「褒めろよ」


果たしてどういう意味なのかと不思議そうなライナは、その言葉の真意を知らないのだろう。リゼルと共にいる時のイレヴンからはそれを悟れない。レイも実の息子にすら話せないと判断する程、その素性は危険を孕んでいる。


「やっぱり第一印象って大事ですよね」


「俺すっげぇ愛想良くしたのに」


「胡散臭ぇんだよ、てめぇは」


「イレヴンはあの状況だと、どうやっても好印象は難しいと思います」


今は違うのにと本人は不満げだが、大して変わらないだろうというのはジルの談。そんな事を話していた時だった。


「？」


回廊の横に広がる広大な中庭の何処かから、微かに誰かの声がした。リゼルが気付いて顔を上げれば、同じく聞こえただろうライナも怪訝そうに立ち止まる。


歩みを止めた一行が耳を澄ませば、今にも泣き出しそうな幼い声が確かに聞こえた。助けを求める声だ。奇妙な事に、その声の本人だろう子供の姿は何処にもない。


「うっ、此処から出してぇ……助けて下さぁい……！」


「声だけ聞こえるってすっげぇホラー」


ケラケラ笑うイレヴンに、助けるという選択肢などないのだろう。むしろ彼は、そしてジルも、リゼルよりも遥かに早く声には気付いていた筈だ。にも拘らず、少したりともそちらを気に掛ける素振りを見せずに歩いていたのだから当然と言えば当然か。


許可を求めるように寄越されたライナの視線に、リゼルはどうぞと頷いてみせる。


「誰かいるのか！　何処に居る！」


「やっと誰か通ったぁ……っここです、穴の中ぁ」


随分と奇妙な場所にいるようだ、とリゼルは中庭を見渡した。少し声が響いて聞こえるのはその所為だろう。だからこそ、位置が掴み辛いのだが。


「ジル、分かりますか？」


問いかければ、ジルが溜息をついて庭へと足を踏み入れる。


迷いもせず進む彼を先頭に辿り着いたのは庭のど真ん中。そこには直径一メートル弱の穴がぽっかりと口を空け、深い穴の底では一人の幼い少年が目に涙を溜めてリゼル達を見上げていた。


「一年か！」


「はいぃ」


胸章から学年を把握し、ライナが膝をついて穴に腕を入れる。しかし、実年齢より確実に身長が低いであろう少年では両手を精一杯伸ばしても届かなかった。


「おー何コレ、いじめ？　いじめ？」


「イレヴン、不謹慎ですよ」


ぐすぐすと泣いている少年に、ライナが〝まさか本当に我が校で虐めが〟と奮起する。しかしそんな彼を止めたのは、頼りなさげに首を振った少年自身だった。


「うぅん……いつも背が小さいってからかってくる奴を、落とし穴にはめて、上から土砂かぶせて、水流し込んで嘲笑あざわらってやろうと思ってぇ……魔法で穴掘ってたら、出られなくなっちゃいましたぁ……！」


「綺麗な穴が掘れましたね。でも犯人だってバレないように、仕掛けは底に何かを仕込んでおく程度が良いと思いますよ」


「槍仕込め槍、そしたら後は埋めるだけだから楽だし」


「掘った土残しておかねぇと面倒だぞ」


「次はそうしますぅ」


「流れるような的確なアドバイスが流石です御三方！　しかし聞け少年。騎士学校の生徒たるもの、確執が生まれたなら決闘を申し込み正面から打ち破ってみせないか！」


でもそれが出来ないから有効な手段を、いやいやそれでも騎士として、そんな事を議論する四人に突っ込む者は誰もいない。実は楽しんでいるリゼル達に反して、ライナは素だ。素で感心して素で叱っている。


「けほっ」


ふいに、うんうんと頷いて話を聞いていた少年が咳き込んだ。土埃舞う穴の中は健康に悪い、何はともあれ早く出してあげねばとリゼル達は囲むように穴を見下ろした。


「これだけ深い穴を良く掘ったものだな。魔法特化の才能がある、正しく精進するが良い！」


「はぁい……っ」


「まだあの年だと、魔力の影響範囲が自分中心なんですよね。何だか懐かしいです」


さてどうやって助けようかと思案するライナの隣で、リゼルは懐かしそうに少年を見る。


「リーダーもそうだった？」


「俺は早めに出来るようになったかな。良い先生に恵まれたので」


ぐすりと鼻を鳴らす少年と目が合った。不安だっただろうと安心させるように目元を緩めれば、小さな体からふっと力が抜ける。幼い相貌が、ぱちぱちと目を瞬かせて此方を見上げていた。


「流石年下キラー」


「それ、止めて欲しいです」


「間違ってはねぇだろ」


面白そうに呟いたイレヴンと追い打ちをかけて来るジルに人聞きが悪いと苦笑し、さてとリゼルはポーチへと手を入れた。関わった以上、見捨てて去るというのも忍びない。


「ロープを下ろせば上がって来れそうですね」


「ご協力感謝致します。ロープまでお持ちとは何と準備万端な事でしょう！」


「冒険者の必需品なので」


道なき道を進む時、テントを張る時、あれば様々な場面で役に立つロープは冒険者にとっての基本的な道具だ。たとえ金欠がついて回る駆け出し冒険者でさえ、全員必ず持っている。


しかし、暫しばらくごそごそとポーチを漁っていたリゼルが不思議そうに手を止めた。ない。冒険者に成り立ての頃、ジルから聞いて張り切って揃えたのだからない筈はないのだが。


「あ」


一体何処にやったのかと考えかけた時、ふと心当たりが浮かんだ。


「お前この前、いかにもジャングルな迷宮で谷を渡る時に使いたがっただろ。わざわざ枝に結んで」


「そういえばそうでした」


そして回収せずに進んだ。


やりたくなったのだから仕方ない、とリゼルは頷く。むしろあれ程準備された状況でやらない方が難しい。物凄くお誂あつらえ向きな枝もあった事だ。結局〝途中で落ちそう〟という理由でジルに抱えられての経験だったが、冒険者として正しい行動だったと自負している。


「リーダー楽しかった？」


「楽しかったです」


また買わなければと思いつつリゼルがジルを見れば、否定するように眉を寄せられた。


「今朝、物干し用のロープが切れたっつってた女将にやった」


「ちゃんと未使用でした？」


「ああ」


「そこなんスか」


「奇跡的なタイミングでありますね。あらゆる奇跡を体現出来る、その存在にこそ感動致します！」


冒険者が必需品を持たないという事態も、ライナにとっては強者の余裕にしか見えないのだろう。究極のポジティブがリゼル達の評価を欠片も落とさない。


そして当然、残る一人の冒険者に視線が集まる。だが当のイレヴンは、ひらひらと両手を振ってみせるだけだった。


「ん、イレヴンが持ってないんですか？」


「え、何でそんな意外そうなんスか」


「だって必要かと思って。人を縛ったりする為だとか」


「言い方。その言い方。リーダーちょっと止めて」


ある意味盗賊の必需品でもあるだろうに、と不思議そうなリゼルにイレヴンの口が引き攣る。確かに他人を拘束したり、拘束した上で色々したりする事もあるが。


「ロープなんて証拠アト残るようなもん使わねぇし」


「成程」


流石プロ、と感心しながらリゼルは穴の傍へとしゃがんだ。ロープを取りに行くにも時間が勿体ない。貴重な騎士学校見学の機会、出来れば有意義に過ごしたかった。


下から持ち上げようにも、二人入るには穴が狭い。ならばと穴の隅々まで目を通す。


「動いちゃ駄目ですよ」


「え……？」


ジル達に見下ろされながら、リゼルが少年に声をかけた直後。ズ、と少年の足の下で土が盛り上がる。そのまま徐々にせり上がる地面に、少年は泣く事を忘れて目を見開いた。


単純に穴を掘るのとは訳が違う、周りの壁を崩さないよう計算され尽くした魔法。攻撃目的で地面を隆起させる魔法は多々あれど、誰が隆起の速度を緩めようというのか。たとえ些細な魔法であっても、想定外の動きをさせるのは難易度が格段に跳ね上がる。


「すごぉい」


「凄いのかどうかよく分かんねぇ」


「まぁこいつだしな」


魔法が得意な少年は、この静かで細やかな魔法がいかに難しいかが分かる。魔法にあまり馴染みのないジルとイレヴンはよく分からない。そんなものだ。


そして、穴の半分ほどまでせり上がった地面がピタリと止まった。


「どうでしょう、もう届くと思うんですけど」


「素晴らしく緻密ちみつで美しい魔力行使でありました！　さぁ、手を伸ばすと良い」


伸ばされた手に少年が両手を上げる。持ち上げられ、ストンと足が地面につくと彼は思わずといったようにホッと息を吐いていた。


「あのぅ……有難うございますぅ」


「はい、どういたしまして」


立ち上がったリゼルに、少年がぺこりと頭を下げる。


その姿を微笑みながら眺めていたリゼルだが、ふと思いついた事があった。恩に着せるようで申し訳ないがと腰の高さにある小さな頭を見下ろし、優しく言葉を続ける。


「一つだけお願いして良いですか？」


「え？　はぁい」


「一度だけ、お父さんって呼んで下さい」


理解出来ないものを見る目をしたジルと、両手で顔を覆って天を仰ぐイレヴンと、満面の笑みのまま〝何か素晴らしいお考えがあるのでしょう！〟と輝く瞳で語るライナをリゼルは全て流した。


きょとんと此方を見上げる少年に促すように小さく首を傾げてみせれば、彼はパチパチと数度瞬いてポッと頬を染める。そしてもじもじと自分の服を握りしめ、はにかむように口元を緩めた。


「こんなに若くて魔法が上手で、見るからに綺麗なフインキのお父さんだったら、うちの狸たぬきみたいにジジイなんて呼ばないのにぃ……ジジイに対してなら鼻で笑って呼べるのに、照れちゃいますよぅ」


その姿は可愛らしかったが、言っている事はそれに一切一致しなかった。


まだ幼い貴族の子供が、家の当主である父親をジジイ呼ばわりするとは。父を心から尊敬しているライナにとっては分からない感覚らしく、疑問符をひたすら浮かべている。


「嫌なら良いですよ。無理を言ってすみません」


「うぅん、そんなこと無いですぅ……じゃあ、ぉ、お父さん」


「……うん、このくらいの子の方がしっくり来ますね」


そして様々な視線が送られる中、リゼルは一人納得したように頷いた。


「有難うございました。今度は脱出の手段を用意してから、穴を掘りましょうね」


応援の言葉に、少年は喜びが花咲くような笑顔をパッと浮かべてリゼルを見上げる。照れた名残か柔らかそうな頬を赤く染め、嬉しそうに破顔して大きく頷いた。


「はぁい。今度こそ気に入らない奴を穴に落として串刺しにして、陰でほくそ笑んでみせますぅ！」


「君とは後でじっくりと話し合う事にしよう！」


すかさずライナからフォローが飛んだ。去り際に何度も振り返っては手を振る少年を、なんとも無邪気な事だとリゼルも微笑ましそうに見送る。言っている事が邪気に溢れていようと気にしない。


「なかなか見所あるヤツもいんなァ」


「てめぇに言われんなら無ねぇんだろ」


元盗賊の頭の評価が、将来騎士となる少年に与えられて良いものか。とはいえこれからの学校生活、あるいは今日にでも有言実行のライナがじっくりと話し合って何とかするだろう。


そして去って行く少年の姿が消えるまで見送り、四人がさて見学の続きに戻るかと歩き出そうとした時だ。


「流石に上級生の子は育ち過ぎだし、あのくらいですね」


成程と頷き、そんな事を呟いたリゼルが何事もなかったかのようにライナに校舎の説明を求めている後ろ。ジル達は無言でその背中を見つめていた。


演習場でリゼルが漏らした〝あまり良さそうな子もいないし〟という言葉の意味を今、察した。察してしまった。騎士学校自体への興味、そして書庫。色々と楽しみにしていたようだが、これもその内の一つなのだろうか。


「……嫁どころか後継ぎまでこっちで探す気だぞアイツ」


「あー……ここなら貴族出身ばっかだから教育ラクだし？　つうか何処まで本気なんだろ」


全部本気でも、全部戯れでも驚かない。ただ確実なのは、リゼルの王が許可しなければそれは実現しないということ。ならば今は気にするだけ無駄な事なのだろう。


「では参りましょう、あちらが第四鍛錬場です！」


「鍛錬場は幾つあるんですか？」


「全部で九個です。その中でも──────」


全く、振り回すだけ振り回して放置するのは止めて欲しいものだ。ジルとイレヴンはもはや半分慣れたような心持ちで、快活な声が響く回廊に足を進めて行った。






一通りの施設の案内を終えた後、満を持してライナはリゼルを向く。


「それでは最後に書庫へ向かおうと思っておりますが、いかがで御座いましょう！」


「是非お願いします」


リゼルは穏やかな微笑みを変えず、しかしよくよく聞けば弾んだ声で頷いた。余程本が好きなのだろう、と此方も満面の笑みを浮かべたライナが意気揚々と書庫への道のりを歩む。


校舎の端であった演習場付近とは違い、生徒の溢れる廊下を堂々と進むリゼル達に、先程からすれ違う候補生たち全員が道を譲ってくれている。そればかりか廊下の端で踵かかとを合わせて見送ってくれるのだから、確実に何かを勘違いされているのだろう。彼らもまさか自分達が冒険者に向かって礼を正しているとは思ってもいまい。


「リーダー全っ然疑問に思ってねぇけど何で？」


「慣れで流してんじゃねぇの」


「あー、視察とか？　まぁ似たようなもんかァ」


そう、完全に何処ぞの貴族の視察だと勘違いされている。


今日冒険者が訪れる事は、恐らく既に知れ渡っている筈だ。それでも冒険者と結び付けられる事がないのがリゼルなのだから、本人が知ったらまた地味に落ち込むだろう。ジル達もわざわざ指摘しようとは思わないが。


「書庫は広いんですか？」


「蔵書はかの魔法学院と比べると劣りますが……。ですが、騎士の扱う文書の保管も当校が担っております。広さに関しては保証致しましょう！」


「と言う事は、機密ですよね。中までは入れないんでしょうか」


「そう残念そうになさらないで下さい。機密文書は我々生徒にも閲覧が禁止されており、厳重に保管されています。そこに入らなければ問題ありませんとも」


それは良かったと笑うリゼルに、ほっと息を吐いたライナが正面を向き直った時だ。廊下の正面から歩いて来る面々を目に止め、彼ははてと首を傾げた。


「子息さん？」


「いえ、失礼致しました！」


リゼルの問いかけに、特に気にする事もないかと気を取り直したライナが校舎の説明を再開させる。だがしかし、向かって来た者達が道を譲らず立ち塞がったのを見て彼は訝しげに足を止めた。


次いで足を止めたリゼルは、口を開こうとしたイレヴンを視線で窘たしなめる。そして一歩下がり、傍観の姿勢に入った。


「客人の前に立ち塞がるとは何事だ！」


笑っていると父親によく似て明るく快活なライナだが、先程の一年生への一喝といい苛烈な一面を時折見せる。レイにより苛烈と称された母親の気性を継いだのだろうか。


しかし険しい顔で睨みつけるライナに対し、当の候補生らは怯ひるむ事なく彼を見据えた。


「ライナ殿、此処まで御苦労だった。此処からの案内は私達が代わろう」


「私が託された任務だ、代わる必要は無い。なにより、一度拒否した相手に案内をされては御客人も気分が悪いだろう」


「御客人に誤解を与えるような勘違いは止よして貰おうか」


悪戯に声を荒げない、威圧を押し込めたような応酬は流石貴族と言えるだろう。しかし客人を前に言い合うのは感心出来ないなと、リゼルは微笑ましそうにそれを見守る。


「何コレ」


「誤解が誤解を呼んだようです」


「またお前の所為か」


「不可抗力ですってば」


立ち塞がる者達の胸に輝くのは、今まですれ違った候補生が誰一人身に着けていなかった記章。その言葉も聞く限り、彼らは間違いなく士官候補生と呼ばれる存在だ。


そんな彼らが、何故今になって案内を申し出たのか。まず間違いなく周囲が姿勢を正しているのと同じ理由なのだろう。ライナを案内に付けた貴族が校内を視察しているという勘違いが、人伝てに加速して士官候補生らに届いた。


「一体私が何を勘違いしていると？」


「私が案内役を渋ったのは、相手が冒険者という点だ。冒険者の思い付きに付き合う暇があるなら、訓練を進めた方が有意義に違いないだろう」


「ならば腕を磨いていれば良い。私は望んで案内を引き受けたのだからな！」


意外と真面目だ、という目でイレヴンが士官候補生たちを見る。


「しかし、その冒険者を従えた貴い方もいらっしゃるのなら話は別だ」


彼らの視線がリゼルを向く。胸に手を当て、今にも膝をつきそうな様子で。


自信に溢れ、それに相応しい実力も確かにあるのだろう。ただ己を誇るというには、自尊心の浮かんだ瞳からは幼さが見て取れた。


先程まで剣を交わしていた最上級生からは感じられなかったそれに、彼らはまだまだ成長するのだろうとリゼルは微笑む。その笑みに、士官候補生らは受け入れられたと確信したのだろう。


「貴人の案内を一般の候補生に任せたとなれば、騎士学校の名折れで御座います。ここは、私共にお任せください」


「なら貴校の名を折らないよう、このままで」


あっさりと告げたリゼルに、彼らは一瞬何を言われたのか分からないとばかりに固まった。


「子息さん、行きましょうか」


「失言も軽く流して下さる御心の広さに深く感服致しました！　足を止めてしまい申し訳御座いません、参りましょう」


そしてリゼル達は士官候補生の横を通り過ぎた。


生徒側の見栄や意地など、リゼルにとって然して重要なものではない。何せ、今向かっているのは書庫だ。リゼルが後々の楽しみに、半強制的にとっておかれた書庫。凄く楽しみにしているのだ。


士官候補生の同行で閲覧できる書物が増えるならば、勘違いをそのままに「それではお願いします」くらいは言うだろう。だが、成績で変動があるらしい彼らにそんな権限は無い筈。ならばリゼルは速やかに読書に集中させてくれる人選をとる。


「リーダーだしなァ……」


「いつもの事だな」


「だって一冊でも多く目を通したいじゃないですか」


「その惜しまぬ知識欲が威厳すら醸す知性を作り上げているのでありますね！」


去り行くリゼル達から聞こえてくる会話は、確かに全員が冒険者なのだと伝えて来る。それを理解し、冒険者と敬意払うべき存在とを間違えたという事実に、士官候補生たちは崩れ落ちそうになる体を懸命に耐えていた。


騎士として有るまじき間違い。しかも、公衆の面前だ。救いは見ていた誰もが同じ状態に陥っている事だろうが、そんなもので救われるほど彼らの矜持は安くはなく、候補生らは余りの羞恥しゅうちに足早にその場を去って行った。






「ここが書庫ですか？」


「ええ、どうぞお入りください！」


「ニィサン何して時間潰す？」


「寝る」


そんな彼らの事など、書庫を前に心を弾ませるリゼルは知る由もなかった。






薄っすらと広がる雲の隙間から、時折星がのぞく夜空の下。一台の馬車が、窓から漏れる明かりを身に映しながら静かに走っていた。


「やっぱり本の持ち出しは禁止でしたか……」


「お前外見ろ」


騎士学校からの帰り、冒険者ギルドへと向かう馬車に揺られながら、リゼルは向かいに座るジルの言葉通りに窓の外を見た。暗い。時折雲の切れ間から差し込む月明かりが夜道を照らす。


書庫へと案内されてから今まで、ひたすら本を読み続けていたリゼルの悪びれない言葉に、一言言いたかったらしい。確かにジル達はずっと退屈だっただろうとリゼルは眉を下げ、申し訳なさそうに謝罪を送る。


「すみません」


「どうも」


軽くそう返したジルは、特に気に入らないという事もないのだろう。良かったと、リゼルは柔らかな背もたれに凭もたれかかる。騎士学校が所有するに相応しく、豪奢ごうしゃな外見に違わず座り心地は抜群だ。


そんなリゼルを、隣に座ったイレヴンがニヤニヤと覗き込んだ。


「リーダー、教員が書庫来て〝そろそろ帰れ〟っつったのも知らねぇっしょ」


「そんな事言われたんですか？」


「あのガキがもうちょいもうちょいって粘ってたッスよ。まぁ尽くし方じゃジャッジに負けっけど」


ケラケラと笑うイレヴンの言葉に、随分と世話になってしまったようだとリゼルは頷く。礼をしなければと、帰り際まで一切陰る事のなかった輝く笑みを思い出した。


『是非、再会の機会がある事を願っております！』


そう送り出してくれたライナは、最後まで此方を持ち上げてくれた。レイにより洗脳でも行われているんじゃないか、というのはイレヴンの談。


何はともあれ、騎士学校にしかない書物も読めた。礼は奮発すべきかと決意し、何が良いだろうかとリゼルは考える。レイならば迷宮品で決まりなのだが、ライナは一体何を好むのか。


「おい」


「はい？」


「疲れてんなら寝とけ」


「そこまででもないんですけど」


唐突に向けられたジルの言葉に、思わず苦笑を返す。演習場で、何だかんだで候補生達の魔法を捌き続けたというのが大きいか。否定は出来なかった。


ジル達から見れば一目瞭然だ。普段は背もたれなど利用しない手本のような姿勢を、二人しか見ていないとはいえ崩しているのだから。


「ニィサンの言う通りッスよ。魔法とか滅茶苦茶疲れるし。俺だと二回も続けりゃバテる」


「慣れとかもあるんでしょうけど……けど、そうですね。折角だし御言葉に甘えましょう」


「ああ」


イレヴンにも促され、ことりと壁に頭を預けて目を閉じたリゼルをジルは暫く眺めた。


恐らく、寝てはいないのだろう。だが疲れているのは確かだ。そうでなければ、穴に落ちた少年を助ける際に真っ先に魔法を用いていた筈なのだから。


自己管理は徹底しているリゼルなので魔力不足にはなっていない。だがイレヴンの言葉通り、魔法の発動というのは神経をすり減らす。それを同時だの、連続だの、無詠唱だのしていたのだから負担がかかるのも当たり前だ。


真面目に冒険者をしているリゼルが、依頼に参加しないという選択肢を持たないのは分かりきっている。黙って座っていろなどとは言わないが。


「？」


ふいに、イレヴンがジルへひらひらと手を振ってみせた。


胡乱うろんな目を隠すことなくそちらへ向けると、ニンマリと笑ったイレヴンが一冊の本を取りだす。無言なのはリゼルに気付かれないようにする為だろう。ここで本の話題など出せば、閉じられた瞳はすぐさま覚醒する。


それが希少な本ならば、尚更の事。重要、極秘、赤い判の二つ並んだ本の表紙には、〝騎士団による未解決案件no.4〟と走り書きされていた。


「（相変わらず手癖悪ィな）」


声にもならぬ、微かな吐息と唇の動きで告げたジルに、イレヴンも二又の舌で乾いた唇をなぞってからそれに応える。


「（ガキが目ぇ離した隙にちょい。思ったよか厳重でひっさびさに興奮した）」


「（取引してぇ事でもあんのか。今でもアイツはてめぇに関しちゃ甘ぇだろ）」


「（べっつに）」


一本立てた指で本を支え、ゆらゆらと揺らす姿をジルは一瞥した。


以前のパーティーの時のように、取引に使えば有効打となる。かは、微妙か。リゼルが同じ手を二度許すとは思えない。ただ、〝何となく気分が乗らない〟程度の用件ならば承諾させる事が出来るだろう。


「（まぁ暇だったし）」


その言葉も事実だろうし、騎士学校の警備を突破して嘲笑いたいという性根の悪さもあるだろう。抜き取った犯人を悟らせない程度の手は回してある筈だ。此方を巻き込む事もない。


ただ、一番の理由は別にあるようだ。くるくると希少な本を指先で回しながら、隣で眠るリゼルへと向けられた眼差しは、彼に酷く似合わない穏やかさを孕んでいた。その手がパシリと本を握り直し、仕舞い込む。


「今回リーダー頑張ったし、たまには俺からゴホービ」


きゅうと目を細め、相変わらず何かを企んでいるような笑みを浮かべるイレヴンにジルは溜息を零す。いつも自分に対して甘い甘いと文句ばかり言う男も、大概甘いと呆れたように。
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所々に数本の低い木々が見えるだけの高原、そこに横たわる雄大な渓谷。リゼルはその端に立ち、絶えぬ風に乱れる髪を耳にかけながら底の見えぬ崖を覗き込んでいた。


「サルスとアスタルニア、どっちが良いですか？」


「は？」


唸るような風の音に声を掻き消されそうになりながら、隣に立つジルへと問いかける。


唐突な質問に意味が分からないと顔を顰める彼の片手は、まっすぐに前へと差し出されていた。その手に握られた一本のロープは崖の中に伸び、時折揺れている。


まるで、雑な釣りをしているような恰好。その片腕には到底支えきれない筈の重量がかかっているのだが、ジルの余裕のある姿からはそれを窺う事は出来なかった。


「ニィサンもうちょい下ー」


「ああ」


崖の下、響いた声にロープを握る力が緩められる。手の中でシュッと布の擦れるような音がした。錘おもりの力を借りて即座に落下を始めたロープを、しかしジルは速度が頂点を迎える前に再び握りしめる。


急停止の反動にも微塵たりとも動かない腕を眺めながら、リゼルは熱くないのかなとその手を眺めていた。いかにジルのグローブが最上級の魔物素材が故に超高性能だとはいえ、少しくらい火傷しそうなものだが。


「ッぶね、もうちょい優しく出来ねぇの？」


「うるせぇ」


不意に投げかけられた声に、リゼルは再び崖の中を覗き込む。視線の先では結んだロープに腰かけるようにぶら下がるイレヴンが、両足を崖の壁面に押し付けながら此方を見上げていた。


その両足と崖の間から土煙が上がっているのは、急激な落下をこらえた名残なのだろう。強風吹き荒ぶ崖の中、すぐに何処かへと流れていってくれるのが救いだ。


「靴削れたらどうすんだっつの」


「その程度じゃ削れねぇよ」


「大丈夫ですか、イレヴン。代わりましょうか？」


「リーダーはお願いだからジッとしてて」


お願いされてしまった。更にもっと下がれと手を振られる。文字通りの命綱を握るジルに遠慮なく不満を零しているイレヴンだが、嫌だという訳ではないのだろう。


何せ近くにロープを繋げられるような木がないので、固定役のジルは決まり。ならばロープにぶら下がるのはとリゼルとイレヴンの二択となった時、リゼルがやりたいと口に出す前にサクサクと準備を済ませ、颯爽さっそうと崖の向こうに消えて行ったのはイレヴン自身だ。


「これで不味いモン作りやがったら店潰す」


不穏な呟きを零しながら彼が手を伸ばしたのは、崖に貼りつくように岩で作られた鳥の巣だった。その中にある掌大の卵を、ぽいぽいと鞄へと放り込んでいく。


今日の依頼はＢランクの【クリフイーグルの卵調達】、王都の中心街において卵料理専門店として名を広める高級店が依頼元だ。ちなみにイレヴンはよく行く。丁度リゼルがロープを有効活用したい気分だったこともあって選んだ依頼だったのだが、当の本人はやらせて貰えなくて〝あれっ〟となった。


「どうですか？」


「四つッスね」


「もう少し欲しいですね。あと、サルスとアスタルニアならどっちが良いですか？」


「は？」


次の卵の場所をイレヴンが指差し、ジルが崖沿いに移動を始める。


その間にもイレヴンはひょいひょいと縄を手繰り寄せながら数メートル上り、高さを合わせていた。リゼルがジルの隣を歩きながら眺める中、見事クリフイーグルの巣に辿り着いて卵を手に入れる。


「いきなり何スか……よっ」


手繰り寄せた縄を離し、落下しながら平然とイレヴンが返事を寄越す。伸びきった際の縄の反動を握った手で緩め、背を反らすように次のターゲットとなる巣を探していた。


「そろそろ違う国も見てみたいなと」


「ニィサン、二メートル右、ちょい過ぎた、ストップ。リーダーの行きたいトコで良いじゃん」


「俺も迷ってるんですよね」


三つ目の巣を漁るイレヴンが、珍しいというようにリゼルを見上げた。


ちなみに先程から、彼の周りでクリフイーグルが幾度となく襲い掛かろうと飛び回っている。巣を守っている訳ではない。彼らは産んだ卵に執着しない。卵を狙ってノコノコやってきた得物を、餌と見なして襲い掛かるのだ。


だが、上からリゼルに狙い撃たれて近付けないでいる。


「ジルは好きにしろとしか言わないですし」


「あんなドッキリ仕掛けられた後で何で言えんの？　っと、リーダー十一個」


「そのくらいでしょうか。お疲れ様です、イレヴン」


「リーダー下がっててってば」


感謝を込めて微笑めば、にんまりと笑ったイレヴンがグッと縄を握る手に力を込めた。


そのまま縄から腰を浮かせ、手繰り寄せるように崖を駆け上がる。それを支えるジルの腕はやはり動かない。そしてイレヴンは勢いのままに軽い足取りで崖上へと降り立ち、靴の爪先をかかとにぶつけるように足元に積もった土埃を払った。


「やっぱ人外」


「今から落とすぞ」


ニヤニヤと笑うイレヴンに顔を顰め、ジルが縄を畳む。


「土とれた？」


「ん、後ろ向いて下さい」


リゼルは背中を向けたイレヴンの揺れる赤髪に指を通す。艶のある赤がくすんでいる部分を数度梳けば、容易に元の色を取り戻した。


「はい、良いですよ」


「んー」


最後にぽんぽんと頭を払ってやれば、機嫌が良さそうにその掌にグリグリと頭が押し付けられた。可笑しそうに笑い、労うように撫でてやりながら促すように口を開く。


「それで、どっちが良いですか？」


「は？　あぁ、どっち行くかって話？　あー……どっちかっつうとアスタルニアッスね」


「イレヴンは好きそうですよね。イメージですけど」


「まぁ気候的にも合うし。それにサルスはなんか鼻につくし」


魔法学院を抱える、パルテダールの隣国であるサルス。他国に比べて魔法が重要視される国柄で、確かに良いイメージを持たない獣人も多い。彼らは生来、魔力の少ない者が多いからだ。


そういった傾向があるのは学院のある首都ぐらいで、その首都でも他国と変わらず平和に獣人らが暮らしている程度であるのだがイレヴンは気に入らないらしい。とある大侵攻の元凶であった男のように、極端な魔法主義者というのも滅多にいないとはリゼルも聞いたが。


「やっぱりそういうのってあるんですね」


「別にリーダーが行きてぇなら良いッスよ。イヤって程でもねぇし」


「そうですか？」


「どっちも行きゃ良いだろ」


「それもそうなんですけど」


そして三人は片付けを済ませ、さて帰ろうと高原を歩き出す。その後ろ、羽ばたきの音を潜めたクリフイーグルが宙を滑るようにリゼルの背へと迫る。


「ジルは？」


「サルス。近ぇし」


答えながら、ジルがリゼルの腕を引く。逆らうことなく平然と数歩分横にずれたリゼルのすぐ隣を、鋭い嘴くちばしを突き出したクリフイーグルが風切り音と共に通り過ぎた。


直後、その体は真っ二つとなって地面へ落ちる。いつの間にか剣を抜いていたイレヴンが、くるくると手の中でそれを回した。


「ジルはすぐ面倒臭がりますね」


「お前に言われたかねぇよ」


落ちたクリフイーグルに追いついたリゼルは、ポーチを漁ると一つの布袋を取り出してそれを回収する。ボスの素材しか興味のないジルとは違い、リゼルは上位の魔物ならばしっかりと回収するようにしていた。


今回は依頼主が肉も喜ぶかもしれないと思ったのと、そうでなくとも魔物の解体を専門としている店に頼んで素材が手に入れば良い。ジルもイレヴンも解体は出来るが、持ち帰れて依頼に関係のない魔物は店に任せる事も多かった。プロの解体した素材は大変美しい。


「最近周りがうるせぇんだろ」


「分かります？」


「あー、そういうコト」


歩みを再開させたジルとイレヴンが、ゆったりと気持ちの良い風を堪能しているリゼルを横目で窺いながら思う。面倒ごとに巻き込まれるかどうか、自ら選べるリゼルは引き際を誤ったりはしない。大侵攻、パーティー、騎士学校、それらを受けたのも簡単にパルテダールを離れる選択肢を持ち得るからなのだろう。


一度王都を離れ、静かになるのを待つのか。それとも、ただ他の国が見たくなったのか。どちらにしても、ジル達はリゼルが行きたい所について行くだけなのだが。


「サルスは少し厄介かもしれないし、アスタルニアも良いですね」


「ダイジなダイジな魔法使い潰したッスもんね。どこまで情報バレてっか知らねぇけど」


「確実に目は付けられてんだろ」


「ですよね」


それでもやっぱりアスタルニアは遠い。そう零すリゼルに、やはり人の事を言えないだろうとジルはため息をついた。






リゼルは夜に一人、いつもの酒場のカウンター席で考え込んでいた。


「（転移魔術が使えたらなぁ）」


敬愛する王が操る、その血族のみに許された魔術。一度足を踏み入れた場所ならば瞬時に移動できるそれがあれば、一度アスタルニアを訪れた後は好きに行き来出来るだろうに。


しかし無理なものは仕方ない。アスタルニアへは馬車で片道二週間ほど。馬を飛ばせば十日ほど。アスタルニアに行きっ放しというのは考えていないので、往復を思えばやはり少し遠い。


「……何か悩んでいるのか」


考えに没頭していると、ふいに酒場のマスターから声がかかる。


飲みかけのグラスへ手をかけ、一口含んだ。注文は完全にお任せだが、期待通りの好みの味が舌に広がる。勿論、アルコールは入っていない。


「アスタルニアが遠いな、と思いまして」


「拠点を移すのか」


「考え中です」


リゼルの唇が悪戯っぽく微笑む。


「もしそうなら、寂しく思ってくれますか？」


「常連がいなくなるのは、少しな……」


微かに口元を緩めたマスターの言葉は、果たして本心なのかどうなのか。愛想には欠けるが情に欠ける人物ではない、というのがリゼルの抱く彼の人物像だ。


本心からの言葉なのだろうと、そう思うのは期待が過ぎるだろうかと目元を緩め、残り一口のカクテルを静かに飲み干す。音を立てずにカウンターに置かれたグラスが、柔らかな光を反射した。


「次は」


「お任せします」


二杯目も選択権を委ねれば、マスターは慣れたように手を動かす。視線は手元から外れないまま、ふいに彼はその唇を開いた。


「魔鳥騎兵団は知っているか」


「はい。アスタルニアの、ですよね」


魔鳥騎兵団。読んで字の如く、魔鳥を手懐けて戦うアスタルニアの兵士達だ。広い意味では魔物使いテイマーだが、卵から孵かえった直後から育て上げて絆を築くという、支配より友好に重きを置いた使役方法をとるという。


とはいえ相手は魔物。世話をするだけで懐いてくれる筈がなく、用いられる方法は当然の如く機密扱いされていた。それだけが残念だと内心零し、リゼルもマスターの淀よどみなく動く手元を眺めながら問いかける。


「パルテダに来るんですか？」


「近い内、という噂だ」


「へぇ、友好国同士の交流戦でしょうか」


「……俺が知っているのはここまでだ」


あとは自力で何とか出来るだろうと丸投げされた。


情報はとても有難い。だが、他国の最重要兵団と接触を持てると思われているのは何故なのか。未だ市井に出回らない噂をマスターが知っている事には大して疑問を抱かないが、そこだけが気になる。


「（伝手も無いしなぁ）」


騎兵団が何者かの護衛で来るならばマスターはそう言うだろう。だが騎兵団自身がメイン扱いされるなら、やはり目的は交流戦。相手は憲兵ではなく騎士が出る筈だ。


貴族らは観戦に招待されるだろうが、一般公開されるかは分からない。面白そうだし見たいけど、などとリゼルが考えていた時だった。


「あ、ラッキー。リーダー居んじゃん」


「イレヴン」


夜闇を背景に赤い髪を蛇のようにしならせて、入店して来たのはイレヴンだった。


彼は軽い足取りでカウンターへと歩みより、リゼルの隣へと座る。すかさず頼む酒は、リゼルの記憶が確かならばそれなりの度数があった筈だ。


相変わらず酒が強い事だと微笑んで、リゼルは自身のつまみを差し出してやった。


「上品なつまみが似合うッスね」


「前にいかにもなものを頼んだら、ジャッジ君が泣いちゃって」


「あー……」


リゼルとジャッジ、二人で飲みに行った時に起こった事だ。イレヴンの様子を見る限り、どうやら彼も概ねジャッジに同意なのだろう。


美味しかったのに、とは思うものの口にはしない。良いイメージを持って貰えるのは有難いが、正直自分では〝何故そこまで〟と思ってしまう事が時々ある。前の世界に居た頃からの事だけどと、そんな事を考えながらリゼルは新しく目の前に置かれたグラスへと手を伸ばした。






イレヴンは頬杖をつきながら、リゼルのつまみを次々と口に放り込む。


「酔えねぇカクテル飲んで何が楽しいんスか」


「気分ですよ、気分。バーでカクテル、いかにもじゃないですか」


「まぁ、すっげぇ似合ってっけど」


遊び心のある返答に、リゼルらしいと目を細めて笑う。早々になくなったツマミの皿の上で指先が泳ぎ、マスターに視線をやれば何も言わずに新しい皿が用意された。


リゼルが時間をかけて摘まむそれも、イレヴンにかかれば一瞬だ。出来れば味わって欲しいとマスターが口に出した事はない。思ってはいるかもしれないが。


「リーダー、甘いモン好きなのに飲むモン辛いの多いよなァ」


「そうですね」


琥珀こはく色のカクテルに甘い瞳を緩め、グラスに口付けるリゼルを何となしに眺める。


「やっぱり何か食べながらだと……ッけほ」


「噎むせた？」


小さく咳き込む姿に、珍しい事もあるものだとその背を撫でた。


基本的に食事中も変わらず品の良いリゼルが噎せるところなど、イレヴンは一度も見た事がない。ちらりとグラスを見て、別に炭酸でもないのにと内心零す。


「マジでだいじょぶ？　飲んだもん悪かった？」


グラスを置き、口に手をあてて咳き込む姿を不審に思って眉を寄せた。背に置いた手をそのままに、覗き込むようにリゼルへと顔を寄せながら睨むようにマスターを見る。


「何飲ませた」


「……お前が言ったんだろう」


「あ？」


マスターがリゼルに水を差し出してやりながらそう告げる。イレヴンは訝しげに眉を寄せた。


「俺も無理強いはしたくなかったが、あんな大金を置いていかれてはな……相当薄めたし、大丈夫だと思ったが」


そして、ふと思い出す。何時の事だったか。パーティ入りの直後だったように思うので、それなりに前の事だろう。


リゼルが酒を飲めないのを知り、噂に聞いた酔った姿に興味を惹かれて何度も飲ませようと挑んだ。だが、本人の見えてない所ですり替えようが何をしようが、飲み物ではなく完璧に隠した筈の此方の機微を読まれて見抜かれて失敗に終わること数回。


ならば、隠さなければ良いのだと思い至った。知らなければ、隠す必要もない。


『俺が忘れた頃にリーダーに酒盛って。俺が一緒なら警戒こっち向くし、マスターは多分ノーマーク。でも警戒ゼロにはなんねぇかも。油断させるにはァ……好きな色とか？』


そういえば、そう頼んで大金を押し付けたのだったか。


拒否されようが無理やり受け取らせたので、マスターも形だけでも義理を通そうとしたのだろう。飲めないと告げるリゼルに無理に飲ますのは忍びないと、子供でさえ酔わないような薄さで作ったカクテル、しかし予想以上に弱かったリゼルには効果覿面てきめんだった。水を差し出すマスターの顔は心なしか心配そうだ。


「は、じゃあリーダー今」


「こほっ……」


ようやく落ち着いたのか、リゼルの咳き込む声が止む。イレヴンは恐る恐るそちらを見た。小さく肩を上下させる姿に心配そうに、しかし瞳には隠せぬ期待を見え隠れさせながら。


背中を撫でていた手を止めれば、服越しにリゼルの体温が伝わる。俯うつむいていた顔がゆっくりと持ち上がるのを、興味津々に凝視した。


「へーき？　駄目そうなら水あるって」


「……イレヴンの仕業ですか？」


「へ、あ……そう、ッスけど……」


怒られるだろうか、とイレヴンはやや腰が引けながら肯定した。


いや、それ以前に酔っているのだろうか。ジルから聞いた話によると、酔ったリゼルは〝正反対〟だという。リゼル自身は酔っている間の事を覚えておらず、人伝の情報らしいので信憑性しんぴょうせいには欠けるらしいが。


「（や、まさか、一口で頭ぶっ飛ぶ程は酔わねぇハズ……ッ）」


そう自分に言い聞かせようとするが、獣人の優れた勘はけたたましく警報を鳴らしていた。


これは怒られるにしても覚悟が必要かもしれないと決意し、イレヴンはふっと此方を向いたリゼルの反応を窺う。ゆるりと微笑まれ、大丈夫そうだと安堵に肩の力を抜いた。


「私の椅子になって許しを請いなさい」


「ニィサン呼んで来い！　早く！　即行急いで今すぐさっさとしろ！」


覚悟したくらいじゃ全然足りなかった。






馴染みの酒場の前で、ジルは無言で立ち尽くしていた。


その表情は限りなく顰められている。閉店前なのに何故かクローズの札が出ているのも、中から聞こえてくる会話にも、呼びに来た盗賊の精鋭が椅子だの何だの訳が分からない事を言っていたのも嫌な予感しかしない。


入りたくない。酔ったリゼルが見たくないかと言われれば正直見たいが、そこに巻き込まれたくはない。たまたま通りがかった酔っ払いが、暗闇に立ち尽くすジルの姿を見て即座に酔いを醒ます程に全力でガラの悪い顔をしていた彼は、このまま立っていても仕方ないと扉に手をかける。


「……何やってんだ」


「リーダーの椅子？」


目にした光景にすぐさま帰りたくなった。カウンターから離れ、机席。そこの椅子の一つに腰かけたイレヴンの足の間には、悠然とリゼルが収まっている。


そしてイレヴンは真顔だ。混乱しているのか楽しんでいるのか。恐らく楽しめる余裕はなさそうなので、あれは未だに状況についていけてないのだろう。されるがままになっている。珍しい。


「だから飲ませんなっつっただろうが」


呆れたようにため息をつき、ジルは向かいの椅子へと腰を下ろした。


普段のまっすぐな姿勢を忘れたかのように、イレヴンへと容赦なく凭れ掛かるリゼルの手元。酒の入ったグラスが握られている事に気付き、眉間の皺を深める。


「おい」


声をかけると、ようやくリゼルの視線がジルを向いた。紫の瞳は、青を深めて冷たい印象を受ける。


普段の柔らかな表情は鳴りを潜め、人々を支配するに相応しい笑みが浮かんでいる。傲慢さと高貴、それを兼ね揃えた姿はまさしく貴族であり、店を閉めたマスターの英断は賞賛されてしかるべきだろう。でもなければ、明日にはリゼルが貴族だと祭り上げられる。







    
  
  




「（まだマシか）」


内心で呟く。思い出すのは、支配ではなく自らの意思で跪ひざまずかせてしまうに足る清廉な姿。


ジル達は勝手に貴族モードと呼んでいるが、リゼルに言わせると仕事モードらしい。それとはまた違った貴族としての姿を目の当たりにし、ようやく納得した。流石に酔っぱらいながらなれるものではないのだろう。根が真面目なリゼルらしい。


「どんだけ飲んでんだよ」


「リーダーが酔ったのはうっすい一口。そっからは普通の」


「酔っ払いに酒渡すんじゃねぇ」


顔を顰め、ジルはリゼルへと手を伸ばした。そしてその手からグラスを抜き取り、自ら飲み干す。下戸が飲むには強い酒に、遊び過ぎだと内心舌を打った。


「下賜を待たずに奪うなんて、横暴な人」


普段よりゆっくりと。その声は珍しく、気に入らないと伝えるようだった。


酔っても尚、リゼルの感情の起伏は小さい。それでも負の感情など滅多に見せない普段の彼を思えば、劇的な変化だろう。


「不愉快です」


「光栄だ」


「そう思うなら傅かしずくべきでしょう」


「もう見せてやったろ」


多くの人々が向けられただけで膝をつくであろう瞳も、リゼルに慣れたジルではそこまででもない。ただの酔っ払いの戯言だと流せる。


ちなみにイレヴンは反射で絶対服従した。怒られるの怖いとでもいうように。そうでなくとも今のリゼルに平然と逆らう真似は出来そうになく、彼は椅子に徹する事に決めている。


「代わりのお酒、欲しいです」


望まれるままに料理を口へと運ぶイレヴンに、リゼルが凭れるように後頭部を彼の肩へと乗せる。


「や、ニィサン止めろっつってるし……リーダー明日辛いん」


「聞こえませんか？」


遮られ、びしりとイレヴンは動きを止めた。


至近距離から自身を見据えるアメジストに、その冷たい色に、ぞくりと背筋を何かが駆け上がる。恐怖か歓喜かも分からぬそれは、リゼルが貴族へと変貌する度に感じるものと同じ。よくジルはこれを流せるものだと、開きかけていた唇を咄嗟に噤んだ。


従わない者こそ悪であると、そう思わせる程の澄んだ瞳。ゆっくりと瞬きをしたその瞳に意識が絡み取られる。


「欲しいと、私が言っているでしょう？」


「マスター酒ちょうだいさっきと同じの早く！」


すかさず飛んだ注文に、数秒間を置きながらもマスターの手が動き始める。


果たして常連客の変貌に彼が何を思ったのか。もはや全てを受け入れた、あるいは受け入れざるを得なかったらしい悟った表情からは何も読み取れない。だが、驚愕したのは間違いないだろう。


「ちょろ過ぎんだろ」


思うままに従えられているイレヴンを、酔っ払い相手に何をしているのかとジルが見る。


「従う以外に選択肢ねぇし……」


「ねぇ訳ねぇだろ」


「はぁ？　逆らったら自害しろとか言われそうで怖ぇじゃん！」


「言われねぇよ」


断言すれば、何故分かるのかと怪訝そうな視線が向けられる。ジルはそれに応える事なく、ゆったりと自らの椅子の座り心地を堪能しているリゼルを見た。


万人を従えられるであろう冷たく高貴な瞳。薄っすらと浮かべられた感情を伴わない笑み。そして普段からは想像が出来ない高圧的な物言いと、突き放すような透き通る声。


しかし、確かにそれだけではないのだ。要求が通った時の満足げな雰囲気と、命令を下す時だけ微かに甘さの滲む声。そして露骨に場に溶け込んで疑問を抱かせない接触が何を示しているか。


「甘えてるだけじゃねぇか」


「……は？」


絶句するイレヴンに反し、リゼルは何も言わない。ことり、とイレヴンの肩に預けた後頭部を微かに転がすのみ。


否定しないのならば、真実なのだろうか。イレヴンは恐る恐るリゼルを見て思考を巡らせる。正反対は横暴化ではなく甘えた化なのか。むしろ両方なのか。もう訳分からんとイレヴンは思考を放棄して開き直ってみた。


「じゃあ甘やかしたら喜ぶ？　はいリーダーぎゅー」


「椅子風情に許した覚えはありませんよ」


「あ、スンマセン……」


開き直った心を再び閉じた。調子に乗り過ぎたようである。


「てめぇには分が悪ぃな」


「早く言って……」


再び椅子に徹する事にしたらしいイレヴンに、ジルは微かに笑みを浮かべた。


甘えていようが何だろうが、貴族に徹しているリゼル相手にイレヴンは好き勝手出来ない。そもそも正反対となってリゼルが甘えるであろう人選の中に、堂々とリゼルを甘やかせる者など唯一人を除いて居ないのだ。


つまり、年下とリゼルだけで飲ませれば止める者がいなくなるということ。翌日、何も覚えていないリゼルが後悔する事だけはあってはならない。一応は目を光らせておこうかと椅子に凭れたジルは、しかし心配はいらないだろうとも思っている。


「（酔っても人が選べんならな）」


選んでいるから、こうなのだ。


イレヴンには分かりにくい甘え姿勢を取りながら、それがジルへと向けられる事はない。甘えていると告げられた事はあるものの、まさか本当だったとは。


正反対というのは存外分かりやすいものだと、そんな事をジルが考えていた時だ。目の前で運ばれてきた酒をイレヴンがあっさりとリゼルへ渡す。


「おい、飲ますなっつってんだろうが」


「甘えてんなら甘やかしてやりてぇじゃん」


「そこを突き放すのがてめぇだろ」


「ひっで。まぁリーダーじゃなきゃ否定しねぇけど？」


少しばかり余裕が出てきたのか。にやにやと笑うイレヴンに顔を顰め、ジルは再びグラスを取り上げようと手を伸ばす。しかし二度目ともなれば簡単に渡すリゼルではない。


ジルの手がグラスに触れる直前、それを持ち上げて一気にグラスを煽った。ゴクリ、とリゼルの喉が大きく動いた。


「リ……ッ」


「おいアホ、止めろッ」


流石に焦ったイレヴンが無理やりその手を押さえつけ、珍しく声を荒げたジルがグラスを引き抜く。普段全く飲まない人間だ。しかも相当酒に弱い。一気に流し込めばどんな影響があるか分からなかった。


ぷはりと大きく息をついたリゼルと、ほとんど中身の残らないグラスを見比べたイレヴンの口元が引き攣る。いくら高貴だろうと酔っ払いは酔っ払いだ。彼は今ようやくそれを理解した。


「不愉快だと、先程言ったでしょう？」


そして向けられた紫の瞳に、ジルの顔が明らかに不快を示す。酔うのは良い。不愉快だと言われても構わない。ただ、無茶な飲み方で自身を壊すような真似を許す気はなかった。


「俺の台詞だ」


「そもそも貴方が私の世話を焼くことを、私は許していません」


「いらねぇよ」


ジルはグラスを奪う為に乗り出した体をそのままに、手を伸ばす。こうなれば無理やり水を飲ませて連れて帰ろうと、その手がリゼルへ届こうとした時だ。


向けられた冷徹とも言える表情がふいに蕩とろけ、ひたすら甘い微笑みを零す。目を見張れば、ゆっくりと伸ばされた両手に頬を包まれた。何故か身動きが取れない。


「貴方はただ、私に甘えていれば良い」


柔く、手招くような声だった。


「……まさかの」


呆然と呟いたイレヴンに、ジルは無意識下で同意する。甘やかしていた者に甘えるのなら、その逆は。まさか甘やかそうとでも言うのだろうか。嫌だ、と思いかけた時だった。


ふと気付く。リゼルの纏う空気が、年下たちに向けられるものとは明らかに違った。一体何がと思いかけ、直後驚愕する。


「何もせずに傍にいて。私が貴方の望みを全て叶えます」


するりと愛おしげに掌が頬を滑る。


「家が煩わしいのなら国ごと滅ぼしてあげる。戦いを望むなら戦争を起こしましょうか。食べたいものは？　欲しい剣は？　幾らでも貴方の前に並べてあげるから」


覗き込むように向けられた、蕩けるような瞳は視線を外す事を許さない。脳を侵食するような声は、少しも意識を反らさせない。


「潜りたい迷宮があるなら持てる力の全てを尽くして、世界中から探してみせましょう。光栄でしょう？」


それら全てが、受け入れろと訴える。受け入れるべきだと、錯覚させる。自らの思考が何処にあるのかも分からなくなるような感覚だった。


そして、命令するように囁かれた。


「頷いて」


これは駄目だと、ジルは声に出せぬまま唇だけを動かした。


普段のリゼルが年下へ見せる甘やかしは、相手の成長を促すものだ。気付かせず、手を出さず、促す。そんな導き手のような存在だった。だが、これは違う。真逆。そう、真逆なのだろう。


「何も考えなくて良いんですよ。ただ、私が与えるものを享受しなさい。約束は違えないし、見返りだって求めません」


これは、相手を堕落させるものだ。


きっと望むものは本当に全て与えられる。願いは叶えられる。気付かないまま安らかに、身の破滅は避けられず。それに気付こうと求めてしまいそうになる程に、抗いきれない誘いざないだった。


リゼルの指先が頬を離れた。視線は絡めとられたまま、ゆっくりとその身が離れていく。そのまま背を預けたイレヴンの体がびくりと跳ねようと気にする事なく、清廉な顔をして、清廉とはかけ離れた言葉を紡ぐ。


「願うなら、膝を」


言い切る前に、ジルはその口を掌で覆うように塞いだ。


リゼルの視線は外れない。その瞳がすっと細められる。それを真正面から見返しながら、ジルは言い聞かせるような声色で告げた。


「お前のもんだろうが。ブチ壊しても得はねぇぞ」


数秒の沈黙。ふとリゼルの瞳が伏せられ、その体から力が抜けていった。


「………うっわ、怖、何これ。引き摺り込まれるかと思った」


同時にイレヴンも力を抜き、落ちそうになるリゼルの体を支える。視線を下ろせば、健やかな寝顔が見えた。


「俺は今後一切こいつとは酒を飲まない」


「つかニィサンよく止めれたっつうか、止めようと思えたっつうか」


離れていくジルの手から、何枚かの花弁が落ちる。睡眠花という、握りつぶした時に眠りを誘う香りを放つ花だ。


いつかリゼルの読書週間に使おうと思っていたものだが、計画的に読書のコンディションを保とうとするリゼルは最低限の睡眠をきちんととっている。他人に文句を言わせない隙のなさのお陰で、今の今まで出番はなかったが。


「あ、水飲ませてねぇ」


「起きてからで良いだろ」


「すっげぇ疲れてんじゃん。あ、でも今のやつ俺には向けらんねぇし、また飲ませてみよっかなー」


「出来りゃ良いけどな」


リゼル相手に同じ手は通用しない。


残念そうに唸り始めたイレヴンを放って、ジルはじっとりと此方を見るマスターの元へと向かった。会計に多めの迷惑料を含めたのは、まぁ当然の事なのだろう。






そしてその帰り道。リゼルを背負ったジルと、酔っ払いが心配なので取り敢えず見送ろうというイレヴンは並んで宿へと向かっていた。


「こんだけ好き放題して覚えてねぇとか傍迷惑な奴だな」


「俺は面白いから良いけど」


「ビビってただろうが」


「だから次は最初から楽しみたいっつうかさァ」


イレヴンが視線を向けた先には、ジルの肩で相変わらず安らかに眠るリゼルがいる。


健やかな目覚めを迎えられれば良いとは思うものの、恐らく望み薄だ。その原因として、思うところがない訳ではないのだが。


「ニィサンも協力してくれりゃ飲ませられっかも」


「ぜってぇ嫌だ」


それとこれとは話が別だとばかりに計画を練り始めるイレヴンに、ジルは即座に拒否を叩きつけた。
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酷い頭痛がする。頭の中が揺れる。外を見ようと首を捻っただけで眩暈めまいに襲われた。全身がだるさに支配され、満足に体を起こす事も出来ない。


そしてリゼルは、やってしまったと静かに吐息を零した。原因に覚えは全くないものの、過去に同じような症状に陥った事がある。


記憶を遡さかのぼれば、酒場でイレヴンと合流した頃からごっそりと抜け落ちていた。何かを企むイレヴンに気付けないという事はないだろう。ならば、マスターが共犯だったか。


「（なら、もう安心かな）」


マスターが二度目を承諾するとは思えない。しかし、イレヴンには少々お灸を据えた方が良いかもしれない。そんな事を寝転がったままグダグダと考えていたリゼルだったが、ふいに喉の渇きを覚えて思考を止める。


今は何時だろうか。女将が顔を出さないし、それ程遅くはないのだろう。ならば、もう少しゆっくりしていようかとサイドボードを見上げる。


「ん……」


ごろりと寝返りを打つだけで襲ってくる眩暈に一時停止を挟みつつ、リゼルはサイドボードの上にある水差しとグラスを見つめた。水差しの中には氷と水、用意されて間もないようだ。


欲しい。でも動きたくない。でも欲しい。じっと見つめてみるものの水差しとグラスが自分で動いてくれる筈もなく、諦めてなるべくゆっくりと起き上がる。


「痛……」


波打つようなこめかみの痛み。過去二回の経験より痛みが酷い気がするが気の所為だろうか。覚えていないが結構飲んだのかもしれない。


こればかりは慣れないし、これもあるから飲まないようにしていた。ジル達は何故平気なのかと心の中で羨みつつ、シーツについた掌に力を込めて上体を起こす。とにかく水が飲みたい。


何とかベッドに腰かけ、グラスに手を伸ばしかけた時だ。ノックの音に腕を下ろした。


「起きたか」


「おはようございます」


「ああ」


現れたのはジルだった。近付いて来る姿を追おうとして、しかし揺れ始めた頭に目を伏せる。


「お前顔色が病人だぞ」


「すごく頭が痛いです」


「下戸の癖にあんな飲み方するからだ、アホ」


「あれ、ジルも酒場に来てたんですか？」


マジかよ、という目で差し出されたのは、冷水の注がれたグラスだった。礼を告げて受け取り、少しずつ喉に流し込む。言われるほど飲んでいたのだろうかと思いながら、心地良い感覚にほっと息を吐いた。


「……本当に覚えてねぇの」


訝しげな目に、これは何かやらかしてしまったかとリゼルは察した。


「何か迷惑かけました？」


「迷惑じゃねぇけどひたすら厄介だった」


なんだか申し訳ない。


そしてリゼルは血の気の引いた顔でぼうっとしながら、ジルが窓を開けてくれる姿を眺めた。外から届く太陽の光とざわめきの声、リゼルの予想に反して人々が活動を始める時間はとっくに過ぎていたようだ。


ならば普段は遅くまで寝ていると起こしに来る女将に起こさないように伝え、恐らく水を置いてくれたのもジルなのだろう。昨晩かけた苦労を思えば頭が上がらない。


「すみません、色々」


「別に。お前は悪くねぇだろ」


当然のように告げるジルに、リゼルは小さく微笑んで再び水を一口飲んだ。厄介などと言いながら、何だかんだで優しい。そう思いながら、まだ少し中身の残るグラスをサイドボードへと置く。


「ちなみに、その厄介って教えて貰えますか？」


「聞くな」


「少しだけ。何処が厄介だったかだけでも」


「……真逆なとこじゃねぇの」


投げやりな返答に目を瞬かせる。元の世界で初めて飲んだ時、同席していた父は翌日〝別に変な事はなかった〟と笑っていた。その後の元教え子はニヤニヤしながら〝真逆〟と言った。そして今、苦々しい顔で告げられた含みのある二度目の〝真逆〟という言葉。


一体自分はどうなっているのか。気になるものの、考え込もうとすると眩暈が邪魔をする。これは無理だと、リゼルはもそもそと毛布へと潜り込んだ。


「食欲は」


「いえ、全く」


「なら寝とけ」


低く、少し掠れた声に促されて目を閉じる。深く息を吐けば、眠気とも違う感覚で薄れていく意識が少しだけ心地良い。そして完全に眠りに落ちる寸前、毛布が肩まで引き上げられた感覚に告げた礼は、果たして声になっただろうか。






寝息を立て始めたリゼルを見下し、ジルは溜息をついた。


顔色は良くないものの、表情は穏やかだ。二日酔いとは無縁な自身には分からないが、多少の不調は流せるリゼルが表に出すのだから相当辛いのだろう。本気で隠そうと思えば隠せるのだろうが、必要でなければそうはしない。


自業自得と切って捨てるのは酷だ。ある意味、リゼルも被害者なのだから。


「（誰が悪いかっつうなら、考えるまでもなくアイツだしな）」


真顔で椅子と化していた男を思い出しながら、物音を立てず部屋を出る。女将に、リゼルの朝食は必要ないと伝えておかなければと。果物ぐらいは食べた方が良いと先程用意していたが、どうやらそれすら食べられそうにない。


恐らく昼までは寝続けるだろう。そんな事を思いながら階段を降りれば、丁度女将が玄関の掃除をしている所だった。


「ああジル、リゼルさんはどうだい？」


「駄目だ、寝かせてる」


「飲めもしないのに無理をするからだよ、全く。食べられるようになったら声を掛けてくれれば何でも出すからね」


仕方なさそうな顔をしながら、良い年した男の二日酔いを真剣に心配する女将はリゼルを何だと思っているのか。とはいえ、此処で放っておけと言えば面倒な小言でも貰うだろう。ジルは黙って頷いておく。


リゼルにしてもジルにしても、干渉するなと気取る程に子供ではない。頼んだ、と一声かけて宿を出た。宿に閉じこもっていても暇なので、迷宮にでも潜ろうかと賑わう街中を歩き出す。


「（煙草がもう無ねぇ。依頼も見といた方が良いか……あいつが興味持ちそうなのがあったら受けときゃ良い」


今日の予定を頭の中で並べて行く。リゼルが居ないと無駄に視線を集めなくて良い。ジルは歩きながら煙草を取り出し、口に咥えた。


「あ、みっけ」


ふいに掛けられた声に、火を点ける為に少し俯いていた視線を上げる。吐き出した煙の向こう側、派手派手しい赤色を見つけて眉を寄せた。


常の何か企んでいるような笑みを浮かべて向かい側から近付いて来たイレヴンに、ジルは我関せずと足を緩めない。しかしイレヴンがそれを気にする事はなく、軽快ながらも斜に構えたような足取りで隣に並んだ。


「俺ん時は消してくんねぇの？」


「必要ねぇだろ」


「匂い付くからヤなんだけど」


出会い頭に煙草に文句をつける相手に、知るかとばかりにジルは唇からそれを離した。消しはしない。イレヴンも本当に消せと思ってはおらず、ただの挨拶代わりの軽口だ。


匂いが嫌だと女のような事を言いながら、その裏には〝潜めなくなるから〟という危険思考が露骨に見え隠れする。何故こんな奴が親しみやすいと思われているのかと、ため息交じりに煙を吐いた。


「リーダーは？」


「寝てる」


ひらひらと煙を払い、にやにやと笑うイレヴンが何かを探る様に此方を見る。


簡潔に答えれば、彼は不満を露わに顔を顰めた。もう少し詳しく、と言いたいのだろう。


「さっき一度起きてまた寝た。相当しんどいんじゃねぇの」


「やっぱ二日酔い？」


「ああ」


降ろしていた煙草を咥え、適当に頷く。


あーあ、と前髪を掻き回すイレヴンは自業自得だとしか言いようがないだろう。ただでさえ酒を飲ませた事で怒られる原因を作った上、二日酔いで苦しめてしまったとあればその御叱りはどれ程か。


リゼルが心から怒りを覚える事などないと、ジルもイレヴンも知っている。その要因が此方に存在しないからだ。しかし付けるべきケジメはしっかりと付けさせるのも、また事実。


「心配だし見舞い行きてぇけど、微妙に怖い」


「諦めろ」


投げやりに返せば、恨めし気な目が向けられた。


「賄賂ほんじゃ逃げられそうにねぇなァ」


「同じ手使われんの好きじゃねぇからな」


「そんだけ単純なら楽なんだけど」


楽に行かないからリゼルなのだと、イレヴンが揺れる赤髪を指先で弾く。


「素直に怒られろ」


「ムリ、何とかする」


素直に謝罪すれば済むものを、全力で回避を試みるイレヴンをジルは呆れたように一瞥した。悪あがきでも何でも良いから避けたい。そうでなくとも出来るだけ先延ばしにしたい。何というクソガキ理論。


すると、ひたすら何かを考えていたイレヴンがふいに媚こびる様ににっこりと笑ってジルを見た。嫌そうに眉間の皺を深めてみせるも、見慣れたそれにイレヴンが怯む筈もなく。


「ニィサンさぁ、ぜってぇ詫びの言葉もらってるっしょ」


「……それが？」


「口利いてくんねぇ？」


一番効果的だろう手段に人を巻き込もうとする分、そこらの子供より余程たちが悪い。ジルは煙草を支える手を切り替え、空いた手でイレヴンの後頭部を引っ叩く。無言の拒否にしては手痛い仕打ちに数歩たたらを踏んだイレヴンが、痛む頭を押さえながら噛みついて来た。


「ニィサンも楽しんだじゃん！」


「あれの何処をどう見れば俺が楽しんでたように見えんだよ」


「酔ったリーダー見たかった癖に。見れたんだしちょっとぐらいさァ、助けようとかさァ！」


「思わねぇ」


人格に欠点らしい欠点のない相手がボロを出す、そんな姿を見てみたいと思っていなかったと言えば嘘になる。しかし、それはそれだ。昨夜のアレコレにジルの落ち度は一切ない。


どうせリゼルも、どうでも良い人間が悪意を持って酒を盛ったのなら容赦しないだろうが、イレヴン相手ならば手心を加えるだろう。お咎めなしとはいかないものの、多少のトラウマを作るぐらいで済む筈だ。


ギャーギャーと騒ぐイレヴンに喧しいと顔を顰め、ジルは大通りから路地裏へと進路を変える。朝だというのに少し湿っぽい路地。短くなった煙草を落とし、踏みつけた。すぐに灰となり、風に散らされていく。


「こっち裏商店うらみせじゃん。ニィサン何か欲しいモンあんの？」


「煙草。表じゃねぇんだよ」


イレヴンの言う裏商店は数ある異名の一つに過ぎない。正式な名称は存在せず、ブラックマーケット、闇商人、裏集会、様々な呼び名がある。


共通するのは扱っている品の多くが非合法だという事。品の真偽を見極められる目がなければ、まともに買い物など出来ない店が連なる場所だ。中には普通の品であっても入手経路に問題があったり、表で売買するより高く売れるという理由で、高級品や希少品などが扱われていたりもする。


金の行き来は中心街を凌ぐと噂される、王都最大であり非公式の市場だった。訪れる者の中には冒険者も少なくない。


「何吸ってんスか」


「ん」


「あー、これ？　貴族とかがふんぞり返って吸ってるイメージすっげぇある」


掲げた箱に、イレヴンがケラケラと笑う。


慣れない者が吸えば、舌が痺れる程に強い。だがムスクのような煙草らしくない独特な香りを好む者が多く、しかし希少故になかなか手に入らない。常用するだけで己の権威を誇示出来る代物なので、イレヴンの言う通り上流階級が好んで嗜たしなむ銘柄でもあった。


「へぇ、此処で売ってんだ」


「ああ」


間違っても冒険者が常用出来るものではないが、イレヴンがそこに疑問を抱く事はない。ただ、不思議ではあった。


「匂いに拘るようには見えねぇけど」


「値段分の味はする」


「あーね」


納得の言葉を返しながら、イレヴンの目は確かに続きを促していた。


確かに味は悪いより良い方が良い。だが、味も香りも強いだけの煙草ならば幾らでもある。わざわざ入手の面倒な煙草を、それでも選び続ける理由はと。


「別に嫌がりゃしねぇけどな」


「は？」


自分が面倒を嫌う事を知っていれば、当然そこに行き当たるだろう。そうジルは溜息をついて言葉を続ける。別に、誰に隠している事でもない。


以前は特に銘柄に拘りはなかった。この銘柄も、好みではあったが見付けたら手に入れる程度だった。しかし、最近はこれしか吸っていない。吸う本数が減った事もあるだろうが。


「どうせなら気に入ったもんが良いだろ」


リゼルが煙草に不快感を示した事は一度もなく、ジルの喫煙について何かを言った事もない。リゼルの前で煙草を咥えた事など、出会った時だけしかない。吸わない人間の前で吸う気にはならず、何より煙草の香りは似合わないと漠然と思ったからだ。


しかしリゼルが一度だけ、ジルの煙草に反応した事があった。


『それ、何ですっけ』


『あ？』


『その香り、向こうでも覚えがあるんですけど』


宿の廊下で顔を合わせた時だった。すれ違い様に香ったのだろう。足を止めて不思議そうに告げたリゼルは、記憶を辿る様に口元に手をやりながら視線を流していた。


『煙草』


『あ、そうなんですね』


もしや不快だったかと振り返ったジルに、彼は意外にも微笑みながら納得したように頷いた。


『結構好きかも、と思って気になってたんです』


なるほど煙草か、とそのまま歩き去ったリゼルの一言の影響がないとは言えない。


イレヴンもジルの言葉に察したのだろう。確かに煙草のイメージは全くないが、香りだけならばありかもしれないと頷いている。本人が醸すには微妙だが好みではありそうだ。


「リーダーが纏うならもっとこう……ちょい辛口っぽいのがギャップあって良いかも」


「さぁな。つうか何処までついてくんだ」


「リーダーの見舞いに行く決心がつくまで」


真顔で即答され、ジルは呆れかえった表情でひらりと手を振った。さっさと謝って来いと示す仕草に、口利きは望めないと悟ったのだろう。


足を止めたイレヴンの不満たらたらな声が背後から聞こえた。


「ニィサンのケチー」


「アイツお前が来ると煩ぇから来んなっつってたぞ」


「ちょ、それマジで⁉　リーダーが⁉」


少しばかりの戯れに大いに翻弄されているイレヴンへ何も返す事なく、ジルは路地の奥へと進んで行った。






夜になれば花売りの女性が並ぶ細い通り。扉の隙間から漏れる嬌声きょうせいや艶やかな笑い声も未だなく、閑散として人気のない場所をジルは黙々と歩く。


元々、裏通りが最も賑わうのは夜だ。裏商店と呼ばれる露店や店々も大体が夜にしかお目にかかれないのだが、ジルが向かっている店は例外だった。昼から開いている、というよりは不定期な営業なので今でもやっている可能性がある。


時折、道を遮るように何枚も吊り下げられた布を鬱陶しいとばかりに掻き分け、ふいに視界に広がったのは枯れた噴水を中心とした狭い広場。其処から四方八方に歪に伸びている路地には、ポツリポツリと露店が広げられていた。


『各国ヘノ通行証アリ（偽造デハナイ）』


『遺物買イ取リマス』


いかにも胡散臭い看板を素通りして、隠されるように存在している路地に入る。入口は狭いが、道幅は人がすれ違える程度。通行料でもせしめようと言うのか、地面に座り込んで露店を広げる商人を邪魔だと跨またぐ。


「（あいつが知れば来たがりそうだ）」


そう、何となく思いながら進んでいた時だった。


冷気を孕んだ風が頬を撫でたかと思いきや、ふいに前方から急激に路地が凍りついていく。全てを拒絶するかのように、バキバキと氷の刃が其処かしこから襲い掛かった。露店商らは逃げ惑い、そしてジルは眉を寄せて剣を抜く。


その氷が爪先へと触れようとした瞬間、剣を振った。甲高い音を立てて氷が砕け、破片が舞う。まるで、この路地で雪が降っているかのようだった。


「……こんなとこで何やってんだか」


溜息を付き、足を進める。


恐らく氷の発生源と鉢合わせるだろうが、わざわざ遠回りをする事でもない。パキリパキリと氷を踏みながら歩くこと少し。予想と違わぬ人物が路地の真ん中に淡々と立っていた。


その前には、氷によって下半身と片腕を壁に埋められた男がいる。絶対零度の氷が痛みを齎もたらすのか時折呻いているが、ジルは自分には関係ないと視線も向けずに口を開いた。


「てめぇは魔力の制御も出来ねぇのか」


「こんな場所に巻き込んで問題のある善良な人々がいるとでも？」


何も映さぬ湖面のような青い瞳が此方を見た。抑揚のない声と無表情は、氷に閉じ込めた男など居ないというように常と変わりがない。


そんなスタッドの視線がジルの隣へ移り、後ろを確認し、そして興味を失ったように離れて行く。この無表情を相手に感情が読み取れるのはリゼルぐらいだろうと常々思っていたが、今のは理解出来た。リゼルがいないのなら用はない、という事だ。


「あいつなら寝込んでんぞ」


「今すぐ詳細を説明しなさい」


離れかけた視線が再びジルを射抜く。


「二日酔い」


直後、スタッドが氷に囚われた男の胸倉を掴んだ。淡々とした眼差しを、掴まれた男は歯を食いしばりながら睨み返す。そして自由な片手を振り上げたが、隠す事のない殺気と共に喉に押し当てられた氷のナイフに動きを止めた。


今にも切り裂かんばかりの鋭利な感触に、男がごくりと喉を鳴らす。


「急用が出来ました。今すぐギルドの椅子二脚の料金を払えば解放して差し上げます。何の為にその片手を自由にしていると思っているんですか早くしろ屑くず」


ジルは一瞬で事情を把握した。要は冒険者である男がギルドの私物を破壊して、弁償もせず逃げ回っていたのだろう。


スタッドがその場に居ればすぐに粛清されただろうが、自分から休日をとらない彼は、他の職員によりわざと溜め込まれた買い出しを任されるという体で半強制的に休ませられていた。今日も買い出しを終えて帰った時に被害を聞き、わざわざ回収に来たのだろう。


休日なのにご苦労な事だ、と呆れ半分感心半分にジルが眺める中、スタッドは見事金を脅し取っていた。人聞きは悪いが他に言い様がない。


「わ、悪かった……」


震える手で取り出された布袋をスタッドが受け取り、中を確認して請求金額をきっちり回収する。ちなみに金額丁度はなかったのか、自らの財布から釣りを渡しているのが非常にシュールだ。


そして彼は一度頷き、トンッとつま先を氷の塊へとぶつける。男を捕えていた氷が罅ひび割れ、地面へと崩れ落ちた。


「あの方は宿にいるんですか」


「ああ」


倒れ伏し、震える男を一瞥すらせずスタッドが此方を見る。


「椅子の手配が終わり次第見舞いに行きます。欲しがっていたものがあれば教えて下さい」


「本人は食欲ねぇっつってるけど食い物でも持ってってやれ。お前から渡せば食べんだろ」


薄暗い路地裏で、片や全力でガラの悪い男、片や感情なき無表情。そして足元に倒れる男。この状況で交わされる会話が平和すぎると突っ込む者はいない。


「（まぁ、変わったは変わったか）」


そんな会話の中、ジルが内心で呟く。


スタッドに余裕が出来たというリゼルの言葉は真実なのだろう。会話の節々が刺々しいのは彼の性質なので変わらないが、何かが気に入らないと噛みついてきていた以前と比べれば小さくはない変化だ。


とはいえ、スタッド本人が変化に気付いている訳ではなさそうだが。ジルとしても元々流していただけあって、何かが変わる訳でもない。そんな事を思いながら、地面に横たわる男をちらりと見る。


「では私はこれで」


「ああ」


もう用はないとばかりに淡々と告げられ、適当に返す。ようやく通れるようになった路地にジルも足を踏み出し、薄暗い路地裏に似合わないピンとした制服姿とすれ違った。


「ッあのガキ、許さ……！」


耳にした憎悪と視界の端に移った鈍い光に溜息をつく。這いつくばった男の隣を横切る瞬間、微かに踏み出した足に力を込めた。


ボキ、と何かが折れる鈍い音と、噛み殺したような悲鳴。男の手から零れたのは、ある意味見慣れてしまった、しかしそれよりは小さな銃。どちらにせよ銃を撃てば砕けていた腕だ、折れようと大差はないだろう。


そしてジルは何事もなかったかのように歩を進める。後ろで男が何か喚いていたが、興味はないと振り返りはしない。


「（どうせいらねぇ世話だろうけど）」


放って置いても、スタッドは自力で何とか出来る。そう考えるとまさに余計な真似だが、本人が気付いていながら我関せずと去って行くのだから不満はないのだろう。リゼルの元へ向かう為のタイムロスを潰してやったのだから当然か。


〝リゼルの身内〟に限定するが、こういう事をするようになっただけ自分も変わったのだろう。スタッドとは違い、それに自覚のあるジルは眉を寄せながら目的の店へと進んで行った。






不定期でしか開かれない店。運良く、今日は営業しているようだ。


薄暗い路地の壁に、埋め込まれるようにある分厚い木の扉。その横にある光の灯らない街灯の下には、見慣れた店名が刻まれた金属プレートがある。


それを横目で見ながらドアノブに手をかければ、軋きしんだ音を立てて扉が開いた。ランプが幾つも灯る薄暗い店内が露わになる。ごちゃごちゃと、用途も種類もバラバラなアンティークに溢れた狭い店だ。


そんな店内の奥まった場所。艶めいた木の机の向こう側に、その二人は座っている。二人だが、一つの顔。全く同じ顔をしたこの店の主が、滅多に訪れない客を爛々らんらんとした瞳で見据えていた。


「一刀よ」


「一刀ね」


頬を寄せあい、クスクスと艶やかに笑う二人の頭にはピクリと動く三角の耳がある。


艶のある黒。一人は折れ耳、一人は立ち耳。それだけが二人を区別していた。端の吊り上がった蟲惑的な唇、しなやかな体と光を取り入れて絞られる瞳孔。何より、その肢体したいから伸びる細く長い尾が彼女達を猫の獣人だと告げている。


くん、と手招くように折られた尾の動きに、ジルは店の中の何にも興味を向けないまま彼女達へと歩み寄った。


「最近あまり来てくれないわね」


「来てくれないのは寂しいわね」


「金蔓なら他にもいんだろ」


二人の猫は唇が触れあいそうな距離でクスクスと笑う。


内緒話をするように互いの耳に唇を寄せ、赤く塗られた整った爪を持つ指先で口元を隠しながら何かを囁く。その度に起こる笑い声が、何処か空気の重い店内へと鈴のように響いた。


ジルは眉を寄せながら二人の話し合いが終わるのを待つ。急かした所で急ぐ相手ではないのだから。


「駄目よ、他のオキャクサマは文句ばかり言うもの」


「やっぱり言い値で買ってくれる貴方が一番良いわ」


机に置いた互いの指を絡ませながら二人は同時に首を傾けた。こつりと頭を触れ合わせながら此方を見上げる大きな瞳に、「そうかよ」とどうでも良さそうに呟く。







    
  
  




堂々と金蔓認定されたが気にはしない。煙草代だけだが、それなりの金をこの店で落としているのは事実だ。


「いつもの」


「一箱で金貨十枚よ」


「十本で金貨十枚よ」


支払いを渋ろうとは思わないが、相場の十倍というのは正直どうなのか。とにかく出回らない品なので、碌ろくな伝手もない冒険者がどれだけ金を積もうと手に入らない事を思えば、納得出来なくはないのだが。この店で扱っているのは、そんな品ばかりだった。


間違いなく、法外な金額を上乗せしているのだろう。納得出来ない客も多い筈だ。裏商店でも値切りは常識、加えて脅迫や強請ゆすりも日常茶飯事。


「あるだけ貰う」


しかしジルが不満を口にした事は一度もない。掴んだ金貨を机の上に積む。


「今あるのは五箱だけよ」


「合わせて金貨五十枚よ」


二人が金貨の山を前に平然と肘をつき、上目でジルを見上げた。


全てを見透かすような瞳。しかしジルにとって、そんな瞳は見慣れたものだった。動揺もなく見返せば、瞬きのない瞳が挑発的に細められ、ランプに黒を照らされた二対の両耳が此方を向く。


言いたい事があるのかと眉を寄せれば、ルージュのひかれた唇が弧を描いた。


「花売りの子達が言ってたわ、丸くなったって」


「一体誰にトゲを抜かれちゃったのかしら」


「オキャクサマが言ってたわ、一刀がついに飼い慣らされたって」


「一体誰に飼い慣らされちゃったのかしら」


笑みを交わし合い、視線を交わしながら彼女達は告げた。


「「でも私は、前より今の貴方の方が恐ろしいわ」」


トン、と二人で挟み込むように持ち上げ、机の上に置かれたのは五箱の煙草。


ジルはそれを受け取り、そのままポーチへ仕舞いながら踵を返す。用が済んだならば話す事もなく、店内に比べれば明るすぎる路地裏へと足を踏み出したのだった。






その後ろ姿を、猫の獣人である美しい女性二人が見送っていた。静寂の落ちる店内が、ランプの光が揺らめきを映す。


その中で、しなやかな尻尾を絡め合う二人が誰へともなく唇を開いた。


「だって貴方は激情や衝動なんて覚えなかったもの」


「覚える程に誰かに対して興味を抱かなかったもの」


軋んだ音と共に、外界と遮断された空間で彼女達は笑う。


「「その枷を外せる存在に出会ってしまったのだから、恐ろしいわ」」


その強大な力を振るう理由など何一つ持たなかった男が、唯一人に出会った事で躊躇わずに力を振るうようになった。果たして、ジルを丸くなったと称した者達はそれを知っているのだろうか。


「怖いわね」


「怖いわ」


自らと全く同じ瞳と向き合いながら、二人は無造作に積まれた金貨へと手を伸ばした。






その後、様々な用事を済ませて宿に帰ったジルを出迎えたのは、朝とは全く違った光景だった。


「……何やってんだ」


「看病されてます」


少しは回復したのだろう。ベッドで上半身だけを起こして微笑むリゼル。その横で、そんなリゼルへと毛布を被せ、適温の水を差しだし、更には綺麗に盛りつけられた果物を手にした心配そうなジャッジが椅子に座っている。


更にジャッジとは反対側で、ベッドに腰かけてじっとリゼルを見るスタッド。そして一番理解出来ないのが、何故か部屋の隅で壁に向かって床に座るイレヴン。その背中は哀愁漂っていた。


「リゼルさん、やっぱりもう少し寝てた方が……あ、汗をかいた方が良いし水もどうぞ。フルーツだって少ししか食べてないし、絶対何か食べた方が良いのに……もしかして、美味しくなかったですか……？」


「いいえ、そんな事無いですよ」


瞳に涙を溜めたジャッジに苦笑し、リゼルが差し出されたフォークを受け取る。


恐らく、未だ食欲は湧かないのだろう。しかし果物を持参しただろうスタッドの視線は凝視の域に達しており、不安そうなジャッジの瞳は今にも泣き出しそうだった。


これはリゼルは断れない。スタッドに進言した甲斐があったものだと内心呟き、ジルは後ろ手に扉を締める。


「少しはマシだな」


不健康、という意味で真っ白だった顔色は元の色を取り戻しつつあった。その額に手を当て、変に熱がない事も確認する。これならば、明日には回復するだろう。


「で。何でこんな勢ぞろいしてんだ」


「スタッド君が、ジャッジ君と一緒にお見舞いに来てくれたんです」


「いきなりスタッドが店に来て、病人が食べやすいものを教えろって言うからビックリしました……」


成程、その時にリゼルの話を聞いてジャッジもついて来たらしい。


ちなみにスタッドが二日酔いだと伝え忘れた所為で、ジャッジは部屋につくや否や白い顔をしたリゼルを見て大混乱だったという。しかし騒ぎそうになった瞬間にスタッドが力尽くで黙らせたので、見事リゼルは頭痛を回避した。


「それで次にイレヴンが来て、叱ってる最中です」


「あれ叱ってんのか」


「工夫を凝らしてみました。許可を出すまで、壁に向かって無言でセーザ」


「セーザ？」


「ああやって、膝を畳む座り方です」


「へぇ」


聞き覚えはないが、見るからに窮屈な座り方だ。じっとしている事を好まず、ただ黙っている事も好まず、そして普段から好き放題のお陰で忍耐とは無縁なイレヴンにとっては拷問だろう。


しかも時間制限もない。リゼルが許可を出すまで延々とあの体勢なのだから、精神的にも辛い。先程からスタッドとリゼルの距離が近く、淡々としながらやけに話しかけているのもイレヴンを煽るのが目的か。


「よく我慢してんじゃねぇか」


「あの馬鹿は既に耐え切れずキレています」


予想外に忍耐力を試され続けたイレヴンは、スタッドに煽られるまま一度キレた。しかしリゼルにより反省の姿勢へと戻され、今まで我慢している。それ以前には無言の制約はなかったらしいが、約束を破ったことで容赦なく追加されたようだ。


「自業自得ですザマァ」


「リゼルさんが嫌がる事するから……」


「後先考えねぇからこうなんだよ」


降り注ぐ非難にイレヴンの額に青筋が浮かぶ。


「ッうっぜぇな黙………、あ」


勢いよく振り向いた先にあったリゼルの微笑みに、イレヴンがピタリと動きを止める。全力で嘲った雰囲気を醸すスタッド、〝あー……〟と申し訳なさそうな顔をするジャッジ、そして呆れかえったジルの視線を受けた彼の口元が引き攣った。その視線はリゼルから離れない。


「んー……」


何かを考える様に顔を逸らすリゼルに、ジルは溜息をつく。恐らく内心冷や汗だらけのイレヴンに気付いていない筈がなく、ならば最後の意趣返しにと焦じらしているだけなのだろう。


「イレヴンも頑張りましたし、お仕置き終了しましょうか」


大喜びで立ち上がったイレヴンとスタッドとの無言の殺気の応酬に、リゼルは気付いた様子もなく果物を食べている。同じく〝殺気って何？〟な人種であるジャッジも、そんなリゼルを見て嬉しそうに笑っていた。


相変わらず身内に甘い。ジルはそう思いつつ、騒がしい空間から撤退しようと扉へ足を向けた。これだけ世話をする人間がいれば充分だろう。


「ジル」


「あ？」


「有難うございます」


それは果たして、何に対する礼なのか。


全てを見透かすような瞳に、有り得ないが自らの行動すべてを把握されている感覚に陥る。普通ならば嫌悪感を覚えるのだろうが、不思議とそれは浮かばない。


だが礼を貰ったならば、何らかの期待に応えられたのだろう。ならば良いと、ジルは微かに口元に笑みを浮かべて部屋を出た。
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二日酔いで寝込んだ、その翌日。


それなりに回復はしたものの激しい運動を控えたいリゼルは、一日読書をして過ごそうかと本を片手に部屋を出た。理性の振り切った読書週間でもあるまいし、部屋に籠りきりでは味気ない。


そして、いつもの喫茶店にでも行こうかと考えながら階段を降りようとした時だった。丁度登ろうとしている女将と目が合う。


「ああ、リゼルさん。丁度良かった」


「何か用事でしたか？」


「手紙が届いてるんだよ。知らない内に玄関の椅子に置いてあってね」


リゼルは踵を返した女将に続いて階段を降り、そして手紙を受け取った。


しっかりと封の閉じられた封筒には、表に矢印と〝貴族〟とだけ書かれている。貴族宛、という事か。恐らく悩みもせず自分宛てだと断じた女将に、少しぐらい迷ってくれてもと思わずにはいられない。


「差出人もないですね」


「そうなんだよ。ちょっと気味が悪いね」


とはいえ、この宿に宿泊する通称貴族は自分だけだ。リゼルは仕方がないかと苦笑し、取り敢えずと手にした本に挟む。ちなみに何故本をポーチから出したままなのかと聞かれれば、持っていたい気分だからとしか言いようがない。


「有難うございます、女将さん」


「変な手紙だったら無視するんだよ」


薄い手紙は、本を閉じてしまえば完全にその姿を消す。心配そうな女将に問題ないと微笑んで宿を出た。


「（何処で読もうかな）」


手にした本は、以前イレヴンがパーティー参加の取引に使った謎の本。長期戦になりそうだと予め検討を付け、他の本の合間合間に解読を続けているが、未だ内容を知るに至ってはいない。


今日はじっくり読み込むのも良いだろう。ならば、長居しても問題のない場所で読まなければと考えた。


「（居心地良くて、集中しても問題無いところ）」


楽しみだと心を弾ませ、通りを歩くリゼルの隣を子供達が駆け抜けていく。


学び舎へ行くのか、遊びに行くのか。通り過ぎて行ったのは見慣れた子供達で、彼らはリゼルに気付くと慌てたように足を止めた。振り返り、ぶんぶんと手を振っている。


返事を必要としない挨拶だったのだろう。しかしリゼルがひらりと手を振り返せば、子供達はパッと嬉しそうな笑みを浮かべて駆けて行った。


同時に聞こえた幼さ故のよく通る笑い声に、二日酔いが早々に治って良かったとしみじみと思う。先日の、ジャッジによる適切かつ献身的な看病のおかげか。


「（あ）」


ふと思い出す。


以前通された、店の奥の居心地の良い空間。落ち着いた空気に、座り心地の良い椅子。そして嬉しそうに出された紅茶とシナモンクッキーは絶品だった。


いつでも来てください、という言葉が社交辞令ではない事を知っている。そう考えてしまえば、悲しませる事も。商人としての有能さを如何なく発揮し、店に何の影響も出さないまま完璧にもてなしてくれる筈だ。


更には、どれだけ集中しようと周囲を憚はばかる事もない。考えれば考える程に理想的だった。


「（ジャッジ君、いるかな）」


店の中でせっせと動いている長身が容易に想像できて、口元を緩める。リゼルはちらりと手元の本を見下ろし、行き先をジャッジの店へと変更した。






場所を貸して欲しいと告げたリゼルを、ジャッジは大歓迎で迎えてくれた。


「じゃあ、えっと、ごゆっくり……！」


「有難うございます」


眉を下げながら、ふにゃふにゃと嬉しそうに笑うジャッジへと礼を告げる。


目の前には美しくセットされたメモ、そこに添えられたタールに沈めたような艶やかな黒のペン。そして本を読むのに邪魔にならず、しかし手を伸ばせば無理なく届く距離に用意された紅茶と、狂いなく黄金比に切り揃えられた生チョコレートの乗った繊細な銀のトレー。


「ジャッジ君はもてなし上手ですね」


「いえ、そんな」


すぐさま用意されたそれらに感心しながら零せば、ジャッジは照れたように笑って店へと戻って行った。冒険者向けの道具屋だけあって、今の時間は客の入りも少ないようだが。


「（手作りかな）」


その後ろ姿を見送り、リゼルはトレーに添えらえた小さなフォークでチョコレートを口に運ぶ。意外と甘さが控えめで、想像通りとても美味しい。


流石だ、と思いながら本を広げた。俯けば髪が一房頬へと落ちる。これまでの成果は図解と文章部分を分けただけ。今日中に、せめて単語の区切りが分かれば良いのだが。


さてと気合を入れて、リゼルは目的のページまで紙面を捲めくっていった。






店内へと戻ったジャッジは、ほっと息を吐いた。


そわそわと浮わつきそうになる胸を手で押さえ、誰も見ていないにも拘らず誤魔化すように店の掃除を始める。そうでもしないと頬が勝手に緩んでしまいそうだった。


「（何だか、あのリゼルさんと親しいみたいで、嬉しい……！）」


堪えようともじわじわと湧きあがる喜びに、図々しいだろうか、それでも、と内心で言い訳を零す。リゼルが本を読む為にと、気軽に自らの店を選んで立ち寄ってくれたのだ。友人や仲間といった、とても親しい間柄のようでジャッジは感動さえ覚えてしまう。


優れた鑑定眼を持つ彼の本領は物の鑑定にあるが、商人として人を見る目も特化している。そんなジャッジは、リゼルが誰に対しても親しくするような人間ではないと知っていた。


むしろ周囲に悟らせないまま、一線を引いているのかもしれない。決して踏み込まず、踏み込ませない。だからこそ受け入れて貰ったジャッジの喜びは何倍にも膨れ上がる。


「（憧れるなぁ）」


ジャッジにとって、リゼルは理想の大人だった。


品が良く、纏う空気は清廉で、仕草が洗練されている。何があっても穏やかなまま微笑んで、狼狽えた所など見た事がない。自分をしっかりと持っているのに、周囲にそれを強要する事はなく、むしろ周囲から学ぶことを止めない。


話していても自身の主張は控えめで、自然と此方が話しやすいようにしてくれる。親しみやすい訳ではないが、一緒に居るととても安心出来た。意外と行動力がある上に何をするのか分からない所があって、結構な頻度で驚かされてはいるが、それすら目を離せない魅力に変えている。


「何より、ジルさんとかイレヴン相手に意見を通せるし」


思わずポツリと呟いたのは、自らの行動に口を出される事を嫌う二人の名前だった。


ジルは時折、一人で鑑定目的にこの店を訪れる。いつか聞いた〝見られると拗ねるから〟という理由。リゼルの持ち込む酷く個性的で、ある意味希少な迷宮品の数々を思えば、納得せざるを得なかった。そんなジルも以前と比べれば関わりやすくなった気がするが、怖いものは怖い。


イレヴンに至っては、時々店に来ては飯を食わせろと言ってくる。ジャッジの作った大量の料理をデザートまで食べきって満足そうに去って行くのだから、心のままに好き放題だ。


「（僕も気が強い方じゃないけど、商人らしく自分の意思は通さなきゃ……！）」


そんな二人を相手に、ほのほの微笑んで自分の意見を通せるリゼルは、破天荒な祖父を持ちながら生来気の弱いジャッジにとって尊敬すべき人物だ。


目標と言ってしまえばおこがましい気もするが、参考にさせて貰うだけならば自由だろう。第一目標は、あの誰に絡まれようと崩れない余裕の態度を身に付ける事だ。


「（あ、そういえば前に懐かしいって言ってた紅茶出したけど、良かったかな。もうちょっと、今がシーズンのやつの方が良かったんじゃ……）」


ふと気になり、そわそわと手元を動かす姿はまだまだ目標には程遠い。






昼時、ちょうど来客の途絶えた頃。


ジャッジはさて昼食だと店を閉め、いそいそと店の奥へと向かった。静かに扉を開けて覗いてみれば、先程と全く変わらない体勢でリゼルが本へと視線を落としている。


笑みが消えた表情と伏せられた瞳に、内心で謎の感嘆の声を上げながらそっと部屋へと足を踏み入れる。チョコレートも紅茶も減っているので、リゼルが気に入らなかったという事はなかったのだろう。ほっと安堵の息を吐いた。


「リゼルさん、お昼の時間ですけど……何か食べたいものとかありますか？」


余程集中していたのだろう。呼びかけても数秒は視線を上げなかったリゼルは、ふと顔を上げると目を瞬かせていた。ジャッジの顔を見て、窓の外を見る。そして、もうそんな時間になったのかと本を下ろした。


「お昼まで頂いちゃって良いんですか？」


「はい、勿論、リゼルさんさえ良ければ……！」


「有難うございます。お言葉に甘えますね」


微笑まれ、ジャッジはパッと笑みを浮かべた。メニューは任せる、と告げたリゼルに何を作ろうかと考えながらいそいそと準備を始める。


自分一人ならば朝の残りで済ませるが、リゼル相手に手は抜けない。リゼルとしては朝の残りだろうと全く気にせず食べるのだが、ジャッジ本人がそれを許せなかった。


机の上に置かれた紅茶のポットやチョコレートのトレーを片付けようと手を伸ばせば、リゼルもぱたんと本を閉じる。


「あれ？」


閉じた拍子に、何かが滑り落ちた。机の上を滑り、床に落ちそうになったのを見て慌てて掌を押し付ける。


「リゼルさん、何か落ちましたよ」


ジャッジは手にしたそれを何気なく見た。何の変哲もない手紙だ。表には矢印と〝貴族〟とだけ書かれており、恐らくリゼル宛てだろうそれにきゅっと眉を寄せる。


こんな質素な封筒を使うなど、何を考えているのか。自分だったら迷宮品一点物の意匠を凝らした封筒に、細心の注意を払ってバランス良く宛名を、などと若干ずれた考えでムッとする。


「そういえば、そんなのも有りましたね」


差し出された手に封筒を渡せば、リゼルは気負いなく封を開けた。


「朝、宿の椅子に置いてあったみたいなんです」


「え、それ……ちょっと怪しいんじゃ……」


心配そうに見つめるジャッジの前で、手紙が広げられた。平然と読んでいるリゼルに、どうやら大した手紙ではなかったようだと胸を撫で下ろす。


変な宛名だがリゼルが〝宿泊亭の貴族様〟と噂されているのもよく聞くし、奇妙という程でもない。果たして悪戯か、何らかの報告事項か、はたまた煤すすけた外見を裏切る恋文か。良い真似ではないと思いつつ、ポットなどを片付ける際にちらりと横目で手紙を覗く。


『お前の仲間は預かった。返して欲しければ、夜六時の鐘に指定の場所まで一人で来い』


リゼルがふむと頷いて、手紙を畳んだ。


「そういえば前にジャッジ君が作ってくれたポトフ、とても美味しかったです」


「あ、じゃあ、ポトフにします」


こくんと頷き、ジャッジは呆然と台所へと向かった。


迷宮品である、食材限定の保管庫からベーコンの塊を取り出す。この保存庫に入れておけば食材の劣化を止められるが、確認されている同様の保存庫はどれも小さい。


それを少し厚めに小さく切って、底にオリーブオイルを引いた鍋へと入れる。パチパチと油の爆はぜる音を聞きながら焼き色がつくまで炒め、その間に手早く切った野菜も全て入れてオリーブオイルとよく馴染ませながら火を通した。


ベーコンが焼ける香ばしい香り。一切止まった思考のまま、ジャッジは手慣れた仕草で鍋に水を足した。丁寧に灰汁を取り、オリジナルの配合で作り上げた手製のコンソメの瓶から、スプーンでそれを鍋へと入れる。


「（預かった……預かった？　預かって、どう……）」


それらを煮込んでいる間に、今朝作り置いたパンを窯かまへと入れて温め直した。


具材が柔らかくなるまで煮込んだ鍋には塩コショウ、そして保存庫からウインナーを取り出してスープの中へと落とす。軽く煮込み、皿へと移して刻んだパセリを散らせば完成だ。


そして、いつの間にか読書を再開しているリゼルの邪魔をしないようテーブルセッティングを済ませる。ランチョンマットの上にポトフと、切り揃えたパン、パンにつけるオリーブオイルの小皿とスプーンを並べれば、その香りに気付いたリゼルが本を畳んで微笑んだ。


「美味しそうですね」


「あ、ありがとうございます」


「じゃあ、頂きますね」


向かい側にジャッジが腰掛けるのを確認して、リゼルがスプーンを握る。


「うん、やっぱり美味しいです」


称賛と共に向けられる甘い瞳と微笑みに、ジャッジはようやくふにゃりと笑った。直後、笑みはそのままにザッと一気に血の気が引く。


「リ、リゼ、リゼルさん、手紙、さっきの手紙」


「欲しいですか？」


「いらないです……ッ」


ジャッジが何を言いたいのか分かっているだろうに、揶揄うように告げたリゼルへ思わず半泣きになった。自分の反応がおかしいのだろうかと頭を抱える。


手紙の内容は、明らかに脅迫文だった。それはもう露骨過ぎる典型的な脅迫文だった。


「ほらジャッジ君、料理が冷めてしまいますよ。あ、このパンも美味しいです」


「あ、それは、付け合わせのオリーブオイルにつけて食べて下さい……ッじゃなくて、い、行っちゃ駄目ですよ絶対！　行かないでください！」


「大丈夫ですよ、落ち着いてください」


ジャッジは差し出された水を受け取り、混乱する頭を落ち着けるように飲み干した。冷えた水が喉を通って行く感覚に、少しだけ落ち着く。まだまだ混乱してはいるが。


そして促されるままにポトフも口にした。急いで作った割には中々だと、少し安堵する。折角リゼルの口に入れるのだから本当はもっと手の込んだものを作りたかったが、待たせる訳にも行かない。


「（リゼルさんが大丈夫って言うなら、大丈夫なのかな）」


肩の力を抜けば、それを待っていたかのようにリゼルの声がかかった。


「俺の仲間と聞いて、ジャッジ君がまず想像するのは誰ですか？」


「え？　えっと……ジルさんと、イレヴンです」


「じゃあ、その二人が捕まっている所を想像してみて下さい」


優しく促すような声に、ジャッジはもぐもぐとパンを食みながら考えてみる。


やはり、攫さらう為に眠らされたりするのだろうか。ざっとジャッジの顔色が白くなった。しかし想像の中の二人はまずその行動を避けたし、奇跡的に避けられずとも毒を喰らおうと何をされようとピンピンしていた。ジャッジの顔色が戻る。


やはり、捕える為に縄とかで縛られるのだろうか。ざっとジャッジの顔色が白くなった。しかし想像の中のジルは普通に縄を千切ったし、イレヴンは隠し持っていたナイフで切った。ジャッジの顔色が戻る。


やはり、リゼルの話を出されれば二人と言えど抵抗出来ないだろう。ざっとジャッジの顔色が白くなった。しかし想像の中の二人は、リゼルの名前が出た次の瞬間に相手を血祭りに上げていた。ジャッジの顔色が戻る。


「……あんまり想像出来ませんでした」


「でしょう？」


平然とパンを千切るリゼルに頷き、ジャッジは安堵した。


そして、何となく思う。全く以って有り得ないが、もし二人のどちらか。あるいは両方が捕えられれば、リゼルは誘いに乗るだろうか。


恐らく、乗らないのだろう。予想しながらも好奇心のままに問いかけてみる。


「リゼルさんは、ジルさん達が捕まっても、行きませんよね……？」


「そうですね。あの二人が捕まったのなら、遊んでるか考えがあっての事でしょうし」


水を差すのも悪いからと、あっさりと答えるリゼルの言葉は二人に対する絶対的な信頼から来ているのだろう。少し羨ましい、と内心で呟きながらジャッジはふにゃふにゃと嬉しそうに笑った。リゼルに危険が及ばないなら何よりだ。


「あれ、でも、それなら〝預かった〟っていうのは……」


「預かる予定ってだけだと思いますよ。指定の時間は遅いし、それまでに人質を調達する予定なのかも」


「お、大雑把ですね」


「人質は長時間抱えれば抱えるだけ不利になりますからね」


あるいは姿の見えない知人を攫われたと勝手に勘違いする事を期待されているのか。それは流石に甘く見られすぎているなと、可笑しそうにリゼルは笑う。


「お忍びでウロつくような世間知らずの貴族なら、直ぐに怯えて言いなりになるって思ってるんでしょうね」


その言葉に、ジャッジは疑問を覚えて首を傾げる。リゼルの言い方では、脅迫者が彼を生粋の貴族だと思い込んでいるかのようだった。


この王都でリゼルの泊まる宿まで知っているような者は、彼が冒険者であるという事も既に知っている。ならば脅迫状の差出人は、最近王都に来たばかりの者なのだろうか。恐らく金目当てでと、そう必死で考えているジャッジの額にふと何かが触れた。


「リゼルさん……？」


リゼルの指が、猫背気味に俯いていた顔を上げさせるように緩く押す。ジャッジは照れたように視線を逸らしながら、逆らわずに顎を上げた。同時に姿勢を正せば、届かなくなった指先が離れて行く。


惜しむように少しだけ身を乗り出せば、褒めるように再び額を撫でられた。その指先が額から頬へと滑るのを、安らぐ気持ちのままに目を細めて受け入れる。


「ただ、君に手を出されると困ります」


「え……？」


ぱちりと目を瞬かせた。窺う様にリゼルを見れば、離れていく手の向こう側。甘く揺らいだアメジストが真っ直ぐに此方へと向けられている。


「スタッド君は自衛出来るけど、ジャッジ君は少し心配なので」


それはつまり、そう考えかけてバッとジャッジは身を引いた。


椅子の背もたれに背を押しつけながら顔を下に向け、耐え切れず片手で顔面を覆う。もう片手で何かを耐えるように握りしめたテーブルクロスに、食器が小さな音を立てた。


震えそうになる手を誤魔化そうとしても、どちらの手もその場で力が籠るだけで全く動いてはくれない。ひたすら目頭が熱くなり、自然と瞳に溢れる涙がこぼれそうになるのを耐える。


「（それ、って）」


こうなってしまうのも仕方がなかった。必死に湧きあがる衝動を抑えつける。


だって、リゼルの言い方が悪い。今回狙われたのは〝リゼルの仲間〟で、ジルとイレヴンは放っておいて、スタッドも自衛出来るから大丈夫で、そして。狙われたら困るなんて、そんな言い方をされたら。


「……ッ何、で……！」


「うん」


絞り出した声は掠れて微かに震えていた。優しい相槌あいづちは、きっと続きを促してなんかいない。当然のような肯定だ。今までもそういう扱いをしていただろうと、ジャッジの期待の全てに肯定を返そうと、そう告げるように。顔が、それどころか首まで熱くて仕方がない。


「この手紙に関して、俺に関係があるのは君達だけです」


多くの者が、リゼルを冷酷だと非難するだろう。救える力があるのなら救えと批判するかもしれない。けれど、だからこそジャッジは泣きそうになるほど嬉しかった。


きっと、自分も非難されるべき存在だ。震える喉を、息を飲み込む事で無理矢理抑える。リゼルも伝えてくれた。ならば自分も伝えなければいけない。顔を押さえていた掌を、ゆっくりと外す。


「僕、大丈夫……です」


「ジャッジ君？」


「大丈夫です、だから……！」


伏せていた顔を上げた。


目が合い、促すように微笑むリゼルに大きく息を吸う。きゅっと眼元に力を込め、そして。


「リゼルさんは何も心配せず、思う存分、本を読んでて下さい！」


決意を込めて宣言すれば、ぱちりと目を瞬かせたリゼルが思わずとばかりに破顔した。






空が夕焼けと夜空に割れる頃。ボロい仕事だと、とある道具屋を見ながら男は笑う。


貴族なんて国の天辺でふんぞり返っていれば良いものを、優越感を感じたいのか堂々と下々に敬われたいのか、下町をブラつく奴が何処の国にも居る。そんな奴らをターゲットにして、大金を手に入れられるのだから楽なものだ。


貴族を攫うのは得策ではない。騎士だの憲兵だのが総動員され、どうにか金を手に入れようと逃げられなくなる。狙うのは、その貴族と親しい下町の人間が良い。


そいつを攫い、金を要求する。請求するのは大金といえど貴族にとっては端金はしたがね、大抵の場合でそれは容易に支払われた。直接貴族を狙いさえしなければ、動く兵も大した数ではない。すぐに国外へと逃げられる。


そもそも下町をブラつくような貴族なんてものは、騎士だの何だのを動かすに足る立場など持ってはいないのだ。半日程度で手軽に大儲けが出来る。


「お貴族サマはどうした」


「相変わらず護衛撒いて単独行動だ。全く、貴族ってやつぁ平和ボケしてやがる」


「ターゲットん所に入り浸ってんなら都合が良い。目の前で親しい店主に剣の一つでも突きつけりゃ、ぽんぽん金落とすだろうさ。人質待ってる奴らにゃ悪いが、ここで決めちまおうぜ」


一度〝仕事〟をすれば、同じ国にはいられない。


国から国へと渡り歩く男達が、王都で到着早々に見つけた格好の獲物。お忍びで宿を使うような奇妙な貴族が、市井から去らない内に事を進めなければならないスピード勝負だ。


容易に貴族と親しい人間は知れた。道具屋の、いかにも気の弱そうな店主だ。彼らは計画の成功を確信し、耐え切れぬ笑いに歪んだ口元を布で覆い隠した。


そして、潜んでいた路地裏から飛び出す。目当ての扉に手をかけ、勢いよく雪崩れ込んでは剣を突き付けた。


「動くなァッ」


店内には、酷く長身の店主が一人。驚いたように振り返った姿は、いかにも争い事に縁のない一般人のものだ。一瞬動揺を見せて揺れた瞳が、きゅっと睨むように向けられたのに違和感を抱く程に。


「おい、此処に貴族が居るな！　出せ！」


「そのお貴族サマが、お前に幾ら出してくれんだろうなァ。見捨てられないように必死に助けを求めろよ！」


大声で笑う男達は、ターゲットである店主が震えを押さえるようにぎゅっと拳を握った事に気付かなかった。


「……絶対、ジルさんの方が強いし、イレヴンの方が悪い」


「ハァ⁉　何訳分かんねぇこと言ってやがる」


「お前は黙って貴族を出しゃ良いんだよ！」


恫喝どうかつする男達は、一向に動かない店主へと剣を振り上げた。死ななければ人質としては使える。二、三回斬り付ければ言う事を聞くだろうと。


「リゼルさんの邪魔は、させない」


その剣を見据え、はっきりと告げられた言葉を彼らは確かに耳にした。浮かんだのは、随分と親しそうだという愉悦。結構な大金を期待出来そうだという醜悪な考えのみ。


目の前の店主が自分達に怯えているのは分かり切っている。それなのに立ち向かおうとは、勇敢なものだと嘲笑いながら剣を振り下ろした。瞬間、店内に零れ落ちた声。


「〝招かれざる客人だ〟」


振り下ろした剣は、突如何かとぶつかって甲高い音を立てた。


男達には何が起こったのか分からない。床から、幾本もの槍が生えている。木目を硬質な色へと変え、店主を守るように突如現れたそれらに狼狽した男が叫ぶ。


「ッ何しやがった、ッぐ!!」


怒鳴ろうとした男の前を、更に天井から現れた無数の槍が立ち塞がった。警戒を露わに後退しようとした彼らだったが、しかしそれすら許されない。床から、天井から、壁から、無数の槍が出現して男達の行く手を阻む。


もはや一歩も動けず、満足に手も上げられない。その場に縫い止めるように囲まれた男達は冷や汗を流す。その槍が一本も自らを貫いていないのは、決して奇跡ではないのだろう。


「お、おい、待て、俺達が悪かった、だから……ッ」


「謝られても、僕は嬉しくないです」


「金ならいくらでもやる!!」


「お金を貰っても、許せないので」


ふるりと首を振られ、男達は何とか言いくるめられないかと口々に許しを請う。見るからに普通の青年だ。必死で謝れば良心が咎めるだろうし、金を積めば意思も揺らぐだろう。


だが、そんな期待は容易く砕かれた。何を言っても店主は頷かない。金を積もうと同情を引こうと、決して首を縦に振らない。男達は今にも体中を貫かれん状況に焦燥しょうそうを浮かべ、遂には逆上するように叫んだ。


「もうあの貴族は狙わねぇって言ってんじゃねぇか！　何がそんなに許せねぇんだよ！」


それに対し、彼は今の状況を一瞬忘れたかのように目を瞬かせる。


「だって、リゼルさんを狙ったから」


それは心から不思議そうに。男達は呆然と店主を見た。


エメラルドの瞳が何かを考えるようにゆっくりと逸らされ、そして再び彼らへ戻る。その瞳からは徐々に光が失われ、先程まであった筈の困惑も薄れていった。


あるのは唯一人を失う可能性を思い浮かべてしまった絶望と、それを防ぐためには何でもしようという意思のみ。長身から見下ろして来るそれに、男達が再度許しを乞おうとした口を開きかけた、次の瞬間だ。


「なら、生きてるの、おかしいよね？」


体を貫こうと迫り来る無数の槍に、彼らこそが絶望へと落とされた。






ジャッジはそっと、店の奥にある扉を開ける。


中を覗けば、相変わらず本に集中するリゼルがいた。少し煩い人達だったけど大丈夫そうだ、とほっと安堵の息を吐く。まさか本当に自分が狙われるとは思わなかった。


ふとリゼルの前に置かれたコーヒーカップの中身が少ない事に気付き、いそいそとお代わりの準備を始める。茶菓子もシフォンケーキへと代えたが、気に入ってくれたようだ。


「……あ、有難うございます。ジャッジ君」


「い、いえ、そんな……」


新しく淹れたコーヒーを差し出せば、気付いたリゼルが微笑んで礼を告げる。ジャッジは少し照れながら首を振り、そして読書の邪魔になるかと心配しながらも口を開いた。


「それで、その……やっぱり脅迫状を出した人達が来たので、捕まえて憲兵に引き取って貰ったんですけど」


「そうだったんですか？」


リゼルが少し目を瞠り、申し訳なさそうに眉を下げる。


「気付かなくてすみません、怖かったでしょう？」


「大丈夫、です！」


確かに怖かったし震えもしたが、ジャッジは見栄を張って笑ってみせる。


ふと、褒めるように微笑みと共に手が伸ばされた。招かれるままに猫背を更に丸めれば、まるで怖かった気持ちを見透かすように頬に手があてられる。慰めるようにトントンと動く指先に、ふにゃりと口元が緩むのが分かった。


「やっぱりジャッジ君の店は凄いですね」


「はい、感謝しっぱなしです……」


「〝王座〟って樹なんですよね。一度、生で見てみたいです」


一番近くだと何処で見れるかな、と考え始めるリゼルに、ジャッジは彼ならばいつか本当に見られそうだと納得したように頷き、向かいへと腰掛ける。


固定の群生地などなく、ランダムな森に一本だけ生える特別な樹。それが王座だ。外見は様々、周囲の樹と全く同じ形をとるという。しかし、その価値は計り知れない。


特性は、住みついた生物の絶対守護。それが発揮されるのは最初に住みついたものに限定され、大抵は巣を作った小鳥などが知らずその権利を得る。


その小鳥が姿を消せば王座は普通の樹と化し、二度と特性を持つ事なくそこにそびえ立つのみ。誰もが求め、誰もが手に入れられない幻の樹。


「仕えた王に殉ずるなんて、随分と忠誠に厚い」


リゼルの指先が本から外れ、机の木目をなぞった。


「気が合いそうです」


「？」


「いえ、何も」


どうかしたのかとジャッジがリゼルを見れば、戯れるように目元を緩められる。


「ジャッジ君は成木を見られたんですか？」


「はい。でも見つけた訳じゃなくて、たまたま爺様がくれた種の中にあって……。将来自分の店を持った時に使えるようにって、育てた木が王座だったんです」


植えた種は、与えた魔力の量で成長速度が変わる少し珍しい樹。ジャッジは毎日せっせと水をやり、時々粉末にした魔石を撒きながら十年足らずで見事な樹へと育て上げた。


「それでも、店一軒分には足りないでしょう？」


「はい。でも影響は全体に及ぶみたいで」


初めて王座の効果を目の当たりにした時はビックリしたと、そう語るジャッジにリゼルは微笑んだ。驚いただけで自慢などしなかったからこそ、王座の権利は今も失われていないのだろう。


「ジャッジ君みたいな良い子が住んで、救われた方もいるんでしょうね」


王座の名前の由来は、絶対守護の特性故ではない。権利を得た者はまさに王なのだ。抱く願いは、樹によって可能な限り叶えられる。


侵入者の排除、逆に逃がさない為の拘束。香りを利用した幻覚、恐らく催眠も。リゼルの読書禁止期間中、ジャッジがこの店ならば絶対に読んでもバレないと言っていた。他にも可能な事が多々存在するのだろう。


きっと、どんな悪事を働こうと王座の中では全てが思うままとなる。


「そうですか……？」


「そうですよ」


それを、ジャッジに伝えようとは思わないが。わざわざ気を揉ませる事もない。


何せジャッジが喜んで使っている王座の効果など、リフォームぐらいだ。手間なく店の棚や机が増やせる。平和で何より。


「ん？　じゃあ店の中なら、ジャッジ君ってジルに」


「むむムリムリムリですムリ！　斬られます！　僕が！」


青ざめて必死に首を振るジャッジに笑い、ならばとリゼルは更に言い募る。


「なら、俺に何かしてみてください。幻覚とか気になって」


「無理ですってば……！　むしろ、い、嫌というか……っ」


もはや半泣きで拒否するジャッジに、からかい過ぎたかと身を引いた。王座を体験してみたい、というのは本音だが。


そしてリゼルは改めて、勇気を出してくれた事への心からの感謝を述べた。何処か誇らしげに、しかし控え目な笑みを浮かべるジャッジからも何故か礼が返って来たが、それが酷く彼らしい。


そしてその後。まだ一人で帰るのは危ないと懸命に主張するジャッジにより、リゼルは豪華な夕食を御馳走になりながらジルの迎えを待つことになる。何事もなく、穏やかな時間だった。






一方的な約束の時間。夜六時、その数分前のこと。


路地裏の奥深く、四方を廃墟に囲まれた月明かりしか届かない場所に、数人の男達が集まっていた。


「人質の確保は済んだと思うか」


「相手はただの商人だぞ、しくじる訳がねぇ。ま、たとえしくじってもお貴族から金さえ貰えりゃ良いんだよ」


「誰を預かったとか書いてねぇしな！」


笑い声が周囲に響き渡る。


じき指定の時間だ。貴族相手に、時間より早めに来いなどと期待はしていない。男達は作戦成功の後、手に入れた金で何をしようかと口々に盛り上がる。


そして、遠くから鐘の音が聞こえた。指定の時間ぴったりに、近付いて来る足音に気付いて彼らは口を閉じる。しかし、賤しい笑みは消えずに浮かんだままだった。


「下々相手に時間を守れるたぁ、律儀な貴族サマだなぁ」


男達の内の一人が口火を切った。


路地の暗闇から現れたのは、マントを被った一人の男。口元しか見えないものの、こんな場所に迷子など来ない。その背格好から標的だと確信し、男は言葉を続けた。


「言うまでもねぇが金は持ってんだろうな。手ぶらで来るほど馬鹿じゃねぇだろ」


囲むように近付いても、マント姿の男は一歩も動かない。怯えているのかと笑う。


「金さえ出しゃ見逃してやる。貴族に手ぇ出しても損するだけだからな」


「……損？」


ようやく口を開いた標的に、男達はゲラゲラと笑った。何も知らない貴族らしい返答だ。自分の存在が周囲にどんな影響を及ぼすのか、全く理解出来ていない。その程度の地位なのだろう。


だが、それでも充分な金は持っている筈だ。ご丁寧に説明をするほど時間に余裕がある訳でもない。こういうのはさっさと済ませるに限ると、少しばかり胸倉を掴んでビビらせてやろうかと一人の男が手を伸ばす。


その時だ。マントに触れようとした手が、手首からずれて地面へと落ちた。


「……は、ッぎ、ぁ」


「てめッ、何人連れて来やがった!!」


血の噴き出る手首を押さえ、叫び損ねたかのような声で呻く男を周りが下がらせる。彼らは、標的の横に突然現れた相手を険しく睨みつけた。


長い前髪で両目を隠した男。さらに地面に動く影がある。彼らが上を見上げれば、周囲の廃墟の屋根に悠々と此方を見下ろす姿が数人分。背に背負った月の光が地面に長く影を伸ばしていた。


「一人で来いって言ったよなぁ！」


囲まれている事を悟り、逆上した男達の前で標的がぐっと体を折った。その体は小さく震え、一体何がと思う間もなく弾けるような笑い声が上がる。


「一人で来いっつって来る奴いんの？　頭おっかしいよなァ」


人を嘲るのに慣れきった声だった。昼間、標的に定めた際に見た姿とは微塵も結びつかない声。


「お、お前……」


「ッハハハハハ！　こんだけ頭悪ィ奴らひっさびさに見た！」


まさかと目を見開いた男達の前で、バサリとマントが脱ぎ捨てられる。艶のある鮮やかな赤が宙を舞った。


「じゃぁん、しかも本人じゃねぇんだわゴシュウショウサマー」


嗜虐的な笑みに、男達はただ絶句する。


下町をフラつくような貴族が、こんな護衛を付けられる筈がない。半日でここまで徹底した対策を取れる筈がない。取引を無視するどころか、自分達の殲滅へと考えが行きつく筈がないと。


男達は運が良すぎた。今までが上手く行き過ぎていただけだった。真に高位の貴族達が、彼らのような矮小な存在に容易に動かされる存在である筈がない。彼らはたまたま、今この瞬間まで、そんな相手に当たらなかっただけに過ぎなかった。


「あんまさァ、この国で悪いコトされんの困んだわ。俺らの再来とか？　そういう噂立つとあの人にとって都合悪ィだろうし」


「な、何を……」


「まぁ盗賊業じゃねぇなら、変な噂流れても面白半分だろうけど」


男達は、つまらなさそうに掌でナイフを回す相手を見た。


会話が繋がらない。自分達の問いに何も返されない。それでも自ずと理解した。


王都、盗賊。この近辺の裏に生きている者で、その名を知らぬ者はいない。史上最悪の盗賊団、己の欲のままに暴虐の限りを尽くした存在。闇の世界では羨望を向ける者さえ居ただろう。


国の討伐隊により一斉に処刑されたという事実さえも、彼らを知る裏の住人達にとっては半信半疑であった。盗賊団を率いる者達の素性は、今でも明かされていないのだから。


「まさ、まさか……フォ」


「はーい静かに」


手の中で回されていたナイフが、月明かりを映す事なく一閃を描く。


口を開きかけていた男の喉から血が舞った。叫び声さえまともに上げられず錯乱する男に、しかしナイフを振るったイレヴンは既に興味を失ったかのように一瞥もくれない。


「死ぬかよ、それぐらいで」


「み、見逃してくれ、な！　今まで集めた金だったら全部やる！」


イレヴンは、無駄に喚く男達を前につまらなさそうにナイフを持つ手を下ろした。


「いらねぇよ、端金なんざ」


リゼルに手を出そうとしたのだから、そもそも許されるという事がない。それを知らず命乞いをする姿は滑稽で、呆れたように前髪を掻き上げながら上を向く。


呆れたのは男達ではなく、ジャッジに対してだ。全く、甘いにも程がある。何やら多少怖がらせたようだが、その程度でこの手の輩が反省などする筈ないだろうに。


何でもするなんて言葉は薄っぺらい、死んで償わせてくれと額を地面に擦りつけるまで。そこまで反省を促してやって初めて、己の罪を理解するのだ。それぐらい常識だろう。


「なァ」


「は？」


ノッて来なかった精鋭のわき腹を肘で抉り、イレヴンは血に濡れたナイフを適当に放った。廃墟の上に立っていた者たちが、音も立てず地面へと降りてくる。


手首を斬り落とされた男も、喉を斬られて声を失った男も、命に別条はないのでまだまだ楽しめるだろう。好きにしろ、とだけ告げる。


「ゴホッ……これって、貴族さんの指示なんですか」


「〝こういう事があったんですよ〟って俺に話してくれんだから、気に入らねぇなら好きにしろって事だろ」


そうなのだろうか、と精鋭は内心で呟いた。口に出さないのは処世術だ。


どうでも良い相手に手間をかけるようには見えない。しかし、リゼルなりの元フォーキ団への配慮だと思えば納得も出来る。小細工で小金稼ぎをする集団がフォーキ団の残党などと噂されては屈辱だろうというズレた、しかし彼らにとっては覿面てきめんな配慮。


その真意も、リゼルにしか分からないが。


「まぁ確かに、貴族に手ぇ出して損するような小物と一緒にされたくないですね」


「あっそ、俺リーダーに手ぇ出そうとしたヤツ見れたしもう良い。あー、腹減ったー」


これからジャッジの店に行って、リゼルとの夕食に間に合うだろうか。イレヴンはそんな事を考えながら、街灯の灯る大通りへと歩を進めたのだった。






その後ろ姿を、今夜大金を得る筈だった男達が何も出来ずに見送る。


拘束されている訳でもないのに少しも動けない。ただ震える事しか出来ない。自身らを囲む者達の視線はこれから起こる事への愉悦や退屈に染まっていて、彼らは悲鳴を上げる事も出来ずにその場から姿を消した。
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リゼルは珍しく、一人で服を買いに来ていた。


冒険者としての装備は一つあれば足りる。最上の素材を最上の技術で紡がれたそれは、常に手に入れた時と変わらない姿を保つからだ。


しかし、普段着はと言うとそうはいかない。手段はどうであれ、アスタルニアに向かう事は決定したようなもの。常夏の気候に合うような服をリゼルは持っていなかった。


「（涼しそうな格好っていうと）」


目についた服を手に取り、よく分からないなと首を傾げる。


元の世界では用意された服を着ていただけだし、此方の世界に来た時もジルに何着か選んで貰った。常識の範囲である服装は理解出来るものの、多種多様な服を前にしてどれが自分に似合うかがいまいち分からない。


着られれば良いか、なんて言えばイレヴンには怒涛の反論を受けるし、ジャッジには泣かれる。経験済みだ。


「（イレヴンとかジャッジ君がいれば全部決めてくれるんだけど）」


共に買い物に出掛けた際、圧倒的な拘りを見せてくれたのがイレヴンだ。


あの時は、中心街の店を果たして何軒回っただろうか。自分の分は気に入れば気に入っただけ買っていたのに、リゼルに対しては一切の妥協をせず厳選していた。お陰で、誰が見てもセンスの良い服装を選んで貰えたので助かった。


同じくジャッジも妥協はしないが、彼は彼自身の拘りを持たない。リゼルに相応しいかどうかだ。つまり、今のように出来合いの一着幾らを選んでいる所を見られれば泣かれる。以前は中心街の店で、店員に貴族相当の対応を受けるリゼルを見て酷くご満悦そうだった。


「（あ、選んで貰えば良いのかな）」


その時の事を思い出し、ふとリゼルは顔を上げて店員を探した。


しかし視線が店員を捉えるより先に、大きく開かれた店先の向こうに見知った色を見つける。日の下で光を映す翡翠色。その艶やかな髪の下には少しだけ不貞腐れたような顔があるが、特に不機嫌という訳ではない事をリゼルは知っている。


向こうも気付いたのだろう。肩に流した髪を滑らせ、此方を向いた。


「ヒスイさん、こんにちは」


「リゼル君、丁度良かっ……」


微笑みながら挨拶すれば、頷いたヒスイも店へと入って来た。


不自然に止まった言葉に、どうしたのかと視線を辿る。その視線はピタリとリゼルの持つ服へと注がれていた。


「……それ、君が着るの？」


「変でしょうか」


「変っていうか色々おかしいと思うけど？」


リゼルは手にした服をぱっと広げて眺めてみる。


普通の服だ。シンプルで、誰が着ても無難なデザインだろう。


「涼しそうだし、シンプルで良いと思ったんですけど」


名づけるならば〝布の服〟と〝布のズボン〟としか言いようのない無地のそれ。


別にリゼルにセンスがない訳ではない。他者の服を選ぶ時は相手に合ったものを普通に選ぶ事が出来る。だが自分の事になると、知識により導き出される最善を選んでしまうのだ。


つまり冒険者で、市井で暮らすに相応しい、何の変哲もない服。しかし、それこそが圧倒的に自身に似合わない事実をリゼルだけが知らない。ジャッジやイレヴンが必死になるというものだ。


「それ、本気で言ってる？」


「え？」


「それ着たリゼル君とか、冗談でも見たくないんだけど」


どういう意味かと不思議そうなリゼルに、ヒスイが何とも言えない目を向けながら口を開く。


「君、もう二度と自分で服買わない方が良いんじゃない？」


それ程なのかとリゼルは苦笑し、持っていた服を棚へと戻した。






結局、ヒスイは見過ごせる訳もなくリゼルの服選びに付き合う事となった。


「すみません、付き合わせて」


「良いよ、僕から言ったんだし」


元々リゼルへと用があり、それも急ぎではなかった。そんなヒスイは中心街の外側寄りにある店へとリゼルを連れて行き、何故か無難に纏めたがるリゼルを牽制しながら何とか納得のいくものを買わせる事に成功した。


その戦利品は既に、リゼルのポーチの中へと収まっている。


「イレヴンやジャッジ君もそうですけど、やけに皆中心街に行くんですよね。だから貴族疑惑が出るんでしょうか」


「そうじゃなくても疑惑は晴れないから安心して良いよ。むしろ、安っぽい服の方が君の場合は浮くんだよね」


「浮く」


「うん」


リゼルは何故だと思わずにはいられなかった。


「そういえば、俺に用事があったんですよね」


「そう。大した話じゃないけど何処か入って話そうか」


中心街とはいえ外側。平民にとっては、贅沢ぜいたくだが何とか手の届く範囲の店が多い。お陰で通りは賑わい、通り沿いに並ぶ店々には活気があった。


とはいえ昼食には少々早い時間だ。何処へ入っても席はあるだろうと、リゼル達は適当な店へと足を踏み入れる。国の英雄レベルなＳランク、そして冒険者外での知名度がやけに高い〝宿泊亭の貴族様〟の二人組は、集まる視線を慣れたように流しながら案内されるままに席へとついた。


「何か食べる？」


「折角だから昼食にします」


「じゃあ僕も」


適当に何皿か頼み、ヒスイはリゼルへと向き直った。


貴族出身とはいえ、もはやそれ以上に長い年月を冒険者として生きている彼にとって、中心街のお綺麗な店は決して居心地が良いとは言えない。しかし、リゼルと共に座っていれば何故かしっくりと来てしまうのだから不思議だった。


出された水を飲みながら、そんな事を考える。果たして自分は、目の前の穏やかな男と少しでも縁が結べたのだろうかと。


「この国パルテダールを離れるよ」


リゼルはただ、微笑んで微かに首を傾けただけだった。


それもそうだろう。ヒスイの声に危機感はない。何か不穏な事があって出て行くという訳でなければ、冒険者にとっては珍しい事でもないのだから。


「拠点の移動ですか？」


「リーダーが、世話になった人に挨拶行きたいってだけ。拠点はまだ分からないかな」


「冒険者を辞めてからでも良さそうですけど」


「護衛依頼を受けた方が楽に馬車が捕まるしね」


ヒスイ達もＳランクとしてそれなりの金を稼いでいる。


馬車も長期で借りられるが、使わない時の馬の世話や車体のメンテナンスの手間を思えば、依頼人がそれらを担う護衛依頼の方がよほど楽だ。魔物との戦闘も夜の見張りも、たとえ依頼でなくとも必要なのだから変わらない。


「リーダーさんは王都に腰を落ち着けるんですよね？」


「そう、ギルドも煩くないし」


元Ｓランク冒険者など、余程素行が荒れていなければ何処の国でも歓迎される。その戦力や人脈を、いざという時の保険とみなされるのだ。


しかし、この王都には優秀な騎士達がいる。ギルドが引退を考え直せと事あるごとに訴える事もない。引退した冒険者が安穏と暮らす環境としては充分だ。


「また引退手続きに帰って来るけど、それまではサルス辺りをウロつくかな」


引退が近付き、ヒスイ達のパーティでは冒険者としての活動が一時的に縮小している。しかし、ヒスイは最後まで敬愛するリーダーと離れる気は微塵もない。それは、パーティの冒険者残留組全員に当てはまる。


「君のリーダーさんは、よく慕われていますね」


「まぁね」


「いかにも頼り甲斐がありそうでしたし、俺も見習わないと」


そういえばパーティリーダーだったかと、やや失礼な事を考えながらリゼルを眺めていたヒスイの前に料理が続々と運ばれて来た。良い香りに今更ながら空腹を覚え、フォークを手に取って早速食事を始める。


「なら、出発は俺達と同じくらいでしょうか」


その言葉に、ヒスイは咀嚼そしゃくしていた肉の切れ端を飲み込んだ。


「何、君達もどっか行くの？　拠点の移動？」


「アスタルニアに行こうかって話してるんです」


だから涼しい服を探していたのかと納得し、ふと疑問を覚える。


「君ならサルスの方が気になると思ってたけど」


「サルスも勿論行きたいですけど、今は避けた方が良いかなと」


「何で？……あぁ、成程」


ヒスイは問いかけた直後、思い当たることがあって頷いた。


リゼル達が大侵攻の中枢に関わっていた事など、然して珍しい情報でもない。なにせ商業国マルケイドの領主と並んで立っていたのを大勢が目にしている。ヒスイの耳に届く程度には噂されていた。大侵攻で冒険者が活躍、それ自体は大した事じゃない。


しかし、彼がＳランクだからこそ得た情報があった。大侵攻は半分人為的なものであり、その元凶が何とサルスの要人だったという。ならば間違いなく関わった筈だ。


「目立ち過ぎたって？　君のことだからわざとでしょ」


「否定はしませんけど」


疑わしげな視線に返されたのは、あっさりとした肯定だった。


「この国では放っておいて貰えて楽ですね」


パクリとサラダのトマトを食べながら、リゼルは窓の外を見る。


全貌は見えないが、微かに尖塔が覗く王城。そこに居る殿上人たちは、リゼル達が確かに元凶に接触した事を知っている筈だ。だからこそ、宿にまで騎士を寄越した。


その際に口止めの必要はないと伝えている。だが、まさか冒険者の言葉を信じたのだろうか。実力行使がないのは、それが通じない一刀がいるからだとは思うが。


「君達があまりにいつも通りだからじゃない？」


ヒスイが大した事でもないと告げる。


「自分から言い触らすほど馬鹿じゃないって分かったんでしょ」


「冒険者相手にですか？」


「君達相手なら、だよ」


Ｂランクの冒険者に向けられる言葉ではないなと、リゼルは可笑しそうに笑った。


レイから何か進言があったのか、シャドウの報告に何かが書かれていたのか。それともパーティーに出席した際に、リゼル達を見た誰かが何かを感じたのか。ともあれ、破格の待遇だ。


随分と思考の柔軟な上層部がいるようだと、リゼルは元の世界の決して型に嵌ろうとしない王を思い出し、口元を緩めた。


「……リゼル君の笑い方って意外と種類あるよね」


「え？」


「別に、気にしないで」


ボソリと何かを呟いたヒスイにどうしたのだろうかと顔を上げるが、彼はすでに常の不貞腐れたような顔で食事を再開させていた。特に気にする事でもないのだろうと追及を止める。


「それで、やっぱりサルスには行かないの？」


「そうですね。やっぱり良い印象は持たれてなさそうなので」


「ふぅん」


頷いたヒスイは、それ以上何も言わずにパンへと齧かじりついた。


パーティメンバー以外に友人らしい友人がいないヒスイにとって、ようやく仲良くなれかけたリゼルとの別れは素直に惜しい。しかし、一つの場所に留まらないのが冒険者だ。


同じ冒険者をしていれば、めぐり合う事もあるだろう。次の再会を楽しみにするとしようと一人納得して、彼はパンの皿をリゼルへと寄せた。


「有難うございます」


「うん。それよりアスタルニアって遠くない？」


「それなんですよね。行くなら馬かなって考えてるんですけど」


乗れるのかと意外そうなヒスイに気付かない振りをして、リゼルはうーんと考える。


馬車に二週間揺られるのはつまらない。イレヴンが確実に飽きるだろう。マスターから魔鳥騎兵団の話も貰ったが、どうにも生かせそうになかった。


恐らくレイに頼めば話を付けてくれるだろうが、今回に限ってはそれも少し都合が悪い。


「ヒスイさんは魔鳥騎兵団って見た事ありますか？」


「アスタルニアに行った事あるしね。何？　興味あるの？」


今回は見送るにしても、話だけでも聞けないかとヒスイへと問いかけてみる。純粋に騎兵団への興味が強く、更には向かう国の情報が多いに越した事はないだろうと思ったからだ。


「今度、王都に来るみたいですよ」


「騎兵団が？　いつ？」


「近い内らしいですけど、詳しい日程は何も」


リゼルはグラスに手を伸ばしながら、マスターから話を聞いた以降、耳にした噂を思い出す。


「ただ今度、騎士の公開訓練があるみたいなんです。その時かもしれません」


「あの国の事だし、サプライズみたいに考えてるのかもね」


騎士の公開訓練と銘打っておいて、実は騎兵団を交えた合同訓練。建国祭でアスタルニアの使者が見せた圧巻のパフォーマンスを思えば、確かに好きそうな演出だ。


ならば先に聞いてしまったのは惜しかったかもしれない、なんて冗談めかして考えるリゼルの前で、着々と皿を空けていたヒスイが言葉を続ける。


「いきなり現れて驚かそうとでも」


そんな彼が、ふいに言葉を切った。食事の手を止め、考えるように伏せられた瞳が、直ぐにスッとリゼルを見据える。


「話、付けてあげようか」


「と、いうと」


「騎兵団がアスタルニアに帰る時、君達も連れて行ってくれるように頼んであげる。一人知り合いが居るんだけど、絶対来ると思うから」


流石はＳランク、良い伝手を持っている。


確かに格段に早くアスタルニアへ辿り着けるだろう。諸々の障害を全てスルー出来るのだし、話を聞く限り一週間もかからないのではないだろうか。


魅力的だ。魔鳥に乗れるのなら是非乗ってみたいと思っていた。断る理由など何処にもないと、リゼルはにこりと微笑む。


「それで、条件は？」


「話が早くて良いね」


ヒスイも眉間の皺を伸ばし、機嫌が良さそうに笑った。


「そうは言っても、無理難題とかじゃないよ。一つ依頼を受けて欲しいだけ」


「Ｓランクでも難しい依頼は自信がないんですが……」


「何それ、本気で言ってる？」


心から本気だ。


たとえ迷宮のボスに挑もうが何をしようが、ジルが平然と「問題無ねぇだろ」と言うのでリゼルは成程問題ないのかと疑問を抱いた事はない。ただ、依頼ランクなどの目に見える基準についてはきちんと弁える。


ジルやイレヴンも居るので戦闘面での不安はないが、それ以外の要素が絡めば困難な事もあるだろう。


「指名依頼が来たから受けたんだけど、別口でちょっと断れない所からも来ちゃってね。このタイミングで評判落としたくないし、指名の方を手伝ってくれると助かるんだけど」


これだから貴族は、と嫌そうに愚痴るヒスイにもリゼルの胸は痛まない。何故なら今は冒険者だから。


「ヒスイさん達への指名なら、俺達じゃ駄目なんじゃないでしょうか」


「向こうが欲しいのはＳランクの肩書きだから。君んとこの一刀がいれば問題無いよ」


成程、とリゼルは頷いた。それならば大丈夫かもしれない。


実際、ヒスイは問題ないと確信があるからこそ話を持ってきたのだろう。依頼に関しては基本的にパーティリーダーに決定権がある。少しでも問題があれば、彼のリーダーが止めている筈だ。


「依頼の内容は？」


「君に向いてるとは言えないかな。とある店の用心棒なんだけど」


「確かに迫力のある見た目はしてないですけど」


「いつも言ってるでしょ？　隙だらけ」


唇で弧を描きながら揶揄うように告げたヒスイに、失礼なと苦笑を零す。


だが、リゼルが向いていないのは確かだ。用心棒に必要なのは強さ以上に迫力。何かあってからの対処は勿論だが、何かやらかそうという気概を挫くのが一番の役目でもある。誰が見ようと穏やかな相貌をしているリゼルでは、後者の効果は期待できない。


「まぁ、心配はしてないけど」


「頑張ります」


そしてリゼルは、ふと気になって問いかけた。


「もう一つの依頼は駄目なんですか？」


「ん？」


「もし顔出しが必要ないなら、俺達がこっそりしますけど」


「確かに魔物素材の調達だけどね」


ヒスイが肩を竦め、手に持っていたフォークを置く。カチャ、とフォークと皿がぶつかり小さく音を立てた。


「場所が〝水中庭園〟の深層なんだよ」


それは無理だとリゼルは即諦めた。


〝水中庭園〟は、王都から少し離れて一日半ほどの距離にある迷宮だ。国内国外問わず、屈指の難度を誇る事で有名でもある。


その理由は、偏ひとえに迷宮内のほとんどが水に覆われている事。深層ともなれば潜水移動が必須で、五分は潜っていられなければ話にならない。更に、当然のように水中でも魔物に襲われるのだから、低ランクの魔物によって全滅の危機に陥ることも珍しくはなかった。


「やっぱり用心棒の方が無難みたいです」


「でしょ？」


リゼルの魔銃も水中で使えるとはいえ、まず息がもたない。ジルやイレヴンなら攻略も容易だろうが、パーティリーダーとして交わした取引で自分だけ高みの見物というのはおかしい。元の世界では当たり前だった事も、今は違う。


取引成立だと微笑むリゼルに、ヒスイも納得したように頷いた。


「ありがと。僕達も騎兵団が来るまでには済ませるから」


「お願いします。それで、依頼の場所はどこでしょう」


物足りなかったのだろう。追加の注文を頼もうとしたヒスイが、その口を噤んだ。常に少しだけ寄せられている眉間の皺が微かに深くなり、居心地悪そうに視線が逸らされる。


持ち上げかけた手に気付いたのだろう。一人の店員が近付いて来る中、彼は酷く渋々と口を開いた。


「あんまり君に行かせたい場所ではないんだよね」






艶やかな笑みを浮かべた女性達の笑う声。


夜の帳とばりが下りた路地裏で魅惑的な肢体をドレスで包み、ぽつりぽつりと立つ彼女達の色香が男達の視線を絡め取る。香り立つような笑みに囚われ、艶やかな唇に誘われ、誘う様に動く美しい指先に引き寄せられればもう逃げられない。


甘える様に首に回される白く細い腕を受け入れたが最後。乞われていると錯覚する男達は、それが獲物をとらえた蜘蛛くもの如き意思を孕むとは気付けないまま、扉の向こう側に消えて行く。


日が落ちた後の路地裏、その奥。そこでは静まり返る表通りとは裏腹に、静かな熱気を増していた。


「こんな良いところ、どうして教えてくれなかったんですか」


「そうなるからだろうが」


そんな花売りの待つ路地を抜けると、枯れた噴水を中心とした狭い広場がある。


その地面を埋め尽くさんばかりに広げられた露店の一つに、手に取った本から視線を外さぬまま不平を漏らすリゼルは居た。そのしゃがみ込んだ姿を見下ろし、ジルが呆れたように溜息をつく。


露店の一つ一つに置かれた色とりどりのランプが、遠目には幻想的な空間を作り出しているだろう。だが、此処は決してそんな綺麗な場所ではない。店主は誰も彼もが偶然品に触れただけで金を脅し得る者達ばかりで、客も値引きにナイフを突きつける者達ばかりだ。


「それ、見せて貰って良いですか？」


「……ドウゾ」


そんな中、リゼルはほのほのと嬉しそうに買い物をしていた。


露店の主が頷いたのを確認し、敷物の上に横たわる本を手に取る。パラリと内容を流し見れば、期待を裏切らず表では決して出回らない類の本。流石はイレヴン曰く裏商店だと、大満足で表紙を閉じた。


「これ、貰います。幾らですか？」


「金貨三枚デゴザイマス」


「死にてぇの？」


口を開きかけたリゼルの後ろから、嘲笑混じりの声が飛んだ。


物騒でしかない裏商店において、リゼルが普通に買い物出来る理由。それは、後ろに立つ二人に起因する。


表同様、裏でも一刀の名を轟かせるジルと、むしろ裏でこそ恐れられるイレヴンがついていて誰が暴挙に出られるというのか。そんな二人を従えるリゼルは一体何者なのかと、そこかしこから露骨に視線で探られている。


「キ、金貨一枚デス……」


「つか聞いてんだろ答えろよ。死にてぇのかっつってんの」


「……銀貨、五十枚、デハ」


まるで脅し取るようなやり取りに、リゼルは頼もしい事だと苦笑を零す。


リゼルも最初は思わずイレヴンを止めたが、何度目かに此処では正常なやり取りなのだとしっかり理解した。適正価格から値引きしていく表とは違い、此処では値引いて適正価格まで持って行かなければならない。


まだまだ行けるとばかりに店主を追い詰めるイレヴンを止め、リゼルは丁度そのくらいだろうと銀貨三十枚を支払って立ち上がった。


「奥にこんな場所があったんですね、良い物が揃ってます」


「偽物も多いけどな」


手に入れたばかりの本をポーチへと入れるリゼルに、つまり危険度低めの浅い場所ならウロついていたのだろうかとジルは呆れ返る。


スリや恐喝など日常茶飯事な裏商店。それよりマシとはいえ、変なところで行動的だ。そんなジルに、イレヴンがつつつと近付く。そして再び見つけた本に気を取られているリゼルに聞こえないよう、声を潜めた。


「ニィサンには言っとくけど、リーダーそこで一回狙われてっから」


「だろうな」


見るからにカモだ。好奇心旺盛な貴族が、身の程知らずにウロついているとしか思われないだろう。表ではそれなりの知名度を誇るリゼルも、関わりのない裏ではあまり知られていない。


結果、目を付けられて裏では有名なスリ師に一回ポーチを丸ごとスられた。しかしリゼルは今でも気付いていない。スられた直後にスリ返し、腰へと戻した某精鋭の一瞬の早技のお陰だ。


「そろそろ時間ですね」


ふとリゼルが空を見上げる。


本は惜しいが本日の目的は別だ。ヒスイとの取引により受けた依頼、それを達成する為なのだから。


「後ろ髪は引かれますが、本はまた今度にします」


「リーダーだし大丈夫だとは思うけど、一人は止めといた方が良いッスよ」


「大丈夫、さっきのイレヴンを真似すれば良いんですよね」


「何それ見たい。じゃなくて、いちいち絡まれんのウゼェっしょ」


広場から溢れた露店が、道を埋め尽くすように広がる狭い路地。その一つへと足を踏み入れながら、リゼルは成程と頷いた。


自分が絡まれやすい自覚はあるし、何故かと問う程に鈍くもない。到って普通にしているのにと釈然としないものはあるが。


「冒険者らしくしてるのに、中々上手くいきません」


「それまだ諦め……」


ジルにベシンと後頭部を叩かれてイレヴンは黙った。


そのまま雑談を交わしながら更に路地の奥へと進んでいけば、ふいに周囲の雰囲気が変わっていく。薄暗い様相は一変し、何処か妖しくも高貴な空間に。道沿いにある店の扉は金属の大扉へと様変わりし、屈強な男が立ち塞がる。


辺りに連なるのは高級娼館。一晩で莫大な金が飛び交う、裏商店の中心地だ。


「俺らもあんなのすんスかね」


「どうでしょう。Ｓランクを指名したんだし、何かあると思うんですけど」


「敢えての客の接待？」


「なら用心棒とは書かねぇだろ」


リゼル達が向かう先も、まさに娼館だった。


しかも高級娼館と呼ばれる周囲と比べても格が違う。選ばれた者のみが足を踏み入れられる、正しく最高級娼館だ。店の女性と言葉を交わそうとするだけでも金貨が何十何百枚と必要になると噂されている程に。


だからこそ堂々とＳランクに依頼が出せるのだろう。後ろめたい事はなく、むしろ誇るべきだという自負と自信。それらが伝わってくるようだ。


「あ、あそこです」


時折身なりの良い相手とすれ違いながら、辿り着いた目的地の前でリゼルが足を止めた。


店の壁は漆黒に塗られているが、陰気さはなく高級感に溢れている。その扉の前には黒い礼服姿の男が一人立っており、歩み寄ったリゼルに対してすっと腰を折ってみせた。


「いらっしゃいませ。どなたかの御紹介でしょうか」


「依頼の代理で来た冒険者です。話は通っていると聞いていますが」


ジルは基本的に依頼主との交渉をリゼルに丸投げする。話し合う後ろ姿を何となしに眺めていたが、ふと何やら深刻そうな顔をしているイレヴンに気付いて眉を寄せた。


やけに真剣な顔が珍しい。どうしたと問いかければ真顔が向けられる。


「娼館の前にリーダーっつうのが俺の中で違和感ありすぎてマジ無理」


心底どうでも良いことであった。


「ジル、イレヴン。店主に挨拶を、との事なので行きますよ」


「ああ」


「はぁーい」


ゆっくりと開かれる扉から漏れる光が、夜の闇を真っすぐに裂いていく。


姿を現したのは予想通りの煌びやかな空間。現実を忘れさせる楽園のような店内を眺めて、こういう店に来るのはいつぶりだろうかとリゼルは微笑んだ。






依頼主である店主の要望は、然して難しいものではなかった。


客人が入室する際に、扉の前に立って出迎える事。それが終われば隣室で待機。そして客人が帰る際に見送る事。客人と顔を合わせた際には軽く紹介があると、それだけだった。


つまり、〝今日は貴方の為にＳランクを用意しましたよ〟というアピールだ。


「勿体無ねぇＳランクの使い方だな」


「だからこそ贅沢、っていう考え方なんでしょうね」


リゼル達は礼服姿の男に案内されるまま、本日の仕事場である最上階へと向かう。


今日訪れるのは、店の常連かつ上客な上流貴族。さらにその貴族が、もう一人知人を連れてくるという。新規の上客を得る機会だと、店も気合いも入れているのだろう。


ちなみに、本来ならば対お偉方講習も終えてない冒険者など論外なのだが、店主はリゼルを見て即オーケーを出した。Ｓランクより知名度の高い一刀の存在もあるのだから文句など出ない。


「つかリーダー黒似合わねぇー」


「そうですか？」


ふいに、ニヤニヤと笑いながらイレヴンが言う。リゼルは階段を上りながら、店により貸し出されて着替えた服を見下ろした。


前を進む男と同じような黒の礼服。店の品位を落とさないよう、下級の貴族が着ても違和感のないものだ。細身のデザインだが意外と動きやすい。


「変でしょうか」


「似合ってはねぇんじゃねぇの」


ジルを見れば鼻で笑われた。しかし変でもないと付け加えられ、なら良いかとリゼルは気にしない事にする。その辺りが適当だから、ヒスイに二度と服を自分で選ぶなと言われるのだろう。


「イレヴンはあまり着崩さないように」


「堅っ苦しいの苦手なんスよ」


ジル達も着替えてはいるが、彼らは礼服の上から自身の剣を身に着けている。ある意味奇妙な格好なのに、違和感があるどころか似合ってしまうのは何故なのか。


「ニィサンが黒似合うのはブレねぇなァ」


「ブレませんね」


「煩うるせぇ」


そんな緊張感のない会話で先導する男に僅かな不安感を抱かせながらも、リゼル達は最上階へと辿り着いた。調度品で整えられた廊下に扉が幾つか。その内の一つを指して、男は本日客人が利用する部屋だと告げた。







    
  
  




そして、客人が来るまで待つよう言い残して去って行く。彼も出迎えの準備があるのだろう。


「やっぱ部屋にいるのって極上の美女なんスよね」


「女性の部屋を覗かないように」


男の指した部屋の扉は、少しだけ開いていた。


リゼルは覗きこもうとするイレヴンの裾を捕まえ、それを止めさせる。わざとらしく唇を尖らせる姿に微笑み、そして手招いて少しよれた襟元を整えてやった。


時折顎に触れる手の甲に、イレヴンが首を傾けるようにして頬で懐く。手袋越しの感覚はお気に召さなかったのだろう、動きを妨げないよう諌めれば渋々と離れて行った。


「崩すならこのぐらいです。やり過ぎないように」


「あんがとリーダー」


「崩すのは良いのかよ」


「格式も大切ですけど、今日は護衛じゃなくて用心棒でしょう？　少しぐらい崩れてた方が〝らしい〟ですよ」


可笑しそうに笑うリゼルに、相変わらず器用な考え方をするとジルは呆れ半分感心半分で頷いた。古いしきたりに固執せず、しかしそれの価値を深く知る。貴族社会ではさぞ見事に敵を作らないよう立ち回れた事だろう。破天荒な王と周囲とを取り持つ為に身に付けた考え方なのかもしれない。


「良くやる」


「光栄です」


結論だけを口にしたというのに、微笑むリゼルは正しくジルの言葉を理解したのだろう。ジルが溜息をついた、その時だ。ふいに細い隙間を見せていた扉が音を立てて開いて行く。


お、とイレヴンが小さく声を上げた。


「あら、本当に一刀よ」


「あら、本当に一刀ね」


開いた扉から姿を現したのは、同じ顔をした二人の猫の獣人だった。


一人は折れ耳で一人は立ち耳。弧を描く蟲惑的な唇と、しなやかな体。光を取り入れて細まる瞳孔と、手を繋ぐように絡まりあっていた黒いビロウドのような毛並みの尾。


「声が聞こえた時はまさかと思ったのだけど」


「貴方が一人じゃない所なんて初めて見たわ」


くすくすと、鈴の音のような笑い声が零れる。


戯れるように何かを囁き合いながら二人の世界を築く彼女達に、リゼルとイレヴンは意外そうにジルを見た。娼館の、まさに高嶺の花である女性二人と顔見知りだという事は。


「ジルってこんな良い所で遊んでるんですね」


「は、ニィサン常連なの？」


「無ねぇよ」


ジルは露骨に顔を顰めながらそれを否定する。誤解をそのままにしておくと、あらぬ疑いを掛けられそうだ。主にニヤニヤしている方が、ある事ない事言いふらすだろう。


簡単に煙草繋がりだと説明すれば、成程と納得するリゼルの隣。つまらなさそうに声を上げたイレヴンを、取り敢えずジルは睨み付けておいた。


「じゃあ貴方が一刀の飼い主なのね」


「じゃあ貴方が一刀のご主人様なのね」


高いヒールをカツリカツリと鳴らし、近付いて来た女性達がリゼルを見る。背を反らすように上体を倒し、上目でリゼルを覗きこんだ。


興味津々な態度でありながら、本心を悟らせぬ瞳。隠すことに秀でているのは商売柄か。瞬きすらせず、ただじっと見つめられながらリゼルはゆるりと目元を緩めた。


「初めまして」


獣人に余計な言葉は必要ない。彼女達はそれを好まない。


瞳孔の細められた二対の瞳が、それだけを告げて反応を待つリゼルを捉え続ける。その数秒後、彼女達はゆっくりと目を瞬かせた。その尻尾がゆらりと一度揺れ、外れぬ瞳の中で瞳孔がゆるゆると開いていく。


嫌悪を抱かれたのか、それとも好ましく思って貰えたのか。後者ならば良いけれどと、リゼルは笑みを絶やさず唇を開く。


「今度、貴女方の店へと伺っても宜しいですか？」


予想に過ぎないが、しかしリゼルは確信していた。


裏商店の頂点と呼ぶに相応しい娼館。そこでトップに立つ彼女達にとって、それは暇潰しに過ぎないのだろう。本業はジルの言う店の方だ。


猫は家に付くという。居心地の良い空間がどちらかなど、恐らく比べるまでもない。独特の世界観を持つ彼女達の扱う品はとても興味深く、もしかしたら裏商店とも一線を画する書物があるかもしれない。


「どうしようかしら」


「どうしようかしら」


体を起こし、囁き合う姿は酷く蠱惑的だった。日常生活ではまず出会う事のない彼女達を前に、二度と抜け出せなくなる程に嵌り込む男が居てもおかしくはないと納得させる程の存在感。


そして彼女達は赤い爪が目を惹く指を一本立てて、互いの唇へそっと触れた。


「一刀が許せば来ても良いわ」


「オネダリするなら一刀にね」


リゼルがジルを見れば、溜息混じりに頷かれる。それに可笑しそうに目を細めた彼女達は、ふと顔を上げてピクリと耳を動かした。くん、と尻尾をくねらせながら階段を一瞥し、軽やかに踵を返す。


「時間切れね」


「時間切れだわ」


扉の向こうへ消えて行く美しい後ろ姿を、リゼルは何も言わずに見送った。


誘いの言葉も、乞う声も、慣れた彼女達にとっては容易に躱せるものなのだろう。気に入り以外を店に入れるのは嫌がりそうなので断られるかとも思ったが、ジルを巻き込んで許可を出したあたり全く嫌という事もないのか。


期待を持たせる手腕も一流だと苦笑し、そして階段を見た。


「流石は猫の獣人、耳が良いですね」


彼女達が去って行って数秒、ようやくリゼルの耳にも階段を上がってくる足音が届く。


「俺も聞こえたし」


「俺を巻き込むんじゃねぇよ」


謎の競争心を出しているイレヴンがブツブツ言いながら扉の隣へと立ち、それにしても何故自分の許可が必要なのかと顔を顰めたジルが反対側へ立つ。


リゼルも扉の中央に立ち、ドアノブへと手をかけた。イレヴンへ壁に凭れないよう一声かけ、そしてようやく話の内容まで聞こえる程に近付いて来た来客に、ふと首を傾げる。


同じように何かに気付いたジルが眉を寄せ、イレヴンはげっと小さく呟いた。


「全く、俺が今まで何度誘ったと思っているんだ。こういう場所もたまには良いじゃないか」


「酒を楽しむのに色気は必要ないだろう？　だが、この場所は気に入ったとも。まだ見ぬ迷宮品が眠っていそうだからね！」


「お前はそればかりだな」


聞き覚えのある声だった。


一つは馴染みのある低く快活な声。もう一つは一度だけ、とあるパーティーで耳にした声。階段を登りきった二人の客人が、リゼル達を見つけて思わずといったように足を止めた。


先導していた礼服姿の男が、どうかしたのかと振り返る。目にしたのは、片や驚愕、片や歓喜に彩られた客人の顔だった。


「申し訳ございません、何か不都合が御座いましたでしょうか」


「いや、逆だとも。何て素晴らしいもてなしだと感動していてね」


歓喜を浮かべた貴族が、先導する男をゆったりと追い越した。そしてリゼルの前に立ち、酷く愉快気に口を開く。


「やぁ、リゼル殿。この間は息子が随分と世話になったようだ！」


「お世話になったのは此方ですよ、レイ子爵」


微笑むリゼルと、快活に笑うレイ。礼服の男は何がどうなってるのか分からないまま必死で平静を装い、さり気なく彼らの為に一刀パーティを雇った事を説明アピールするのだった。






予想以上に客人に喜んで貰えた上に、見る目があるとまで貴族直々に太鼓判を押された店は大喜びで報酬に色を付けてくれた。依頼は見事成功を収め、無事ヒスイの顔に泥を塗らずに済む事となる。
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〝懐古の館〟。そう呼ばれる迷宮は、王都から最も近い場所にあるにも拘らず、最も訪れる冒険者が少ない迷宮でもある。


特別強い魔物が出る訳ではない。数多の罠が仕掛けられている訳ではない。勿論、魔物が出ない訳でも罠が無い訳でもないが、その点に関してはむしろ他の迷宮より攻略が容易と言えるだろう。それでも冒険者が好まない理由がある。


別名〝最悪の迷宮〟。そんな迷宮を今日、リゼル達は訪れていた。


「おー、扉すら見んの初めてッスね」


「人気が無さ過ぎていつもは馬車が素通りしますからね」


まるで洋館の門を彷彿とさせる、豪奢な扉を三人は見上げていた。


いつものように停まる予定など一切なかったギルドの馬車を、この近くで停めさせた時の周りの冒険者の顔は見物だった。迷宮目的以外に馬車を利用するなと顔を顰め、しかしこの近くに何かあっただろうかと疑問に思い、そして思考の末にようやくこの迷宮の存在を思い出して愕然とされた。


それ程までに、冒険者に避けられている迷宮。近い事もあり、訪れた事がある者も多いのだろう。大体の冒険者が顔を青くして無言になっていたのだから、何とも楽しみだ。


「ジルは攻略したことあるんですよね？」


「あんま来てぇ場所じゃねぇな」


「そういうコト言われっと余計気になるっつうか。ね、リーダー」


「はい」


期待を込めて頷いたリゼルに、ジルは眉を寄せながら視線を逸らす。自分一人では絶対に来たくないが、今このメンバーで心から拒否したいかと聞かれれば即答しにくい。


その反応に、リゼルも気持ちは分かるかもしれないと可笑しそうに笑った。


「過去が見れる迷宮、とても興味深いです」


訪れる者の過去が映し出されるという不思議な迷宮。隠したい事、誇りたい事、内容はバラバラで、どういう仕組みかは全く分からない相変わらずの迷宮仕様。


問題は、それが自分だけではなく同行している者にも見えてしまうという点だ。


「俺が勝手に決めちゃいましたけど、嫌なら今からでも」


「別に。そこまででも無ねぇ」


「やましい事とかねぇッスからね」


イレヴンは何を以ってその発言に至ったのか。思わず視線を向けたリゼルとジルに、彼はとても良い顔でにっこりと笑ってみせた。恐らく狙っての発言であるのだろうが、間違いなく本心だろう。


迷宮が迷宮なので嫌がられるかと思ったが、誰も気にしていないようで何よりだとリゼルは頷く。むしろ自分が一番気にしているかもしれないと苦笑した。それも、一度見ておきたいという好奇心に負ける程度の些細なもので、精々子供時代とか出たら恥ずかしいなぁ程度なのだが。


「じゃあ行きましょうか」


「過去っつってもどんくらい前まで出んの？」


「俺の時は結構前まで出たな。突っ切ったしあんま覚えてねぇけど」


「今日は折角だし楽しみましょうね」


触れれば徐々に開いていく門のような扉へと、三人は躊躇ちゅうちょなく足を踏み入れた。






迷宮内は広く、瀟洒しょうしゃな洋館の玄関ホールを彷彿とさせた。


「本当に洋館みたいですね。明るいけど、幽霊とか出そうな感じの」


「ゴースト系の魔物多そうッスね。あ、ドール系とかも出るかも」


「あ、分かりました。ブリッジして階段を下りてくるんですよね」


「リーダー何を分かった気になってんの？　ドコ知識？」


若干引かれた。以前読んだ小説では、ドールの魔物がそうして冒険者へと襲い掛かっていたが違うのだろうか。リゼルはあれ、と思いながらも、酷く高い天井を見上げる。


窓は一つもない。そこかしこの燭台しょくだいに蝋燭ろうそくが灯されてはいるものの、本来ならば部屋全体を照らすに足りないだろう。しかし不思議な明るさを保っている空間に、流石は迷宮だと感嘆せずにはいられない。


ジル達が無言で眺める中、リゼルは近くの燭台に近付いてふっと息を吹きかけてみた。小さな炎は揺れるだけで消えはしない。


「リーダーのあの探究心溢れる突然の行動に慣れた自分を褒めたい」


「アイツ本当に訳分かんねぇとこ気にすんな」


真顔で頷くイレヴンと溜息をつくジルの前で、リゼルが髪を耳にかけながら頷く。何かを納得出来たようで何よりだと、そう思える程度には二人とも慣れていた。


「今日の依頼では、この迷宮の最下層に行く必要があります」


さて、と振り返ったリゼルが今日の目的をおさらいする。






【〝懐古の館〟のボス素材】


ランク：Ａ～


依頼人：巨大な宝石マニア


報酬：金貨50枚


依頼：〝懐古の館〟で出現するボスが持つロッド。その先に巨大な宝石が誂えられているという。


ぜひその宝石を手に入れたい。尚、破損していない完全な形のもの以外は認めない。






「流石にＡランクの依頼ともなると報酬が良いですね」


「ボス素材なら妥当だろ」


「こういう討伐依頼は報酬ブレねぇから楽っつーか。まぁその分、上乗せもねぇから当たりもねぇけど」


Ａランクといえば、もはや上位の冒険者が受ける依頼だ。難易度も報酬も跳ね上がる。


パーティーランクがＢのリゼル達は確かにＡランクの依頼も受けられる。だがＢランクの冒険者が皆そうするかと言えば、有り得ないと言っても良い。それまでは意気揚々とワンランク上の依頼に手を出してきた者達でさえ、手を出し渋る程の格の違いがある。


それ程に上位の壁は厚いが、リゼルはそれを知らない。ジル達がオッケーを出せば平然と選ぶ。ちなみにそれを見ていた周囲の視線は、もはや諦めよりも納得の色が強かった。


「ロッド壊さねぇとがんがん魔法来んぞ」


「げぇー」


「なら、俺はそれを防ぐのに徹した方が良いですか？」


「それが楽だな」


「なら俺らは普通に攻めりゃ良いワケッスね」


実はこの迷宮は全五階しかなく、転移魔法陣が存在しない。魔物も特別手強い訳ではないのだからショートカットせず頑張れという事か、それとも迷宮の洗礼を必ず受けろという事か。


ジルも以前訪れた際、ボスを倒した時に帰りの魔法陣は出たが、一度使えば姿を消したという。


「でも王都から近いし、五階しかないし、魔物も強くないしで駆け出しの冒険者には持って来いな迷宮ですよね」


玄関ホールを真っすぐに突っ切りながらリゼルが不思議そうに言う。それ程嫌がられるような迷宮とは思えなかったからだ。


「ボスがいきなり強いっていうのは少し詐欺っぽいですけど」


「あー、ボスまで行かなきゃ良いんスもんね。過去とか言われても見なけりゃ良いし」


進む先には左右に伸びる階段があるが、鎖を張り巡らせるように途中で封鎖されている。その階段に囲まれるように存在する、真正面の大扉を開けるしかなさそうだ。


時折揺れる蝋燭の灯りを眺め、しかし少しも揺れることのない室内の明るさを不思議に思いながらリゼルは扉の前で立ち止まった。扉の上には銀のプレートが打ち付けられており、〝Ⅵ６〟と刻まれている。


「前と違ぇな、ランダムかよ……」


「ジル？」


「この先では魔物出るぞ」


求めた返答はなく、告げられた言葉に頷いてリゼルは扉を開いた。それはつまり、行けば分かるという事なのだろう。


室内は、まるでダンスホールのような大広間だった。広い空間に立ち並ぶ太い飾り柱。高く細工の施された天井には豪華なシャンデリア。周りを見回しながら、三人は数歩大理石の床を歩く。


「お」


ふいに壁から床からズルリと黒い影が現れた。影は丸い体に手を生やし、あるいは人の形で燕尾服を身に着けていたりと様々な姿をしている。宙へと身を踊りだしたのは、予想通りのゴーストだった。


「予想通りだな」


「天井高いトコで出ると飛び回んだよなァ」


ゴースト系の魔物は物理攻撃がほとんど通らない。魔力の塊のようなものだ。気長に斬り続ければ多少なりとも弱らせる事は出来るが、大抵の冒険者は魔力の付与された武器を用意して臨む。


とはいえジルとイレヴンの武器は一級の迷宮品らしく対魔力の効果があるので、ゴーストにも普通に攻撃が通用した。覆いかぶさるように襲い掛かる黒い影を、ざくざくと斬っていく。


「数多いのは確かにうっぜぇけど、やっぱヨユーッスよね」


「確かに、魔物で全滅とかはなさそうで」


その時だった。


『…………───のかい？』


聞こえた声に、リゼルがふいに言葉を切る。天井へと向けていた銃を手元で浮かせながら、その声の主を探すように周囲を見回した。


「ん、リーダー何か言った？」


「いえ。この声、俺っていうより……」


来たかと、ジルは嫌そうに顔を顰めた。この迷宮が〝最悪の迷宮〟と呼ばれる所以。冒険者が足を踏み入れるのを嫌う理由。過去を写すという特性は、誰にも等しく訪れる。


『やぁ、また本を読んでいるのかい。リゼル』


ゆらりと、広間の中央に人影が浮かんだ。


リゼルにとっては生まれた時から一緒の、ジルとイレヴンにとってはただ一度だけ邂逅かいこうを果たしただけの人物だ。とはいえ、ジル達が知る姿に比べれば格段に若いのだが。


「あ、お父様」


「ッスよね!?　うっわ、何これすっげぇ。こんな風に見えんの？」


何もない空間に投影されたように、薄っすらと透けたリゼルの父の姿。


以前、劇団〝Ｐｈａｎｔａｓｍ〟が雨や雪などを投影する魔道具を使っていたが、イメージはそれに近い。それよりも鮮明で、抜群の存在感がある。かの劇団の団長が見れば大喜びだろう。


視界の端を変わらずゴーストが行き交う中、ふいに映し出された男の前の空間が揺らぐ。


『はい、だってすごく面白いです』


小さな揺らぎは、床にしゃがみこんだ幼い子供を映し出した。


思わずジルとイレヴンの視線が其処へと固定される。甘さを宿すアメジストの瞳、ふくふくとした頬と柔らかな顔立ちに、ふんわりと浮かべられた微笑み。見慣れた顔だった。


「リーダーちっさ！　ちっさい！　うわ、子供の頃のリーダーじゃん！　本読んでる！」


『今日は何を読んでいるのかな』


「おい、後ろ」


「ちょ、待ッ……あっちが気になって堪んねぇんスけど！」


そう、この迷宮は冷静さを損なわなければ魔物に苦戦する事はないのだ。


しかし、見られたくないものほど視界に入る。他者に見られたくない姿も。そして、そんな隠したい姿こそ他者にとっては魅力的なのだから冷静であり続けるのは難しい。


それはジルとイレヴンとて例外ではなく、簡単そうに〝見なければ良い〟と言っていたイレヴンでさえ視界に捉えずにはいられなかった。


「うわー……ちっさ……お育ち良さそう……」


「そりゃ良いからな」


意識が逸れようと視界の外から攻撃されようと、容易に対応出来る二人にとっては効果が薄そうだが。視線はそちらに向けながら、近付く魔物を斬り捨てている。


「〝Ⅵ〟は六歳って事だったんですね」


そして一番心乱されるはずのリゼルが心底冷静だった。六歳の平均身長はある、とそこだけはさり気なく自分で自分をフォローしていたが。


『おいで、そろそろ寝る時間だから』


『でも、まだ』


『駄目』


幼いリゼルがぎゅっと本を抱きしめる。しかし、そのまま優しく伸ばされた両腕に本ごと抱き上げられてしまった。温かい体温に包まれ、大きな掌にゆっくりと頭を撫でられる。


忘れていたはずの眠気を自覚したのだろう。うとうとと瞼まぶたが落ちかけるが、本を握る手に力を込めたリゼルはそれをこらえて父の腕の中から自身を見下ろす微笑みを見上げた。


『お父さま、もう少しだけなので』


「お前あんな子供の頃から本中毒ってどうなんだよ」


「やだな、絵本をねだった経験なんて誰だってあるでしょう？」


「どう見ても持ってんの絵本じゃねぇんスけど」


普通普通、と笑いながら丸いゴーストを撃ち抜いているリゼルだが、今の本マニア加減を知っている二人には納得しがたいものがある。持っている本がおよそ幼い子供の読むような薄い絵本ではない事も、それに拍車をかけていた。


内容は子供も読みやすい物語なのだが。大人が読んでも難しい本は流石に読めない。


『いけないと言ったよ、リゼル。読書は寝る時間までと約束しただろう？』


『……ごめんなさい』


『我儘わがままは何でも聞いてあげたいけれど、私はリゼルが何より大切だからね。その為の約束だ』


愛しい息子の手から本を抜き取り、父親が腕の中の温もりへと頬を擦り寄せた。そして歩き出す。何もない壁へと向かって広間を横切り、柱をすり抜けて壁の向こうへと消えようとした瞬間だった。


『だから、リゼルが眠るまで私が読んであげよう』


見えたのは、これならば約束を破った事にはならないだろうという囁きと、甘く愛おしげな笑み。それに嬉しそうに目元を緩ませ、甘えるように父の肩にすり寄った幼い顔。







    
  
  




そして二人が壁をすり抜ければ、ぴたりとその声が消える。過去を写し終えたのだろう、広間を数秒の沈黙が包んだ。ゴーストの反響するような笑い声。


「……甘っめ！」


叫んだのはイレヴンだった。


「超甘やかしてんじゃん！」


「お前の親っつうのが納得いった」


「二人共黙々と見過ぎですよ。流石に恥ずかしいです」


言葉に反して恥ずかしさなんて欠片も感じさせず、リゼルが苦笑する。何となく記憶にあるような、そんな光景だった。実は割と頻繁に起こっていたやり取りなので、ハッキリといつの記憶なのかは特定出来ない。


しかし懐かしい、しみじみと思いながらリゼルは天井付近を浮遊する最後の一匹を撃ち抜いた。そのゴーストが身に着けていた手袋がヒラヒラと宙を舞って落ちてくる。


「あ、向こうの扉開いた」


「全滅させりゃ開く」


「じゃないと、幻影を見ずに走り抜けられてしまいますしね」


入ってきた扉とは真反対にある扉が、軋むような音を立てながら開いていく。


倒しきれないと、同じ幻影が延々とループするのだろうか。リゼル達がそんな事を話しながら次の階層へ進もうと足を踏み出そうとした時、広間の中央が再び揺らいだ。


リゼル達が足を止めてそちらを見る。現れたのは、先程とは違った人影だった。


『ワナ、どこだったっけ』


「あ、俺だ」


伸び始めの赤い髪を一つに結び、ひょこひょことそれを揺らす幼いイレヴンがそこには居た。


「イレヴンも同じくらい小さいじゃないですか」


「こんなんだったかなァ」


「ガリガリじゃねぇか。まともに食ってねぇの」


「や、すげぇ食ってた」


幼いイレヴンは数歩歩いては止まり、周りを見回す。その体躯たいくはジルの言う通りに細い。生来そういう体質なのだろう。足取りは軽く、弱弱しさなど欠片も感じさせない。


そんな彼は、ふいにしゃがみ込んで床へと手を突っ込んだ。広間の床に、唐突に丸い穴が映し出される。


『お、ウサギ。よっし、今日の夜ごはんは肉だ』


丸い穴から掴み出されたのは一匹のウサギだった。


「小さい頃から獲物を罠に嵌めるのが好きだったんですね」


「そういう言い方されっと俺すっげぇ可愛くねぇ子供みたいなんスけど」


幼いイレヴンが無造作に腰に差していたナイフで、ざくざくとウサギの下処理を済ませていく。今よりは拙い手つき、しかしリゼルから見れば鮮やかとしか言い様がなく、流石狩人の子だと感心してしまう。


『や、このウサギ餌にしてクマとか捕まえれば、もっとごうかになるかも。でかい奴がハマってんの見るのたのしいし！』


「可愛くねぇじゃねぇか」


「ほんとだ、このガキすっげぇ可愛くねぇ」


「てめぇだよ」


もはやこの頃から今の片鱗を見せている。小さな姿は、ぶんぶんとウサギを揺らしながら壁の向こうへと消えていった。


「クマ、捕まえられたんですか？」


「まさか、ウサギ獲れただけで上等ッスよ」


流石に六歳児がクマに挑む展開はなかったようだ。


当時はまだ獲物を狩る為の罠の練習中で、その日も父親の監修の元に仕掛けた罠を見回っていただけらしい。自分一人で狩りが出来るようになるのは、まだ先。


それにも拘わらず、クマに挑もうという思考に飛ぶ辺りが何ともイレヴンらしい。


「おい、行くぞ」


「えー、ニィサンの見てねぇし」


「わざわざ時間かけてどうすんだよ」


そして、さっさと依頼を終わらせようと足を進めようとジルをイレヴンが止める。見たい見たいと訴え続ける彼にも知るかとばかりに扉へ向かおうとしたジルは、しかし次の瞬間ぴたりと足を止めた。


引かれた腕の感覚に、嫌な予感を覚えて振り返る。輝かんばかりの笑みと、期待を込めた瞳がまっすぐにジルを見上げていた。


「折角ですし。ね？」


「……」


ジルは諦めた。


「リーダー最ッ高！　やっぱ気になるじゃんね」


「気になります。意外と可愛かったりするかもしれませんよ、顔立ちは整ってるんだし」


「女の子と間違えられてましたーとか？　それ良いッスね！」


「俺が出るとは限らねぇだろうが」


盛大に笑うイレヴンにジルは嫌そうに呟いた。


確かに、とリゼルは頷く、回想はランダムのようで、同じ人物の過去が続けて出る事もあるらしい。しかし此処までくれば次はジルの可能性が高い。何せ迷宮だ。空気の読み方には良い意味でも悪い意味でも定評がある。


「お、来た」


広間の中央がゆらりと揺れる。リゼルとイレヴンが興味深々に視線を向ける先、現れたのは。


「ガラ悪！　小せぇのにガラ悪！　近所のガキ大将も泣くレベルじゃねぇのこれ！」


「顔立ちは予想通りですけど、可愛いとは言い難いです」


「普通だろうが」


六歳といえば、まだ可愛らしさが先立つ年齢だろう。


どんな子供だろうと子供らしく可愛い。容姿に関係なく可愛い。先程のリゼルやイレヴンだって、特別映える顔立ちはしていなくとも可愛らしさがあった。


しかし、それら子供の特権をすべて放棄しているのが幼いジルだ。幼いながら涼しさを感じさせる整った顔立ちをしながら、射抜くような視線。その年齢にしては伸びた四肢。何より纏う雰囲気がやけに研ぎ澄まされている。


『…………』


歴戦を経験したかのような瞳が虚空を仰いだ。子供らしい感情の起伏を窺えない顔が、微かに顰められる。苦々しげなその表情は、まるで望まぬものの来訪を目にしたかのようで。


『……雨か』


幼いジルの周りに、シトシトと降り出した雨も映し出された。リゼルが手を伸ばしてみても、雨は手に触れる事なく通り抜けていく。


鋭い目付きで空を睨みつけていたジルが、すっと踵を返した。大人にも引けをとらぬ、誰も寄せ付けない姿。孤高を体現するような背中が、広間から消え去ろうとしていた。その直前、聞こえた声は。


『たしか洗濯もの出しっぱなしだったな……』


「ニィサンにはガッカリした」


「あ？」






最初の大広間を抜け、廊下を通り抜けて直ぐに見つけた階段を三人は下りていた。


「ニィサン辛い過去でも背負って生まれてんの？」


「母親に愛されて普通に育った」


「あの頃にはもう武術とかやってたんですか？」


「棒きれでチャンバラぐらいはしたかもな」


あのジル相手に普通に遊んでいた周りの子供たちが凄い。そうワイワイと話し合う二人に、ジルは呆れたように溜息をついた。


「お前らはどうして俺が普通のガキだったのをそうも認めたくねぇんだよ」


「逆にニィサンは何であれが普通だって言いきれんの？」


何故と言われても、ジルにとっては当たり前の事だった。結局のところ面白がっているだけなのだろうと、話に花を咲かせる二人を放置する事に決める。特別何かが気になる訳でもないのだろう。反応しなければその内飽きる筈だ。


「何ていうか、ジルが侯爵家に引き取られて剣と出会ったのも納得ですよね」


「なるべくしてなった感が半端ねぇッスね」


リゼルの言葉にジルも適当に頷いた。そこは同意しかないのだろう。


何やら神経質に溜めこんだオルドルには悪いが、まさに都合が良いとしか言いようがない。厳しい訓練もジルにとっては望んだもので、何が嫌だという事もなかった。


「このまま回想の年齢が上がっていけば、ジルの侯爵家入りが見られるかもしれませんね」


「多分無ねぇんじゃねぇの」


楽しそうに言うリゼルに、ジルは予想に過ぎないがと口を挟む。


真紅の絨毯じゅうたんに覆われた階段を下りきれば、その絨毯が真っ直ぐに伸びていった先に大きな扉。一階層で見たものと同じもので、扉の上にある銀のプレートには〝ＳＨＹＮＥＳＳ羞恥〟と刻まれている。


「前もそうだった。一階は年齢、二階からは内容が変わる」


「テーマって事ですか？」


「一度しか来てねぇから確定じゃねぇけど」


ただ順番に、回想の年齢が上がっていくという事はないようだ。


テーマにそった過去が映されるが、その内容と年代はランダム。以前ジルが訪れた際は、一階に刻まれていた数字は〝Ⅻ〟。恐らく階層ごとに大きな括りがあり、詳細はその都度変動するのだろう。


「なら恥ずかしい過去っつうこと？　ヤな予感しかしねぇんスけど」


「そんな中で戦うんですもんね」


あの時か、いやこの時か。予想をつけて心の準備をしようと唸っているイレヴンに、リゼルが可笑しそうに笑いながら扉へ手を掛けた。さほど力を掛けず、しかし重たそうに開いていく扉の向こうは先程と同様の豪奢な大広間が広がっている。


「雑魚の癖に数だけは多いパターンとか、すぐ飽きるよなァ」


「何回もあると嫌になりそうですよね」


そして壁や天井問わずに魔物が姿を現すのも変わらない。最深層までこれが続くのなら、ジル達は間違いなく飽きるだろう。最後にボスが待っているだけマシなのだろうかと、リゼルは銃を泳がせる。


そして魔物の殲滅を始めて間もなく、広間の中心が揺らいだ。


『ッ私が……負けた、だと……？』


「あ、今度はニィサンからだ」


姿を現したのは、六歳の頃より育った子供時代のジルだった。


身長は随分と伸びたようだが、体つきは筋力が追い付かずに細い。孤高の空気は変わらず、鋭い目付きはより鋭くガラが悪く。真っ直ぐに目の前のオルドルを見据えていた。


二人の手には剣、そしてオルドルは地に膝をついている。


「これっていつ頃ですか？」


「……侯爵家で剣の訓練受けて、初めてアイツと戦り合った時」


「あ、初試合でもう勝っちゃったんですね」


「リーダー嬉しそうッスね」


確かに気持ちは分かるけど、とイレヴンも頷いた。


たとえ剣を握りたてであっても全く経験がないとしても、ジルが誰かに敗北している所など想像も付かないし、はっきり言ってしまえば見たくもない。勿論、剣の師相手に最初から無敗でいられる筈もないのだが、ジルならば出来てしまうのではと思ってしまう。


しかし、これの一体何処が恥ずかしいのだろうか。嫌そうな顔で舌打ちを零すジルにリゼルは首を傾げる。


「これ、恥ずかしいんですか？」


「よく見ろ」


見せたくもないが、と言うようにジルは目の前に現れた巨大な影の塊を斬り伏せ、嫌々と発展途上な己の姿を指さした。


『お前は一体何をした、ジルベルト!!』


『……別に、普通に俺が勝って、テメェが負けただけだろ』


『あり得る筈が無い！　あってはならない事だ！』


若いジルは鬱陶しそうに眉を寄せ、喘ぐように叫ぶオルドルの前から去ろうと踵を返す。


あ、とリゼルはその腕に視線を止めた。ついでに動きも止まってしまったが、さり気なくナイフを投げたイレヴンによって魔物の攻撃を受ける事はなかった。


「服、破れてますね」


「一撃食らった」


苦々しげに吐き捨てるジルを、果たしてこれは羞恥を感じる所なのかとリゼルは見た。


剣を握って一月程度の人間が、物心ついた時から厳しい訓練を積み続けてきた相手に一撃貰っただけで勝利したのだから誇っても良いだろう。そう考えていた横で、「あー成程」とイレヴンがあっさりと納得していたので、剣士特有の何かがあるのかもしれない。不思議に思いながら、受け入れがたい現実に茫然自失となるオルドルの姿が掻き消えるのを眺める。


ジルの回想なので、その後のオルドルの様子など窺い知れないのだろう。流石にそこまでは迷宮も万能ではない。筈だ。


「シャンデリアが反射して見にくいです」


「意外とゴーストって暗いトコで出ねぇッスよね」


「出ても見えねぇだろ」


さて討伐を再開しようと、目元に手をかざしながらリゼルは魔銃を上に向けた。


明確な核というものが存在しないゴーストは、いまいち討伐の基準が分からない。何発か撃ち込まないと消滅しないものもおり、なるべく連射するようにしている。魔力にはまだ余裕があった。


こういう魔物も、いつかとある魔物研究家が解明してくれるのだろうか。道のりに果てはなさそうだがと、シャンデリアの隙間を縫うように宙を舞うゴーストをまた一匹撃破する。


『リゼル、顔色が悪いよ』


そして、ふと聞こえた声。次の幻影が始まったようだと、三人はそちらを見た。


「リーダーの父さん出現率高くねぇ？」


「何ででしょう。良い年して親恋しくなってるんでしょうか」


「ねぇだろ」


ここに他の冒険者が居れば、何故幻影が始まるたびに全員で見ているのかと突っ込むだろう。本来ならば全員が全力で見ない振りをしながら、最速で戦闘を終わらせようと必死になるにも拘らず、三人はむしろ攻撃の手を控えて見物に回る。


『今までで一番辛いです』


『さて、お前の強情なところは誰に似たのかな』


その視線の先では、父と向かい合うように席に着いたリゼルがいた。大体先程のジルと年の頃は同じだろうか。今のところジルもリゼルも回を追うごとに良い具合に成長している。


そんなリゼルと父親の間には、白いテーブルクロスの上に並べられた料理の数々。どうやら食事中だ。


『流石にもう一週間もチーズ料理続きじゃ、料理人もメニューに困るだろう』


『でも、好き嫌いを無くす為なので』


あったのか、という二人の視線にリゼルは苦笑した。


確かに今のリゼルに嫌いな食材はない。二人は何でも食べるイメージをリゼルに持っているだろう。しかし、昔はあったのだ。


『この間、殿下に好き嫌いが多いって注意したんです。そうしたら、〝リズだってチーズ食べれねぇじゃん〟って言われちゃって』


『あの方の言葉づかいを真似てはいけないよ』


「だからってお前、解決方法が力技すぎんだろ」


「慣れればこっちのものだと思ったんですけど」


「リーダーって変なとこ潔いよなァ」


回想の中のリゼルは、黙々と料理を口へと運んでいた。


辛そうな顔を見せては無理を言っている料理人への礼儀がないと考えたのか。しかし常の穏やかな微笑みは鳴りを潜め、その顔色は白い。無心だ。


好きではないが、食べようと思えば食べられる。その程度ならば何の問題もなく食べるリゼルにとって、〝食べられない食材〟というのは本当に受け付けない食材だ。そんなチーズを初めて食べた時は、根性で飲み込んだら吐いた。顔色が悪くなるのも納得だろう。


「バレちゃいましたね」


「些細すぎんだろ」


「ジルもそうだったじゃないですか」


御馳走様でした、という言葉と共にリゼルと父親の姿が掻き消える。


「ランダムなら仕方無ねぇけど、どうせならもっとキッツいの見せてくれりゃ良いのに」


「基準は俺達の自意識なんでしょうね。自分が恥ずかしいと思わなければ、対外的に見れば羞恥となり得る行動でも出ないんだと思います」


魔物は順調に数を減らされていた。向かってくる魔物は大方殲滅し、後は不規則に空中を泳ぐ小物のみ。光の中に闇を一滴落としたように、黒い影は尾を引きながら〝フォン……〟と鳴き声なのか何なのか分からない音と共に縦横無尽に漂っている。


「ゴースト系は時々見ますけど、アンデッドってあんまり見ませんね」


「ここら辺じゃ出るとこ無ねぇしな」


「あったとしても止めといた方が良いッスよ。っと」


ふいに、イレヴンが双剣を仕舞いナイフを構える。魔力加工がされているのだろう。ゴーストへへと投げられたそれらが、直撃と同時に青い焔ほのおを散らした。


ふと、リゼルが疑問を覚える。たとえ飛行していようと魔銃で対応可能なのだし、普段のイレヴンならばアッチだコッチだと楽しそうにリゼルへ丸投げするだろう。後で回収が面倒な投げナイフを敢えて使う必要はない。


「（あぁ、成程）」


リゼルはその意図を察して、思わず破顔した。基準は自意識という予想に何か思ったのだろう。そもそも、今回のテーマに関しては最初から嫌な予感を覚えていたようだ。


「くせぇし汚ねぇしロクなもんじゃ」


『ッ……！』


聞こえた声に、イレヴンの口元が引き攣った。広間に映し出されたのは、とある室内と鮮やかな赤色。


『おこッ、って……！』


『大丈夫、まだ怒ってませんよ』


『……ッひ……』


『ほら、息を吸わないと。苦しいでしょう？』


赤く腫れた手首を震わせ、差し出された掌に必死に縋りながら、自らを守るように肩を抱いて低い机に縋りつく。机の上に散らばる髪が、嗚咽おえつに合わせて小さく揺らぐ。


伏せられた顔は横からでは窺えないが、握りしめた手に滴り落ちる水滴がある事を、リゼルはよく知っていた。


『ごめ、なさ……ッ』


許しを乞うかのように握った手へと額を擦りつけ、恐怖を抱いているにも拘らず離れる事を不安がる矛盾した姿を。


「ッッぎゃあああぁぁぁぁぁ!!」


直後、全ての音を掻き消すかのような悲鳴が上がった。そして声の持ち主の手から四方へとナイフが放たれる。物凄いスピードと威力で投擲とうてきされたそれらは、一つたりとも狙いを違わず魔物たちへと突き刺さった。


「ほら絶対こうなる気したんスよ、だって俺リーダーと会ってからしか羞恥心とか感じた事ねぇし⁉　自意識とかリーダー言うから絶対最近のことだし⁉　ほら扉開くから早く扉開くの遅っせぇな早く開けよ!!」


大混乱だ。


いつもならば偽の感情すら用意してまで本心を隠すイレヴンだが、もはやそんな余裕もないのだろう。普段は比較的血の気の薄い肌を赤く染め、リゼルとジルの元へと猛然と迫る。


「ほら早く……ッ……ックッソ動かねぇなニィサンはよォ！」


「良いじゃないですか、一度見てるんですし」


「一度も見られたくねぇもん目の前でリピートされてる俺の身にもなって欲しいんスけど！」


イレヴンは押しても一歩も動かぬジルの踵を後ろから全力で蹴り付けた。しかし動かない。懐かしいですね、懐かしいな、としみじみと見ているリゼル達は何なのか。嫌がらせなのか。からかっているのか。面白がっているのか。多分全部だろう。


「ほら早く！　行けって！」


微動だにしないジルを放って、イレヴンはリゼルの腕を掴む。どうせリゼルが来ればジルも動くだろう。そうして駆け出したイレヴンに、ついに強制連行されるようだとリゼルは苦笑しながら足を動かした。


「そんなに恥ずかしがらなくても」


「無理!!」


流石は別名〝最悪の迷宮〟、やる事がえげつない。






第三階層〝ＰＬＥＡＳＵＲＥ快楽〟。


「快楽ねぇ……要はヤッてるトコが映るっつうこと？」


「すごく居た堪れないですね」


憔悴しょうすいしながらも、それなりに回復したイレヴンが嫌そうに銀のプレートを見上げる隣。ほのほのと笑って同意するリゼルに、彼はその笑顔で同意して欲しくなかったと顔を覆った。


ジルが呆れたようにそれを眺める中、リゼルは躊躇いもせず扉へと手をかける。潔い。


「快楽といっても色々あります。どうしたって一人目が映るのは避けられませんし、もしそうだったら運が悪かったという事で」


「リーダー男らしい！」


そして映し出されたのは、何処かの賭け場で床に這いつくばった男を見下ろすイレヴンの姿だった。男の視線は憎悪に彩られ、血走った目でその姿を見上げている。


しかしイレヴンは嘲笑を隠さずその姿を見下ろし、ぱかりと口を開けた。毒々しい程の赤。片手でコインを器用に操り、机の上に積まれた金貨の山にそれを投げる。


『イカサマ？　デキレース？　当たり前のコトにキレてんじゃねぇよ雑ざァ魚こ。お綺麗な勝負がしてぇならガキ相手にトランプでもしてろ』


「てめぇ最低だな」


「イレヴンにとってコレは快楽なんですか？」


「え？　自信満々に挑んできた奴を無様に返り討ちってすっげぇ気分良いじゃねぇッスか」


特にイカサマだと気付いてる癖に挑んでくる奴が良い。そもそも見破れない方が悪いような賭け場。見破れず、途中で勝負を下りることも出来ず、追い詰められて絶望する顔が最高。身動き取れなくなってキレて殴りかかってくる奴を地面に這いつくばらせるのがまた格別。


当たり前のようにそう語るイレヴンだが、リゼルとジルには到底理解出来そうもなかった。


「変な恨みは買わないように」


「最近は気ィつけてるからだいじょぶ。リーダーに行かないように」


「なら良いです」






快楽が性的欲求に限定されないことが分かり、イレヴンが二人の分も見たいと主張した為に殲滅後も三人はその広間に居残った。そういうシーンが出たらそっと部屋を出る事が条件だ。


リゼルはベッドでまどろみながら、最も夢中になれた本を読んでいるところ。本を読んでいる間は基本的に眠気に襲われる事がないリゼルにとって、極稀に訪れるその瞬間は酷く心地の良いものなのだろう。


そしてジルは何処かの崖の上で、巨大な竜と戦闘しているところが映し出された。他のパーティがこのお題に当たった場合、そのパーティの内の大半はイレヴンの言うシーンが幻影として現れる事を思えば、何とも健全な結果で終わっただろう。


ちなみにそういうシーンが映し出された冒険者の精神は死ぬ。






第四階層〝ＡＮＧＥＲ憤怒〟


揺らぐ広間の中心を見て、今度は誰が先だろうとリゼルは近くの魔物を撃ち抜き、少し不謹慎ながら楽しみに待っていた。


幻影はゆらりと足元から作られていく。黒が大部分を占める足元と、靴の底から広がっていく煉瓦れんがを並べられたような床の模様。何処かで見たような気がするなと記憶を辿る。人物は言うまでもなくジル、そして煉瓦の模様だけでは確定しにくいが、恐らくあれば。


『私を追う───……』


「え？」


直後、襟元を掴まれたリゼルは広間に並ぶ太い石柱の後ろに隠された。


一瞬の事だが、確かにジルがそうしたのだろう。自分が隠れなければいけない程の強敵などいなかった筈で、そうだとしても視界から外すような真似を彼は好まない。ならば、そういう事だ。


「あーもう、あの人が本気で動くと怖ぇんスよ。避難、避難」


バキンッと何かが砕ける音と共に、慌ててリゼルと同じ柱の裏にやってきたイレヴンがグシャリと前髪をかき混ぜた。それでも後ろを覗こうとはしないリゼルを、彼はちらりと見る。


「見られたくないなら見ませんけど、ちょっと気になりますね」


「あー……特にリーダーには見られたくねぇんじゃねぇの。俺も見せたくねぇし」


時間にしてわずか十秒弱。柱の裏から聞こえる鋭い風切り音が消えた。


聞こえるのは幻影により再生されている破壊音のみ。一体何をそんなに怒って暴れる事があったのだろうか、と視線を流す。ジルが戦闘中に周囲を破壊する事は少ない。


ジルが見せたくない。そしてイレヴンも見せたくない。ふと、思い当たる事があった。あの時は、周囲の状況を途切れ途切れにしか把握出来なかったが。


『───、………よ』


ジルの声がした。低く少し掠れた声は、潜められてしまえばよく聞こえない。


だが、それで良い。リゼルは目を伏せて微笑み、柱の裏を通り魔物の殲滅で開いただろう扉へと向かう。その視線が広間の中央へと向けられる事は一度もなかった。


こういう踏み込んで来ない所が楽で良いと、その隣を並んで歩き出したイレヴンが目を細める。


「任せちゃいましたね」


「単独行動咎めるべきだろ」


扉を潜り、数歩前へ。続いて広間から出てきたジルをリゼルは振り返った。


呆れたように溜息をついている姿は普段通り。しかし顰められた顔はガラの悪さを増しているのを見て、揶揄うような笑みを浮かべてみせる。


ジルが最高に嫌そうな顔をしている時、その時はつまり。


「恥ずかしいんですか？」


「え、マジで⁉　ニィサンも俺と同じ目に遭うとかマジざまぁ」


取り敢えずイレヴンは一発貰った。


さて次はボスだ、と歩いていくリゼル達の後ろでゆっくりと扉が閉まっていく。その大きさ故に重々しく閉じられていく扉。その少しずつ埋められていく隙間の向こう側に残されたのは、憤怒というには凪いだ瞳だった。


しかし、その奥深く。無理に抑えつけられ秘められた感情が、暴れるように揺らぐ。


『手に入れて浮かれんのは分からねぇでもねぇが』


崩れ落ちた城壁の中、この惨事を引き起こす元凶となった男の腹から大剣を引き抜いて彼は告げる。


男へと伝えるようで、誰へも向けられていない。そんな声が、ぽつりと静寂な広間へと落とされた。


『弁えろ』


そして扉は音を立て、その過去を閉じ込める。






その後、無事に依頼を達成してリゼル達はギルドへと戻って来た。


受付からじっと見つめて来るスタッドに依頼の終了手続きを頼み、報酬を受け取る。その場で三等分してジル達へと金貨を渡すリゼルは、相変わらず一般的な報酬の分配方法など知る由もない。


「結構面白い所でしたね」


「えー、俺もう行きたくねぇんスけど」


金貨を受け取ったイレヴンが、唇を尖らせて眉を寄せる。


人の過去ばかり見られるなら確かに面白いだろう。しかし自分の過去も遠慮なく映り、それを他人に見られるのは想像以上に悲惨だと彼は今回痛感した。


「ジルは？　そこまで嫌じゃないって言ってたし、もう一度ぐらい」


顔を顰めたジルに、リゼルは素直に諦める。


そもそもジルが迷宮に入る前に対して難色を示さなかったのは、以前は見られて困るような内容も、困らせるような内容もなかったからだ。一人で冒険者をしていた時にあの迷宮に入ろうと何の問題もなかった。


しかし今は違う、今日それに気付いてしまった。一人ならばマシだが、魔物も特に魅力を感じない。暇つぶしに潜ろうとも思えない。恐らく、もう二度と行かないだろう。


「意外とジャッジ君とかスタッド君とか誘ったら来ないでしょうか」


「リーダーちっせぇあの二人見てぇの？」


「結構見たいです」


ジルは溜息をつき、ただ止めておけとだけ忠告しておいた。







68．


王都は酷くざわついていた。


建国祭のような陽気さはないが、期待と憧憬どうけいを多分に孕んだ空気は十分に人々を煽る。子供は走り、大人は歩き、普段は街から出ないような人々も今日ばかりは南の城門へと集った。


誘導されるままに門を潜り、とある準備が進められる城門前の平原を期待を込めて見渡す。絶対安全の保証のない城壁外だが、今日ばかりは心配ないだろう。徹底して警備が固められ、戦う術を持たない人々でも不安なく王都の外で過ごしていられる。


「（さっさと用事を終わらせて帰りたいというのに、無駄な行事に付き合わされるとは）」


そんな門の外へと流れる人波に逆らうように、闇色の髪を持った美貌の男が歩いていた。


落ち着きある壮年の年頃だが、濃い隈が目立つ沈んだ赤色の瞳は鋭い。人によっては苛立っていると取られかねないような足早に歩く姿にも、すれ違う女性達は思わず視線を送らずにはいられなかった。周囲と一線を画する雰囲気、それも原因なのだろう。


男は人混みを抜け、城壁沿いを歩く。そして城壁内へと入る扉を見つけると、見張りに立つ騎士へと躊躇せず近付いた。


「本日、この上は当行事の関係者である方々の貸切となっております」


「呼ばれていなければ来ない」


送り付けられた招待状を、押し付けるように渡して男は扉を潜った。


慌てて招待状を確認した騎士がその宛名を見つけ、まさかと振り返る。しかし男がその視線に応える事はなく、石造りの狭い空間に折り重なるように存在する階段を黙々と上っていった。


城壁の上へと続く階段は、ランプに照らされているものの薄暗い。やがて出口が近付くと、天井に四角く切り抜かれた青空が見えた。


差しこむ光に眉を寄せながら、空に近い位置へと足を踏み出す。


「風が強いな……」


ざぁ、と髪を揺らす風に鬱陶しそうに呟きながら周囲を見渡した。


高い城壁の上は風が少し冷たいが、快晴のお陰か寒さまでは感じない。等間隔に作られた観覧席は既に埋まり始めていた。関係者というが、ほとんどが行事に関係のない物見遊山なのだろう。


暇な事だと内心で毒づき、今日自身をこの場に呼びつけた元凶を探す。


「シャドウ、此処だ！」


「却下だ。大声を出さずとも聞こえている」


シャドウは鋭く舌を打ち、観覧席後ろに作られたスペースを歩く。


レイという男はただでさえ目立つ男だった。同じ年だというのに未だ少年のような快活さを残し、しかし年齢に見合う落ち着きを以って人の目を引き付ける。金の髪が青い空に映え、憲兵のトップという立場に見合う格好に着飾った姿は、用意された仕立ての良い椅子に似合っていた。


「直接顔を合わせるのは何時ぶりだったかな」


「去年、頼んでもいないのにお前が勝手にマルケイドへ来た時以来か」


「おや、意外と最近だね」


まぁ座りたまえ、と促されてシャドウはドカリと椅子に座って足を組む。貴族にしては乱暴な座り方は苛立ちの為か。仕事中毒の名を欲しいままにする彼は、本当ならば今も商業国で机に向かっている筈だった。


「しかし、流石は一度も社交界に顔を見せた事のない商業国領主の登場なだけある」


面白がるように笑ったレイが、肘置きに身を預けながら告げる。


「見たまえ、周囲はこぞってお前を見ているようだ！」


「不愉快だ」


シャドウが公に顔を出したのは大侵攻の一回のみ。以降は、たとえ商業国内でも一度も姿を見せていない。本人は変わらず視察として歩き回っているのだが、リゼルの眼鏡が大活躍だ。


何せ、知人の目の前で名乗っても誰だと言われる。あまりの効果の強さに完璧な便利さかと言われれば微妙な性能だ。流石リゼルの迷宮品なだけある。


よって、変わらず見られる事に慣れていないシャドウが集まる視線を好む筈がない。それが好奇に溢れているとなれば尚更のこそ。


「特に淑女しゅくじょたちが大喜びのようだね。そろそろ身を固めたらどうだい？」


観覧者のグループごとに席が纏まり、左右の間隔をとられている観覧席。それらを区切るのは背の低い支柱しか存在せず、見通しは非常に良かった。


姿を隠し続けていた商業国の領主が遂に訪れると聞き、わざわざ姿を隠してきたのだから人に見せられるような容姿をしていないのだろう、壮年というのに妻を娶めとらないのだからさぞ性根の悪い人物なのだろうと面白可笑しく囁き合っていた淑女達は、今や頬を染めて驚愕を浮かべている。そんな姿も筒抜けだった。


「却下だ、そんな暇は無い」


しかしシャドウはそれらに視線を向けない。


レイが肩を竦めた。いつ会っても仕事一筋な友人を、この場に引っ張って来られたのが奇跡のようだと思わずにはいられないというように。尤も、引っ張る事が出来たのもレイ自身の力ではないのだが。


「わざわざ見送りに来るとは随分と丸くなったらしい」


「お前に言われたくはない」


「確かにその通りだ！」


間髪いれず返した言葉に、レイが声を上げて笑った。


機嫌の良いその姿を一瞥し、シャドウは微かに眉を寄せる。以前、直接顔を合わせた時のレイと今の彼とでは何かが違うと悟ったからだ。それは、互いに。


「彼の名前を出しても来るか来ないかは半々だったが、書いてみるものだ」


シャドウは、一週間ほど前に自らの元へと届いた手紙を思い出した。


隣に座る男から不定期に届く、大抵はコレクション自慢の手紙だ。時折重要な情報が書かれている事もあるので、完全に無下には出来ない所が忌々しい。しかし先日届いたそれに書かれていたのは、とある冒険者がこの国を離れるというものだった。


思わず眉を寄せたのをインサイに見つかり、事情を知られ、「行って来い行って来い」と追い出されたのは一生の不覚だ。それがなくとも来た可能性も、全くないでもないが。


「王都ここでも彼らが国を離れると最近は専ら噂でね。冒険者が国から国へと移動するのは普通だろうにと、彼自身は笑っていたが」


「意図しても意図せずとも周囲を振り回す奴だ。らしいと言えばらしいか」


「そこが魅力だろう？」


唇を吊り上げるレイに、そういえばコイツも振り回す側の人間だったなとシャドウは顔を顰め、一度振り回される側に立ってみろと吐き捨てる。一度その苦労を知れば、そう軽々と肯定など出来はしないだろうに。


だが、そうなれば本望だとレイは笑う。随分と幸せな頭をしていると舌打ちし、足を組み替えた。


「そうだ、その眼鏡はどうしたんだい？」


ふいに、レイがシャドウの胸元に差し込まれた眼鏡を見た。


「自分で選んだようには見えないが」


良い人から貰ったのかと、興味深そうに眺める姿にシャドウもちらりとそれを見下ろす。


確かに自身で選ぶのならば、全く違うものを選ぶだろう。そんな事を思いながら、シャドウはまるで挑発するように目を細めてみせた。珍しい、と意外そうなレイへとやり返すように唇の端を吊り上げてみせる。


「貰い物だ。お前の気に入っている冒険者から、極上の迷宮品のな」


「幾らでも出そうじゃないか！」


「却下だ」


即座に食い付いたレイを鼻で笑い、少しばかり気分が晴れた気持ちで城壁の向こう側を眺めた。広がる平原では、集められた人々が並びを整理されながらざわついている。


「さて、そろそろ時間だね。もう来ると思うんだが」


当然譲って貰える筈がないと分かっていたのだろう。レイは惜しみもせず、いや少しぐらいは惜しいと思いつつ、背を反らすように城壁の上を見回した。


その言葉に、シャドウはやはりと並べられた椅子を見る。その数はレイとシャドウ、そして残るは三人分。加えて酷く楽しそうなレイを見れば、待ち人の予想は容易についた。






しばらくして再び城壁の上がざわめく。現れたのは、三人の冒険者だった。


「すっげ、超ＶＩＰじゃん」


「幾ら招待状を持ってるっていっても、あんなに簡単に通れて良いんでしょうか」


「冒険者だと思われてねぇからだろ」


見知った者は彼らの登場にざわめき、見知らぬ者は何故それ程にと首を傾げる。確かに見知らぬ貴族ではあるがと、首を傾げる者達の視線は確かにリゼルへと向けられていた。


痛い程の注目を浴びながらも三人は全く気にとめた様子がない。堂々としているというよりは、悠然としている。そんな三人を見て、初見の者はまさか彼らが一介の中位冒険者だとは夢にも思わないだろう。


「リゼル殿、こちらだ！」


呼びかけられ、リゼルは城壁の下へと向けていた視線を上げた。


このイベントに参加すると伝えた際、招待してくれたのがレイだ。呼ぶように持ち上げられた掌に微笑み、風に煽られる髪を押さえながら歩を進める。そしてふと、レイの隣に座る人物を見つけて目を瞬かせた。


「本日はお招き感謝致します、子爵」


「固い！」


「すみません。でも、伯爵が来ているとは思いませんでした」


「同意しよう。私も来るつもりは無かった」


ぶっきらぼうな口調に苦笑し、リゼル達は座るレイ達の前で立ち止まった。


椅子を勧められ、しかし断る。どうせ演習が始まれば立って見学するのだ。表に出る事のない商業国の領主とも、平然と言葉を交わす姿に驚愕する者も多い中、穏やかにリゼルは言葉を紡ぐ。


「マルケイドはどうですか？　少しは落ち着いたでしょうか」


「完全な復旧とは言えないが、元の賑わいは取り戻している。城門の修復もようやく終了した所だ」


「なら魔力装置ももう要りませんね」


「ああ、じき取り壊す事になるだろう」


支配者が自らの魔法の為に用意していたもので、今はリゼルとエルフによって商業国を守る為の魔力防壁を張り続けている装置。皮肉な事だと鼻で笑うシャドウだが、しっかり活用するのだから商業国を守る為ならば憎い元凶でも利用する辺り、そこに感傷など一切ないのだろう。


「勿体なくねぇ？」


「元々あんな強力な魔力装置なんて長持ちしませんよ」


早く始まらないかと草原を眺めていたイレヴンの疑問に、リゼルは考えるように視線を流した。


「ちゃんと機能したのなんて十日も無いんじゃないですか？」


「その程度だな」


シャドウも頷く。今では、もはやないよりマシ程度の効果しかない。


動かない魔力装置などただの置物だ。リゼル達が他者の干渉を受けないように結界専用としたので、他に使いようもない。それでも放置して無法者に変に利用されても不都合だ、取り壊すのが妥当だろう。


「希少な材料も使われてそうですし、使える部分はオークションとかに回しても楽しそうですね」


「サルスが何も言って来なければな」


苦々しげなシャドウに、なかなか苦労しているようだとリゼルは苦笑する。


実際、未だにパルテダールとサルスは慎重な対応を重ねているようだ。ある程度の決着は付こうとも、細かい折り合いというのは話し合いを重ねるしかない。事態の中心にいたシャドウも面倒な事が多いらしく、今回の王都来訪もその話し合いへ出席する為だという。


「リゼル殿がサルスを選ばなかったのは英断だね。私も、事が落ち着くまではあまりお勧めはしないとも」


「ですよね」


ならば良かったと頷くリゼルに、そういえばとシャドウが眉を寄せながら椅子の横に置いた革のアタッシュケースを持ち上げた。膝に乗せて開く。


当然だが空間魔法付きだ。ケースの中にはタールを流し込んだような漆黒が見えた。


「インサイから土産を持たされている」


「俺たちにですか？」


城壁に凭れていたイレヴンが何だ何だと近付き、リゼルの後ろに立っていたジルもそれを見下す。三人の視線を受けたシャドウの手首が闇に埋まり、そして何かを取り出した。


差し出されたのは小さな紙袋。それを向けられた先のリゼルは何が来るのかと楽しそうに受け取り、そして見ても良いかを確認して紙袋を開いた。覗き込めば、宝石のような小さな玉が詰められた瓶が一つ。


瓶自体も細かな細工が施されており美しい。流石はジャッジの祖父だと、それを見たリゼル達三人の内心が思わず一致する。


「これは？」


小さな飴玉か、大きな宝石か。飾れる程に美しいそれを光に透かし、問いかけるリゼルにシャドウが答える。


「酔い止めだ」


「あ、助かります」


一緒にそれを眺めていたイレヴンが咄嗟にリゼルを二度見した。魔鳥って乗った事ないから少し不安で、などと宣のたまう姿にそれで良いのかと突っ込みたい。


何というか、微妙に価値観がずれている。恐らく普通に宝石を貰うよりリゼルは喜んでいるだろう。


「噛まずに舐めていろ、と聞いている。酔うようには見えないが使え」


「変なところで酔うって最近気付いたので嬉しいです。有難うございます」


「伝えておこう。次は一刀、お前だ」


「俺にもあんのかよ」


ジルは差し出された箱を訝しげに受け取る。リゼルの隣でイレヴンが「三段オチの気配がする」などと呟いているが全員聞こえないフリをした。


ひょい、とリゼルが手元を覗きこむのを好きにさせながらジルが箱を開ければ、中には整然と並べられた剣の手入れ道具があった。基本的に消耗品なので有難いは有難いが、〝実は剣の手入れさぼっとるじゃろ〟とインサイの副音声が聞こえて来るようだった。


「してるっつの……」


「ジルはマメですもんね。案外、マメだから早く無くなるだろうって事かもしれませんよ」


可笑しそうに笑うリゼルに、それはそれで嫌だとジルは顔を顰めた。とはいえ、手にしたそれは見るからに一級品。くれると言うなら貰っておいて損はないと、ジルはその箱を自らのポーチへと仕舞った。


「次は」


シャドウがイレヴンを見る。ん、と当然のように伸ばされた手に眉を寄せながら、手のひらサイズの箱を取り出して渡した。


「あ、凄ぇまとも」


「それ、何ですか？」


「艶消しッスよ。ナイフに塗っとくと夜とか便利」


確実にイレヴンの正体を見抜いた上での物騒な贈り物だ。本人が喜んでいるから良いかと頷くリゼルだが、ふと箱と艶消しのケースとの隙間から小さな紙が覗いているのを発見する。


「イレヴン、何か入ってますよ」


「んぁ？　ジャッジの爺さんから手紙とか意味分かんねぇ」


イレヴンが手紙を引き抜き、広げる。


『天井の修理代払わんかい』


そしていやに具体的な金額。ぐしゃりと握り潰した。


必要だったんだししょうがないじゃん、だの金持ちの癖にケチ臭い、だのイレヴンはひたすら文句を言ったが、最終的にリゼルが払おうとすると諦めたようにシャドウへと書かれた金額を渡していた。


恐らく嫌がらせだろう。インサイは国から国を移動する貿易商だ、フォーキ団に荷物を狙われたのも恐らく一度や二度ではない。正体に勘づいていると土産で知らせてからの、流れるような嫌がらせ。破天荒なインサイらしいとリゼルは笑う。


「奴の孫にも大量の土産と大量の手紙を押し付けられているが」


「あ、預かります。後で会う機会があるので」


そして、彼のジャッジへの溺愛は欠片も薄れない。


それを直接目撃していないイレヴンは、言葉通りシャドウにより次々とケースから取り出される大量の土産と手紙を見て引いている。ただの孫可愛がりとはもはや言いきれない量だ。


シャドウも心底嫌そうなので押し切られたのだろう。領主相手に強く出られるとは、年の功というものは素晴らしい。


「私には無いのかい？」


「却下だ」


からかうように伸ばされたレイの手を、払うように避けているシャドウにリゼルもポーチへと手を伸ばす。折角だし何かお返しが出来ないかと思ったからだ。


だがそれは、気付いたシャドウ本人に止められてしまった。


「土産というより餞別せんべつだ。お前はただ受け取れば良い」


「貰いっぱなしは気になるんです」


「同意しよう。だが、そう思うなら私は尚更何も受け取れない」


シャドウの片手が胸元へと動き、差し込まれた眼鏡を覆うように添えられる。彼の紅玉の如き瞳は真っすぐにリゼルを射抜き、その仕草はまるで目の前の存在に侍るようであった。あるいは何かを誓うようでもあり、そして差し出すようでもある。


ざっと抜ける風が、向かい合う二人の髪を揺らす。


「私はもう、十分過ぎる程に与えられている」


それは迷宮品だけを指している訳ではないのだろう。大侵攻での恩か、それに関する配慮か、それともそれら全てなのかどれでもないのか。リゼルはそんなシャドウを静かに見下ろし、後ろから吹く風によって乱れた髪を耳へとかける。目を伏せ、畏れ多い事だと微笑んだ。


随分と過大評価されている。強く影響を受けただけに過ぎない紛い物の自分に向けられるそれは、唯一の本物を知らないからなのだろう。望まれないと知りながらそう考えてしまうのは、自分本位なのだろうとは思うが。


「じゃあ、また今度お土産を買った時にでもお返しする事にします」


笑って告げたリゼルに、シャドウは鼻を鳴らして腕を組む。


「おや、羨ましいことだ！」


「勿論、子爵にも」


そしてリゼルは、ふいにイレヴンに服を引かれて振り返った。呼ばれるままに城壁の縁に近付いて草原を見下ろせば、其処にはぴょんぴょんと飛び跳ねながら此方に向かって手を振る見知った子供達の姿がある。


貴族になんて真似をと慌ててそれを止めようとした親達が、しかしその手を振る先にリゼルがいるのを発見して真顔になったのが見えた。リゼルがひらりと手を振り返すと、ざわめきに紛れて無邪気な喜びの声が届く。






「彼はかわすのも上手いだろう？」


その背中をじっと見るシャドウに、レイはくつくつと喉を鳴らしながら告げた。シャドウがじろりとその笑みを一瞥し、癖になっている舌打ちを零す。


「却下だ、予想通りに過ぎん」


「確かにね。私としても、本気で彼が応えてくれるとは思っていない。ただ、理想を知ってしまえば、今まで真実だと思っていたものでも容易く価値を失うものだ」


前を見据えたまま交わされる会話は、風に掻き消されて互い以外には届かない。誰も彼らの会話に気付けない。気付いたとしても戯れだと笑うだろう。


その会話の本質など、その存在を思い知った者にしか理解出来ないのだから。


「私達の王になってくれなどと、彼は決して頷いてくれないのだろうね」


肘を突いたままレイは快活な瞳を細め、腕を組んだままシャドウは鋭く前を見据える。


二人の視線の先には唯一人がいた。何一つ自らの本質を掴ませる事などしない癖に、他者の本質を容易く見抜き、変化を起こしながらも相手の本質を変えることは好まず、甘やかす事はあれど双方の価値を貶めるような甘えは許さない支配なき支配者。


穿うがち過ぎかと言われようと、誰にも完全に否定など出来はしまいと笑ってみせよう。


「おや」


「……過保護な事だ」


ふいに何かが体を通り抜けるような、背筋を駆け上がる奇妙な感覚が二人を襲う。それは悪寒と呼ばれるものに似ていた。レイは唇を吊り上げ、シャドウはぴくりと片眉を上げた。







    
  
  




二人を見据えるのはリゼルの両側に立つ黒と赤。振り返ったその表情は逆光で影となり窺えないが、その視線が射るように向けられているのは確かだ。その腕が剣に伸びる事は決してないが、リゼルの望まぬ何かがあれば躊躇う理由もないとはっきりと伝えてくる。


レイが残念だと軽く両手を広げてみせた。一瞬の攻防は直ぐに決着を迎え、向けられた威圧が解かれる。


「あ、そろそろ始まりそうです。騎士の行進は綺麗ですね」


「えー、俺何か笑えてくんスけど」


「ガキか」


何事も無かったかのように平然と話を続ける姿に、良くやると鼻を鳴らしたのはシャドウだった。その横でレイが声を上げて笑う。


「はっはっ、牽制されてしまった！」


「されるに決まっているだろう、馬鹿が」


シャドウは自分を巻き込んでくれるなと舌打ちし、望まぬ事をさせるつもりはないと声なき声で零す。元々、レイ同様に実現するとは思わぬ憧憬でしかないのだから。


別に国を興せと言っている訳ではない。何処ぞの国を乗っ取れと言っている訳でもない。ただ貴族の理想形を、リゼルへと侍る事に見たと。それだけの話だ。


「まぁ、諦めはしないがね」


金の瞳に思慮を浮かべて落ち着いた声で零したレイに、だから口には出すなとシャドウはもう一度強く舌打ちを零した。






注目を集める事を目的とした笛の音に、リゼル達は平原で整列を終えた騎士達を見下ろした。リゼル達同様、城壁の上には座っていては良く見えないと立って眺める者も少なくない。


視線の先、観客や此方へ真っ直ぐに視線を向けて、高らかに演習の開始を宣言している姿は正しく誇り高い騎士そのものだ。


「長ぇ前フリとかいらねぇからさっさと始まんねッスかね」


「大切な事ですよ。特に、今回はサプライズがあるからちゃんと宣言しておかないと」


騎士らが王への宣誓を終え、両陣営へと分かれていく。今回の公開訓練は、騎士同士の模擬戦のようだ。統率の取れた集団戦術は彼らの十八番、素晴らしい陣形を展開してみせてくれるだろう。


騎士団というならばオルドルもいる筈だが、皆鎧で顔まで隠れていて見つける事は出来なかった。普段は有能だという彼の姿も一度見てみたかったが、必死に探すまでではない。彼がジルを見つけて不調になっては困るなとは思うが。


「今回の公開訓練は、とある国の軍との連携を目的としている！」


左右へ陣形を広げた騎士達とは違い、それら全てを見渡せる場所に立つ騎士が声を張り上げた。来た来た、とイレヴンが面白そうに呟く。


「両国の確かな友好を示す為、守るべき民に国の境は無いと証明する為。遠き国から手を伸ばしてくれた！」


一体何のことだと観客達がざわついた。


見渡す限りの平原に、騎士の言う他国の軍など見当たらない。疑問が膨らんでいく中、観客らの中で最初に気付いたのは、父親に肩車されながら空を眺めていた子供だった。


あっと指差された空を父親も見上げ、青い空にぽつりぽつりと浮かぶ幾つもの影に目を見開いて隣に立つ妻をも促す。その波は徐々に広がり、誰もが空を見上げながら声を呑んだ。よもや魔物かと、不安が広がりきる前に騎士は声を張り上げる。


「アスタルニア王国魔鳥騎兵団、我らが友人の到着である！」


影は瞬く間に大きくなり、姿を現した巨大な魔鳥が縦横無尽に空を駆け回った。自らのすぐ上を通り抜けていく鮮やかな姿に観客は興奮の悲鳴を上げ、肩車された子供は一瞬目の前で羽ばたき制止してみせた騎兵へと満面の笑みで必死に手を伸ばす。滑るように宙を舞う姿で大いに場を沸かせながら、自由に飛行する姿に誰もが目を奪われていた。


「相変わらずアスタルニアは盛り上げ方を分かっているね！」


「あの機動力があれば流通も変わるんだがな」


城壁の上を鮮やかに交差し、旋回し、魔鳥の鳴き声を響かせながら飛び回る姿を見上げ、零された感想は各々の性質をよく表していた。


魔鳥の上で槍を掲げ、目の前を通り過ぎた騎兵をリゼルも感心したように目で追う。一瞬遅れてきた風が顔にぶつかるのに目を瞬かせ、そして何匹もの魔鳥が羽を広げる空を見上げた。騎士らと違い、軍としての風格を持ちながらも自由を感じさせる彼らは、戦いに縁のない人々にとっても分かりやすく派手で凄くて魅力的だ。


「見栄えのする方達ですね。魔鳥も思ったより大きくて鮮やかだし、どんな戦い方をするかとても気になります」


「戦やりにくそうではあるけど、問題ねぇっしょ」


「お前の得物なら相性良いんじゃねぇの」


果たしてそういう話をしていただろうか。攻撃を仕掛けられる瞬間にあそこを斬り落として、いやそれより手綱を奪ってと話し合うジルとイレヴンを思わず眺め、リゼルはこの二人も大概だなぁと頷いた。


そして、見物人たちを煽るように飛び回っていた騎兵達が徐々に集まり出す。二手に別れ、両陣営の上で同じく隊を編成して互いに向かい合った。


「リゼル殿、そろそろ座ったらどうだい？　訓練といえど本格的な戦略戦だからね、直ぐには終わらない」


「有難うございます」


リゼルは微笑み、開始を宣言する声と上がる歓声に背を向けた。






公開訓練の為に極力魔物を遠ざけた草原は、訓練後はそのままアスタルニアの兵達が腰を落ち着ける場となる。それが決して冷遇ではない事を、未だ草原の安全を守る為に配置された王都側の警備が示していた。


大迫力の公開訓練が幕を閉じ、騎士が整列して凱旋がいせんの様に城へと去っていく姿を見送った観客達が、興奮混じりに国内へと戻っていく。ちなみに魔鳥に大興奮の子供達を親が引き摺って行く光景がそこかしこで見られた。


残るのは関係者のみ。名ばかりの関係者席も、極一部の本当の意味での関係者を残して閑散としている。


「いや、そのままで良い。騎士の減った城内にも問題はないね？」


その内の一人であるレイが報告に訪れた憲兵へと指示を出すのを聞きながら、リゼル達はシャドウも交えてのんびりと雑談に興じていた。その時、ふと何かが聞こえたような気がしてリゼルがジルを見る。


「今、呼ばれませんでした？」


「下」


示されたのは城壁の向こう側だった。


リゼルは椅子から立ち上がり、どれどれとそちらへと歩く。付いてきたイレヴンも一緒になって覗き込めば、城壁の下から此方を見上げる翡翠色があった。


口元に手を当てているので、確かに彼が呼んだのだろう。リゼルは微笑みながら、聞こえたと伝えるようにひらりと手を振ってみせた。


「誰だ」


「Ｓランク」


後ろで交わされているジルとシャドウとの簡潔すぎるやり取りに苦笑を零し、此方も口元へと手を当てて呼びかけた。身を乗り出すリゼルに、その襟元をすぐに掴めるようにイレヴンが手を添えている。


「ヒスイさん、戻ってたんですね」


「約束したしね。随分凄い席にいるけど何？　依頼？」


「御厚意です」


今更驚きはしないが、ヒスイは呆れながらも釈然としない気持ちを持て余していた。これでＳランクならばこんな思いはせずに済むのだがと、まだまだ中級なＢランク相手に思いながら彼は上を見上げ続ける。


「流石に僕が上に登る訳には行かないし、下りてきて貰って良い？」


「分かりました」


リゼルは可笑しそうに笑って、了承を示すようにもう一度手を振った。


ヒスイの言葉はつまり、登っても問題がなければ登って来たという事だ。招待状がなければ騎士に阻まれる城壁の上に、つまり階段など用いずに登る事が出来ると彼は平然と告げた。ヒスイが立っている地上から、そのままこの場所まで。


どんな方法を使うか分からないが、常軌を逸した身体能力を必要とする筈だ。Ｓランクとは冒険者として一線を越えた者だけが存在する領域なのだと思えば、出来るのかなどという疑問すら浮かばない。


「流石はＳランクですね」


「ナイフ何本かありゃ俺も出来るッスよ。ラクショー」


「ジルは？」


「出来んじゃねぇの、やった事ねぇけど」


Ｓランクは遠いなぁとリゼルはほのほの笑った。自分には到底出来そうもない。


「俺もいつか華麗に城壁を登ってみたいです」


「門から入れ」


シャドウに突っ込まれた。もっともだ。


「出発かい？　リゼル殿」


憲兵との話を終えたレイが、椅子へと落ち着きながら微笑んだ。


「はい、伝手も辿れたようですので」


「いや、王都が寂しくなるな」


快活に笑うレイに、リゼルも流石に言い過ぎだと苦笑をせずにはいられない。


ジルも立ち上がり、イレヴンも歩み寄って来る。あまりヒスイを待たせる訳にはいかない。リゼルはレイ達と軽く挨拶を交わし、そして踵を返す。


「では、また」


目元を緩め、最後にそれだけを告げてリゼル達はレイ達と別れた。






その背を、レイとシャドウは視線を逸らすことなく見送り続ける。


「また、か」


ふいに、レイが空を見上げた。


以前リゼルと話した時には、この国へと戻ってくるかは分からないと告げていた。どうやら少しばかり遊ばれてしまったようだと、笑みに滲む口元を覆う。


手紙で聞いていた話と違うと言いたげに睨みつけてくるシャドウに笑い、そして彼は高らかに声を上げてリゼルを呼び止めた。


「君が帰る日を楽しみにしているよ、アスタルニアの迷宮品もね！」


「……絶対に厄介事を持ち帰るな」


振り向いたリゼルへ、レイは両肘を足へと乗せるように体を前へと倒してみせ、シャドウは視線を逸らしながらも組んだ手を一瞬だけひらりと広げてみせる。リゼルが応えるように顎を上げ、そして嬉しそうに目元を緩めた。


そして彼は平然と背を向け、振り返らずに去っていく。青い空の下、快活な笑い声が城壁へと響いていた。






「急がせた？」


「いえ、大丈夫です」


「そう」


南門、その外側でヒスイが待っていた。


近付くリゼルに片手を上げて待つその後ろには、一人のアスタルニア兵と一匹の魔鳥。そして普通のものとは少し違う形をした馬車が置かれている。


この辺りでは全く見ない形の馬車だが、リゼルは以前に何かの本で読んだなと記憶を掘り起こす。確か、魔鳥騎兵団という名前を初めて見たのと同じタイミングだった筈だ。


「魔鳥車、ですか？」


「知ってる？　結構マイナーなんだけど」


「馬じゃなくて、魔鳥が牽ひく乗り物ですよね。四隅から伸びたロープを魔鳥と繋いで……あ、一応地上を走れるようにもなってるんですね」


まじまじと魔鳥車を眺めながら全力で知識欲を満たしているリゼルに、ヒスイは何コレとジル達を見た。ジルが溜息をつき、イレヴンが「あーあ」と楽しそうに零す。彼はそれだけで色々察した。


基本的に、リゼルは知識を得ること自体には然程魅力を感じていない。取り入れた知識を生かせて、初めて知識を得たと考えるタイプだ。なので本で知るだけの現物を実際に目にした際は、割と高い頻度でこうなっている。


「リゼル君、一応紹介だけはしておきたいんだけど」


「あ、すみません」


ただ呼びかければ普通に止まるので問題ない。


「了承は頂けましたか？」


「貰えない可能性があるなら取引なんてしないよ。アレが僕の知り合い、今日来てる騎兵団の副隊長」


「知り合い？」


「少なくとも友人とは思いたくないからね」


ヒスイの言葉に、リゼル達はどうしてだと一切問わなかった。


ひょいっと指差された方角には、先程から気にはなっていたものの放置していたアスタルニア兵と魔鳥の姿がある。騎兵は全体に共通して酷く軽装だが、幾つか揺れる勲章めいた装飾品が彼を一介の兵達とは異なるものにしていた。


確かに副隊長という立場についているのだろう。だが今の彼を見て、ヒスイの言葉に同意をしたくなる者は多い筈だ。


「今日は頑張ったな、あの戦場でお前が一層輝いていた！　その翼が風を切る音はいつも俺を高揚させる、まさしく最高の相棒パートナーさ……ッああ、何ということだ、翼が少し乱れている！　見せると良い、直ぐに俺が元の美しい姿を取り戻してやろう」


怖い。


「一応優秀なんだけどね、副隊長だし」


「コレはねぇだろ」


「もっとマシなのいねぇの？」


「コレ以外は大概まともだよ。ただ話を通すにはコレが一番良かったから」


ひたすら魔鳥に語りかける姿は愛に溢れている。むしろ愛が暴走している。リゼルは一瞬思う所があったものの、優秀ならば良いかと受け入れた。


彼の姿は、先程の公開訓練でも見ている。猪突猛進気味なアスタルニアの兵達を上手く制御していた筈だ。戦場の方が理性ある行動を取れるとは、何とも器用な人物だろう。


魔物へ愛を向けるという点ではとある魔物研究家と同様だが、その愛の方向性は随分と違う。あちらは分け隔てない愛、こちらは一途な愛。ただしどちらも重い。


「ちょっと、いい加減紹介させてよ」


「ああ、なんて素晴らしいマイパートナー！　完璧だ！……はっ」


自分と相棒の世界に入り込んでいた兵が、ようやく気付いたように此方を向いた。


ヒスイを見て、そういえば客人と引き合わせられるのだったと思い出し、そしてリゼル達を見て、果たして自分達が運ぶのは貴族だったかと首を傾げている。貴族だというなら話も違ってくるのだが、と彼は難しそうに眉を寄せた。


「ヒスイ、彼らが客人か？　冒険者だと言っていたような気がするが」


「そうだけど、何？」


「そうなのか」


いや、そうだろうかと不思議そうな兵に、そこまで露骨じゃなくてもとリゼルは苦笑する。何というか、アスタルニアの兵達は皆一様に裏表が薄い印象を受ける。そういう国民性なのだろうか、なんて思いながらリゼルは彼へと向き直った。


「アスタルニアまで宜しくお願いします、副隊長さん」


「ナハスタルスだ、ナハスと呼んでくれ。国までの五日間宜しく頼む、御客人」


一週間はかかると思っていたが五日。馬を飛ばして十日かかる事を思えば尋常でなく早い。


流石は機動力が売りの魔鳥兵団だと微笑み、リゼルは差し出された手を握り返した。騎乗しながら槍を振り回す彼らの手は、固く力強い。


それを見て、問題はなさそうだと頷いたヒスイがナハスへと口を開く。普段から薄く存在する眉間の皺を、更に深めた。


「くれぐれも丁寧に運んでよ」


「分かってるさ。何だ、他人に気を回すなんて珍しいな」


「有象無象とは違うからね」


ヒスイは当然のように言い放ち、そしてリゼルを向いた。


「大丈夫そうだし、僕はもう行くよ」


「ヒスイさんも出発の準備があるのに、すみません」


「嫌なら話なんて持ち出さない。分かってるでしょ？」


ヒスイは不貞腐れたような顔でそう返し、それじゃあと告げる。


冒険者として各地を回る彼はよく知っている。国を渡り歩く冒険者同士が再会する確率は高い。もちろん、命を落として再会が果たせなくなる可能性を除けばだが。その点に関してはリゼル達は心配ないだろう。


「またね」


冒険者に向ける言葉としては相応しくない、だが彼が一番伝えたい言葉。リゼルは真っ直ぐに向けられた瞳を見つめ、艶やかな翡翠色に目を細めながら微笑んだ。


「はい、また」


眉間の皺を伸ばした満足そうな笑み浮かべ、ヒスイは酷く機嫌が良さそうに歩き去って行った。






「あんなヒスイの顔は初めて見たな」


珍しそうにそう告げたナハスが、さてとリゼル達を見た。


「良し、それじゃあ出発の準備を進めて良いか？」


「いえ、もう少しだけ待って下さい」


申し訳ないが、と眉を落として微笑み、リゼルは門の向こうの街並みへと視線を向けた。魔鳥が目を惹くのだろう、此方を見ながら行き交う人々の中に慣れ親しんだ顔はない。


「あーあ、拗ねきってんじゃねッスか」


「すげぇ泣いてたしな」


「俺も好きで泣かせた訳でも拗ねさせた訳でもないんですけど」


その言葉に、ジルは呆れたように溜息をついた。


そもそも、この国を離れるにあたって一番の問題点は移動距離でも移動時間でも移動手段でもない。とある二人の年下を、どう納得させるのかという一点のみ。


リゼルへと思う存分懐いている年下二人が、それを許容出来るのか。ジルには心底疑問だったが、しかしリゼルが王都を離れようと提案した時点で問題がないのは分かり切った事だった。


リゼルも甘やかして好き放題を許しているように見えて、柔な育て方などしていない。成長の為ならば突き放すことを躊躇わず、大丈夫だと判断したからこそ今のタイミングなのだろう。


「あ、来た」


面白そうな声でそう零したイレヴンが、街中を指さす。それを辿ってみれば、駆けてくる二つの姿があった。


「早くしなさいむしろ離しなさい愚図」


「だって離したらシュッて行っちゃうし、遅れたのだってスタッドの所為だし……ッリゼルさん待ってまだ行かないでぇ！」


淡々とした無表情と存分に涙を溜めた情けない顔にジルが呆れながらもリゼルを見れば、褒めるように甘く微笑む姿があった。甘やかすなと告げるのは、もう今更なのだろう。
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リゼルがジャッジとスタッドに出国の事実を告げようと決めたのは、ヒスイとの取引が成立した直後だった。取引成立により、出発日時が騎士の公開訓練の日だと決定し、やはりサルスにしようと気紛れを起こす可能性もなくなったからだ。


気紛れが起きるかもしれないと思う程度には、サルスに関する不都合などリゼルにとっては些事であった。騎兵団との渡りが無事付いたのは、一部の人間にとっては酷く幸運な事だっただろう。


「ジャッジ君」


「は、はい！」


そして今日、ジャッジの店を訪れている。


普通に鑑定品を持ち込んでの来店だった。出発を決めてからも、変わらず迷宮に潜っている。手に入れた迷宮品は〝包んだものによって柄を変える布〟というよく分からないものだったが。


店に来たのはリゼルとジル。イレヴンは、リゼルから今日打ち明けるつもりだという予定を聞いて、欲しい物が出来たとニヤニヤしながら何処かへ消えた。


鑑定を終えた品を受け取りながら呼びかけたリゼルに、ジャッジはふにゃふにゃと笑う。ジルがぼそりと呟いた。


「……お前よくこの状態の奴に言おうとか思えるな」


「先延ばしに出来るものでもないでしょう？」


笑ってそう告げるリゼルとて、何も思っていない訳ではない。


しかし言葉通り先延ばしに出来るものでもなければ、告げるならば早い方が良いのは間違いないだろう。リゼルは不思議そうに此方を見ているジャッジの目を真っ直ぐに見据えた。


「実は、しばらくこの国を離れる事になりました」


これ程顕著に人間が幸福から絶望へ落とされる瞬間を初めて見た、とはジルの談。


鑑定用の手袋を取りかけた体勢で固まってしまったジャッジを、リゼルはよく分からない布をポーチへと仕舞いながら眺める。瞬きすら忘れて見開かれた瞳が此方を見ろしていて、酷だろうけどと思いつつも、言い聞かせるように優しく言葉を続けた。


「アスタルニアに行きます。戻ってくる予定はありますが、長く王都を離れるので」


ジャッジが一度だけ、ゆっくりと瞬きした。小さく開いた唇は何かを言おうとして、何も言えないまま震えている。揺れる瞳が徐々に水を纏っていくのを見上げながら、リゼルは決して急かす事なく彼の言葉を待った。


何度か開閉を繰り返した唇がきゅっと引き結ばれて、躊躇いながらも耐えきれず開かれる。


「行、か………、ッ……」


くしゃりと顔が歪められたと同時に零れ落ちる涙と、告げかけた言葉を無理に呑み込む姿に、リゼルは眉を落としながらも笑みを零した。嗚咽を耐えながら俯く顔も、本音を零すまいと噛みしめられた唇も、堪えきれずに涙を零し続ける瞳でさえ、長身の彼では隠し切れない。


泣かせたくはなかったと、そう思いながらリゼルは手を伸ばした。


「ジャッジ君」


「ッ……ぅー……」


片頬を包めば向けられる瞳は、決して責めるようなものではなかった。彼らしいと苦笑し、流れ続ける涙を指で拭う。


「泣かないで」


「ごめ、なさ……っ」


「君は何も悪くないです」


ジャッジは揺れる瞳でリゼルを捉え、普段から猫背気味の背を更に屈めた。


上手く動かない手を持ち上げて、自らの頬へと触れるリゼルの掌を握り、言葉に出来ないかわりにと引き止める。それはきっと、無意識の行動なのだろう。彼は震えそうになる声を一度の深呼吸でなんとか抑え、その手から静かに力を抜いた。


「悲しいのは、だって、仕方無いし……」


「はい」


「寂しいのも、当然だし……っ」


瞬いたジャッジの瞳から、また一筋涙が零れた。


リゼルがそれを拭う。泣かせてしまって申し訳ないと、泣いて欲しくなかったのだと伝えるように。赤くなった目元を優しく撫でていれば、心地良さそうにジャッジは目を細めた。


彼は、リゼルが自分に優しいと知っている。その慈しむような眼差しが、誰にでも向けられるものではないと知っている。だから、大丈夫だと笑みを浮かべた。


「でも、リゼルさんが、したい事をしてるのが、一番嬉しい」


未だ涙を残しながらふにゃりと笑ったジャッジに、リゼルは甘く目元を緩めた。涙を拭っていた手で、褒めるように柔らかな癖毛を梳く。そんなリゼルの後ろで呆れ顔をしているジルも、しかし口は挟まない。


そして照れながらもされるがままになっていたジャッジが、ふと視線を逸らしながら唇を開いた。


「変なこと聞きますけど、その、リゼルさんも……寂しいって思って、くれますか？」


「当然です」


可笑しそうに答えたリゼルは、悪戯っぽく笑みを浮かべてみせた。その言葉に喜び感動して目を輝かせていたジャッジが、きょとんと泣いた余韻の残る瞳を瞬かせる。


「平然と出ていくと思ってました？」


「へっ、ぁ、いえ！　その、そういうんじゃ……！」


否定しながらばっと体を起こしたジャッジが、しかしリゼルの手が離れたのを惜しむように目で追う。うっと喉を詰まらせながら顔を赤く染め、おずおずと背を丸め直す姿に、リゼルの手が再び差し伸べられた。


「薄情とか、全然そうじゃなくて……ッ」


「そうじゃなくて？」


手を取られ、ジャッジは抵抗せずに差し出す。どう言えば良いのかと口を噤んだ。


いつも穏やかに微笑んで、穿った見方をすれば多彩な感情を見せないリゼル。身内に対しては本人も特にそれを徹底している訳でもないのだが、しかし寂しがる姿も想像出来ない訳で。


「その」


そして彼は、混乱のままに意図しない言葉を吐き出してしまった。


「理由が、知りたいのかも……」


直後、これは駄目だと絶望を浮かべてジャッジはしゃがみ込んだ。


寂しがっているなら証拠をくれと言ったようなものだ。勿論そんな意図はなくとも、本来ならば自分で探さなければならない〝リゼルが自分を内側に入れてくれた理由〟を、尋ねる気もないのに尋ねてしまった。


リゼルは絶対にこういうのが好きではない。それに気付いたジャッジの顔から一気に血の気が引く。赤味を帯びた頬は蒼白へ。ひきかけた涙が、再びじわりと溢れるのが分かった。


「リゼルさん、あの、これ、違……ッ」


憧れている人の前で晒す醜態ほど辛い物はない。ジャッジは今まさに思い知った。


しかし、駄目だ絶対に呆れられたと半泣きの彼の手が、ふいに引かれる。恐る恐る視線を上げたジャッジは、握られたままの手から脱ぎかけの手袋が引かれていくのを見た。


「大丈夫、何も誤解してません」


見上げた先でリゼルが微笑む。手にした手袋の大きさを感心したように眺め、そしてジャッジを見下ろした。


「ジャッジ君も変わりましたね」


「え……？」


リゼルは気付いていた。


最近のジャッジは確かに自信を身に付けていた。先程の彼の失言が良い例で、以前の彼ならば〝図々しい考えだ〟と無意識にも浮かばなかっただろう。若くして店舗を持ち、成功を収めていても自信には繋がらなかった彼が、今は違う。


リゼルとて、先程の言葉がジャッジの本意でない事ぐらいは分かる。そして反省出来るほどに、その言葉の意味を理解している事も。ならば彼が求めるものの一つぐらい、ご褒美があっても良いだろう。


「良い子には、特別ですよ」


リゼルはしゃがみ込んだジャッジの柔らかな髪へと両手で触れた。茫然と此方を見上げる彼へと上体を屈め、内緒話のように顔を寄せる。微笑んで、ゆっくりと唇を開いた。


「俺が此処に来て最初に言葉を交わし、最初に関心を向けたのが、君です」


ぽかんと口を開けたジャッジが、身動きできず離れて行くリゼルの顔を見送った。そんな彼の脳内は目まぐるしく思考を繰り返している。


「（そういえば最初はジルさんがいなかった。此処ってどこ。王都かな。あれ、最初リゼルさんの隣には誰もいなくて、自分が最初で、そういえばリゼルさんは一体何処から来て、あれ、最初って一番って事で、何だっけ、あの剣、最初ってあの時っていうことで）」


混乱しているともいう。


「もっと自信を持って良いんですよ」


そしてぽんっと掌に手袋を乗せられ、ジャッジの涙腺は決壊した。


やっぱり寂しいものは寂しいとグスグスと泣き出した彼に、リゼルは暫く笑いながらも存分に慰め、ジルはやはり年下に甘過ぎると呆れながら溜息をつく。


その後、帰ろうとした時にジャッジの強すぎる感情を汲んだ〝王座〟によって扉が一瞬開かなくなり、二人は地味に驚いた。もしや実力行使かと思って振り返った先のジャッジが平謝りだったので、わざとではないのだろう。






朝に依頼を受けた際、リゼルはスタッドに夕食でもどうかと声を掛けていた。


勿論スタッドが断る訳がなく、日の落ちきった頃。約束の時間より少し前にギルドへと迎えに行ったリゼルを出迎えたのは、滞りなく仕事を終えて準備万端なスタッドだった。


扉を開けた途端、スタスタと近付いてきた姿に微笑んで声をかける。


「もう大丈夫ですか？」


「はい」


「じゃあ、行きましょうか」


淡々と此方を見る無表情から、ポンッと花が飛んでいく光景が見えた気がした。誰にも分からない感情の変化を容易に読み取ってみせるリゼルは、喜んで貰えて良かったと頷きながら、スタッドを連れてギルドを出る。


向かったのはいつもの酒場だ。リゼルが訪れようと、店のマスターは相変わらず接客には向かない顔で「いらっしゃい」と一言零すだけだし、騒がし過ぎず静か過ぎない適度にざわめいた空間は会話もしやすい。


おまけに料理も美味で飽きさせないとくれば、行かない理由がないだろう。


「こんばんは」


「……いらっしゃい」


「端の席、良いですか？」


頷いたマスターに、リゼルはスタッドを連れ立って壁際の席へと向かった。


店内には数名の客がいたが、落ち着いた空間で騒ぐような人間はあまり来ない店だ。リゼル達が現れた事で集まる視線も、直ぐに散っていく。楽で良い、と思いながら二人は席へとついた。


「誘って頂けて光栄です」


「俺も、スタッド君と一緒に食事が出来て嬉しいですよ」


気負いなく告げるリゼルに、スタッドが無表情のまま頷く。しかし内面は見た目ほど無感情ではないのだろう。ぽんぽんと花が飛んでいく背景が見えるようだ。


マスターが水と手拭きを机へと置いて行く。彼が離れるのを待って、切り出すには酒が入る前が良いだろうとリゼルはスタッドへ告げた。


「しばらく、顔を合わせる事が出来なくなりそうです」


スタッドのガラス玉のような瞳がひたりとリゼルを見る。淡々とした表情は欠片も動かない。しかし、平常心では決してないのだろう。


スタッドの手が置かれている部分から、木製の机がピシピシと音を立てて色を変えていく。色濃くなったその部分は完全に凍りついていた。表面に霜しもさえ立ち始めた頃、ついにカンッと軽い音を立てて凍りついた部分が端から割れる。


「アスタルニアへ向かう事にしました。戻ってくるつもりはありますが、いつになるかは分かりません」


しかしリゼルはスタッドの瞳から視線を逸らさない。机に置いた手を引こうともしない。


「今度の騎士の公開訓練、その日に出発する予定です」


氷の浸食が進む。スタッド側の半分は今やほとんど凍り付いていた。影響は机に置かれたグラスにも及び、それは底から霜に覆い尽くされ、そして満たされた水が外側から凍り始める。


ついには、水の芯から凍り付いた。絶対零度の名に相応しい力。それは未だ机に広がり続け、リゼルの手に触れようとする。やはりその手は動かない。


「嫌です」


瞬きもなく、人形のようにリゼルを見据えていたスタッドが手を伸ばす。直前まで触れるもの全てを凍てつかせていた手だがリゼルは避けなかった。伸ばされた指先がリゼルの袖に触れ、そして握る。


「嫌です。私は貴方と居たい」


淡々とした声色だった。誰が見ようと冷静沈着な姿のようでいて、酷く取り乱しながら。


思考は纏まらず、リゼルの言葉を必死に理解しようとしながら、理解なんてしたくないと脳がそれを拒否する。何故という単語が頭を支配する。そんな中、辛うじて告げられた〝嫌だ〟という言葉は間違いなく彼の本音だった。


「スタッド君」


「はい」


スタッドが袖を掴む手に力を籠める。無意識のことだった。


彼は、決して「ついて行く」などとリゼルには言えない。リゼルが自らに興味を持った理由の一つに〝ギルド職員〟という肩書きがあると確信しているからだ。ならば、その繋がりを消してしまいたくなどなかった。


それは危機感や焦燥感からではなく、スタッド自身が選んだ事。繋がりは縋るものではなく慈しむものだと、目の前の微笑みに教えられたのだから。


「素直なのは君の長所です。正直な気持ちを教えて下さい」


告げられた言葉に、彼は一度だけ瞬いた。


言われるまでもなく、先程から本音しか口にしていない。むしろ普段から本音しかない。失望されたくない。嫌われたくない。そう思っても口に出さずにはいられないのだから本心以外の何物でもなかった。


ふいに離すまいと掴むスタッドの手から、そっと袖が引かれる。反射的にそれを追った指先は、次の瞬間動きを止めた。


「君が本当に行って欲しくないと言うなら、俺は行きません」


ガラス玉のような瞳が微かに見開かれた。些細な、しかしスタッドを知る者からすれば劇的な表情の変化。


「………」


何を言えば良いのか分からないと言うように、スタッドの視線が落ちて行く。机の上に置いた手で、再びリゼルの袖を握った。痛みなど感じない布は、どれほど力を入れようと物言わず皺を寄せるだけ。


リゼルの言う事は間違いなく真実だ。スタッドが行くなと告げれば、本当にアスタルニア行きを止めるだろう。


「……貴方はずるい」


「すみません」


それはつまり、スタッドが今この場でそれを口にしないと知っているということ。だからこそ出発を決定し、今こうして告げられているのだろう。


出会った頃のように清廉と命じてくれれば何も考えず送りだせるのに、リゼルは決して楽な道を示してくれない。〝待っていろ〟とあの状態のリゼルに告げられれば、何も感じず帰りを待っていられたというのに。それを許してはくれない。


申し訳なさそうに謝罪するリゼルに、スタッドは「ずるい」ともう一度だけ呟いた。彼にそんな顔をさせるのは、いつだって本意ではないのだから。


「本当に私の我儘を許してくれますか」


「はい」


力の籠る手を、宥めるように握られた。それに喜びを感じながらも、スタッドがじっとリゼルの瞳を見つめる。告げるべき言葉は既に決まっていた。


「私は今、全力で拗ねています。なので今日は一緒に食事をとって一緒に帰って一緒に寝てくれないと満足に見送りも出来そうにありません」


「それは困りました。来てくれないのは寂しいです」


リゼルは可笑しそうに笑い、パッと手を離して立ち上がった。


机を変えない事には食事もとれない。スタッドに待っているように告げ、マスターの元へと歩を進める。じっと背中に送られる淡々とした視線に、以前までのスタッドだったら間髪入れず行くなと言ったのだろうなと、そんな事を思いながら微笑んだ。


それでもやはり、心底不満そうな態度は隠されてはいないのだが。素直なスタッドらしいだろう。


「マスター、すみません。机を壊しちゃったので弁償と、新しい席をお願いします」


カウンターの上に置かれた金貨に、マスターが静かな溜息を零す。


理由は明白だ、机代としては多すぎると言いたいのだろう。しかし迷惑料は必要だとリゼルに引く気はないし、マスターもそれを知っている。彼は諦めたようにそれを受け取り、空いたばかりの机の片付けへと向かって行った。


その背を見送り、リゼルが席へと戻ろうとした時だ。ふいに、すぐ傍のカウンターに座る一人の客が口を開く。黒髪の男から、聞き慣れた声。


「せーっかく泣いてるトコ見れると思ったのに」


独り言のように呟かれたそれに、リゼルは苦笑を零して足を止める。


自分だけ泣いている所を見られたのが、随分と気に入らないようだ。わざわざ変装までして見学に来るとは。


「覗き見なんて悪趣味ですよ、イレヴン」


「あの無表情が崩れるトコ見たかったんスけど」


跳ねた黒髪、瞳を隠す眼鏡、普段とは趣向の違うタイトな服装。組んだ足を解きながらニヤニヤと笑って偽の髪を取り払うイレヴンに、絶対零度の視線が刺さる。


リゼルが名を呼んだ時点で全てを察したのだろう。スタッドの手の中にパキパキと氷の刃が形作られていく。


「喧嘩しないように、お店の迷惑ですよ」


机を一つ駄目にした今、これ以上の迷惑はかけられない。


リゼルの声色から、普段の隠れた応酬も許されないと二人は察したのだろう。素直に手にしかけた武器を手放していたが、何故か新しい席で同席してきたイレヴンによって結果的にひと悶着起きる事となる。






そして今、二人は今まさに王都を発とうとするリゼル達の前に立っていた。


「ま、間に合った……！」


伸びた袖を捲まくり上げながら、ぜぇぜぇと息も絶え絶えなジャッジが顔を上げる。額に滴る汗を拭い、タートルネックに指をかけて風を送り込みながら息を整えた。


「貴方が遅いからギリギリになったでしょう愚図」


「スタッドが速いんだってば」


ふるりと首を振って張りつく髪を散らし、そしてジャッジは恐る恐るリゼルを見る。


いつもの三人。その後ろにいる見た事のないアスタルニアの騎兵と、用意された魔鳥車。本当に行ってしまうのだと改めて事実を突き付けられたような気がして、くしゃりと彼の目元が歪む。


「リ、リゼ、さ……僕、本当に、寂しくて……！」


「そんなに泣かれると流石に行き辛いですね」


「そんなつもりじゃ、ないんですけど、でも」


出発すると告げた日から顔を合わせる度に涙ぐむジャッジだ。申し訳ないが予想はしていた、とリゼルは慰めるように手を伸ばす。そして遥かに高い身長を持っている癖に、上目で此方を見る彼へとその手が届きそうになった時だ。


「えっ、ぅわ！」


ジャッジが後ろから足を払われ大転倒した。近くにいたリゼルに影響がなかったのは、ひょいっと後ろから彼の襟を引き寄せたジルと、偏に巻き込むまいと反射的に伸ばしそうになった腕を根性で逸らしたジャッジのお陰だろう。


足を払ったスタッドも、当然それらを想定した上での行動だ。酷い酷いと地面に手をついて半泣きのジャッジを足でどかし、リゼルの正面へと立つ。


「ずっと考えていました」


リゼルは転がるジャッジを気にしながらも、スタッドと向き合った。


視界の隅ではイレヴンに肩を叩かれたジャッジが、ふととある方向を指さされてそちらを見る。視線の先には魔鳥車。イレヴンが魔鳥車の隣に立つナハスへ〝開けろ〟とジェスチャーで伝えると、不思議そうながらも扉が開かれる。


「私は貴方に何かを貰ってばかりで、何も差し上げる事が出来ていません」


「いいえ、私は君にいつもお世話になっています」


「それは私が好きでしていた事です。貴方の為に、私自身が何かを選んで行った事は一度も無い」


扉の中を見たジャッジの背後にピシャリと雷が落ちた。


「椅子が板張り……！」と謎のショックを受けた彼は、バッと立ち上がってエプロンのポケットに手を突っ込む。勢いよく取り出したのは大工道具の数々、布や良く分からない物。そしてジャッジは、イレヴンが〝よし元気になった〟と爆笑する中、オドオドしながらも強引に魔鳥車に乗り込み、容赦なく内装に手を加えて行く。ナハスは大混乱だ。


「私は、私の意思で貴方に何かを差し上げたかった」


すっとスタッドが小さな箱を差し出す。シンプルながら綺麗に飾られたそれを受け取ってリゼルは嬉しそうに微笑んだ。餞別というよりは、もっと純粋な贈り物なのだろう。


「私は何かを選んで買った事なんてないし、誰かに何かを贈った事もありません。何が良いかも分からず、何処へ行けば良いのかも分からないので愚図の手も借りました」


まず何かを贈るという選択が浮かぶまで。そして何を贈れば良いのかを。これまで悩みなど少しも覚えた事のないスタッドが、初めて真剣に悩み尽くした。それこそ、こんなギリギリの時間まで。


「す、すごい早さで改造されていくんだがコレはどうすれば良い。魔鳥車は希少なんだが！」


「絶対損はねぇし見とけば？」


「あいつ押しは強ぇんだよな」


向こう側が非常に気になる、そう思いながらリゼルは手にした箱を見下ろした。


どうやら直ぐに開けられる作りをしているようだ。スタッドの何も映さない瞳が微かな期待と不安を孕んでいるように見えて、その場で蓋に手をかける。


「あ、栞しおりですね」


箱の中には、まるで宝石のように台座へと薄く埋め込まれた栞があった。


その姿は、まさに宝石扱いするに相応しい。水晶で出来たように輝き、角度を変えると日の光を反射して美しく色を変える。繊細な造形、緻密な彫金、穴に通された滑らかで薄い革のリボン。清廉としたデザインは、正しくスタッドのイメージするリゼルそのものであった。


「気に入って頂けたでしょうか」


「それはもう」


リゼルは爪を引っ掻けるようにして、そっと台座から栞を起こした。非常に薄く、軽い。しかし不思議と壊れしてしまうのを恐れる気持ちは湧かず、もしかしたら迷宮品なのかもしれない。


「すごく綺麗です」


愛でるように裏表を見て、丁寧にそれを箱へと戻す。ポーチへ仕舞い、反応を待つスタッドへと優しく微笑みかけた。


「大切にしますね」


「使って頂けますか」


「勿論」


じっと此方を見る淡々とした視線に、リゼルは可笑しそうに笑みを深めた。


手を伸ばし、指の背でその頬をなぞる。甘えるように細められた瞳、そして指の感触を惜しむように擦り寄る姿こそが彼の本心なのだろう。それを口に出さないスタッドへ、褒めるように濡れることのない目元をなぞる。


「有難う、スタッド君」


その言葉に満足げに息を吐いたスタッド。少し離れた所ではジャッジが全てをやりきったように工具片手にふにゃふにゃ笑っているのだが、彼には一切関係のない事だった。






軽量化が必須の魔鳥車、よって最低限の作りであった内部は今や様変わりしていた。


「ふわふわですね」


「これほどの改良がされるとは……あの長身の青年は何者なんだ？」


「商人です」


「⁉」


板張りに比べれば格段に座り心地の良くなった椅子へとリゼル達は腰掛けていた。馬車内なので居心地が良いといっても最低限ではあるのだが、不快感がないというだけで破格の待遇だ。ジャッジの凄い所は、色々と改造しながらも多種多様な素材を駆使し、軽量化の利点を損なわなかった所だろう。


半泣きで見送ってくれた姿を思い出し、リゼルは微笑む。ちなみにジャッジは泣いた直後に鬱陶しいとスタッドに叩かれていた。


「ジャッジ君、インサイさんのお土産に複雑そうでしたね」


「ガキ扱いが嫌なんじゃねぇの」


「貰えるもんは貰っときゃ良いのに。あんだけ泣いといてガキ扱い嫌とかウケるッスね」


「一人前扱いされたいっていうのはあるかもしれません」


隣にイレヴン、向かい側にジル。魔鳥車はゆっくりと地面を走っている。


魔鳥といえば飛行能力に注目が行きがちだが、地上を普通に走る事も出来る。それほど長距離を走れはしないものの、ゆっくりとした速度で荷物を引くことも可能だ。


魔鳥車を牽引するのはナハスとその魔鳥。自らのパートナーに騎乗する彼は、愛おしそうにその毛並みを撫でている。


「そういえば、魔鳥車って何の為に持って来てたんですか？」


リゼルは窓からナハスを覗きながら問いかけた。


「ヒスイさんには此方に来てから俺達の事を聞いたんですよね」


「ああ、怪我人が出た時に役立つからな。今回は一人も出なかったが」


成程、と車内を見回す。数匹の魔鳥で持ち上げるとはいえ、軽いに越したことはない。そう考えると広い方だなと思っていたが、怪我人を収容する為だと思えば納得だ。


早く空の旅を体験したいものだと、のんびりと車体の陰から見え隠れする魔鳥の尻尾を眺める。


「歩くのと大して変わんねぇな」


「やっぱ一匹だから？」


そんなリゼルを横目に、ジル達は雑談に興じていた。


充分に歩いて行ける距離であるにも拘らず魔鳥車に乗っている理由など、リゼルが折角だからと望んだからに他ならないのだから。






そして魔鳥車での地上の旅はものの数分で終わりを迎え、他の騎兵団と合流した。


すでに出発準備はほぼ終わっているようだ。リゼル達はフレンドリーな騎兵団に好意的に受け入れられ、同行の許可を出してくれた隊長にも普通に歓迎された。彼らにとっては魔鳥車の中身が空だろうがそうでなかろうが、大した違いもないのだろう。


「さぁ、すぐに出発だ」


ナハスの声がかかり、三人は魔鳥車へと乗り込んだ。外を見れば、色とりどりの魔鳥達が自らのパートナーを乗せる姿がそこかしこにある。


実はリゼル達は騎兵団を、魔鳥愛の塊であるナハスのような者で溢れていたらと密かに思っていたが、そうでないようで一安心だ。勿論、自分のパートナーを誇らない者も誰一人として居ないのだろうが。


「魔鳥車と馬車を繋ぐからな。少し揺れるかもしれないが、大丈夫だ」


魔鳥車の屋根、その四隅にロープが繋がれる。そして中間あたりでロープ同士も固定されていくのを、リゼルは興味深そうに眺めた。車体をただ浮かせるだけではなく、極力揺れないようにする工夫がなされているのだろう。


すると、リゼルの覗く窓の目の前をナハスの魔鳥が通り過ぎて行った。それを目で追い、車輪が動かないよう固定をしているナハスへと何気なく声をかける。


「魔鳥っていろんな色がいるんですね。どの子も綺麗です」


「そうだろう！　まぁその中でも俺の天使が一番綺麗だがな！」


思ったより食いつかれた。


「後で触ってみても良いですか？」


「勿論だ！　毛並みに沿って撫でてやってくれ、喜ぶぞ。どうだ、今も見ただけで分からないか？　うちの奴の滑らかな毛並み、あれ程の魔鳥はなかなか居ないぞ！」


リゼルはナハスの魔鳥と他の魔鳥を見比べる。熱弁するナハスには悪いが、全く違いが分からなかった。


「瞳の輝きも違うだろう！　さぁ、見てみろ。俺の相棒は夜空に浮かぶ星を映したかのように澄んだ漆黒を輝かせている！」


リゼルには違いが分からなかった。


「あの嘴を見てみろ……圧倒的な艶やかさで色気すら醸し出しているのを……！」


リゼルには違いが分からなかった。


「確かに、綺麗な子ですね」


「そうだろう！　お前とは話が合いそうだ！」


だがリゼルは大人なので笑顔で同意しておいた。ナハスは喜んでいるので問題ない。


「あれぜってぇ分かってねぇだろ」


「リーダーだしワンチャン……ねぇか」


幸い、ジルとイレヴンの会話はナハスには届かなかった。とはいえ二人も、魔鳥の違いなど柄ぐらいしか分からないのでリゼルに全力で同意なのだが。


そうこうしている内に出発の準備が終わる。リゼルとしても魔鳥に関してはまだまだ聞きたい事があったのだが、魔鳥を触らせて貰う約束も取り付けた事だ。野営の時にでもチャンスはあるだろう。


「高い所が苦手な奴は居ないな？」


「大丈夫です」


「ああ」


「俺も」


「よし、あまり車体を揺らすような真似はするなよ」


そう言い残して、ナハスは己のパートナーを呼び寄せた。その鞍に専用のホルダーを取り付け、ロープの先を通す。他のロープもそれぞれの魔鳥に繋がれ、こちらも出発できる準備が整った。


何処かから騎兵団の隊長が出発を合図したのが聞こえた。リゼルがひょいと体を傾けて窓の外を覗けば、イレヴンも身を乗り出して同じ窓から草原を見下ろす。透き通るような笛の音。聞こえたのは数多の魔鳥が一斉に羽ばたく音と、重なり合う重厚な鳴き声。


そして一瞬後、リゼル達は小さな揺れと共に魔鳥車が地面から離れるのを確かに見た。


「すっげ、飛んでる！」


「凄く滑らかな出発ですね」


草原の草花の上を、滑るように前方へと進む魔鳥車。地面が徐々に離れていく。ジルも肘をつき、反対側の窓からそれを見ていた。慣れない浮遊感は心を浮わつかせるようで、少しだけ落ち着かない。


「流石に涼しいですね」


「つかちょい寒さみィ」


ぐんぐんと上昇していくと、吹きすさぶ風も徐々に冷たくなっていく。イレヴンが隣から引っ込んだのを確認して、リゼルは窓に手を掛けた。そして閉める直前、ふいに離れ行く王都の城壁が目に入る。


その上に、四人の姿を見た気がした。しかし再び扉を開けて確認するような真似はしない。伝えるべき事は全て伝え、やるべき事は全てやったのだから。


「思ったより揺れねぇッスね。ん、リーダー何か嬉しそう」


「そうですか？」


さて、あの二人はどうやって城壁の上に上がったのだろうか。二人と会った事のある貴族の口利きか。それにしても滅多にない組み合わせだ。


リゼルはそんな事を思いながら、イレヴンの言葉に穏やかに微笑んだ。







    
  
  




閑話．とある憲兵長の真面目な一日


有難くも憲兵長の地位へ任命されて、どれくらい経っただろうか。他の憲兵長に比べればまだまだ若輩で、日々の努力は欠かせない。平民の出でありながら、責任あるこの地位につく事が出来たのは憲兵だからこそ。騎士ではこうはいかない。勿論、騎士の在り方を否定している訳ではないが。


だが自分は、出身に左右されず上に上がれる憲兵を誇りに思っている。こういった憲兵の性質は、我々を管理する方の性質が強く関係しているだろう。生まれも育ちも貴族であるにも拘らず、真の意味での実力主義を実現できる方はそうはいない。






憲兵のトップは子爵の地位を冠する貴族で、代々この国の憲兵を管理している方だ。非常に優秀な方だと平民の間では噂されており、特にマダムからの人気が凄まじい。


ただ、そういった考えから時折上層部の反感を買ってしまう事もあるという。何だかんだで愛想も良ければ要領も良い方なので、大事に至った事はないそうだ。比べるのもおこがましいが、私とは真逆で大層羨ましい。


畏れ多くも度々接する機会があったお陰で、私も覚えて頂いている。


そんな子爵をトップに、商業国や魔鉱国カヴァーナなどの規模の大きな街には、各一人の憲兵総長が配属されている。そして街の各地区にそれぞれ憲兵長、その下に多くの憲兵が配属される。


この王都には子爵がいっしゃるので例外だが、まず憲兵総長がトップだと思って貰えば間違いはない。つまり、憲兵長といえば聞こえは良いものの上と下に挟まれる中間管理職。やりがいもあるが苦労も多い。そんな私の一日を紹介しよう。






各地区に一つある憲兵の詰め所、一日の最初は必ずそこへ向かう。


そして宿直で泊まり込んでいた憲兵達に労いの言葉をかけ、業務連絡を交わして眠たげな顔で帰って行く彼らを見送る。背筋を伸ばせと言いたいが、徹夜明けだし勤務時間外なので目を瞑ることにしよう。


朝礼を行い、そして解散していく憲兵達の向かう先は見回りだ。担当地区を歩き洩らしのないよう見回る。憲兵長である私は普段は詰め所に待機しているが、今日は宿直から聞いた夜間のトラブルの真相を確かめるために外へ出る必要があった。


待機の者達に見送られ、帯剣を忘れずに詰め所を出る。






朝の活気のある街並みが好きだ。人々のちょうど活動が始まり切った頃のざわめきを聞くと、一日が始まったのだと実感する。


「あらぁ憲兵さん、ちょっと聞いとくれよ」


「おはようございます」


歩いていれば、いつもの様に井戸端会議を始めた主婦達に捕まった。


彼女達の〝ちょっと〟が〝ちょっと〟で済んだ事など一度もないのだが、時には憲兵の誰も知らない噂を聞くことが出来る。大変有難いが、一体何処から情報を仕入れるのか。


「ここ最近、ちょっと物騒だったろ？　ほら、変な冒険者が余所から流れて来てさ」


「ガラは悪いは、態度は悪いは、時には恐喝騒ぎまで起こして」


「我々の力及ばず、大変申し訳御座いません」


「あら、いいのよぉ。憲兵さんは冒険者に手ぇ出せないんだし。その冒険者の周りをうろついてくれたお陰で、実際は被害なんて殆どなかったしねぇ」


カラカラと笑う彼女達に下げた頭を上げる。


彼女達の言葉通り、現行犯以外で憲兵が冒険者を勝手に拘束する事はできない。冒険者は完全に冒険者ギルドの管轄で、憲兵が手を出しては越権行為だ。その決まりは国ごとに違うが、王都のそれは最も一般的な部類だろう。


だからこそ、余所では色々軋轢あつれきも生じているようだが。幸いにも此処では子爵とギルド長との仲は良好で、「彼らをこっちで処罰したいな」「どうぞー」で済んだところを見たのも一度や二度ではない。冒険者ギルドが私の担当地区にある為、よく子爵に同行する。


「その冒険者だけどね、どうやら王都から出てったみたいなのよ！」


「そのような報告は受けていませんが……」


「ついさっきの事みたいだしねぇ」


だから何故知っているのか。


「随分好き勝手してたみたいだし、居なくなって清々するわー」


「そうそう、それなんだけどね。貴族様が関係してるみたいよ、〝宿泊亭の貴族様〟！」


まだ若い婦人が興奮するように告げた名に、思わず反応してしまう。


〝宿泊亭の貴族様〟、その通り名を持つ一人の穏やかな男は市井で頻繁に話題に上がる冒険者だ。とある宿に泊まる、貴族のような男。いかにも名前負けしそうな通り名も、彼に関しては納得するしかない。


かくいう私も偶然なのか何なのか、数度顔を合わせている。誰とも行動を共にしなかった一刀を引きつれ、掴み所のない赤毛の獣人まで最近は仲間入りし、彼こそ正に正体不明の言葉が相応しいだろう。






初めて出会ったのは彼に対して偽貴族疑惑が浮かんだ時のこと。貴族を騙かたる男がいると聞き、乗り込んでみれば本物の貴族しかいなかった。いや、違ったが。


彼が依頼で初めて国外へ出る際、後々それを目にした門番が〝あれは貴族じゃないのか〟と詰め所に確認に来た事もある。ちなみに一刀には誘拐犯疑惑がかけられていた。


子爵の馬車に護衛として同行し、道すがらトラブルになった劇団に紛れて声をかけられたのは記憶に新しい。平然と子爵と顔見知りになっていた事に呆然としたものだ。楽しそうに話す子爵が、彼と対等であろうとするものだから愕然としたのを覚えている。子爵が冒険者と、というよりは何も違和感を抱かなかった自分に対して。


そして先日はついに、子爵への連絡係のように使われた。


『爺じい、明日の予定は！』


『朝は登城しての定例会議、憲兵の予算案提出も明日までで御座います。男爵主催の昼食会を挟み、午後から某方との会合と……』


『ならば午後からで良いな！　いや、今から楽しみだ。リゼル殿の為なら予算案も今日中に完成させられそうだとも！』


『それは良うございました。まだ一筆も入れてはおられませんでしたので、爺は心配しておりましたよ』


捨てられた会合の予定に突っ込める程に自分は豪胆ではなかった。


快活な笑みも惜しげない子爵と、にこやかに見守る執事長。そして私を子爵の元へと案内してくれた憲兵総長も同じく。帰り道に神妙な顔をして「予算、貰えそうだな……」と呟いた総長の苦労を偲しのびたい。






「その、貴族様という人物が何かしたんですか？」


回想を終え、かの人物がどうしたのかと問う。


普段はあまり自分から会話に入る事がない所為か、意外そうな顔をした婦人達だったが一瞬後には訳知り顔で頷かれた。恐らく彼女らは、私が彼に偽貴族疑惑をかけて宿に乗り込んだ事まで知っているのだろう。


あまり触れられたくはないのだが、〝関わったことがあるなら気になっちゃうわよねぇ〟とばかりに此方を見る彼女達には言い辛かった。


「なんかね、あの冒険者たち、貴族様に絡んじゃったみたいよ」


秘密を打ち明けるかのように、年若い婦人が語り出す。きゃあ、とまるで英雄詩が始まったかのように主婦達が盛り上がった。


今王都で最も話題になっている人物の、恐らく最先端だろう物語だ。おそらく此処から一気に拡散するのだろう。


「ほら、うちの旦那って酒場の料理人でしょ？　昨日、貴族様がそこに来たらしいのよ」


「あんたんとこってちょっとお高い所じゃない。流石は貴族様よねぇ」


「でもこの前は、そこらの露店で串焼きを食べてたわよ。どこから食べれば良いか分からなくて、イレヴンちゃんに教えられてたし。ちょっと可愛いわよねぇ！」


「私もあと二十若ければねぇ！　まぁでも貴族様は敷居が高すぎるけどぉ！」


話が凄い勢いで脱線していく。途端に上がった笑い声を宥め、何とか軌道修正を図った。


それにしても、人伝に知る彼らの姿は自分が知っているものとは全くの別物だ。確かに以前、頼まれていた子爵からの返事を伝える為に宿を訪れた際には、高貴な瞳が眠気で柔らかくなっていた。その姿も意外ではあったが、それでも清廉とした空気を失われていなかった。


可愛い、などとあの男に対して思える彼女達は強い。


「（どうせ、今日もまだ眠っているんだろう）」


全く、冒険者というのは自由すぎていけない。


「そうそう、貴族様たちが飲んでたところに奴らが来たわけ！」


帰って来た本題に、聞き逃す訳にはいかないと意識を戻した。


「あいつらにお酒とか、嫌な予感しかしないわねぇ」


「そう、酔っぱらうでしょ？　あの乱暴者たちが。煩くなって、店員に絡んで、やりたい放題だったらしいの！　ほら、貴族様ってすっごく食べるの綺麗で、当然奴らも貴族様に目をつけたわ。ジョッキ片手に近付いて、お酒をぶっかけようとしたらしいの！」


身振り手振りで熱弁する婦人の言葉に、それを聞いていた主婦らから即座に罵詈雑言ばりぞうごんが飛び交う。件くだんの冒険者達に対する嫌悪と、穏やかな男への好奇交じりの好意が拍車をかけ、その恐ろしいまでの凄みに思わず後退りかけた。女性を敵に回すのは今後は避けよう。


「次の瞬間よ！」


周りの反応に満足したような笑みを浮かべ、年若い婦人の話は山場を迎える。


「イレヴンちゃんが飲んでたワインの瓶を、奴らの顔面に叩きつけたの！」


一気に上がる歓声、しかし私は引いた。引き攣りかけた顔を懸命に押さえ込む。


確か彼女は最初、あの貴族らしい男が絡まれたと言っていなかったか。いや、話を聞く限り決して間違ってはいないのだろう。だが、未だ手を出されてもいない状況で、相手の顔面を血みどろにした彼らを被害者と断定して良いものか。


「イレヴンちゃんもヤンチャよねぇ」


「ヤンチャで済ませられる問題ではないのでは……」


「ほら、ちょっと不良っぽい子だからしょうがないんじゃないかしら」


「仕方がないで済む問題でもないのでは……」


「でも懐っこくて愛想良い子よねぇ。お世辞も上手で、ついついオマケしちゃうわ」


それは一体誰だ。


私が知っている獣人は、心底嘲ったように他者を見る男だった。流れるように口から飛び出す挑発。得体の知れない這うような殺気。笑みなど嗜虐的で、愛想の欠片もなかった筈だ。


どうやら外面の良いタイプらしい。普段の行いの結果なのか、瓶ごと顔面を割られた冒険者は自業自得と罵られ、割った張本人はヤンチャの一言で許される。愛想が良いのは得だ。


「それで乱闘になりかけたらしいけど、貴族様が〝お店に迷惑だから〟って言ってくれたみたい。イレヴンちゃんと奴らだけ外に出て、直ぐにイレヴンちゃんだけ帰って来たらしいわ」


「イレヴンちゃん強いのねぇ！」


「その後は？　冒険者の奴等はどうなったの？」


「うーん、貴族様たちは平然と飲んで食べて、お会計で『迷惑料です』って銀貨を上乗せして帰ったみたい。冒険者たちについては分からないんだって」


「やだ、ほんと貴族様ったら紳士よねぇ！　迷惑かけたのは冒険者たちでしょう？」


紳士は騒ぎの起きた（むしろ若干起こした）酒場で平然と食事を続けないと思うが。


しかし、と一つ頷く。やはり井戸端会議というものは情報の宝庫であった。今朝、宿直から受けた報告は、道端に打ち捨てられた満身創痍まんしんそういの冒険者たちの事だった。


見回りで見つけた際に回収し、早朝に冒険者ギルドに届けたという。誰と揉めていたのかは不明。ギルド側も分かり次第こちらに知らせてくれるそうだが、早くも判明したようだ。


「貴重な情報提供を有難うございます。では、私はそろそろ」


「また何かあったら宜しく頼むよ。それより、あんたはいつ嫁を貰うんだい」


「なかなか出世の早い優良物件なのに、彼女もいないなんて勿体ないわよぉ」


余計な世話だと心底言いたい。しかも何故交際相手がいないことまで知られている。


「そうだ、貴族様を見習ってみたらどうかしら。前にね、つまずいてリンゴが転がって行った時に拾ってくれたのよ！」


リンゴくらい私も拾うが。


「手をとって、『大丈夫ですか？』なんてあの微笑みを向けられた日にはもう！　王子様に恋するお姫様の気持ちが分かっちゃったわぁ」


いや、これは無理か。手を取っただけで相手に姫心を目覚めさせるような真似が出来る人間が、この世に果たして何人いるのか。少なくとも自分には出来ない。


「ちょいと旦那はどうしたんだい！」


「別腹よ、別腹！」


そして終わる気配のない井戸端会議に背を向け、目的地を変更して歩き出した。






「あ、憲兵長さん」


「道具屋か」


道すがら、出会ったのは開店準備をしているとある道具屋の店主だった。


控えめな笑みを浮かべた背の高い彼は、遠くからでも見つけやすい。この辺りは中心街に程近く、直接顔を出すことも多いので、この店主とも何度か顔を合わせている。


特に最近は、商業ギルドによるスタッフの不祥事に関して話を聞く事も多かった。


「最近は変な客が少ないようだな」


「はい、その、いつもお世話になってます」


体格の割におどおどとしているが、怯えられている訳でないとは理解している。性分なのだろう。昔はその性格と店の評判のギャップ故に、悪質な客に絡まれる事も多かったので心配していた。


だが、おどおどしながら詰め所に来て、おどおどしながら自らの店に案内して、おどおどしながら身動きのとれない強盗や恐喝に出た者達を差し出された回数は片手では足りない。やるじゃないかと褒めたら、道具屋曰く〝すごいのは店〟らしい。よく分からんが。


「最近は、リゼルさんやジルさんも出入りしてくれるお陰かな。変なお客さんも減ったし、すごく順調なんです」


またその名前か。嬉しそうに語る道具屋を見上げる。


事情聴取の際など、すみませんすみませんと顔を青くして半泣きだった彼が、それはもう蕩けきった笑顔を浮かべていた。ふにゃふにゃだ。


「親しいのか？」


「え、僕なんかがそんな……！　でも、その、優しくして貰ってはいると……頭とか、撫でてくれるし」


照れたように頬を染め、口元を押さえる姿に違和感がない所が凄い。


私にはあの穏やかな男が誰かを軽々しく撫でる姿など思い浮かばないので、恐らく親しい部類に入るのだろう。しかし、この年の男が頭を撫でられて喜ぶのはどうなのか。


だが、親しいのなら彼の今日の予定も知っているだろう。


「彼と親しいなら聞きたい事があるんだ。後々出向く予定なんだが、宿にいるか分からなくてな」


「え、リゼルさんの所に……何で、ですか？」


「少々聞きたいことがある」


昨晩の件について、本当は蛇の獣人に話が聞ければ良いのだろう。だが、居場所が分からない。ならば分かる方へ行くのが早いかと思っただけだが、道具屋は戸惑うようにこちらを見下ろしていた。


すこし怪訝そうに、うんうんと唸っているのは言うか言うまいか迷っているのだろう。もしや危害を加えるのではと疑われているのか。素直な青年に警戒を露わにされるのは若干ショックだった。


「昨晩、問題のある冒険者があの男に絡んだみたいでな。彼らが絡まれた側だというのはきちんと把握しているし、確認だけするつもりなんだ」


「あ、そうなんですか……！」


あまり事態を言い触らすのもと伏せたのだが、話した方が早そうだと打ち明ける。明らかに安堵した道具屋は、随分とあの男に懐いているらしい。


「えっと、リゼルさんですよね。昨日、迷宮品の鑑定が何個かあったし」


迷宮品か。冒険者以外には、好んで望まない限りあまり出回らないから馴染みがないな。


「昨日一昨日って依頼受けたみたいだし、今日は行かないと思います。多分、まだ宿に居ると……」


要はまだ寝ているだろう、という事か。ならば好都合だ。出かけられては手間だし、今の内に向かった方が良いだろう。


そして道具屋に礼を告げ、踵を返した時だった。えっと戸惑う声と共に、慌てたように行き先を塞がれる。


「あの、まだ寝ていると思うので……」


「？　ああ、居場所が分かっている内に」


「でも、寝てると思うし……！」


起こすなと。


蛇の獣人といい、道具屋といい、何故そうも彼を甘やかす。私だってわざわざ睡眠の邪魔をしたい訳ではないが、必要があるなら起きて貰うしかないだろうに。


「少し話を聞くだけだ」


「それでも、起こすんですよね」


「……甘やかし過ぎじゃないか？」


「その分、いっぱい甘やかして貰ってるから、良いんです……！」


駄目だ駄目だと主張する彼の目は半泣きで、周囲からは此方が加害者に見えているだろう。確かに泣かせているのは私なのだが、決して加害者ではない。ない筈だ。どちらかと云えば被害者の方が近いのではないか。素直で気弱そうなのは得だ。先程も似たような事を思ったが。


「い、行かないでくれますか？」


「いや、そういう訳には……」


「行かないで、くれないんですか……？」


涙を湛えていた瞳は徐々に渇き、更には光さえも失って行く。人が絶望するとしたらこんな顔なのだろうがと、思わず顔が引き攣った。


「行かないでって、こんなに、言ってるのに」


これ以上はまずい。


「分かった。彼が目を覚ました頃に伺おう。絶対に起こさない」


「ホントですか……！　良かったぁ」


パッと笑顔を見せて安堵の涙を浮かべる道具屋に、これがわざとなら恐ろしいと動悸を抑え込む。寸前で回避できたが、人が絶望する瞬間はなんと恐ろしいのか。むしろわざとじゃないからこそ恐ろしい。


去ろうとする私に、「お疲れ様です」と声をかけて見送ってくれる彼は間違いなく好青年だろう。好青年だが、暫くトラウマになりそうだ。次からは顔を合わせづらいと思ってしまうのは、憲兵として失格だろうか。


再度変更された目的地へ、曲がりそうになる背筋を無理矢理伸ばして歩き出した。






朝のギルドは混む。憲兵でもそれくらいは知っている。


「ギルドがいちいち冒険者を全て管理している筈がないでしょう。今忙しいんですが」


「申し訳ない。だが昨夜、ギルドへ引き渡した冒険者について聞きたくてな」


こんな時に時間をとらせるのは申し訳ないが、こちらも仕事なのだから仕方ない。用件を話せば、感情の全く読めない淡々とした無表情が此方を向いた。


「今頃どっか行ったんじゃないですか興味無いですけど」


「うん⁉」


「王都での活動禁止と出奔を言い渡したので」


流石冒険者ギルド、処分に容赦がない上に決断が早い。明らかに被害者の風体で運ばれてこようが、事情が事情ならば自業自得で即処分だ。国を出て行ったのが、まさかのギルドからの処分だとは。


しかし原因が居なくなれば解決とはいかないのが私たち。宿直曰く、非常にやり過ぎな喧嘩相手にも話を聞きたい。荒事に慣れた冒険者ギルドからは、〝やり過ぎるな〟という忠告は望めないだろう。


「喧嘩相手に注意しても？」


「ご自由に」


正直、王都では憲兵のギルド不干渉などこの程度だ。


話す間も淡々としながら次々と依頼を受ける冒険者を捌く姿に、これ以上話を聞くにはもう少し待たなければいけないかと少し下がる。件の冒険者がすでに居ないというならば、特に急ぐ必要もない。


「なあスタッドー、こいつ依頼料に文句つけてくんだけど」


「息の根を止めなさい」


「あ、やっぱ良いんですか。散々文句言ってたのに。あざーす」


王都の冒険者被害が他国と比べて比較的少ない理由が分かった。


やはり現場には来るものだ。納得して頷いていれば、冒険者の列が途切れた隙を見計らって、無表情の職員が手元の書類を全て隣の職員へと押し付ける。そして此方へと視線を向ける姿に、どうやら話を聞いて貰えるらしいと再び歩み寄った。


書類を押し付けられた職員は悲鳴を上げていたが。申し訳ない。


「問題の冒険者たちだが、今朝確かに王都を出ていったようだ」


「そうですか」


宣言通り物凄く興味がなさそうだった。


「奴らについて、実は憲兵にも被害報告が届いた事があってな。処分に関する書類の写しを貰いたいのだが」


「直ぐに用意します」


職員はさっさと席を立って何処かへと消えた。写しを用意してくれるのだろう。


他国では冒険者ギルドと憲兵の間に軋轢があり、こういった書類のやり取りも拒否される事が多いという。それに比べれば大変スムーズだ。ややスムーズ過ぎる気もするが、これに関しては彼の気質によるのだろう。


職員はすぐさま書類を片手に戻って来た。


「お手数おかけした件に関しては今日にでもギルド長を行かせます」


「ああ、分かった」


行かせる……？


「では私はこれで」


「あ、もう一つ聞きたい事があるんだ」


用事は済んだとばかりに早々に去って行こうとする姿を引き止める。


無表情なのに面倒臭いという感情が露骨に伝わって来るのは何故なのか。淡々とした視線は非常に冷たい。だが、ここで獣人の居場所が分かれば、わざわざ穏やかな男の宿まで行かなくて良い筈だ。


「申し訳ないが、ある冒険者の所在を知りたい」


「ギルドが冒険者の所在を確認する義務はありません無理です。よほど高位の冒険者なら話は別ですが」


そういえば彼らのパーティランクを知らないな。


まぁ高位に違いないだろう。一刀もいるし、対峙した時に伝わって来た獣人の実力もそうだ。なによりあの高貴な男が低ランクなどと、何の冗談だと思ってしまう。


無論、低ランク時代もあったのだろうが。想像できない。


「イレヴン、と呼ばれている獣人だ。昨夜の騒動に関係しているようで」


「あの馬鹿が何をしました」


ふいに周囲の温度が下がった気がした。


何事かと周りを見回せば、冒険者やギルド職員がさっと距離をとったのが見えた。隣に座っていた職員など、書類を投げ出し脱兎のごとく逃げ出している。


「馬鹿があの方に何の迷惑をかけたのかと聞いているんです」


あの方、理解出来てしまった。今日三度目だ。一体どういう事だ。凍り付きそうな視線と合わせ、頭が痛む思いだ。


「……昨晩、問題の冒険者が彼らのパーティに絡んだみたいでな。被害を受けそうになった彼を庇った獣人が迎撃したそうだ」


「その点に関してはあの馬鹿を褒めてやっても良いでしょう」


「だがまぁ、先程も言ったがやり過ぎでな。事情を聴くついでに、一言忠告をと思っているんだが」


「分かりました件の冒険者ですがギルド証を剥奪します。ついでにあの馬鹿の居場所なんて知りませんし知りたくもありません」


「待て」


何が分かった。確かに迷惑行為はあったが、ギルド証剥奪は厳し過ぎるだろう。冒険者のことは詳しくないが、かなり重い処罰だという事ぐらいは分かる。


「ギルド職員が私情で処罰を決めるな！」


「最初からあの方に手を出したと知っていたら私が手を下したんですが」


「憲兵の前で堂々私刑を宣言するな！」


「剥奪で済むんですし死なないだけ運が良いと感謝されるべきだと思います」


「剥奪か死を選ばせるな！」


ものすごく澄んだ目をしている。いや、澄み切り過ぎて相変わらずの〝無〟なのだが。


「駄目でもやります決めました」


「開き直るな！」


何故か周囲から敬意を表するような視線が向けられる。これで憲兵の評価を上げられても複雑なんだが。それだけ目の前の職員は恐れられているのだろうか。


彼にとっては周囲から何と思われようと何も関係ないのだろう。ただ一人に嫌われなければそれで良い、そう思っているのがひしひしと伝わってくる。


開き直れる性格というのは得だ。本日何度目かの、決して羨ましくはない思いを抱えながら、今まさにギルド証剥奪の為に動き出した職員を他のギルド職員と共に必死で止めた。






本日四度目は本人だった。


「昨晩のことですか？　王都の憲兵は仕事が早いですね」


不覚だが、分かりやすい賛辞が憔悴しょうすいしきった心に沁みる。癒された。


そもそも今日、ここまで疲れたのは目の前の男の影がそこかしこでチラついたからなのだが、元凶は今この王都にいない冒険者なのだ。彼に不満を抱きはしない。


宿の食堂で彼と一刀と向かって座る私達に、女将が茶を出してくれた。職務中だからと断れば「私の茶が飲めないのかい！」と盆を振り上げられたので有難く頂戴する事にする。


「でも、俺が改めて提供できる情報は無いと思いますけど」


「いや、憲兵が見つけたのは道端に放置された冒険者だけだったからな。奴らから話が聞けた訳でもないし、全て人伝というのも問題だろう」


「それもそうですね」


流石に、主婦らの井戸端会議で解決とは書類に書けない。〝その通りです〟の一言でも当事者から聞いていることが重要だ。


「じゃあ、お仕事はこれで終了ですね」


「いや、一つ聞きたいことがある」


「何でしょう」


不思議そうな彼が、手にしたカップを音も立てずに置く。朝、主婦らの言っていた〝すっごい綺麗〟という仕草を目の当たりにした思いだ。本当に貴族ではないのかと何度目かの疑いを持ってしまうのも、仕方ないだろう。


「冒険者同士のいざこざには口を出さない様にしているが、やりすぎじゃないか？」


「イレヴンがですか？」


「そうだ」


昨晩、我々に発見された冒険者達は、冒険者ギルドに連れていくまでに終ぞ目を覚ます事がなかったという。見るからに満身創痍、道に倒れ伏した姿は惨劇としか言いようのないほど悲惨だったようだ。


「先に絡んだのは向こうだと確認はとれているが、今後同じような事があれば憲兵としても見過ごせない。パーティのリーダーとして彼の行動は咎めるべきだと思うが」


ふいに、小さな吐息が聞こえた。つまらなさそうに話を聞いていた一刀が溜息をついた音だ。


漆黒の衣服に鋭い眼光。何度見ても委縮してしまう佇まいだが、憲兵として毅然とした態度を崩す訳にはいかない。しかし穏やかな彼と並んでいると違和感が酷いな。門番が彼を誘拐犯扱いしたのも正直理解できる。


「咎めるべき事でもないでしょう？　まだ若いんだから、多少のやんちゃは元気の証拠です」


井戸端の主婦たちと同じようなことを言っている。


「お前が言や少しは大人しくなんだろ。言うだけ言や良いじゃねぇか」


何故か一刀からフォローが入った。思わず二度見してしまう。


「やんちゃもイレヴンの個性でしょう」


「相手の顔面潰すのが個性って言えんならな」


「イレヴンにしては控えめです」


「あいつを基準にすんなよ」


一刀の方が良識的なことを言ってるように聞こえるが気の所為だろうか。思わず出された茶を片手に固まってしまう。


「それにイレヴンは喧嘩に勝ってるんです。勝った方が苦言を貰うのはおかしいでしょう」


どこの支配者理論だ。その柔らかな顔立ちから出る台詞じゃないぞ。


「そこでやりすぎんなって話だろうが」


「勝ちは勝ちです。それにジルだって、絡まれる度に返り討ちにしてるじゃないですか」


「俺は自力で帰れる程度で止めてんだろ」


「その加減を、イレヴンは覚えてる最中なんですよ」


「覚えてもしねぇよ、アイツは。大体加減知ってるから相手が生きてんだろうが」


何故私は躾の方針が衝突した親のような会話を聞かされているのだろうか。甘やかす母親と厳しい父親か。一刀に関しては、厳しいというより巻き込むなといった方が近いが。


「イレヴンのその辺りは君に任せてるんです。俺は好きなように動けば良いと思ってるし、何かあった時だけ手を貸してあげれば十分でしょう」


「任せられてねぇよ。つうか俺が言っても聞かねぇからお前が言えっつってんだろうが。何かある前に何とかしろ」


逆か。放置する父親と躾に協力して欲しい母親か。


これはどうすれば良い。剣呑な空気は一切ないが、このまま聞いていて良いものか。誰かどうにかしてくれと先程から此方を覗いている女将を見れば、隠さず笑っていた。到底助けてくれそうにない。


「とにかく、うちのイレヴンに落ち度はありません。勝った方が正義です」


「まぁ、冒険者の暗黙の了解だな」


唐突に解決した。もしや遊ばれていたのだろうか。


「……そういうものか」


冒険者同士の衝突は頻繁に見る。それが周囲を巻き込むようならば憲兵も介入するが、そうでなければ勝手にやらせておく事がほとんどだ。楽しそうに見物する者も少なくない。


憲兵が介入する事態になると勝敗は曖昧なままで終わるので知らなかったが、そうなのか。いやしかし、昨晩のは喧嘩というより蹂躙じゅうりんだ。それならば蹂躙した方が悪いのでは。だが絡んだのは相手が先で。


「つうかお前それどこで聞いた」


「アイン君が言ってました」


正面の会話を聞きながら黙々と考えていると、ふいに賑やかな声が乱入してきた。


「はよーっす！　何だか昨日ので揉めてるって聞いたんスけど、どうせ消したしリーダー達が揉める必要……うっわ、憲兵がいる」


「ちょっと待て。それはどういう意味だ」


「勝手に聞いてんじゃねぇよ雑ざァ魚こ。つかこっちが意味分かんねぇんだけど」


ニヤニヤと人を小馬鹿にする笑み。これのどこが愛想が良いのか。


真相を問い質そうとも、まともな返答は返って来ない。椅子を引き摺って来て穏やかな男の隣に座る姿を眺めながら、苛立ちを隠すように茶を煽る。全く、何が良くてこんな男をパーティに入れたのか。実力があっても遠慮したいタイプだろうに。


「俺には懐いてくれてますし。ほら、昨日だって庇ってくれただけなんです」


「私も、過剰じゃなければそれについては何も言わないが」


「それだけ心配してくれたんですよ。それに、可愛いじゃないですか」


何を以ってこの男を可愛いと称するのか理解出来ない。


「人前ではふざけてしか甘えてこないけど、部屋では全力で甘えてくるところとか」


「リーダー……！」


これがか。


顔を引き攣らせた獣人と、悪戯っぽく寄こされた微笑み。彼なりの叱咤しっただと言うつもりか。昨晩についての罰なのかもしれないが、とにかく甘すぎる。


だが冒険者の暗黙の了解というものを知った今、ケジメさえ付けられてしまえばこれ以上何か言える筈もなく。唯一この獣人に罰を与えられる人間がそれで済まそうと言うのなら、済ませるしかないのだろう。


「……邪魔をしたな」


「もう良いんですか？」


「元々の目的は事実確認だけだからな。獣人の意味深な発言については、今すぐにでも連行して聞き出したいぐらいだが」


「ジョーダンに何マジになってんだよ。頭おかしいんじゃねぇの」


「イレヴン」


咎められて黙る姿に、本当に彼の言う事ならば聞くのだなと感心してしまう。その調子でしっかりと躾けて貰いたいものだ。躾けて貰いたいのは獣人だけでなく、淡々としたギルド職員や気の弱い道具屋もだが。


そんな事を考えながら宿を出る。いつになく振り回され続けた朝は、まだまだ続く長い一日への気力を根こそぎ奪って行くようだった。






「今日、リゼル殿と会ったと聞いてね。つい呼び出してしまった！　さぁ、どんな事があったか教えてくれたまえ！」


「……」


彼が王都に来てから今日まで、波乱の一日が多発しているのだが、いい加減に平和な一日を返して欲しい。勤務後に呼び出され、豪華な部屋で子爵と向き合いながら自分の胃が真剣に心配になった。







閑話．十二の頃の間接的なアレ


その傭兵団の名前は広く知られている。


特別、人数が多い訳ではない。各国の正規兵と比べれば小さな集団だ。しかし戦場で彼らを前にした敵兵は誰もが恐怖する。


怒涛の如く押し寄せる破壊力。目の当たりにすれば体が芯から震えるような闘争心。どれほど優れた戦略も圧倒的な力を前になすすべなく蹴散らされるだろう。味方だろうと戦慄する、暴虐の塊。


飼い慣らそうと躍起になる国は数多存在する。だが彼らは誰の下につく事もない。ただ戦場において、より多く金を積んだ国に味方するのみ。その傭兵団はそのルールを一度も違えた事はない。


だからこそ、気にいった者には優先的に手を貸す事を知る者は少なかった。勿論、相応の金は積ませるが。


「…………」


一人の男が、平原へと立っていた。視界を遮るものは一つとして存在しない平原だ。


まるで死人のように生気のない顔は、ただただ白い。濁った瞳で仰ぐように曇天を見上げ、生ぬるい風にその髪を揺らしている。


「隊長、この辺りの殲滅は完了ですぜ。敵、ゼロ」


「……見れば分かる」


「でしょうね」


視界を遮るものがないのは、彼が斬り伏せたからだ。風が生ぬるいのは、戦火の真っただ中にあるからだ。夥おびただしい数の死体の上に、男は血に濡れた剣を片手に立っている。







    
  
  




彼は報告に訪れた部下を一瞥し、吐息が紛れるような気だるげな声で言葉を返す。差し出された布を受け取って剣の血糊ちのりを拭った。白い布はすぐに赤く染まる。


「さっすが傭兵団最高戦力たる第四兵団〝死神〟隊長、乱戦で傷一つないとは！」


傭兵団はいくつかの部隊で構成される。その隊長を務めるのは、少数精鋭の傭兵団において更に選び抜かれた者達。だが、その中でも男は異彩を放つ存在でもあった。


傭兵団史上最年少でその地位を得た。大陸屈指と呼ばれる傭兵団の中で、最高戦力の名を欲しいままにしている。まるで死人のような顔からは想像がつかない圧倒的実力を誇る。


「そういうのうぜぇし……団長は」


「最前線に突撃中。援護行きます？」


「…………」


そんな男が、状況の判断を問われた際に必ず思い浮かべる顔がある。


何故なら知っているからだ。どんな状況でも最良の判断を下せる存在を。戦場での誇りを慮おもんばかりながら、常識に囚われない発想で状況を打破する至高の頭脳を。


「それが……いきなりさぁ……ッ」


ふと濁りきった瞳に光が差す。部下が顔を引き攣らせながら一歩後ずさった。


「突然いなくなるとかさぁ！　信じられる訳ねぇよなぁ！」


「た、隊長落ち着……」


「あの国王のとこ乗り込んでも知らねぇとか逆ギレされるしさぁ！　俺のが知らねぇのに何も知らねぇのにキレやがってあの野郎ふざッけんじゃねぇよ!!」


蹴りつけられた亡骸なきがらが地面を転がる。敵兵とはいえ、それを冒涜ぼうとくするような行為はいらぬ反感を買うと常々言われているというのに。部下である男は完全に理性を飛ばした己の隊長を「あーあー」と眺めた。


ある存在に出会って以来、格段に減ったようだ。だが普段は幽鬼ゆうきの如く気力の無い男が昔、結構な頻度で敵兵相手にこうなっていたのは有名な話。それでもついていくのは、剣を握る者ならば誰もが焦がれるその圧倒的戦力と、こう見えて平素は部下に対して意外と面倒見が良いからに他ならない。


「今度近くに来たら食事でもとか言ってさぁ！　あいつが言った癖に何でッ……、…………はぁ……」


そして割とすぐに落ち着くので特に問題視されていない。


ピタリと止んだ慟哭どうこく、その顔色からスッと生気が抜け落ちる。あまりにも急激な変化に驚くような者は、すでに傭兵団にはいない。


「……遊撃隊として伏兵を潰す、合流はその後で良い」


「了解」


慣れたように散り散りになった傭兵を集め出す部下を眺めながら、男はまるで命を零すかのように長い長い息を吐く。刃毀はこぼれの目立つ剣を鞘へ納め、そろそろ替え時だと呟いた。


やはり彼の姿を思い浮かべるのは効果的だ。彼が下すだろう判断を思うだけで良案が浮かぶ。伏兵の場所も経験から想像がつくし、最前線で楽しんでいる団長も横槍が入らず喜ぶだろう。


「……はは」


生気のない顔に笑みが浮かぶ。これが最善策と思えるが、彼ならばこれ以上の策すら容易に用意してみせるのだろう。目を伏せるように細め、その笑みは目の前にいない誰かへと向けられた。


「隊長、準備オッケーっすわ」


部下が肩を回しながら近づいてくる。


「あ、笑ってる珍しい。宰相様の事でも思い出してんですか。ホント仲良しですね、俺にとっちゃ雲の上の人なんすけど」


「喋りすぎ……煩うるせぇ……」


「隊長喋らねぇから丁度良いですよ。それよか宰相様、心配ですね」


気にはしているが、心配はしていない。彼ならば何処へ行こうと自らの身を守る術を手に入れるだろう。人を使って、人を先導して、人に、望ませて。


心配いらないと分かっている。自分が勝手に心配しているだけだ。


「…………何処に、いるのか」


自身の傭兵団団長以外に、初めて尊敬の念を抱いた友人は、未だに所在が分からない。


最高戦力と呼ばれる男は、雰囲気に反してしっかりとした足取りで死体の山から足を踏み出した。今はとにかく戦果をあげて稼がなければ。団長にどやされてしまう。


ここからは動きを悟られないよう指示を出し、伏兵が潜むだろうポイントへと足を向けなければ。勘に過ぎないが、恐らく外れてはいないだろう。それだけの戦場を経験している。


「リゼル……」


淀んだ瞳で見上げた曇天に、初めて出会った時の事を思い出した。






傭兵団の名前が、ようやく出回り始めたばかりの頃。


傭兵の世界では猛者の集まりと噂されていたが、雇い主にとっては幾つもある傭兵団の内の一つに過ぎなかった。しかし彼らは今と変わらず、戦場に向かっては金を稼ぐ日々に満足していた。


まだ十二であった未来の第四兵団隊長は、当時すでに傭兵団に所属していた。その圧倒的センスで子供だと侮る敵を慈悲なく斬り捨てる姿に、その生気なき顔を揶揄って〝死神〟と称されるようになったのもその頃だ。


「おいチビ、こっち来い！」


「……」


その日もいつもと変わらず戦場で暴れ、夜になると手に入れた金で酒場を貸し切った。


ソファに悠々と腰かけながら酒瓶を握る団長に呼ばれ、当時少年だった男は素直に近付いて行った。死にかけの自分を拾い、生きる術を教えてくれた団長を彼は心から尊敬している。


招かれるままに隣へと座った。筋骨隆々な巨体を持つ団長の隣に並ぶと、傭兵団の中で最も小さな少年は一層小柄に見える。年齢相応の背丈は持つが、相手が悪かった。


「てめぇ今日、一人で相手の小隊ぶっ潰したらしいなぁ」


「そんくらいじゃ、威張れねぇし……」


「生意気な口叩くようになりやがって！」


大きな掌がわしわしと頭を掻き混ぜるのを、少し迷惑そうに受け入れる。


獅子のような外見に似合う咆哮ほうこうに似た団長の笑い声に、周りの傭兵たちも笑った。まぁ飲めと渡される酒瓶を受け取り、そのまま煽る。グラスを探そうものなら気取るなと揶揄われるだろう。


喉を焼くような感覚に強い酒だと気付いたが、周りの歓声に応えるように飲み干した。特に問題はない。


「そのなまっちろい顔色がちったぁ見れるようになりゃ可愛げもあるってのによぉ、少しも変わりゃしねぇ！　酒が飲める男ぁ大物になるぜ」


「……美味くはねぇけど」


まだまだ子供だと大笑いされ、眉を寄せながら空になった瓶を放る。周囲はどんどんと酒を開けていた。明日も戦争は続くというのに、飲んで問題ないのかと昔はよく思ったものだ。全く問題ないどころか、一層調子よく動くのだから。


「しかしあちらさん、まだ本領発揮とはいかねぇな」


ジョッキで出されたエールを飲み干し、団長が楽しそうに言う。


あちら、現在雇われている国ではなく敵側の方だ。金次第でどちらにも付く傭兵に敵も味方もないのだが、他に言い様もない。


「様子見なんだろ」


「でも明日にゃ本陣近ぇぞ」


「誘われてんなら乗ってみんのが男の甲斐性ってなぁ！」


快進撃、という程ではない。ただ流れは確実に此方へ来ている。本陣が近いという言葉にも嘘はない。今日すでに、目的としている相手国の主要都市が有する城壁が見える所まで来たのだから。


しかし、浮かれるには不可解な点が多すぎた。だからこそ誰もが、手応えのある相手に楽しそうに笑いながらも警戒を怠ってはいない。


「相手は大陸屈指の大国。楽しむのは大いに結構だが、油断だきゃあするなよ。それに今回の俺らの金蔓やといぬしが狙ってる相手の噂を知らねぇ訳じゃねぇ」


大陸で最も古く、最も強大な国。その中で最も末端に位置し、されど栄える都市は他国から見れば格好の獲物だろう。


手に入れられれば、敵などいなかった大国へ楔くさびを打ち込むようなもの。豊富な資源と大いに栄えた都市だ、小国が大国へと一気にのし上がる事も可能だろう。


「あの〝逆鱗げきりん都市〟に手ぇ出して無事で済んだ国はねぇしな」


獰猛な笑みを浮かべる団長へ、少年は淀んだ瞳を向けた。


確かに以前、その都市へは補給で訪れた事がある。しかし城壁に囲まれた街並みは平和そのものだった。特に軍事的に優れている、といった特徴もなかった筈だ。


噂に聞く、穏やかな領主の影響か。住民は全員ほのぼのと健やかで、荒くれ者の多い傭兵にも人当たりが良く、過ごしやすい場所だった覚えがある。


「……〝逆鱗都市〟？」


その都市と、仰々しい程の異名がまるで結びつかない。思わず零せば団長が遠慮なく笑い、周りの傭兵達が「そういえば知らなかったか」と意外そうな目をしていた。どうやら、傭兵の間では常識らしい。


「傭兵の間じゃ〝あの都市を敵に回すな〟っつうのが暗黙の了解だぜ」


「……」


回ってんじゃねぇか、とは突っ込まない。


だからこそ、酒場で大いに盛り上がりながらも明日以降の動きを話し合っているのだから。これが雑魚相手ならば、方針など〝とにかく突っ込め〟で終わる。


「あそこぁ平和ボケしてるように見えて、いざ手ぇ出されると凄ぇからなぁ」


「二年ぐらい前か？　アホみてぇな考えで手ぇ出そうとしたどっかの小国の工作員が、一晩で全滅した！　ありゃあ見事だったぜ」


「つっても、住民人質にとるなんてアホな作戦とったからだろ。実際に手ぇ出さなけりゃ、向こうは何もして来ねぇ……表向きはな」


ニヤリと団長が笑う。つまり、裏では何が起こるか分からないという事か。


あの都市を領地とする貴族は誰だっただろうか。住民がきちんと尊敬の念を持っていた覚えがあるので、酷く冷酷な人物ではない筈だ。


「……領主ってどんな奴」


「あの大国を率いる筆頭だなぁ、公爵サマだ。一度見た事があるが、見た目だけならまんま優男っつう面してたぜ」


その優男が治める、平和的な〝逆鱗都市〟。まるで手強いようには思えない。


しかし誰もがそう思い、物騒な異名を知りながらも手を出しては、その名の意味を思い知る。団長がそう語るのならば真実なのだろう。そう納得しながら、どんどんと渡される酒を嫌々飲み干した。


「……あえて敵に回るとか」


「金払いの良い客は有難ぇだろうが」


その通りだと笑い声が上がるのを聞きながら、少年は生気のない表情のまま深く息を吐いた。簡単に笑えるのも当然だ。不利になり次第、さっさと逃げようと決めているのだから。


「赤字じゃねぇの……」


「いつもの事だろうが！　日払いの良いトコは、それまでは毎晩楽しめるトコだな」


傭兵相手には日払い、常識だ。正規兵ではない傭兵など、たとえ雇った国だって信じはしないだろう。状況によって簡単に裏切るような存在だと誰もが知っている。


それでも実戦に強く、金の為に戦果を上げる事を惜しまない傭兵を重宝する国は多い。


「状況次第じゃとっとと退くから準備しとけよテメェらぁ！　だが貰える戦果は貰っとけ！」


威勢良く返って来る雄叫びに団長は大きく笑い、ドサッとソファへともたれた。大きな筈のソファがぐらぐらと揺れて、少年は不快そうに立ち上がる。


「……？」


その時ふと、酒場の扉の向こう側に気配を感じた。


隠れている訳でも何かを探りに来た訳でもないようだ。少しも存在を隠そうとはせず、ただ近所の子供が好奇心で傭兵団を見に来たかのように扉の前に立っている。


放っておけば去るだろうと思ったが、馬鹿騒ぎしている周りがそれに気付いている様子はない。一応耳に入れておこうかと、酒を煽る団長を見下ろした。


「……誰か扉の前にいる」


「あぁ？　誰だよ」


「多分ガキだ……」


「テメェもガキだろうがチビ！」


放っておけと笑いながら告げられようとした声は、しかしノックの音に呑み込まれた。


「随分と肝の据わったガキもいたもんだなぁ」


酷く面白そうな団長に、もしや自分の言葉を信じていないのかと淀んだ瞳を向ける。酒場の中で騒ぐ男たちは、誰だ誰だと賭けにまで興じる勢いだ。


開けてやれと顎で促されて、扉へと向かった。子供が調子に乗ったのならば少し脅せば良い、酒場の店主に用があるなら用事だけさっさと済ませてやれば良いだろう。どうせ、猛者達を前にすれば勝手に怯えて逃げていく。


自身も幼い子供に悲鳴を上げられた事など二度三度ではないしと、扉に手を掛けて向こう側へと開いた。予想通りの子供の影。


「夜分にすみません。勝手に入っても良いか分からなくて」


だが、予想だにしない反応が返って来た。


年頃は同じくらいだろうか。背は少年の方が高い。被っていたフードを取り、露わになった顔は柔らかな表情を浮かべていて、平和な場所で生きて来たのだと一目で分かった。


だからこそ、数多の傭兵団を前に自然な態度が異質だった。少年の生気のない瞳に微かに警戒が走る。


「……俺らの貸切だ、諦めろ」


「いえ、酒場に用事がある訳ではないんです」


真っ直ぐに此方を見る瞳が、ふと興味深そうに店内も映した。間違っても人相が良いとは言えない男共が盛大に騒ぎ、声を上げ、そして此方へと野次を飛ばしているにも拘らず、その瞳には一点の怯えすら浮かばない。


すぐに扉を閉める事になるだろうと扉へ掛けたままの手、それを下ろす事なく少年はじっと相手を見下ろした。


「頼みたい事があって。団長さんに通して頂けますか？」


「………」


ざわり、と夜の木々を揺らす程の威圧が少年から放たれる。


傭兵団の面々は流石に様子がおかしい事に気付いたのだろう。皆一様に向き合う二人に視線を向け、おいおいやり過ぎじゃないかと自分達の仲間である少年を見る。


「………失せろ」


吐息を多分に含んだ、幼さなど残らない声で告げた。


「やっぱり先触れを出すべきでしたか？」


淀みを増した瞳に、しかし子供はふわりと髪を揺らしながら平然としていた。悩むように首を傾け、ううんとズレた考えを口に出している。


大の大人でさえ逃げ出すような威圧を、一切気にした様子がない。傭兵団を舐めた子供が、訳の分からない事を言っているようにも思えなかった。むしろ全てを理解し、此処に訪れているような。


「おいチビ、通せ」


団長の声に思わず振り返った。視線の先にある酷く面白そうな笑みに、少年はすっと威圧を収める。招き入れるように、一歩足を下げた。


子供にもその声は聞こえたのだろう。良かったとばかりに安堵して、平然とすれ違いながら酒場へと足を踏み入れた。


「……」


扉を閉めながら、その背を見送る。年頃は同じだろうが体つきは全然違う。弱そうだ。


「俺に用か、ガキ」


「はい。座っても？」


「座れ座れ！　おら、何だったら飲むか？」


大声で笑う団長に子供は微笑み、礼を告げながら団長の正面にあるソファへとちょこんと座った。あまりにも場違い。この風景の中に全く溶け込めない存在。


しかし子供は気にせず、興味深そうな周囲の視線を集めながら、勧められた酒を断っていた。


「団長って基本的に子供好きだよな」


「懐かれねぇのにな」


「煩うるせぇぞ！」


露骨にヒソヒソした傭兵らに笑い混じりに怒鳴りながら、団長が目の前に座る子供を眺める。落ちついた態度は子供らしくないが、これが傭兵団かと周りを見渡す姿は年相応でもあった。勿論、本当に年相応ならば怯えるのだから、よほど鈍感なのか肝が据わっているのか。


ただ、普通の子供でないことぐらいは分かる。


「てめぇ貴族だな」


「はい」


平然と肯定してみせた子供に、周りの傭兵が絶句した。


「ガキの遊び相手にゃあ俺達ぁ向かねぇぞ」


「今日の戦いぶりを見て、是非貴方達にと思ったんですけど」


「おう、ジュース飲むか？」


「有難うございます」


大きな手で差し出された果実水の注がれたグラス。子供は迷いもせず受け取り、平然と口をつけた。貴族らしくない、と誰もが思う。そんな物を飲めるかと拒否するか、笑顔で受け取りながらも口を付けないか。それが傭兵達の想像する貴族だった。


余程甘い育て方をされたのかと思うが、そうならばその落ち着きように説明がつかない。


「（掴めない……）」


少年は団長の後ろに回って子供を眺める。


敵対すれば相手の力量が分かる。相手の敵意も容易に察する事が出来る。しかし目の前の子供の事が何一つ分からない。余裕のある顔でザリリと無精ひげをなぞる団長も、きっと同じことを思っている筈だ。


「今日、凄かったですね」


ふいに視線があった。微笑まれ、どういう意味かと眉を寄せる。


「私と同じ年くらいでしょう？」


「十二」


「あ、一緒です」


やけに嬉しそうな子供が言葉を続ける。


「それなのに、あの魂を奪うような剣技。〝死神〟の異名がつくのも納得で、見惚れちゃいました」


「……何処で見た」


「遠くから、双眼鏡で」


双眼鏡を使おうと、そこいらの子供が戦場が見渡せる筈がない。


しかも相手は貴族だ。ふらふらと戦場を出歩くなど許されないだろうし、この酒場が置かれた村の領主一族という訳でもないだろう。ならば一体、何処から来たのか。


嘘をついているようにも見えない。何だか凄く甘い、と言いながら果実水を飲む子供を見下ろす。


「で、頼みってのは何だ？」


団長が、どしりと両手を背もたれに乗せながら言った。ただ在るだけで相手を威圧するような巨漢に、しかし子供はカラカラと回したグラスの中の氷を見下ろしながら首を傾げる。


どう言えば良いかと考えているようだった。しかし、直ぐに一つ頷いて顔を上げる。


「一人、手をかけて欲しい人がいるんです」


周囲は一斉に酒を吹き出し、団長が歯をむき出して笑った。


「おい、止めねぇかチビ」


そして少年は一人、剣を抜いて子供の顔へと突き付ける。


「馬鹿にしてんじゃねぇの………こいつ……」


「チビ、止めろ」


「傭兵捕まえて暗殺者の真似事しろとかさぁ……ッ馬鹿にしてんだろ世間知らずのガキの癖してさぁ！　気に入らねぇから殺せって訳分かんねぇ我儘で俺ら使って遊ぼうとかさぁ！　舐めてんじゃねぇよガキ!!」


「止めろっつってんのが聞こえねぇか!!」


咆哮のような怒鳴り声と共に振り下ろされた拳に、少年は突き付けていた剣を辛うじて落とさないのが精一杯だった。そして数秒の沈黙。ゆらりと剣を引く。


「…………落ち着いた」


「たく、ガキの遊びだと思ってんならキレてんじゃねぇぞ」


そう言いながらも団長の子供を見る視線は鋭い。


「意外と感情豊かなんですね」


「意外じゃねぇし……」


少年の言葉に、そんな生気のない顔をして何をと見ていた傭兵達は内心で突っ込んだ。


感心する子供は数秒前まで剣を突き付けられていたとはとても思えなかった。動揺を見せず、目前に剣などないかのように真っ直ぐに相手を見ていた姿に誰もが認識を改める。


平和な場所で生きてきた、お花畑な頭を持つ子供ではないのだろう。少年もじっと見下ろす。


「その頼み事に、俺達を選んだ理由は何だ？」


「あ、聞いて頂けるんですね」


「度胸のある奴ぁ好きだぜ」


団長もすでに、子供の戯言などと思ってはいないのだろう。子供の要求に向き合おうという姿勢を見せていた。


「今日初めて戦場を見て、貴方達が一番凄いなって思ったからです」


「そりゃ嬉しいなァ、酒が飲めりゃ奢おごってやる所だぜ！」


その言葉に子供が一瞬だけ果実水を見たのに気付いた者はいなかった。もしや奢りじゃないんだろうか、そう思っている事など誰も知らない。


「ガキとはいえ貴族だろ？　わざわざ俺らに頼まなくても、手なんざいくらでもあんじゃねぇか」


「相手が相手なので。出来れば、自然な戦死が一番良くて」


「末恐ろしい坊ちゃんだなぁオイ！」


この傭兵団に頼んで戦死させたいというのなら、ターゲットは今敵対している大国側の兵だろう。ならば目の前の子供は此方側だ。この場所にいるのだから当たり前なのだが。


「貴方達が今雇われている報酬、その倍を出しましょう」


チャリ、と中身の擦れる音をたてた布袋。子供はやや重そうにローブの中からそれを取り出し、酒場中の視線が集まる中で机の上に置いた。


「前払いで同額、成功報酬を合わせて倍です」


「子供が持てる小遣いじゃねぇ筈だがなぁ」


「お父様にお願いしました」


にこりと笑う姿はただの子供だと言うのに、先程から徐々に増す空気は何なのか。


貴族を想像して浮かべるイメージ以上のそれに、場数を踏んだ傭兵でさえ呑まれかねない上位者と対峙した時の感覚。本物だと、無意識のまま納得させかねないものだ。


もはや、子供の戯れだと不快感を覚える者はいない。誰もがその取引を見守っている。


「拒否権はねぇのか」


「いえ、勿論あります」


少しだけ驚いたように子供が首を振った。


「内容を聞いて、乗り気じゃなければ断って下さい。その時は、前払いと同額を口止め料としてお渡しします」


ゆるりと微笑む子供に、団長が思考を巡らせる。


いくつもの戦場を練り歩いてきた勘は、確かに罠ではないと告げていた。このまま断ったとしても黒字確定だ。だが、目の前の子供と繋がっておくべきだと彼は強く予感していた。


その予感はもはや、確信に近い。


「ターゲットは」


「明日、貴方達が対峙する軍の中に。国から送られた正規軍、それを率いる指揮官補佐です」


団長がザリ、と親指で無精ひげを撫でる。


「指揮官じゃなくて、補佐ねぇ……テメェにとって邪魔なのか？」


「私にとってと言うより……あ、いえ。そうですね、私が個人的に嫌いなんです」


可笑しそうに、少し照れたように笑う子供に、団長は酷く愉快そうに笑った。この酒場に来て初めて子供の本音を見たような気がしたのだろう。


さて、この穏やかな子供に嫌われた男は一体何をしたのかと肩を揺らして笑う巨体を、少年はじっと見つめていた。自らが初めて、唯一尊敬する存在。彼と対等に取引を交わす子供は一体何者なのか。


「嫌いなら仕方ねぇなぁ！」


「仕方ないです」


こくりと頷いた子供に、団長がニヤニヤと笑いながら身を乗り出す。


「で、何で嫌いなんだ坊ちゃん」


「だって」


子供がきゅっとグラスを握り込んだ。その顔がゆるゆると伏せられる。


直後、場を支配した空気に誰もが息を呑む。少年が放ったようなものとは全く違う。戦場でどんな強者と向き合った時とも違う。全てを平伏させるような威光の片鱗を、一瞬だったが確かに見た。


「私の大切な人を、殺そうとするから」


その声は、様々な感情を押し込んで響いた。


少年は淀んだ目を見開く。目の前の子供には似合わない感情だと、無意識の内に思ってしまった。そして静かな酒場でポツリと呟く。


「………それは殺す」


「でしょう？」


パッと霧散した空気に、誰もが気が抜けたように肩を落とした。何かが通じ合ったかのように頷き合う子供二人に、先程から地味にこいつら気が合うんじゃないかと考える余裕すら出て来ていた。


「そりゃあ納得だ！」


笑い飛ばす団長に、子供は笑い事じゃないのだけどと少し不満そうだ。


「何だ、随分と物騒な話だなぁ」


「彼は絶対的な伝統主義者です。王位を継ぐべきは長子であるべき、それ以外は国を乱す。その意見を曲げません」


「言わせときゃあ良い、ってな訳にゃあいかねぇか」


「言うだけなら良いんです。今の所、殿下に王位を継ぐ意思はないですし」


何かがおかしい。酷く違和感がある。殺してほしい人間が相手側だから、当然目の前の子供は此方側だと誰もが思っていた。


「でも、いくら殿下が強すぎる魔術師だからって、反乱の芽は早めに摘むべきと暗殺計画を立てられては私だって怒ります」


何故なら、幼い身で現在戦争中の敵国に現れるなど考えもしない。今日、自国の兵を散々葬った集団の中で穏やかに果実水など飲んではいられない。警戒心など欠片も抱かず、剣を向けられようと怯えず、子供らしく笑ってみせるような真似が出来る筈がない。


「罪を被せる隙のない身内の始末を任せてしまうのは、ちょっと申し訳ないですけど」


そう、思い込んでいた。


「………お前」


「チビ、止めろ」


少年の手が剣へ伸び、しかし団長によって押し留められる。


「俺と坊ちゃんとの話し合いだ」


少年は天井を見上げるように視線を逸らした。耐えきれず歪んだ顔を隠す為に。


やはり団長は、相手をただの子供と見ていない。対等、戯れながらも真っ当な取引。年の変わらない自分では憧れるだけの存在と、何故ポッと出の子供が並べるのか。確かに生まれは高貴なのだろう、だが彼自身が何か出来る訳ではないにも拘らず。


虚ろな目で天井の木目を見ながら、少年は手の甲を口へと当てて深く息を吐く。


「その坊ちゃんっていうの、何だか凄く恥ずかしいです」


「貴族の坊ちゃんじゃねぇか、変わりねぇよ」


一瞬ちらりと自身を見た子供に、彼は気付かなかった。


「そっちの王子は二人だったなぁ。テメェは第二王子派って訳だ」


「殿下が王位を望まなければ放っておくんですけど、まだ分からないので」


子供があっさりと告げる。


その思考は貴族の闇さえ受け入れ、理解していた。だが決して自らの利益の為に使われる事はなく、ただ一人の為に。団長が唇の片端を吊り上げた。


「そいつの為って訳か」


「いえ、違います」


「あ？」


大した忠誠心だと感心した上での褒め言葉は、すぐさま否定される。


「誰かの為っていうのは、誰かの所為って事でしょう？　こんな浅ましい行為を、殿下に背負わせるつもりは無いので」


穏やかに、そして幸せそうに子供は微笑んだ。


「だから、これは彼を嫌いな私の、ただの我が儘です」


「ハ、ハハハハハハッ！」


団長が耐えきれないというように腹の底から笑い声を上げた。周囲の傭兵達も同様に。


騒がしいまでのそれらに、釣られないのはパチリと目を瞬かせて不思議そうな子供と、それを淀んだ目で見つめる少年だけだった。


「こりゃ駄目だ！　金蔓やといぬしには悪ィが勝てやしねぇな、この戦！」


誰もがその言葉に同意を示す。こんな子供がいる国に、と。


目先の欲に捕らわれ、侵攻する自らの雇い主達が酷く滑稽に思えた。稼がせて貰えるのは有難いが、格の違いを見せつけられた今となっては、味方する理由など金以外は消え失せる。元々それだけではあったが、余計に。


「なぁ坊ちゃん、お前を育てた親っつうのは相当上の奴だろ？」


近くに立っていた傭兵が一人、子供のソファに肘をつきながら尋ねる。間違いなく国のトップで、国を動かす人間だろうと予想して。大国ともなると上層部は皆、武力で太刀打ち出来ないような化け物ばかりだ。


子供は、その傭兵が差しだした瓶からグラスへと果実水を注がれながら、ふんわりと笑った。


「今、貴方達が向かっている都市の領主です」


傭兵の腕がぴたりと動きを止める。注がれ続ける果実水に、これはいけないと子供は瓶を掴んで上を向かせた。なみなみと注がれたジュースを見下ろし、そろそろ腹がタポタポ言いそうだと何となく思いながら続ける。


「ついでに、明日の戦争の総指揮は私です」


「総大将たぁ、てめぇ良く一人で乗り込んできたなぁ！」


「箔はくを付けて一応軍位も持っておこうってだけのお飾りなので」


まさかの告白に、大体の傭兵が再び酒を噴いた。


「俺達が金蔓に突き出すたぁ考えなかったか？」


「損するの、嫌いでしょう？」


「ハハハ！　その通りだがなぁ、万が一って話だ」


「その時は、私の見る目が無かったってだけです」


子供はそう言って、しかし直ぐに苦笑した。


「そう、言えれば格好良いですけど。ちゃんと保険はかけて来ました」


少年はふっと気配を探る。


可愛げのない子供だと大笑いする団長、いやあれは相当気に入っているぞと露骨にヒソヒソする傭兵。それらに隠れている気配が確かに、幾つか。わざと読ませているのかもしれない。手を出すなという牽制だ。


「なので、明日の作戦は丸っと分かってます」


もう飲めない、というように子供がグラスを金貨の隣へ置いた。


「もし私の話を引き受けてくれるなら、安全にターゲットを仕留められるよう助言は惜しみません。勿論、こちらの軍に必要以上の被害を出さないようにもしますけど」


向けられた子供の視線に、団長は獰猛に笑う。今にも猛獣に食われてしまいそうだと錯覚させるような笑み、しかし子供が視線を逸らす事はない。


そして、大きく息を吸い込んだ団長が声を張り上げた。


「引き受けんのに文句がある奴ぁ言え!!」


直後、爆発的な歓声が上がる。


大金を手に入れられる上、敵軍の指揮官補佐という大物を仕留める事が出来るのだ。莫大な戦果を上げたと雇い主から謝礼も積まれるだろう。


寝返れなどと子供は一度も言っていない。傭兵団の名を貶める事なく、そこまで考えての申し出。互いに損をさせない取引は、子供が考えられるようなものではなかった。


「交渉成立、ですね」


「こんな愉快な交渉は久しぶりだなぁ！」


いつもならば、傭兵団と雇い主との交渉は悲惨なものだ。なるべく安い金で雇いたい相手は必死に此方の粗を探し、なければ無理矢理それを作る。だから、彼らは有無を言わさぬ実力でそれらを見返すのだ。


しかし今回は違う。実力を認められ、目的が達成される事が前提で、それに見合う対価を提示された。信頼されて戦う。傭兵としてまさかそんな契約が結べる日が来るとは、誰一人として思ってなどいなかった。


「それが敵同士っつうんだからお笑い草だがな」


「え？」


「何でもねぇよ。おら、テメェら作戦会議だ！　机空けやがれ！」


「坊ちゃんジュースまだ飲むかぁ。違うやつとかいる？」


「いえ、大丈夫です。それよりその坊ちゃんっていうのが……」


普段目にしないようなノリの巨躯に囲まれ構われ、その距離感に若干どうしようと困っている子供を、少年は何も言わずに見続けていた。






もはや深夜に近い時間。話し合いはようやく終わった。


「おらチビ、送ってやれ。俺らよかてめぇのが目につかねぇだろ」


「……」


その言葉に彼は、乱れた髪を整えながらトコトコと近付いてきた子供を見下ろす。


少年も話し合いは聞いていた。自分自身も作戦に大いに関係する。目の前の子供の情報や立案は、ただ見聞きした事実だけを話すのではなく、深い理解を以って展開されていた。


「外れに馬車を待たせてるんです。一人でも」


「別に良い……」


生気のない顔をふいと逸らし、歩く少年に子供も続いた。


騒がしい酒場内から一歩出れば、耳に痛いほどの夜の静寂が出迎える。先程まで居た酒場と隔てられたような感覚が、まるで別世界に迷い込んだかのようだった。酒の匂いの充満する空間とは違い、空気が酷く透き通っている気がした。子供の足音は離れず後ろからついてくる。


「……どうやれば其処に行ける」


ふいに足を止め、振り返った。


ローブを被り直していた子供が一人、全てを見透かすような目で此方を見ている。その瞳がなければ、ただの子供と変わらない。それなのに、自分にとって遠く憧れていた団長と対等になってみせた。子供扱いはされていたものの、あの取引の瞬間、二人は確かに対等だった。


「弱い癖にさぁ……ッ」


胸倉を掴み引き寄せる。軽い体だった。


どれだけ戦力になろうと、どれだけ剣の腕を磨こうと、自分はかの偉大な団長に並べないというのに。近づいた顔は驚愕も焦燥も浮かべず、じっとこちらを見ていた。それが一層、少年を煽る。


「何でお前が並べる!?　俺がどれだけあの人の隣に立ちたいと思ってきたのかも知らねぇ癖に！　どうしてお前が今日あの人と対等になれた!?　何でッ」


子供のフードが、ぱさりと落ちた。同時に、少年の唇に何かが触れる。


子供の手がこちらの口を塞いでいた。少年の死人のような瞳が、誰もが見ただけで引き摺り込まれそうなそれが、紫の瞳にじっと見つめられる。


「貴方が対等になろうとしないからでしょう」


少年は目を見開いた。反論の言葉は出ない。


「あまり騒がれると、困ります」


胸倉を掴む手からふっと力を抜き、彼は子供がぱたぱたとローブを整えている姿をぼんやりと眺めた。


「………八つ当たり、悪わりぃ」


「いえ」


少年は何事もなかったかのように歩き出した。子供も、何て事ないと言うように続く。


何故か後ろではなく、隣に並んで歩いている子供を見下ろし、少年は深く長い息を吐いて夜空を見上げた。雲に淀んだ空は、月明かりも薄く暗い。


対等になりたい、自分を拾って生きる術を教えてくれた団長と。その意思に偽りはないのに、何も言い返せなかったのは何故なのか。少年は、村外れの森で待っていた馬車に乗り込む子供を見送りながら、ずっと考えていた。






「リゼル様、準備はお済みですか」


翌朝、リゼルは零れそうになる欠伸を噛みしめながら、自らへと呼びかけた男を振り返った。まるで不安から解き放たれたと言うように、安堵の笑みを添えて。


「貴方が補佐についてくれるなんて、とても心強いです」


「そう言って頂けるのならば光栄です」


胸に手を当て、膝をついた男を見下ろす。


男が礼儀正しいのは、リゼルが古くから国を支えてきた公爵家の正当な嫡子だからだ。もし爵位を継がない子供だったのならば、態度はまるで違っていただろう。まるで、リゼルの主に向けるもののように。


取り立てて失脚させられる程の不正も無ければ、不穏な計画を容易に漏らすような人物でもない。変に優秀だからこそ面倒臭い。リゼルが彼の暗躍を知れたのは他でもない、彼の思想に同調するふりをしてみせたからだ。


「今は少し押され気味ですが、これからの快進撃を期待しています」


「はっ、お任せ下さい」


もし男が計画を実行しようとするならば、王族の信頼を勝ち取っている公爵家嫡子の存在は相当重要なものとなる。同じ思想を持つ同志への信頼か、最後に力の籠った視線をリゼルへと向けて男は去って行った。


「やだなぁ……」


「リゼル様？」


思わず零した声に、ふいに後ろから呼びかけられた。


のんびりと振り返った先にある真っ白な軍服は、国ではなく公爵家に仕える軍人である証。〝逆鱗都市〟を守る真の守護者たち。今の所、戦に挑んでいるのは国の正規兵たちであるので、私兵である彼らは正規軍の後ろに控えている。


「何でもないです」


「そうですか」


リゼルがずっと小さな頃から傍にいる彼には、全てばれているのだろうけれど。自分を守ってくれる柔らかな笑顔に、リゼルの顔にも笑みが戻る。


「そういえば前にリゼル様が美味しいって言っていたパン屋なんですが、お婆さんがリゼル様にと。焼き立てですよ」


「あ、嬉しいです」


差しだされたバスケットから漂う香りに、頬を綻ばせて手を伸ばした。


周囲には身内しかいない。白い軍服の青年も、リゼルには多過ぎるパンを掴んで自らの口へと入れている。


「流れは分かっていますね」


ふいに告げれば、青年も頷く。


「当然です。リゼル様は全力でお守りします」


「有難うございます。でも、そっちじゃないんです」


「あぁ、昨晩の」


傭兵団の所へ向かう際、同行してくれた内の一人が彼だ。事の成り行きは全て知ってるし、自国への反逆ともとれるリゼルの判断も知っている。敵側の傭兵団を使って、味方である筈の軍の上層部の一人を排除しようという考えも、全て。


「早くリゼル様の憂いがなくなると良いですね」


だが公爵家へ忠誠を誓う、白い軍服を纏う彼らがそれに反論を抱く事はない。嬉しそうな笑みを浮かべる青年に、リゼルもにこりと微笑んだ。






「〝死神〟が出たぞ！」


「……その名前、好きじゃねぇんだけど」


自分も有名になったものだと、少年は相手の心臓へ剣を突き立てながら思う。引き抜いた剣に血が絡みついた。剣先から血液が尾を引く光景が魂を引き抜いているかのようだと、誰が初めに言い出したのか。


「一点突破だぞ、逸れんなよぉ！」


団長の一喝に、全員で雄たけびを上げながら傭兵団が敵兵の間を突き抜ける。


その動きは迷いなく、爆発的な破壊力は相手の守りをものともせずに突破しながら目的地へと突き進む。目指す先には指揮官補佐、隊列を組んだ兵達の中央で馬に乗る男だ。


「左回り込まれるぞ！　右抜けろ！」


「いやぁ、しっかし坊ちゃんの言うとおりだなぁ！」


刻々と状況の変化する戦場で、しかし傭兵団は予定通りの展開を繰り広げられている。


『定石通りを好む人です。変則的な動きがない分、読みやすいけど突破しにくい』


『でもあなた達の破壊力があれば中心までたどり着けるでしょう』


軍を動かすタイミングも、飛ばされる指示も、全て子供が言った通りだ。標的はもう逃げられないのだろう。子供を敵に回した時点で、彼の人生は詰んでいる。


ふと、少年は近付いてきた城壁を見上げた。弓を構えて並ぶ兵達の中、小さな影を見つけて眩しさに細めながらも目を凝らす。


「何食ってんだ………」


もぐもぐと丸いパンを食べていた。


「壁崩れたぞ！　金蔓の兵が突っ込んだら紛れて本命潰せぇ！」


団長の怒号に、目の前に立ち塞がる兵を斬り捨てる。すると、ようやく標的である男が見えた。信じられないと言うように周囲へと指示を叫ぶ姿に、淀んだ目を微かに眇すがめる。


あれも貴族と言うのだから笑い草だ。本物を知った今だからこそ、余計にそう思うのだろうか。


「チビ、抜けろ！」


団長の指示と共に、ふっと少年が足を止めた。


戦場に幽鬼のように立ち尽くし、淀んだ目で空を見上げる姿に敵兵の誰もが戸惑ったように攻撃を止める。その一瞬で十分だった。ゆらりと揺れた体が、直後その場から消える。


「ッな……！」


何がと言いきる事も出来ず、近くの兵が絶命した。


その後ろで一人、更に一人。突如命を絶たれる者が、徐々に奥へ奥へと向かって増えていく。誰もがそれを引き起こす相手の姿を捉えられず、戦場が恐慌状態に陥った。


曰く、〝死神〟の出現だと。


「チビの剣にゃ、俺ももう敵わねぇなぁ！」


遠くで団長が笑い飛ばす声が聞こえた。そんなこと言わないで欲しい。まだ自分は、その存在に追いつけていないのだから。認められては、どうすれば追いつけるのか分からなくなってしまう。


「副団長でもやらせてみるか！」


傭兵の一人が面白そうに笑う声が聞こえる。止めてくれと心で呟いた。そうなって、それでも並べなければ。自分は一生追いつけなくなってしまう。


『貴方が対等になろうとしないからでしょう』


「………その通りだ」


本当はずっと気付いていた。


並びたい隣に立ちたいと言いながら、尊敬していたいし憧れていたい。隣に並んでそれが失われるのが恐ろしかった。今の位置が一番、憧れるのに丁度良いから自分から動かなかっただけだ。


尊敬する存在に追いつくのが怖かった。隣にたって凭れかかれなくなるのが嫌だった。甘えているだけのただのチビだった。


「アイツは……違う」


武力は持たずとも、自らの持ち得る全てを使って臨む子供。


人と人の間をすり抜け、少年は後ろ手に剣を振るう。駆け抜けてから繰り出される攻撃に目さえ追いつかず、また一人後ろから心臓を貫かれた兵が崩れ落ちた。


そして、ようやく標的への障害が消える。遮るものなくなって全貌を表した男が、忌々しげに此方を見ているのを捉え、少年は何の気負いもなく剣を構えて駆けた。


「チビィ！」


瞬間、団長の険しい声が戦場に響く。


滑り込むように足を止めた。ゾクリと背筋を撫で上げるような悪寒に振り返る。見えたのは、此方へ迫る巨大な光の塊。雇い主である国が味方共々敵兵を吹き飛ばそうと用意した超級魔術だった。


自分のいる場所は直撃する。避けきれない。団長達が無事で良かったと、標的も死ぬだろうなと、少年は深く息を吐いて剣を下ろす。だが、声が聞こえた。


「敵を巻き込んで構いません。広げて」


死を覚悟した慟哭に溢れた戦場で、その声は不思議と透き通って耳に届いた。


直後、戦場の全てを守るように、魔力の壁が辺りを覆いつくす。そして地を揺らすような爆発音。思わず顔を顰め、轟音に方向感覚を失いながら幼さの残る声の持ち主を探した。


魔術の光など何処にも見えなくなった空の下、此方を見下ろす二つのアメジストを見つける。


あの魔術で、標的を亡き者に出来た筈だ。きっと、傭兵が手をかけるより余程自然に。勿論、自国の兵が大量に失われるのを防ぐ為なのだろうが。


「無事ですか？」


その言葉は確かに、此方へと向けられたものだった。


まるで普通に友人を応援しているかのような微笑み。少年は状況を忘れ、全く似合わない笑みを浮かべて歩き出す。淀んだ目に差し込んだ光は、真っ直ぐに標的を捉えていた。


「問題ございません！　さぁ、体勢を立て直せ！」


標的の男が、自分に向けられた言葉だろうと城壁の上へ力強く叫び、そして周囲の兵へと指示を出す。隊列の乱れた兵の間を歩いていた少年は、トッと地を蹴った。


「伝統など知らぬ小国に、我らの権威を叩きこんでやれ！」


「……敵に回したのは小国じゃねぇだろ」


馬の上で声を張り上げる男の鎧ごと、その心臓を刺し貫いた。






森を迂回し、背後から攻め入ろうと移動中の伏兵を発見して斬り捨てる。


「そういや隊長達とか古株って、宰相様のこと坊ちゃん呼びしますよね。良いんすかね」


「良いんじゃねぇの…………」


「それと何で隊長って時々宰相様に敬語になるんですか」


「……気分だ煩うるせぇ」


思い付いたように敬語を使ってやった時の、少し不満そうな顔が見ものなのだと教えてやる気はない。早々に片が付き、相変わらず喋り続ける部下を放置する。


何処まで思い出していたのだったか。そう、確かあの後はリゼルの手引きで早々に入り込み過ぎた前線から引いたのだった。その後も普段通り戦場を暴れ、雇い主とリゼル両方から受け取った報酬を手に、戦線から一抜けした。


雇い主からは嫌味を食らったが、別に契約不履行があった訳でもない。傭兵なぞそんなものだと知っている相手が食い下がる事はなかった。戦況を思えば、そんな暇などなかっただけかもしれないが。


「…………合流する」


「了解です」


それからも幾度かの邂逅を重ね、徐々に親しくなっていった。彼の冷静さに釣られるように、理性が飛ぶほどの激昂もそれなりに鳴りを潜めた。最近また少し増えたが。


だから早く戻ってきてくれと、再び飛びそうになる理性をギリギリで繋ぎとめる。


「団長達も探してんのに………」


チビと呼ばれていた男は淀んだ瞳で呟き、剣へと纏わりつく魂の残滓を振り払った。






「あの頃は色々若かったし、無茶もいっぱいしました」


「お前が無茶とか想像付かねぇな」


「運が良かったんです」


そう笑うリゼルに、随分と可愛くない子供だったようだとジルは自分を棚に上げて溜息をついた。時折リゼルの口から零れる昔話は、敬愛する国王関係でなくとも割かし物騒なことがある。とある傭兵団に協力を求めた時の話など特にそうで、良くぞ荒くれ者が目の前の穏やかな男の誘いに乗るものだと感心してしまう程だ。


報酬などのメリットは多分にあるのだろうが、それだけではないのだろう。この点に関しては、ジルも自分を棚に上げる事など出来はしない。


「元気に戦争してると良いんですけど」


「それで良いのか」


ほのほのと笑う男に、傭兵団の中で最も話に出て来る〝死神〟へと同情してしまう。それはそれとして、一度手合わせしてみたいものだと、そんな事を考えながら。







    
  
  




人が誰かに傾倒するのに、特別な理由など必要ないのだろう。


一目ぼれ、という言葉もある。そこに至るまでの時間も、互いを語り合う言葉も、絆を紡ぐに足るエピソードさえも必要ない。ただひたすらその存在に惹かれる理由など当人でさえ理解できていないのだとしても、その気持ちを否定する事など誰も出来ないのだから。


リゼルの自らが仕えるべき王との出会いも、それに等しいものだった。






あまり年の変わらぬ第一王子とは、物心ついた頃から親交があった。


何せリゼルは彼の父である、当時即位を控えていた国王の下で魔術を学んでいる。予想外に発現してしまった王族特有の魔術のお陰で、教えられる人間は限られていた。とはいえ発現したといっても素養は極々わずか、魔力を転移させるに留まったのだが。


そんなリゼルとは違い、第一王子は血筋に相応しく物や自身の転移を順調に修めていった。しかし本人は転移魔術をそこそこに、魔術全般へと興味を抱いたようだ。それこそ魔術に留まらず、あらゆる分野への魔力の活かし方を楽しそうに、二人の時にだけこっそりと語ってくれた。他者が聞けば子供の戯言だろうそれを、いつしか魔術研究の権威と呼ばれるようになった彼は全て実現させる事となる。


周囲からの信頼も厚い王子。魔術の事になると興味のままに動く事もあるが、それさえも人を惹き付ける大器であった。将来は彼に仕えるのだろうと、その意味も理解しきれない幼いリゼルではあったが当然の如く考えていた。






その存在を初めて目にしたのは、国民へのお披露目式典での事だった。


城の広大なバルコニー。そこに国の要人たちが一堂に会し、国王が第二子の誕生を発表している声を聞く。その時、バルコニーの奥からゆったりと歩く王妃の姿が見えた。


その腕には白い布に包まれた小さな姿。とはいえ、布で邪魔されてあまり見えない。


「リゼル」


父の囁き声に、リゼルは無意識に傾けかけていた頭をぴしりと元に戻した。隣に立つ父を見上げれば、笑みを浮かべて此方を見下ろしている。いつの間にか肩に添えられていた大きな掌が、リゼルの薄い背を撫でた。


視線を前へと戻せば、現れた王妃と待望の御子の姿に国民らの歓声が上がる。しかし赤子はすっかりと寝入っているのか、もぞりと一度身じろぐだけだった。


産まれて十日も経たない赤子だ。リゼルは今日初めて拝謁する事が出来たが、王子生誕に伴う様々な式典とやらに連日父が駆り出されているのを知っている。つまり、あの小さな小さな赤子も連日大忙しだった事だろう。


「（疲れてるのかな）」


そう何となしに思うリゼルの視線の先には、自らの弟を腕に抱いて嬉しそうに笑う馴染みの王子の姿があった。






二度目の邂逅はその二年後。突然の事だった。


リゼルは相変わらず城で、自身の勉学と並行して第一王子と魔術を学ぶ日々を送っていた。即位してからも合間を縫っては魔術を教授してくれる国王は、どうせ息子にも教えるのだから遠慮する事はないと言ってくれる。


余所の国からは覇王と称される国王の、存外優しく頭を撫でる無骨な掌がリゼルは好きだった。


「そうだ、そのまま魔力を」


その日も、リゼルは席について第一王子と共に魔力の扱い方について学んでいた。


「失礼致します、国王陛下」


ふいに、部屋の扉がノックされる。


現れた男は許可を得ると流れるような足運びで入室し、国王へと何かを耳打った。リゼルが耳を澄ましても聞こえないそれに、国王が微かに片眉を持ち上げる。


「お前らは此処で待っていろ」


それだけ告げて立ち上がり、やってきた男を連れ立って部屋を出て行く大きな背中を二人で見送る。然して珍しい事でもない、リゼル達は気にする事なく自主学習を続けた。


両者とも、魔力の扱いについては感覚派というより圧倒的に理論派。魔術の学習も実戦よりは議論が多い。隣り合わせに座りながら、こちらに魔力のソースを割いて、それともあちらで魔力構築を。年齢以上に高度な話し合いはお互いとても楽しいものだった。


その時だ。


「……え？」


ぞわりと何かが背筋を這い上がる感覚に、リゼルは後ろを振り返った。


決して不快感ではない。むしろ、惹きつけられるような強烈な存在感。第一王子と共に振り返った先に居たのは、ぺたりと床に座り込む一人の幼子だった。


「────……　　　　？」


呆然と、第一王子が呟いたのは彼の弟の名前。つまり、とリゼルもゆっくりと一度目を瞬かせて彼と幼子を見比べる。


すると、国王に知らせに行った方が、と思いかけたリゼルの目の前で幼子が動いた。


ふんふんと鼻息荒く両手を前へ付き、ぐいっと膝を伸ばす。まるで今から前転しようという姿勢となった彼は勢いよく立ち上がり、そして両手を天へと突き出した。


その万歳したままふんっと胸を張る姿に、思わずリゼルが拍手を送った時だ。


「はぁ……⁉」


隣を見れば、第一王子が大混乱だった。


その原因に、ようやくリゼルも思い至る。幼子はどうやって此処に来たのか。いや、現れたのだ。転移魔術の神髄は、己の転移にあると言って良い。王族の持つ膨大な魔力と、確かな魔術の素養を以って初めてそれが可能になる。


直ぐに気付けなかった辺り、自分も混乱していたのだろう。リゼルがマイペースにそう考える前で、第一王子が幼子に駆け寄ろうとした、その時だ。


「あー！」


何やらテンションが上がったらしい幼子が叫ぶと同時に、その小さな体から魔力が迸った。


初めてに感じたのは、体の芯を震わせるような魔力の奔流。人の根源にあるもの。魔術などで使用可能な保有魔力だけでなく、正しく生命維持の為に必要な生命魔力を揺さぶられているかのような感覚。


本能に己の存在を刻み込めと、そう訴えかけるまでの絶対的な魔力だった。


「（いけない）」


ぼうっとしている場合ではない。これは魔力の暴走状態なのではないかと、リゼルがいよいよ誰かを呼ぼうと扉へ向かおうとした時だ。


「だれ？」


魔力の高まりに明かりを灯す、月色の瞳に射抜かれた。射抜かれてしまった。


「ぁ」


「だれ？」


轟々と渦巻く幼子の魔力が、その興味の先へ誘われるようにリゼルへも向かう。


全体の一部だけだっただろう。しかし、抗いきれるものではなかった。ぞくりと肌が泡立ち、足元がふらついた。がたん、と背後の机に背を押し付け、何とか座り込むのを耐える。


未だ子供であるリゼルは口にした事がなかったが、それは酒に酔う感覚に似ていた。月色の瞳から視線を逸らせないまま、意識だけが揺れる。


「……だれ？」


は、と息を吐いて平静を装おうとするが、普段は兄以外の子供を目にしない幼子の興味は強いのだろう。一歩距離を詰められ、途端に強まる魔力の圧力に息が詰まって失敗に終わる。


何か返さなければ、とそろそろと唇を開く。恐れたのかもしれない。いや、畏れたのだろう。自らがそれを望んでいるのだと、気付いた時には遅かった。もう、魅入られていた。


「ッ」


ふいに無意識に机についていた腕を、横から握られた。


「リゼル、沈めるなよ」


隣から寄越された声に、リゼルはようやく月色の瞳から視線を逸らす事が出来た。視線の先で、第一王子が爛々と目を輝かせ此方を見ている。


「それを、沈めるな」


目の前の彼は震えていた。震えるほどに昂奮していた。


リゼルが抱いた気持ちを、沈める必要はないと。その瞳に、微かな焦燥と嫉妬と、そして多大な歓喜を孕んでリゼルへと言い聞かせていた。将来己に仕えるべき相手に、弟に心奪われたままでいろと、はっきりとそう告げた。


「俺のことは軽蔑して良い」


確かに笑みに歪む唇から零された呟きに、リゼルは目を瞠ったまま首を振る。


「あにーえ？」


「何だよ。うーん、お前のそれはどうしようか」


そんなリゼルに彼は苦笑を浮かべ、弟の元へと歩いて行った。その目元は微かに嬉しそうに赤く染まっており、望む答えが返せたのだろうかとリゼルはぼんやりと思う。幼い頃から色々な事を教えてくれた少し年上の彼を、軽蔑しろというのは全く無理な事なのだから、本心からの否定ではあったのだが。


「国王陛下へお伝えしますね」


「頼んだ」


廊下の外が少しばかり騒がしい。突然姿を消した幼子に混乱しているのだろう。


きっと国王が部屋を出たのもこの件だろうし、早く伝えねばとリゼルは扉を開けて忙しなく歩くメイドを捕まえた。第二王子が此処に居ると、国王陛下に伝えるように頼もうとした時だ。


「こら、待て！　速ッ」


その声に振り返った瞬間、リゼルの横を小さな影がバッと通り過ぎて行った。


次いで、第一王子もその影を追いかけて廊下を駆け抜けていく。一瞬の事すぎて何も出来ずにそれを見送ったリゼルは、同じくそれを見るしかなかったメイドを見上げて伝言を訂正して貰う。


「城内のどこかにいると、伝えてください」


「畏まりました」


きっと城を出る事はないだろうと頷くリゼルに、メイドも頷く。


結局それを聞いた国王は、まぁ二人で居るなら平気だろうと放置の方針をとった。そして最終的に転移を駆使して追い詰めた第一王子が弟を担いで帰って来るまで、リゼルは国王と二人で魔術の練習を続ける事となる。






その時の事を、リゼルの教え子は当然覚えていない。


「そういや、リズとの初顔合わせってあの時だよな」


勉強の時間だと、渋々机に向かう教え子のとなりに座ったリゼルは突然の話題にぱちりと目を瞬かせた。式典とかで顔だけは見た、などは抜いてだろう。煩わしい教師たちから逃げ出して、秘密の場所で出会った時。


出会った時より随分と大きくなった、しかしまだ子供である教え子が一人納得している姿に、リゼルは微笑んで肯定も否定もしない。実は違う瞬間にあなたに心奪われたのだと、わざわざ訂正するのも気恥ずかしいものがある。


「嫌だった、とかねぇの？」


「ありませんよ」


教え子の言葉を正しく汲み、リゼルは可笑しそうに目元を綻ばせる。


一般的には王位継承権が兄に劣る第二王子の教育係など、嫌ではなかったのかと。それより第一王子の側近となる準備をした方が良かったのではないかと。そういう意味だろう。


決して卑屈になっている訳ではない。過去形なのがその証拠だ。教え子は、すでにリゼルが自分のものである事を知っている。それがいつまでも違わない事を知っている。だから自分に出会うまでの間で、一度でもそう思った事がないか聞いたのだ。ただの、好奇心で。


「勿論、権力に固執しないとは言いません。お父様の跡を継ぎ、公爵家としての役割を果たす為にも必要なものですし」


「ん」


リゼルがリゼルである為に、支えてくれる人々がいる。そんな彼らに報いる為にも、そして目の前の教え子を支える為にも、義務を放棄する気はない。それらを嫌だと思った事もない。


「貴方が、捨てろと言わない限り」


「言わねぇよ」


あっさりと告げたリゼルに、当然のように教え子も返す。それがリゼルの答えだった。優先順位の一番は揺らぎようもないと。その為に不利を背負おうと、それは些事に過ぎないのだと告げてみせた。


当然、不利を不利のままにする気はないのだが。自分もまだまだ身に付けなければなければならないものは多い、と膝の上で開いていた本を閉じる。


「お前はそれを持ってんのが一番お前らしい」


「そうですか」


心の底から優しく湧き出る喜びに、リゼルはアメジストの瞳を柔らかく融かした。


「だから」


教え子が、未だ成長途中の指でトンッと机に広げた教本を叩く。


その月を宿した琥珀の瞳は昔と変わらず、温和な色に反して強く鋭い印象を抱かせた。向けられた相手が傅かずにいられない程の、苛烈を思わせるまでの強い意思が見え隠れする。


「今もサボってねぇんだよ」


鼻で笑う教え子に、嬉しいと伝えるようにリゼルも破顔した。


王族として教育を受けること、つまり王としての資格を得ること。リゼルは王になって欲しいと教え子に告げた事はない。王になる為に生まれて来た存在だと、教え子と対峙した者ならば誰もが思い知る。だが本人が嫌ならば、それでも良いと思っていた。


リゼルが彼のものである事実は微塵も失われない。けれど、我が儘を言うのなら、名実ともに仕えるべき王は彼が良い。


「ま、そこらへんは苦労ねぇだろうけどな」


背を伸ばすように反らし、教え子がそう告げた直後。軽いノックの音と共に部屋の扉が開く。


「あら、お勉強は順調ね」


「何しに来やがったカマ野郎」


「ふふ、お兄様って呼んでったら」


姿を現したのは、教え子の兄である第一王子だった。


その姿に女性的な所はなく、着飾ってもいない。しかし仕草は嫋やかで、立ち振る舞いに淑女のような品がある。女顔という訳でもないのに不思議と似合うのは、彼自身の持つ王族特有のカリスマ性からか。


「リゼルちゃんも、久しぶり」


「お久しぶりです」


親し気に微笑まれ、リゼルもそれを返す。ずっと昔から変わらない、尊敬すべき人。


「お勉強は順調？」


「はい。やれば優秀な殿下なので」


「もう逃げちゃ駄目よ」


「うっせー」


実の兄にやや反抗的な年頃の教え子を、リゼルは微笑ましげに眺める。これで仲は悪くないのだから、両者ともに交友のあるリゼルとしては心安らかな事この上ない。


「貴方が早く即位してくれないと、煩わしい事が多くて嫌ね」


「なーにが〝嫌ね〟、だ。早々に一抜けしやがって」


「優秀すぎる弟を持って幸せだわー。早くもっともっと楽にしてちょうだい」


教え子の頭をぐしゃぐしゃと撫でている第一王子が今の話し方に変わったのは、王位継承権を放棄すると嬉々として宣言した時だったか。


彼は自覚している。己の欲の為に、背負うべきものを捨て去る己の愚かさを。弟を利用する己の醜悪さを。周囲を振り回す己の身勝手さを。だからこそ、それらに対して何も言わせないだけの功績を上げてみせるのだ。


若くして魔術研究の権威と呼ばれる実力。彼の研究は事実、尋常ならざる国益を齎した。城の一角にある選ばれし魔術師の集う魔術研究所、そこに所属するメンバーの信頼も厚く、国王に意見を申し立てる程の権力を持つとされる次期所長の最有力候補とさえ噂されている。


実際に継承権の放棄を宣言する際、父である国王の全力の拳を一発貰い、パンパンに頬を腫らしながらも、晴れ晴れとした顔で魔術の道へ進むと宣言した姿は記憶に新しい。以前から魔術については人目も憚らず食いついていた為、説得力が物凄かった。


それが極々平和的に受け入れられたのも、リゼルの教え子の存在があったからなのだろうが。


「てめぇの為になるんじゃねぇんだよ」


「知ってるわよ」


第一王子が、教え子を構っていた手を放しながらリゼルを見た。


「有難う、リゼルちゃん」


「私も、お礼を言われるような事は何も」


リゼルは、あの時と同じくゆっくりと首を振ってみせた。






「失礼致します」


「はい」


ふいに再びのノックが聞こえてリゼルが扉へと向かうのを、二人の兄弟が見送る。


薄く開いた扉ごしに誰かと言葉を交わすリゼルの背を眺めながら、ふと兄が背もたれに肘をかけて座る弟を見下ろした。だらしない座り方だ。リゼルが公の場できちんと出来るならば良いだろうと、そう考えているからだろう。


ふとした時に出てしまうのでは、とも思うが、弟はそういう所は己の教育係に似て器用だ。大して心配はしていない。


「貴方に全てを背負わせたこと、後悔してないわ」


「てめぇからお下がり貰った覚えはねぇ」


兄はふふ、と笑う。それも知っている。


リゼルが居たからこそ、弟が自らの意思で王を選んだことも。もしリゼルが居なければ、きっと自身は魔術の道をすっぱりと諦めて何不自由なく王を継いだことも。今となってみれば、そんな何の面白みのない現実になっていた事も、よく知っている。


「けど」


ああ、けれどと。時折思うことはある。


「あのままだったら、リゼルちゃんは私のものだったのに」


「無ねぇよカマ野郎」


呆れ切った声に、然もありなんと兄は声を上げて笑う。


酷く優秀な片腕になっただろうに惜しい事をしたと、そんな欠片も思っていない事を考えながら、どうかしたのかと振り返った穏やかな顔に彼はひらひらと手を振ってみせた。








あとがき






ケモ耳は大人のお姉さんお兄さんに付いていると素晴らしいですよね。


もちろん小さい子に付いてても可愛いです。凄く可愛い。当たり前に可愛い。可愛いが当たり前。凄い。けど大人のお姉さんお兄さんのケモ耳は、そういう可愛らしさとは別ベクトルにある素晴らしさ。


そんな私の性癖を目一杯つめこんだ猫双子お姉さん、いかがでしたか！　今の段階では確認できていませんが、さんど先生がきっと素晴らしいお姉さんズを誕生させてくれている筈です。しかもメイド服ですよ。最強じゃないですか。メイド服ですよ。


いつか作者コメントで知ったさんど先生の好み、メイド服と和服……その片方を叶えられて感無量の五巻となりました。リゼル達に和服を着せて世界観を迷子にさせるくらいなら、メイド服を着せて奴らの男としての矜持を叩き折ってやろうかと。そう粛々と考えておりましたが、今巻に登場の双子にピンと来ましたね！　圧倒的にメイド服を己のものにしてくれる事でしょう！


そんな今年一番のファインプレーを早々に叩き出し終えた岬です。皆様お世話になっております。






リゼルの休暇もついに、王都の外へと広がって行く事となります。軽くアスタルニア行きが決定し、爽やかに旅立っていきました。


リゼルの休暇の基準は、元の世界では出来ないことをする事です。国を相手取ったり、内部崩壊させてみたり、国政、陰謀、勢力争い。それらは元の世界で出来てしまうので、トランプだったり腕相撲だったり観光だったりを全力で楽しんでいます。勿論興味が向いたり、何かに必要になれば片手間に手を出したりもしますが。


なのでアスタルニアに行っても三人が特別変わることはありませんが、立派な冒険者を目指しつつ、休暇を楽しむリゼル達を是非これからも眺めて頂きたいと思います。






今巻も多くの方に支えられて、リゼル達を皆様の元へお届けする事が出来ました。


小うるさい注文をつけたにも拘らず、美しい陛下とリゼルのツーショット表紙を描いて下さったさんど先生。「陛下には顔を隠していて欲しい気持ちもある」と訳の分からない事を呟いた私に、素晴らしい二人を見せて下さいました。


いつも大変お世話になっておりますＴＯブックス様、最近は彼女に喜んで頂くと信仰心が増す担当編集様、そして書籍でもなろうでもリゼル達の休暇にお付き合い下さる皆々様へ。


心から感謝申し上げます。有難うございます！






二〇一九年六月　岬



            





電子版特典SS


三人が街角でだべるだけ







順調に依頼を終えて帰って来た王都。


屋台にしては珍しく、挽きたてのコーヒーが味わえる場所。隣には背の高い立ち飲み用の小さなテーブルが幾つか、後ろには本店であるコーヒー店。喧騒を離れ、より本格的なものが飲みたい客はそちらに入れという事だ。


そんな屋台が行きつけになりつつあるリゼル達は、三人でテーブルを囲んでのんびりとその味に舌鼓を打っていた。


「そういえばこの前、顔見知りの女性に〝抱いてあげて下さい〟って赤ん坊を渡されたんです」


通りを行き交う人々を眺めながら、リゼルがのんびりと告げる。


ほどよいざわめきは不思議と少し心地良い。目が合った相手が思わず二度見し、慌てて視線を逸らすのに笑みを零しながら、手の中のグラスを回す。


氷が少なめのアイスコーヒー、ミルク少し、シロップなし。


「いよいよ縁起モンッスね」


イレヴンもテーブルに両肘をつき、ケラケラと笑ってグラスに口をつけた。


氷がたっぷりのアイスコーヒー、ミルクあり、シロップあり、生クリーム盛り盛り。


「嫌なら断れよ」


握ったグラスの表面についた水滴を指先で遊びながら、ジルが言う。


氷は普通のアイスコーヒー、ミルクもシロップもなし。これらは全て、屋台の前でやいのやいのと注文をつけたイレヴンのオリジナルオーダーだ。近所の主婦らに愛想も良ければねだり上手と評判の彼は、今日も見事に値切ってこれらをゲットしてきた。


「いえ、嫌ではないんですけど」


「断った？」


「頑張りました」


「俺、赤ん坊って持った事ねぇなァ」


「ジルは？」


「ニィサンはねぇッスよ。ギャン泣きされんじゃん」


「うるせぇ」


ジルも完全に否定しない辺り、イレヴンの言葉に概ね同意なのだろう。彼は今でも、リゼルには平気で近付く子供たちに微妙に避けられる。本人は全く気にしていないが。


「お前は」


「向こうで何回か」


リゼルの公爵家、その領地を散策していると時折声をかけられる事があった。


リゼル自身がまだ子供だった頃、初めて腕に抱いた赤子はくったりしていて怖かった覚えがある。その身の全てが預けられる感覚に、もう少し自力で生きようとして欲しいと思ったものだ。


「何でこっちでも頼まれたのかが……ん？」


「あ？」


「何？」


ふと言葉を切り、道行く人々に視線を投げるリゼルにジル達も続く。


三人の視線の先には、見知った顔が二つ。並んで歩いている姿は意外にも思えた。


「薬士さんと研究家さん、知り合いだったんですね」


「マジで？」


「絵面すげぇな」


苦手な異性ツートップが並ぶ光景にイレヴンが口元を引き攣らせ、ジルが〝あんな濃い人間同士でよく気が合うものだ〟と一口コーヒーを含む。


そんな二人を尻目に、リゼルは目があった研究家へとひらりと手を振ってみせた。「止めてー、止めてー」と机についた腕に顔を埋めるイレヴンの頭をぽんぽんと撫でてやっている間にも、研究家が隣を歩く薬士へと声をかけて此方を指さす。


「こんにちは、薬士くすりしさん、研究家さん」


「おう、インテリさんも久々だな」


金のポニーテールと白の羽毛交じりの髪を揺らしながら歩み寄って来た彼女たちは、小さな机を挟んでリゼル達の前へと立った。


「お元気そうで何よりです」


「おい、見んな」


「君たちとは依頼ぶりだね」


「そうですね」


「見んなっつんてんだろ痴女、おい」


じろじろじろとリゼルの前に置かれたグラス、その口を付けた部分を確認するように凝視するメディに、イレヴンが顔を引き攣らせながら即座に反応する。すす、とリゼルに近付いて警戒態勢をとる姿に、ジルもまぁ分かるとため息をついた。


「薬士さんとはお知り合いですか？」


「あぁ、家が近所だからね。小生も彼女から君たちの話を聞いた時は驚いた」


「おい、グラスに手ぇ伸ばすな。おいっつってんだろクソ女！」


「ハッ、完全に無意識だった……！」


白熱するメディとイレヴンの攻防に、落ち着いてリゼルと言葉を交わしていた研究家が、胡乱な目を隠さず諦めたように首を振った。


「君は本当に気色の悪い女だな……」


「あぁん？　間接キスにとき♡めく♡乙女心でしかねぇだろうが」


欲に塗れた心から真顔でグラスを狙い続けるのを、世の乙女の総意として扱って良いものか。リゼルがそっとジル達を窺い、そして引いているのを見て安堵する。もしそれが普通なのだとしたら、此方に来てから断トツ一位の文化的相違であった。


「君が乙女心を語るんじゃない」


研究家が呆れたように告げる。


おお、とイレヴンが微かな感嘆を以って彼女を見た。いつまでも響く高笑いに軽いトラウマを負った彼だが、メディへの常識的意見に一気に株が上がったようだ。


「良いか、魔物以上にときめきを覚える存在が何処にある⁉　謎に包まれた生態、個性に満ちた様々な種族、その一挙一動を想うだけで胸が高鳴るだろう！」


そしてその株も直ぐに落ちた。ぶわりと研究家の白い髪が羽のように広がる。


「テメェも大概気持ち悪ぃだろ」


「肉欲に塗れた君よりよほどマシだよ」


「アタシのは健全っつうんだよ！」


「ならば小生のプラトニックな想いの方が余程だろう！」


「二人とも、ちょっと落ち着きましょうか」


ヒートアップしていく二人に、リゼルが宥めるように声をかける。メディ達はフンッと鼻を鳴らし、やや言い足りなさそうにはしていたものの、何とか平静を取り戻したようだ。


「いや、失礼した。小生とした事が、熱くなってしまったようだ」


「まぁな、男の前で恋バナはするもんじゃねぇしな」


そうして去っていく二人を、リゼル達は黙って見送る。


ちなみに二人が屋台の前を通りかけた時、グラスの買取交渉を始めたメディを、研究家がポニーテールを握って引き摺って行った。その仕草が手慣れている辺り、確かに付き合いは長いのだろう。


「こいばな？」


「言っとくが違ぇぞ」


「あいつらの所為でリーダーの知識がずれる！」


決して今の会話とその単語を定義づけるなと、リゼルはジル達から厳命を言い渡された。






そして引き続きリゼル達はのんびりと雑談を交わす。


ギルドへの依頼終了報告はまだだが、急ぐほどでもない。今日の迷宮は遠く、馬車に片道二時間も揺られたのだ。広い場所でくつろいでいたかった。


「座りっぱなしも疲れますよね」


「リーダーのクッションあるだけマシだけど」


茶菓子であるマドレーヌも既に二皿目。ちなみにイレヴンしか食べていない。


それも空になり、彼は屋台へとおかわりの催促に向かう。屋台の主が上機嫌に追加のマドレーヌを皿に乗せてくれるのは、リゼル達による宣伝効果があってこそだろう。


自然と目を惹く三人、しかもいかにも舌が肥えていそうなリゼルもいる。良い店なのだろうとコーヒー店の扉を潜る客の数は、いつものこの時間と比べて明らかに多かった。


「あのクッション、ちょっと改良してみましょうか」


「どうやって」


「今は毛皮を折りたたんでるので……中に何か詰めてみるとか」


「厚いと座りにくいだろ」


「俺は薄い方が好きッスね」


早速菓子を頬張りながら戻って来たイレヴンの手には、皿と一緒に新しいグラスもあった。もう飲み終わったのかと、まだ半分ほど残る己のグラスを見下ろしながらリゼルは笑う。


イレヴンは食べる量も多ければ、食べる速度も速い。ジルは珍しくゆっくり飲んでいるので、彼なりにくつろいでいるようだ。


「腰が痛くなりませんか？」


「あんま？」


「なんのか」


「長時間だと、少し」


「まー、そればっかは仕方ねぇ気もすっけど」


どれだけ工夫を凝らそうと、座りっぱなしで体勢が固まってしまうのは避けようがない。やはり耐えるしかないか、それともジャッジに相談してみようか、そんな事を話していた時だ。


「どうも、話し中すみません」


ふと、リゼル達のグラスが並ぶ机に新しいグラスが一つ加わる。ぱちりとリゼルが目を瞬かせて正面を見れば、両目を長い前髪で隠した男が立っていた。


いざ声をかけられるまで気付かなかった、と感心したように見るリゼルの隣。特にリアクションのないジルやイレヴンは彼が近付いてくるのもしっかり気付いていたのだろう。


「何」


「ネズミがちょろついてるんで、一応」


面倒そうなイレヴンの声に、リゼルが精鋭と呼ぶ彼は平然とそう告げた。


「珍しくもねぇだろ」


「や、狙いが貴族さんなんで」


「俺ですか」


ほのほのと心当たりを思い浮かべているリゼルを、ジルは呆れたように眺める。元は他国の諜報に真っ先に探られる立場であったのだ。慣れているのだろうが、そのリアクションはどうなのか。


「お前目立つしな」


「品行方正に冒険者をしてるつもりなんですけど」


不思議そうなリゼルに、他の三人は何も言わずスッと視線を逸らした。


「あー……それでですね」


精鋭が話題を逸らすように話を戻す。そもそも彼がわざわざ三人揃っている時に報告に来たのも、小銭稼ぎの有象無象を伝える為ではないのだ。実際、その程度ならばイレヴンも精鋭もわざわざ相手をしたりしない。


「どうも根っこにいんのが、この国の貴族みたいで」


「はぁ？」


「しょぼい奴みたいなんですけどね。どこぞの村の領主で、ちょい前に失脚してるような」


「リーダーそんなん相手にしたんスか」


「職業病」


「失礼な。休暇中にそんなこと」


言いかけたリゼルが、ぴたりと言葉をきった。


心当たりが一つだけあったからだ。それはいつかの魔鉱国の帰り、読書禁止期間中、立ち寄った村で耳にした不穏な噂。面倒ごとを察知して顔を顰めたジルとイレヴン、そしてリゼルも特に見るべき名所もなさそうだと、すぐさま村を出たのだが。


「一応、と思ってレイ子爵に伝えたんでした」


「リーダーのこと漏らすような真似すっかなァ」


「タイミング的に目ぇつけられただけかもな」


村に冒険者が立ち寄って、すぐに去っていき、暫くして憲兵が調査に入った。ならば冒険者が何かしらしたのだろうと。


普通ならば、その冒険者が誰かなど調べようもないだろう。国と国を行き交う冒険者、そんな彼らが休憩の為に村に立ち寄るなど珍しくない。当の村も、幾人もの冒険者を見ている筈だろうが。


「よっぽど印象に残ったんスね」


「まぁ探すのに苦労はしねぇな」


「不本意です」


一番覚えやすく、特定しやすいが故に、レイに言いつけたという確証もないまま疑いを向けられたという事だ。むしろ冒険者だと思われていたかも怪しい。


「あー、それか監査に来たって思われたとか？」


「腹いせに正体を暴いてやろうって事かもな」


「ギルドカードも見せたのに」


「それ、大抵〝嘘だろ〟みたいな目ぇされてるッスよ」


つまり物凄く運が悪かったとしか言いようがない。


釈然としない様子でアイスコーヒーを飲むリゼルをジルが鼻で笑い、慰めなのかもよく分からない慰めを向ける。それを見て、ケラケラと笑ったイレヴンが一瞬小さく唇を動かした。


「バラして食わせろ」


「了解です」


そして精鋭は、まるで空気に溶け込むように姿を消す。当然、普通に歩き去っただけだ。しかし、そうとしか表現が出来ないほどに自然に彼は去っていった。


「あ、精鋭さん行っちゃいました？」


「ん。なんか用あった？」


「いえ、何も。気付なかったってだけです」


流石だと頷くリゼルの隣、ちらりと寄越されたジルの視線にイレヴンはにっこりと笑って見せる。巻き込みはしないという意思表示だ。


「ちょろついてんのはこっちでやっとくんで」


「有難うございます。じゃあ、大元だけ子爵に伝えておきますね」


そして三人は、何事もなかったかのようにクッション談義へと戻っていった。






リゼルのグラスの中身も空に近付いた頃、三人の議論は白熱していた。


「そこをジルがグッと捕まえて」


「や、むしろ仰け反って避けて」


「てめぇが仰け反れ」


「じゃあ俺が飛びつくので」


「リーダーは大人しくしてて」


一体何の話をしてるんだろう、と疑問を抱きながら人々が通り過ぎていく中、ふいに足を止める者がいた。狭い机に目いっぱい何かの地図を広げる三人に、平然と近付いていく。


「で、ここでイレヴンが鳥の真似を」


「出来っかなァ……」


「あの研究家に教わってこい」


「俺も別に蛇の真似とか上手くねぇんだけど」


よいしょ、と手にした荷物を抱え直して明らかにリゼル達へと近付く影に、周囲は思わず〝一体どういう関係だ〟と眺めてしまう。それ程に、現れた彼女とリゼル達の接点が想像出来なかったからだ。


好奇心に満ちた視線が集まる中、最初にその存在に気付いたのはジルだった。次いでイレヴン。


「どうした」


ジルの声に、彼から声をかけるなど珍しいとリゼルも顔を上げる。そして納得した。


「ああ、女将さん」


「今日もお疲れ様だね、三人共」


成程、と集まっていた視線が散る。冒険者がそう呼ぶ相手など、宿の女将に他ならない。


「夕飯、ここらで済ませるかい？」


「いえ、宿で頂きます」


「俺も俺も」


「あんたがいると仕込みが倍になるって、うちの旦那が泣いてたよ」


折角だからと声を上げるイレヴンに、はっはっと笑いながら告げられた言葉は決して邪険にするものではなく。きちんと用意されるのだろうと、イレヴンは満足げににんまりと笑った。


「全く、買い出しに出ておいて良かったよ」


「あ、半分持ちます。俺ももう、宿に戻るだけなので」


「良いんだよ、そんな事しなくても。ほら、ゆっくりしておいで」


「十分ゆっくりした後なので」


リゼルは融けかけた氷しか残らないグラスをトンッと指で示して、そしてテーブルの前へと回る。女将の手から優しく幾つかの荷物を奪い、遠慮する彼女を説き伏せて歩き出した。荷物を全て持とうとすると頑なに固辞されてしまうのは経験済みだ。


「俺も行こ」


「ジル、後は頼みますね」


「ああ」


イレヴンも機嫌良さそうに後に続き、女将から買い出しの荷物を奪って去っていく。リゼル以外に向けるにしては破格のサービスだろう、残されたジルはそう思いながらテーブルの上を見下ろした。


空いたグラスに、皿。そして残された二枚のギルドカード。彼は溜息交じりにカードを拾い、依頼の終了手続きの為に冒険者ギルドへと歩き出すのだった。
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